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の一環 として とりま とめた ものであ ります。



序

当財団は、 わが国における情報処 理産業の発展に資するため、昭和43年 以 来、毎年海外に調査団

を派遣 し、 アメ リカお よびヨーロッパ諸国におけ る情報処理関係の諸問題の実態を明 らかに して まい

りました。本年 度はとくに公共情報システムの現状 と将来、 ならびに新しい ソフ トウェア技術の動向

等を中心に調査するため、 スエーデ ン、 イギ リス、 オラ ンダ、 ベルギー、 フ ランス、 スイス、 イタリ

ー、 アメリカの8カ 国の22機 関に11月 、12月 に派遣 し調査いた しました。 ここにその結果をと

りまとめ、 海外の情報処理に関心をもたれる方々のご参考{こ供 したい と思い ます。

なお、 本調査 実施に当って、 ご尽 力いただいた調査団員各位、 ご支援、 ご協力をたまわ った在 日各

国大使館をは じめ、調査訪問先等関係各位に対し、心 より感謝の意 を表します。
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財団法人

会 長
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難 波 捷 吾
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

海外諸 国に おけ る情 報処 理 お よび情 報処理 産 業 につ き、 そ の 実態 を調査 す る と と もに

各 国で の発 展 の 背 景 と今 後の 動 向を把握 し、 わが 国に おけ る情 報 処理 お よび情 報 処 理産 .

業 の 発展 に資す る こ とを 目的 とす る。

2.調 査 事 項

(1)公 共 情 報 シス テ ムの 現状 と将来 計画

(2)新 し い ソ フ トウ ェ ア技術 の 動 向

5.調 査 対 象 国

スエ ーデ ン、 イ ギ リス、 オ ラ ン ダ 、 ベ ル ギ ー 、 フ ラ ン ス 、 ス イ ス、 イ タ リ ー 、 ア メ リ

カ

4.調 査 時

ヨー ロッパ班

ア メ リ カ 班

5.調 査 機

ス エ ー デ ン

イ ギ リ ス

オ ラ ン ダ

期'

昭 和48年11月11日(日)～ 昭和48年12月1日(土)

昭 和48年11月24日(土)～ 昭 和48年12月14日(金)

関

oTheSwedishAgencyforAdministrative

Development(SAFAD)

ス エ ー デ ン 行 政 開 発 庁

OTheCentralBoardforRealEstateData(CFD)
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FinancialTelecommunication(SWIFT)
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oCivilServiceDepartment,CentralComputer
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oRijnmondPublic'AuthorityOpenBaarLichaam

Rijnmond
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oCentreNationaldelaRechercheScientifigue
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CentredeDocumentation

国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー,

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン セ ン タ ー

oAdministrationGeneraledeL'Assistance

　
PubliqueaParis

パ リ 地 区 国 立 医 療 機 関 監 理 局

スoBattelleGenevaResearchCentre
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oXeroxComputerService(XCS)
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第1章 総 論

欧洲 におけ る情報処理の現状 と動 向についての今次の調査 は公共情報処理システム,社 会情報処理

システ ムとい うべ きものを対象 と して,前 記の局所を訪問,調 査 した。 これ等の うちあるものは行政

情報システ ム開発の中枢機構であり,あ るものはデータバンク,あ るものは国際 ネッ トワーク。 ある

ものは環境情報 システ ムであり,ま たはデ]タ 伝送ネ ッ トワーク であり,医 療情報ネ ットワーク,も

しくは公共システム研究開発機関で あるが,い ずれ もヨーロ ッパ的合理主義精神 に貫ぬかれた活動を

遂行 しつつ あるといえ よ う。

以下,各 機 関,各 システ ムにつ いて,そ の特徴と課題 とを略述 したが,欧 洲における公共情報 シス

テ ムについてア ウ トラインで も描 き得ているならば幸 いである。

11行 政 情 報 シ ス テ ム 開 発 中 枢 機 構

政治 ・社会 ・経済情勢の変転 に対応 して,行 政の効率化,経 済化を確保するためには行政府各層に

tsけ る不断の努 力が要請 され るが・行政効率改善の活動 と して,行 政組織(Organization)の 変

革 ・整備 と事務 処 理 方式(Methods)の 改善 ・開発(一 般に0&Mと 略 称され る)と が ある。

特に近時O&M活 動 の中で行政情報システムの改善 ・開発の 占め る位置 が極 めて増大 している。 スエ

ーデ ンお よび英国 にお いてはかsる0&M推 進機構 と して非常 に強力な中央機構を設けてその推進を

計 ってい る。

スエーデン政府の行政システ ムの特徴は,行 政諸機関が内閣 ・各省に対 して 自主性 を保持 してお り・

各省はせいぜい100～200名 の スタ フフを擁 して,主 要なガ イ ドラインの立案,改 革のための イ

ニシ ャテ ィブの発揮 計 画の評価 法令の立案 等を任務 と してお か 日常業務について各機 関を統制

する ことは しなレ、

スエーデン政府の行政組織は,内 閣 ・各省の下に各省 の諮問委員会,国 有または混 合の企業機関

(鉄 道,郵 便,電 信電話等),中 央 行政諸機 関(こ れ に地方管区機 関 地方機 関が所属す る),お

よび付属機関(文 化施設,研 究 所等)か ら成 っている。近時 スエーデン国における政 府活 動 の 占め

る分野の腫 ・・非常囎 大 して・・b・196・ 年当時同国の大・N・4)職業学校碑 業生の ÷が政府活

動ないし政府鋤 緻 に入 ・たのに対し現 在は殆んど÷縦 事するようぱ ・ている.

スエーデ ンにおけ る一般行政の構造的変革は概ね3つ の カテゴ リーに分類 できる。 そ の第 一は,

政府機関中央本部の再配置計 画である。企業機関 も含めて中央本部は殆んど がス トックホルム 地 区 に

集中 しているが,こ の うち36事 業 所(従 業員6,000名 以 上)を1974～1976年 中 に再 配

置 し,第 二次計画 と して12事 業 所(従 業員4,000名 以上)を 再配置 するよ う計 画されている。

変革の第二は・政府権限 の委譲・相互移 管であり,第 三は・ 新規機関の創設・分封 である。 現 在 ま

での所,環 境関係,都 市計画,開 発公団,国 有持株 会社,投 資銀行,技 術開発,食 糧管 理,消 費者

政策 国家被用者訓練 行政民主化,被 用者管理等の各機 関が創設 されて いる。
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0&M関 係 として1961年 にス エーデン行政開発庁(SwedishAgencyforAdminiStrative

development,以 下SAFADと い う)の 改組1969年 に 国有コンサル テ ィング会社1970

年 に 国立行政データ処理センター1973年 にデータ審査庁の創設が実施 された。

以上はOrganizationの 面 における変革 であるがMethodsの 面 における変化 にはLaydire-

ctorateが 先 づ挙げられ よ う。 これは中央機関の執行部 に民間のエキスパ ー トや,関 係 グループの

代表者 を参加 させる制度 であ り,最 近 ます ます普遍的 なもの とな って来てい る。 このほか,行 政民主

化 のための労働 者経営委員会の ごとき"Workcounci1"が 置 かれ,ま た プログラム予算制度,長

期戦略計画 も例示できよ う。

一般行政の効率改善を 目的 とする変革の提案は,各 省お よび諮問委員会,中 央O&M機 関 と会計検

査機 関,行 政府各事業所 または コンサルタン ト,も しくは政府機関内の個人か う行 なわれるが,以 下

中央O&M機 構 としてのSAFADに つ いて略述す る。

行政開発庁(SAFAD)は1961年 財務省の主計総監事務局が組織局 と合併 した時中央O&M機

関 としての現在 の地位 を獲得 し,1963年 コ ンピュ ーティング ・センター局を包含 して コンピュー

タの利用・・調達の調整機能を持つに至 った。

SAFADの 組織は,外 部者理 事会(laydirectorate),長 官,執 行委員会(主 と して内部 ス

タ ッフで構成),お よび4班(調 査 ・コンサルテ ーシ ョン,教 育訓練 計 画開発情報,コ ンピュータ

調達管理)と 管理部門から成 っている。

活動対 象は調査・ 調整,サ ービスの3つ の主要な柱を持 ってい る。調査活動 は,政 府機関 の組織分

析 を行な い,そ の機関のプロジェク トのシステム設計等に参加す ることに あるが,SAFADは コ ンサ

ルタン トや技法のエキスパー トと して行動する。調整活動は特に情報システムにお いて発揮され,現

行 システ ムの分析評価 解決策の探究につ いて期待され る訳 であるが,こ のほかコン ピュータの調達

計画 とその調整 について責任を負 って いる。サー ビス活動には,各 種要 員訓練 ない しEDP化 に伴 な

う訓練 プログ ラムの提供を事務管理(書 式 ・設備)に 関す るコンサル テ ィング とがある。

1968年,ス エ ーデン政 府の必要 とす るコン ピュ ータを調達運営す るため中央 コンピュータ基金

が設 定され,SAFADは 購 入の権限を与えられ,諸 機関に賃貸す る。

SAFADに お いては現在約50の プ ロジェク ト(サ ブ ・プロジェク トも含めれば80)が 進 められ

ているが,そ の大部分はEDP指 向 のものである。それ等 の うち主要 なものを挙 げれば次のとお りである。

人事管理システ ム(開 発期間1969-1975)

社会保 障管理システ ム(社 会保険庁と協同,1974年 稼 動予定)

環 境保護情報システム

司法事務情報システム(1966-1975)

図書館システ ム

プログラム予算シス テム

長期計画 ・開発 プロジ ェク ト

SAFADの 要員 は現在約300名 で あるが○その うち略 て半分 がアナリス トで ある。
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最 後に行政 デー タ処理国立データセンター(NationalDataCenterforAdministrative

DataProcessing)に つ いて一言 したい。 当セ ンターは1970年SAFADの 監督 下に独立採算

制機 関 として設置 され,政 府諸機 関に対 するEDP能 力 の提供,シ ステムやプログラムの開発保 守サ

ービスの提供
・新規EDP設 備 の着 手を容易 にす るためのエキスパー トの提供 のほか,新 しいEDP

アプ リケーシ ョンの開発の促進,高 度技法 の開発 ・実験 も実施するが,当 センターはシステム開発 に

携 わることよりも,運 用中のシステムのプロダクシ ョンの責任を負ってい るものと考 えるべ きであ る。

ス エーデンのSAFADに 対 応す るものとして・英国の行政管理庁(CivilServiceDepart-

ment)お よびその内部 の中央コンピュー タ局(CentralComputerAgency,以 下CCAと 略

称す る)が ある。英国行政管理 庁は,1968年 行政上の技法 の開発 と普及に より政府活動の効率を

改善す るため設立された のであるが,コ ン ピュータが管理用具 として不可欠の ものとなり,ま たコン

ピュータの能 力が行政上 の境界を超 えて有効性を発揮 し,か つそれによって経済性 を確保 し得 ること

が認識 され るに至 った。即 ち,コ ンピュ ータ設備 の評価機能,コ ンピュータの利用政策・また0&M

活動 とそれへ のコンピュータ活用等の各機能 が各省 に分散 していることは許 されず,強 力な1つ の単

位 に集 中 されねばならなか った。 こ うして,O&Mの 中央機構で ある行政管理庁内に1972年4月

CCAが 設立 されたのである。 またその付帯的利益 として,コ ンピュータ産業界 とユ ーザと しての政

府とのコミュ ニケーシ ョン ・ラインの単純化 が挙げ られる。勿論コンピュータ産業 の育成支援は通商

産業 省の責任 に属す るが,CCAは ユーザと しての政府の利害を産業界に対 して代表 し,ま た政府の

購入援助政策への適切な関心 を確保 してゆ くことができるのである。

い うま でもなくCCAは,コ ン ピュータシ ステ ムを政府行政 に適用す ることを促進 し,も って行政

の効率を改善 し・政策選択の 巾を拡大す ることを 目的 とし・主 として以下の ような役割を行な う。

① コンピュータ ・ユーザと しての政府 の政策を決定 し.各 省の政府政策 との合致 を確保 す る。

② 政府のコン ピュータ利 用の将来の方向・ アプリケーシ ョンの探究。

③ 各省か ら提案 された設備 を審査 ・承認 し・各省のプ ロジェク トを監視す る。

④ コ ンピュータ ・パ ーフォマ ンス,使 用設備(CCAの 設備,民 間 コンピュータ・センター,専 用

コンピュータ)に つ いての最 も適切な方法 の確保,各 省への助言 と情報の提供を行 な う。

⑤ 政府のコン ピューテ ィング,プ ロジェク トや設備 の管理のための標準の設定。

⑥ コン ピュータシステ ム設置後 の再審査 。

⑦ ,コン ピュータサービスの提供 と特殊な コン ピュータ技術の研究開発 。

⑧ コン ピュータ業界 トよぴ国内 ・国際諸団体に関 し,ユ ーザとしての政府を代表 する。

⑨ 政府コ ンピュータ要 員の人事管理・訓練等について各省庁に助言す る。

CCAの 組織}(つ いては,プ ロジェク ト・サポー トサ ービス,政 策計 画,技 術サ ービス,契 約の4

部 門が当初 に設置 されたが,1973年1月 行政通 信システムの開発促進のため電気通信部 が,さ ら

に趣 く最近 複雑なプロジェク トのために特別プ ロジェク ト部が設置 された。

CCAの ス タッフは,1973年3月 現在500名 以 上になるが,そ の うち約290名 は 中央 コン

ピュータ ・センターに居b,残 りの うち約80名 はADPや 通信 に経験の深 いエ ンジニアや科学者 で
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あり・約40名 は コンピュータ業務経験者 である。 またCCAは 積 極的に外部の経験 を借 りることに

も努力 している。

因みに,英 国の行政的 ・科学的 目的に,20以 上 の省庁 において1972年 末 現在231台 のコン

ピュータが使用 されてお り,現 在年平均約20台 の新規または置換 のプ ロジェク トが進められてお り・

CCAは その多 くと密接に連携 している。 また各省庁の要員の合計 は,シ ステ ム分析 ・プログラミン

グに携わる者約3,700名,オ ペレーションに携わ る者1,700名 ・ データ準備に携わ る者4,400

名 とな っている。
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12プ ラ イ バ シ 保 護 立 法

プ ライバシ保護 の問題 が近年 にわか に持ちあがって来たが,決 して新 しい問題 ではない。プ ライバ

シ とい う言葉が始めて使 われたのは,1890年 米国でBrandeis&Warrenの 論 文 においてで あ

るといわれ るが,現 行法体系の上で もプ ライバシの権利 が基本原則の1つ とな っているといえ るので

はないか。即ち,医 師法,公 務員法,郵 便法 公衆電気通信法 に明定されてい るところであるし・ま

たプ ライバシを侵害 し得 るためには法 律に定めた手続に よらねばならぬ ものとして,捜 索令状 に よる

捜索・逮捕令状による逮捕 がある し,ま た教育基本法,国 勢調査法等 もプ ライバシの権利 の制限立法

とい うことができよう。

最近,新 しくプラ イバシの権利 が問題 となって来たのは,い うまでもな く社会のあらゆ る分野にコ

ン ピュータが利用 されるに及 び新 しい問題が発生 して来 たからにほかならない。 即ち,コ ン ピュータ

を使用 したADPに より・

① 大量の情報 を収集 し,処 理 し得 る

② 更新 を行ない,ア クセスを拡大 する

③ 長期 間蓄積 され,ア クセスを可能 とし,ま た検索が容易で ある

④ 蓄積 が高度 に集中化 され得 るようにな り,あ る特定 の事実を発見す ることが大変容易である

⑤ 比較,分 類 区分が容易である

⑥ 情報の交換 や,個 々のソースか ら結果を持 ち寄 ることが容易である

等 の事実が認識され るに至 ったからである。さら に・コン ピュータのフア ィルか ら取 り出された情 報

は,そ れに反する証 拠 が上 って もそれ こそ真実 の本人の像だと思われがちであること,デ ータが本物

か偽物か,常 に誤 りな くプログ ラムされているか,コ ン ピュータが常に誤 りな く操作 されているか等

コン ピュータにょるプ ライバシの脅威 が唱えられる ようになって来た。

この ようなプライバ シの脅威に対 して,そ の保 護方策 と して,法 律的 には現行法に よる救済策 と新

規立法 による保護が あり・他方技術的方策 として,コ ン ピュータメーカに よる各種保 護装置の付加 と

ユーザによる予防 策 ならびにACMの 倫 理綱領にみるごとき,関 係者 の道徳性への依存 とがある。

新立法 による保護 については,こ れ までにも米国カ リフ ォルニア州でデ ータ監視法案が提案された

が未 成立 に終 ってお り,カ ナダにお いて も成立 に至 らなか ったと伝え られている。

しか るに1973年5月 スエーデンにおいて,一 国の法律 と しては始めてプ ライバシ保護法 が成立

した。データ法(DataAct)が これで ある。

以下同国における新立法について簡記 したい。

先づ,プ ライバシの権利 とは如何 なる概念 であろ うか。 「プライバシ とは,孤 独の権利,家 族 ・友

人のサ ークル,仲 間 との親密 な接触の権 利,外 部者 との関係における匿名性 と距離をお く権利」 とい

われ,ま た 「個人が本来そ の人 に属する ことを支配する権利を いい,個 人 をとりまく社会的空間,過

去の記憶,会 話,肉 体・ イメージに も及ぶ」 と言われている。 また 「他か らの干渉を受けない個人の

権 利」 と要約 され てい るが・ 「individual〆righttobeleftalone」 とい う英語句は極め

て示唆的である。他方他か ら干渉を受け ない権利は絶対的では あり得ない。共同体 の必要に よって制
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限され ることが あることはい うまで もない。

スエーデ ンにおいては,プ ライバシの権利を厳密に定義 しない し・ その制限 も明確に規定 していな

い。 国により・時代 に より,ま た民衆 の集団に より見解 が相違する ものであり・ 明確 に,決 定的に・

詳細 に規 定する ことはで きないとしている。 しか しながら以下 のよ うな ガイ ドラインを設けて いる。

① 個人 の状態 に関す るすべての情報はプライバシに関係す る。

② 別 の 目的に情報 が使用される可能性があれば,脅 威 と感 じて よい。

③ 個人 の情報が・権 限ある特定 の官庁のみにあるか ど うか,そ の個人 と接触 した人達のみが持 っ

ている加 情報を欲 しが る誰 にで も入手 し得 るか どうか は重大な問題で ある。

④ 特にデ リケー トな性質 の事項 即 ち罪,判 決内容,予 防拘 留,意 見態度 の発表(特 に政治 ・宗

教問題 について),個 人 の評定 判断,個 人財産 に関す る事実等で ある。

また スエーデンにおける立法 の背景 も見のがす ことはできない。スエーデンでは1766年 以 来官

庁文書の公開の原 則が確立 されてteり,秘 密保護法(SecrecyACt)に よる例外(国 際関係 犯罪

訴追 医療行為,社 会福地 財産 上の利害)を 除いて,官 庁文書 に一般公衆の 自由ア クセスが認め ら

れ てお り,個 人の公平 の確保,官 庁当 局へ の信頼の確保 社会的論争 の基礎 とする ことか目指されて

いる。 しかるにパンチカー ド,デ ィス ク等 が文書 と看倣 されるに至 って,公 開の原則は骨抜 きとな る

恐れが あり,一 般公衆が必要な情報を確保することが困難 となる。 この ような公開の原則の貫徹 とプ

ライバシの保護 とい う矛盾する両側面を調整する必要があった とされてい る。

スエ ーデン ・データ法 は公私の両セクターに亘 って詳細 な規制を規定 している蕊 その概要 は以下

の通 りである。

1)デ ー タ審査庁(DatalnspectionBoard)の 設置

① 個人情報(Personallnformation)を 蓄 積 する レジスタ(PersonalRegister)

を設 置 し,保 持 するにはデータ審査庁の許可を受 けねばならない。

② 許 可内容は,レ ジスタの目的,蓄 積 される個人情報,計 画 されている処理 ア ウ トプ ットの

種類 である。

③ データの収集 の態様 使用す る機器,処 理形 態について必要な命令発 出。

④ 命令 の変更,許 可の取 消の権限付与。

⑤ 構内立入,文 書査閲 コンピュータ操作命令の権限付与。

2)蓄 積 す ることを認め られない情報

① 犯罪の嫌疑,有 罪判決,刑 期 終了

② 児童福祉法,禁 酒法,精 神病留置治療に関する法律・知 恵遅れ者の保 護に関する法律・反社

会的患者 の措置 に関する法律,外 国人法等 に ょり強制的行為を受けまたは受けてい るとい う

事実 の情報

③ 健康状態 アルコール中毒等 の治療を受け,ま たは社会救済 を受 け,ま たは受けている事実

についての情報

④ 政 治的,宗 教的 信条に関す る情報
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たN'し,③ 乃至③については・法 令によ り情報を主管する責を負 う機関 または特別の理 由が あ

る場合 はこの限 りでな く・④につ いては,特 別 の理由がある場合お よび団体がその構 成員 につ い

て保持す る場 合は この限 りではない。

3)パ ー ソナル ・レジスタ取扱 責任 者の義務

① 情報の正確性 の確認,訂 正 必要な場 合の削除の義務

② レジスタの目的からみ て,不 完全 とみなされる情 報を完全にす る義 務

③ 関係個人から要求あ った場合,当 該人 にその値入情報を通報す る義務

④ 本法 に違反 して情 報がADPに 使用され ると推定 され るときは,個 人情報を引出す ことO禁

止

⑤ パー ソナル ・レジス タの保持を中止 した時はデータ審査庁に通知 し,そ の指示 を受ける こと

⑥ レジスタから ある個人 の個人環境につ いて知 り得たことを漏 らす ことの禁止

4)司 法 または行政上の 目的 のために使用されてい る情報は,読 む ことの できる形 で関連フアイル

ルに付加されねばな らない。

5)刑 罰 と損害賠償

① 本法 に基づ く許可を得ないでパーソナル ・レジスタを設置 ・保持 した者,デ ータ審査庁の発

出 した命令に違 反 した者,等 に対 して罰金または1年 以下の懲役に処せ られ る。

② 権限 なく・レジスタにアクセス して情報を不当に変改 し,抹 消 し,蓄 積す る者は,デ ータ侵

害罪 として罰金 もしくは2年 以 下の懲役に処せ られる。

③ 取扱責任者がデータ審査庁の構内立入,文 書へのアクセスを認め ないとき・ データ審査庁へ

の通報せねばならぬことを怠 った ときは,罰 金を科され る。

④ パーソナル'レ ジスタに登録 されてい る者が・誤 った情 報の蓄積 により損害 を受けた ときは,

取扱 責任者 は損害賠償の責を負 う。

上述の よ うに,ス エーデンのデータ法は極めて徹底的であ り,誠に画期的な立法 といえ るが,特 に北

欧諸 国にお けるごとく,近 隣諸国と緊密 な国際交流の行 なわれ ている地域では問題が残 るといえよ う。

即 ち個人情報を国外に蓄積 し・そ こか ら情報を受け取 ってスエーデンで利用することを防 ぐことには

困難がある。スエーデン政府 の委員会で,外 国に蓄積 され ると推定され る情 報の収集 ・配布を禁止す

る規 則をつ くるぺ きだ との論があ った とい うが・ それ にして も国外への逃避を決定的 に止 める ことは

できない。国際的合意が成立 し,各 国が同様趣 旨の立法化 によってのみ解決 され得 ることであろ う。
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13公 共 情報 シス テ ムの 諸 特 徴

i31汎 省 庁的性格

先づ第一に注目しなければならないことはシステ ムの汎省庁的 とい うかマルチデパー トメンタルな

性格 である。元来社 会は一つ の有機的総体であ って,財 政 産業経済,労 働,厚 生,法 務,警 察・教

育等 の各 庁の管轄は夫 々,一 つの総体か らあ る事項を 抽象 して政府 の各部門に分け られた ものである。

人 口が増大 し,社 会活動が大規模 化,複 雑化 するにつれて,社 会総体を全 体と して対象 とした行政シ

ステムの運営は人 力を超え ることとな って分割されて来た ものであろ う。 しか しな がら各部門が独立

して閉鎖的 に活動す ることは不都合な のであって,相 互 の関連性の見極めとその定量化 の問題が従来

の行政システムにおける大 きな課題で あったと思われる。

コンピュータの出現 とコミュニケーションの発達は この ような課題を解決するための有望 なツール

と考えられ るよ うにな り,汎 省庁的行政情報 システ ムの萌芽 が出現するに至 った。スエ ーデ ンのSAF

AD,英 国のCCAの 活 動 目標の大 きな柱がこれ であることはい うまでもない。スエーーーデンの不動産

デ ータバンクがその具 体的なシステムの1例 である。 同システ ムは財産 データベースと土地データベ

ースか ら構成 されるが,そ れ等の中には,財 産の名称,地 域・すべての調査測定値,起 源,計 画 と規

制,課 税情 報 建築物法,自 然保護法,環 境コン トロール法等にょる制限お よび所有権 地役権,抵

当権 各種法 律行為の各記録が包含 されてお り・ その利用者 も財産登記事務所・土地登 記事務所 財

産単位組織事務所,郡 役所 市町村,さ らには金融機関・保険会社 その他 もろもろの利用者 となっ

ている。 またシステムに対す る責任分野 も分かれている。即ち異なるデータベースに入力され る情報

は,そ の発生す るみな もとで直接 に収集 され,入 力・up-dateに 対 する責任 は・現行 の法律 に基 づ

く関係登記所にあり,開 発運営主体であるCentralBoardforRealEstateDataは 技術シ

ステムの管 理 と運営について責任 を負 うこととな ってい る。 このシステ ムが他の郡,最 終的 には全国

に拡張 されるであろ うが,全 国の登記所は,勿 論自分 の部分についてのみ責任 を負い,ア クセスはデ

ータバンクの全情報に可能 とされて いる。

132経 済 性の追求

第二は経済性 の追究である。 スエーデンお よび英国の開発機関の調整機 能 として,最 低コス トでの

EDPの 調 達,不 利益なアプリケーシ ョン ・設備の削除,現 行システムとの差引勘定 にょる評価等 が

あるが,Bealestatedatabankシ ステムでは,開 発長期計 画において1件 当 りの トランザク

ションのコス トを推定 してお り,厳 密なコス ト計算の もとにシステ ム開発を進めている。 またパ リ地

区Assistancepubliqueの 統轄機 構の中のServiced'etudeetdetraiternentde

l'infomatiqueは パ リ地区 の病院37,共 通 倉庫10,診 察 所60,tsよ ぴ 管理監 督の中枢i業務

にコンピュータ ・サービスを提供 してい るが,自 主 的予算で賄われ・その経費は各ユーザ に配布'請

求される体制を とっている。同サービスの中心機能は,入 院患者 について個 々のカー ドに,入 院から

退院までのすべての諸情 報(患 者 の動作,治 療行為 等)が 記録 され,病 院の端末機 か らコン ピュータ
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に入力 され,複 雑な入院費用の計 算を行な うことに ある。現在システムを さらに高度化 して医学技術

の自動化(薬 品の自動調合,検 査液 の自動 調合,自 動 診断),患 者 のモニタリング等 に発展させ る計

画を して いるが,ア プリケーシ ョンの選択 に当 っては,収 益性 の確保 を指標 としていること も付言す

る必要 があろ う。

t33オ ンライン化の発展

第三の特 徴は・公共情報 システムに限 った ことではないが,オ ンライン化へ の強 い傾 向を看 て とる

ことがで きる。前述 のRealestatedatabankシ ス テムでは,ス トックホル ムの北約180Kmの 小 都

市工ープレにコン ピュータ ・センターを設 けているが,将 来スエーデ ン全 国に拡張されて も全国の各

登記所 の端末が エーブレのセンター とオンラインで接続 され ることとな っお り,パ リ地区Assis{ance

publiqueのSETIの システムでは27の 病 院がオンラインで接続 され,そ の規模 はベ ッド数で

は全体 の56%に 相 当する。1975年 ま でには全病院がオン ライン化 され る計画 である。 ライモン

ド大気汚染監視システムではマル チプレクサ チャ ネルを通 して31の 亜硫酸 ガス監視装置 がphil-

ips社 製P9201コ ン ピュー タに接続 されている。 コンピュータは1分 毎 に監視装置 に質問を発 し,

各 計 測個所か ら送 られて来 るデータの毎時平均値を確 定す る。また風向データ もパルス信号の形で測

候 所か ら中央制御室に送 られ て・毎時SO2測 定値 と照合され る。 このシステ ムが稼動開始 して最初

の1年 半に25回 の警報 が発せられたが・ その結果工場側の反応,シ ステ ムの性能 の両面 に亘 って良

い答が 出ている。 このシステムにより工場要員 により発見 されなかった非効率的燃焼装置 や公害 防止

の不完全な装置 等が発見 され,大 気汚染の緩和のみでな く,そ の工場に とって も非常な経 費節減 とも

なって いるとい う。 このほか・警察情報システ ム,自 動車登録 システ ム,職 業紹介 システム、一般社

会保険,パ スポー トチェ ッキングシステム等オ ンライン化は盛行を極めているが,世 界的な情報 ネ ッ

トワークシステムの例 と してBritishAirwaysとSocietyforWorldwideInterbank

FinancialTelecommunieation(SWIFT)の 両 システムが ある。

前者 のBAコ ン ピュータ システムは世界で も最大級のシステムであるが・適用業 務 が極 め て 多 岐

にわた り(座 席予 約・運賃計算・航空 券発行,運 行 コン トロール,フ ライ トスケ ジユ リング,乗 員配

置計 画 財務計算・その他各種計算 に及ぶ),高 度 かつ汎用 のアプ リケーシ ョンパ ッケージ を 実 用

化 し(こ れ らのパ ッケージは全世界30余 のL－ ザに提供 されてBAの 大 きな収入源 とな ってい る)

さ らに全世界400都 市 と空港を結ん だ極めて大規 模な国際システムである。BAの コ ミュニケーシ

ョンシステムは・全世界に亘 る電信 回線システム・電話網・データ通信システ ム(2,000台 以 上 の

端末機 が稼動 し回線は2,400b/stsよ び9,600b/sを 併 用),ま た全世界の空港に無線通信 シス

テム・ 閉 回路テ レビ等各種通信 システム・航空機運行通信 システムとか ら構 成されてい る。

SWIFTは 銀 行間の国際的支払送金,計 算書その他 のメ ッセージを送受信す る国際間専用 データ通

信システムである。・現在 ヨーロッパ13ケ 国 に カナダ,ア メリカを加えて約250行 が参 加を決定 し

て いる。実際 に稼動を始め るのは1976年 初頭 と予想 されている。SWIFTは 加 盟銀行を株主 とす

る非 営利 団 体 と してベルギー法 に基 づいて設立された。本 システムの構 成では,ア ムステルダ ムと
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ブ リ ュ ッセ ル に ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー と コ ン セ ン トレ ー タ を 設 置 し・ そ の他 ヨ ー ロ ッパ11ケ 国 の

主 要 都 市 お よ び モ ン ト リ オ ール,ニ ュ ー ヨ ー ク の13ケ 所 に コ ン セ ン トレ ー タ が 設 置 さ れ る。 各 ス イ

ッチ ン グ セ ン タ ー 間 あ る い は コ ン セ ン トレ 一 夕 間 の 回 線 は 当 初 全 二 重4,800b/sで あ る が,将 来 ト

ラ フ ィ ック 量 が 増 大 す れ ば9,600b/sに 高 速 化 す る こ と も考 え ら れ て い る。 本 シ ス テ ム は 基 本 的

に は ス トア ・ア ン ド ・フ ォワ ー ド ・ス イ ッ チ ン グ シ ス テ ム で あ る。

t34情 報 ネッ トワークの統合化

第四 には 上述 のよ うな個別システムのオン ライン化が発達するに伴い・ユ ーザと しての政府内部

におけ る通信 システ ムの統合化 が計画され,推 進 され るとともに,パ ブ リック ・データ通信 ネ ットワ

ークの建 設が進められるの も必然 の要請である。 英国のポス ト・オフ ィスはつ とにパケ ット ●メ ッセ

ージ交換 システムの研 究を進めて来たが,1975年 には実験的なPacketSwitchingService

を開 始す る予定 であ り,1977年 に は専用デ ジタル ・ネソトワークを導入 し,1978年 には回線交

換 デジタル ・パブ リックネ ットワークを開始 したいとしてい る。 さらに1980年 代 には,電 話交換

網をPCMに ょるデ ジタル交換 網と して,デ ジタルデータ通信 との統合網 と したい と考 えられ ている。

フランスPTTに おいては,現 在 の公衆電話網を補完 し,新 しいコン ピュータアプリケーシ ョン

を実行 する可能性 を提供するため,ま た将来 のデジタル伝送網 の前段階 と して・1972年 初 めか ら
ノ

CADUCEE伝 送網が開始された。CADUCEEは,電 話 形の伝送網で あり,モ デ ムを選択する こと

に よって,4,800b/も,さ ら には9,600b/Sが 可能 である。以上 は遠距離 の場合で あるが,パ リ
ノ

市内で は50Kb/sも 可能 となる。CADUCEEの 構 成は,自 動交換機1台(パ リ),集 線 装置14

台(リ ール,ボ ル ドー,マ ルセーユ,ス トラスブール等の14都 市),と な っている。現在加入利用
ノ

者は204社 で あるカ～3年 後 には2,000社 に増加す るもの と予想され ている。CADUCEEは ・

リオンに交換機 を1台 増設する予定であ るが,本 システムは・ あくまで も補完的・ あるいは利 用者の

利用特 性 ・トラフ ィック特性 を調査す るのが主 目的で あって長 期間使用する予定 はない。1980年
ノ

～1985年 に は テレ ックス,デ ータ通信,画 像通信等を統合 したH肌MES交 換 網 に発展 させ る

ノ

計 画で ある。 しか しHELMESの 前段階にパケ ット交換網をワンク ッシ ョン建設すること となろ うと

予想されている。1990年 ～2000年 には,電 話網を含めた統合網 が実現 することとなろ う。

●

135国 際 協 力

第五 には国際協力の必要性 につい て述 べてお きた い。SWIFTの ご とき も勿論 国際協力 によって

効率の高 い一つの情報 システムの形成で あるが,国 際分業に よって相互 に情 報を交換す る必要のある

ことである。 パ リのCentreNationaldelaRechercheScientifiqueのCentrede

Documentationは フ ランス国内お よび諸外国の技術者,科 学者,教 授,医 師・産業家・学生等研

究に携わ る人達 に研究お よび活動に必要な科学的,技 術的専門文献 を提供す る機 関である。現在 数学

生命科学,地 球科学 お よび技術の領域 の世 界中の図書,定 期刊行物・各種論文 を分析整理 し定期報

告書 を編集出版 している。年間の整理文献件数は100・OOO件 に及ぶが・文献 に使用されて いる言語
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も多岐に亘 り,英 語約40%,ロ シ ア語20%・ フ ランス語,ド イツ語各 々.15～20%,そ の他 日

本語,サ ラエボ語,ク ロア チア吾等 となっている。協 力機 関と しては,約40の 国 内諸機 関を始 めと

して,ISO,FID,ユ ネス コ・EECド キ ュメンテーシ ョン委員会,国 際科学連合評議会等の国際

機関,西 独 ・ボー ラン ド・ルーマニア ・イタ リー等の外国機関がある。利用者 は本センターの文献 の

提供を受 けることがで きるのはい うまで もないカ㍉CNRSと 交換 の合意 に達 してい る国内,国 外 の

300に 及 ぶ図書館または ドキュメンテーシ ョン ・センターの収蔵文献を コピーの形 で入手 で きるの

である。また文献提供サービスの顧客の65%は 海 外 の加入者で あることは注 目すべ きである。超大

な文献 の分析整理には,莫 大な経費を投ぜねばならぬ(CNRSに お いては料金収入 に よって回収

・れ・のは評 過ぎない)・ とはいう・でも姻 ㍉ 最 も調達困歎 のは朝 家のマン ・パワーであ

る(現 在CNRSで は年延5(防 人 を動員 してい る)。 国際 間で文献整理 の作業が重複 しないよ うにす

るとともに・国際間の文献交換が円滑に行 なわれ るよ う,地 域的協力 が実 現され るよう国際協力が強

く望 まれている。特 に 日仏間の国際協力が要望され ていることを付言 してお きたい。
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14公 共 シ ス テ ム 研 究 開 発 機 関'

IBMPublicSectorIndustryCenter,BattelleGenevaResearchC .entreま デ

よぴIBMScientificCenterは いつれ も主 として公共情報システ ムの研究開発機関で あり・

先端的 かつ高度な研究開発 に従事 してい る点は同様で あるが,そ のR&Dの 目的は全 く異なっている。

BattelleCentreは 所謂 シンクタンクの典型的 な もので,そ の主要活動 はContractrese-

archに ょ り政府機 関,産 業界 に研究サ ービスを提供 す ることにある。センターは契約により委託者

から必要経費の支払 を受 ける代わ りに,研 究結果,付 随 したパテン トは委託老に属す ること とな り,

また プロジェク トは秘密性 が多 くなるこ とから,担 当研究所 からBattelle組 織 内の他 の研 究所へ

の研究内容の連絡 も原則 として行なわれない。い うまで もな く当セ ンターの研究所 はインターデ ィシ

プ リナリ,マ ルチデ ィシブリナ リな性格を持 っているが,応 用経済部 門への支援を強化 する に応 じて,

そ の性格 の価値 はますます大 きくな ってい る。

他方IBMPublicSectorIndustryCenterはIBMWorldTradeCorporation

の 直轄組織であり・IBMの 営業 組織の1つ である。IBMIndustryCenterはFinance

(本 部 在ロン ドン),PublicSector(以 下PS。 ブ リュ ッセル),ma皿facturing(ミ ュ

ンヘン),Process(パ リ),Distribution流 通(パ リ)の 各センターに分かれて いるが,コ

ン ピュータ利用のあらゆる分野を網羅 して種 々のIBM製 品 の企画,特 にソフ トウェアの研究 開発,

教 育,セ ールスの直接サポー ト等 の諸活 動を通 じてWTC指 揮 下 にある諸機構を支援 しているのであ

る。PS担 当 の当センターの対象範囲 は政府,地 方公共 団体,教 育,医 療,公 益事業 郵政 ・電気通

信,運 輸等極めて多方面 にお よび・またたたとえば政府 関係センターの活動態様 も,諸 計画の立案・

業 種別 ニーズの調査 と製品へ の反映・アプ リケ ーシ ョンの開発,商 品 ・サー ビス活動のサポ ー ト,教

育(顧 客 ・社内ス タ ッフ向け),セ ールスの直接支援等多岐 に亘っている。Battelle研 究 所が各

々独立閉鎖的であるの に対し,IBMIndustryCenter所 属 の各セ ンターのR&Dの 成果・経

験,各 種情報 はIBM全 組 織の共通 財産,共 有武器 であ り,IBMの 世 界政策の強力な支柱 とな って

いる。

IndustryCenterの 活動が営業的戦術的な もの とはいいながらWTCの 主 要市場 であるヨ ーロ

ッパの主要国の各都市 に分散設置されて地域社会対策 も配慮 されているが,イ タ リーのVenice・

Bari,PisaのIBMScientificCenterは 地 域へ の協力を主 目的 と した戦略的施設 とい う

ことができよう。ScientificCenterVak・ け る研究成果,研 究方法の開発は勿論IBM全 組織 の

共通財産 として営業部門に も活用されるには違いないであろ うが,直 接 目的 は営業活動の支援にはな

い。Veniceの 科 学セ ンターは イタ リーのNationalResearchCouncilと 提携 して,Venice

に どのよ うな意味 の貢献が可能かが検討され,Veniceが 直面 してい る問題はphysicalな 問題・

都市計画の問題,社 会経済の問題を含んだ総合的 なものであることが認識された。 しか しさし迫 った

問題 としてphysica1な 問題に研究を しぼ ることとなったが・ これには3つ の側面が考 えられた。 ア

ドリア海 の海水に よる洪水,近 くの工業地帯にお ける用水の汲み上 げに よる地盤沈下,同 じく工業地

帯 に ょる大 気 ・水の汚染 である。1970年 研 究活動を開始 して以 来,現 在 までの所,前2者 につい
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ては予 測モデル にょりある程 度 の予測可能 の段階 に至 って,必 要な対策を講 じ得 る状態 とな り・最 後

の 問題は最 近研究を始めた テーマである所から世界各地 の科学セ ンターと共同 して研究 されてい る。

上述 のよ うに,IBMの 両機 関が,IBMと い う巨大企業 で あるが故にな し得 る所であるといえ よ

うが・地域社会へ の寄与,地 域 社会 との関係改善に努 力する高度な戦略的ポ リシーは注 目す る必要 が

あろ う。

次 に関心 の対象 とな った点はD3機 関 のスタ ッフ構成で ある。 ブ リュッセルのPSIndustry

Centerの ス タ ッフは英国人,ベ ル ギー人,フ ランス人,そ の他 イン ド人,日 本人 を含む各国人か ら

構成 されて世界 中の知能を結集 してお り,Battelle研 究所,Venice科 学 センターのスタ ッフは

それ ぞれスイス人・ イタ リー人 を主体 と して当該地域の知能を活用 している。 この ように地域社会 に

貢献 しつつ・各民族の個性 と独創性を発揮させている点は併せて注目されて しかるべ きであろ う。
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論各第2章





第2章 各 論

2.1ス エ ー デ ン 政 府 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 行 政

調 査 先:TheSwedishAgencyforAdministrativeDevelopment(SAFAD)

所 在 地:S-10313Stockholm,Sweden

Te108-220860

調 査 期 日:1973年11月12日(月)

面 接 者:Mr. .SvenMoberg

Mr.PerSvenonius

(HeadolfDepartment)

Mr.BjδrnEdsta

Mr.ThomasOsvald

ココ
Mr.BoSvard

(DeputyHeadofDivision)

Mr.Nils-OlofWall

(HeadofDivision)

Mr.FredrikTrotzig

Mr.IngarPalmlund

(HeadofSection)

調 査 員:篠 崎,石 崎,鈴 木・小関,小 野

211概 要

SAFAD(TheSwedishAgencyforAclministrativeDevelopment)はO&M

(Organization&Methods)を つ か さ ど る 中 央政 府 の 行 政 機 関 で あ る。

ス エ ー デ ン の 内 閣,行 政 機 関 は 外 国 の 場 合 と異 って い る。
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図2-1Ministerialrulevs.theSwedishsystemofgOvemment

図2-1の 左 側は通常の外国の例 であり,右 側はスエ ーデ ンの例である。外国の場合には内閣,各

省,行 政機 関に直接指示 し行政管理上の責任 を有するが,ス エーデンの場合 には各省は行政機 関に対

し日常業務について指示を行 なわず,行 政機 関に行政管理上の責任を委譲 してい る。

CivilServiceに 対 す る機構は図2-2の 通 りである。
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図2-2に お いてCentralAgencyと してのSAFADはSAFAD本 体,国 立行政データ処理セン

ター(NationalDataCenterforAdministrativeDataProcessing)デ ータ審査庁の3つ の組

織 よりなってL・る。State-ownedandmixedcompaniesは 日本 でい えば寛 々公社的性格 を有する。

Committees議 会 と外部機関の代表者か らなる委員会でその規模は大 き くltな い。

SAFADの 目的は行政面の合理化 が主 目的であるが,そ の他 に以下 の機能を果す。

① 長期計画の策定 と行政分野 の調整

② 約80に のぼ る研究開発プ ロジェク トの推進

③ 年間150に もなる苦情の処理

④ 開発要員の訓練

⑤ 行政手法の開発

⑥ 簡素化,節 約化 のための助言 と情報の提供

⑦ コン ピュータの調達 と利用の調整

⑧ 政府機 関のコンピュータ資金の管理(そ のために5億 クローネ準備 されている)

SAFADは 大蔵省に属 し,3,000万 ク ローネの予算 と300入 の人からなっている。

SAFADの 組織を もっとくわ しく見ると,図2-3の よ うにな っている。
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図2-30rganizationofSAFAD

SAFADは 上層部 に,laydirectorate(民 間ん 関係官庁の代表者か らな る理事会)が あり,

議長 と してagencyの 長官 がなっている。その他 の役 員は,議 会,大 蔵省 会計検査院,企 業等の代

表 である。ExecutiveCommitteeは ・ 勧告・情報の提供 などを行な うが,SAFADの 職員,各 部

門 の長,管 財人・特別の場合,SAFADの 職員 と関係省庁の長 とからな っている。

SAFADは 約80も の プロジェク トを持 っているが,そ の主な ものは,例 えば,法 制面 ではプライ
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バシ保護の問題,国 民の健康管理の問題,こ れは健康保 険との結び付 きを意味 しそれの合理化をはか

る乙とが目的で ある。以 前は,国 立病院に対す る情報処理を行 なっていたが,さ らに進めて外来患者

に対す るきめの細かいサ ービス(い つ,何 時 に来院 すれば よいかなど)を 行な うように している。労

働市場 の面では,失 業者 にどの ような情報 を与えるか とい った,労 働 市場に関する行政 と情報処理を

行なっている。 さらに県を対象 とした相互の企画に対す る援助・教育関係 としては,図 書館 の文献 の

サー ビス,研 究 者,学 者にどのよ うな文献力～ どの図書館にあるか とい う文献検索を提供 してい る。

環境分野では,現 在 情報を収集 中で開発 中である。 さらに,行 政処理の方法の研究を してい る。 例

えば,書 類 の手続 きを ど うい うふ うに合理化,簡 素化す るか,そ の書 き方,形 式等 の研 究 あるいは

室内装置 の研究,即 ち,電 話に よるコミュニケーシ ョンの方法 とかである。現在12の 大 きな役所を

地方 に移 して いる。それ ば 地域 に関係な く行政が円滑 に行なわれ るようにす るためで ある。概 して

合理化をすすめ ると人 間その ものを忘れがちにな って しま うが,短 期的 でな く長期的視野で計画を進

めている。

SAFADの プ ロジェク トの基本 は,も っとも基礎的な段階に とどめ実施は各部門にまかせている。

212詳 論

(1)デ ー ター法とプ ライバシ

1973年5'月,コ ン ピュータ処理 とプライバシに関するデータ法ができた。その法律 に基づ きデ

ータ審査庁が設置され,こ の法律が遵守されているか どうか監査 され る。スエーデンでは1766年

以来,印 刷,公 表 の自由が認 められている。従 って一般公衆が官庁文書 の閲覧,公 表は 自由にで きる

ことになってい る。 しか し,国 際関係 に属す る問題 犯罪訴追の場合な ど僅かの例 外は勿論 ある。

機密法は,ま た,個 人 のプライバシの保護 のために,公 開の原 則の例 外を規定 している。例 えば・医

療上 の問題,社 会福祉,財 産上の利益な どである。通常文書 と同様 に・磁気テープ・ パンチ'カ ー ド・

磁気デ ィス ク も文書 と同 じ扱 いになった。

コン ピュータの使用が一つの問題を提起する。例 えば,公 共機 関が,コ ンピュータ処理のために私

企業を使 った場合である。TVス ク リーンの技 術(デ ィスプレイ装置)が 使われ ていないと・各個人

の情 報はプリンター にょり打 出され,人 目にさら され るこになり,情 報 を秘密に保つ ことは一層困難

になる。 しか も・一方ADPに よる記録 は,普 通には,コ ン ピュータにっいて特 殊な能力を もった人

を必要と し,公 開の原則が有名無実 とな って しま う。

しかし,ADPの 技術 は 大量の個人情報を蓄積する技術の進歩にょりプライバシの侵害 の危険性

を併せ もって いる。大量 の人達のこまかい記録の蓄積を可能 に した し,こ れ らの情報 を照合・ 比較

抽出な ど,ま った く機械的 に処理がで きるのである。 したが って公共機 関でこのような加工 が不能 の

よ うに規 制 して も,私 企業 力S公 的機関が集 めた情報 を,私 的 に処理する ことは公開 の原 則か ら可能

である。

機密法 の強化は公開の原則を骨抜 きに して しまった。

データ法 はスエーデ ンが最初 とい うわけではないが,公 共機 関私企業 におけ るコン ピュータの使用
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の規制とい う点 で画期 的なものである。 この法律に より前述 のよ うにデータ審査庁(datainspectim

board)が 設置 された。

デ ータ審査庁は,個 人登録簿 の設置,維 持 の認可を与える。但 し国王,ま たは,国 会の決定に従 い

設置 された ものは除 く。 また,あ る特別 の理 由がある場 合は認可は一定期間 になることがある。

登録簿取扱責任者 は,不 正確 な個人情報を訂正 し登録 簿の内容を個人に通知する義務が あり情報 訂

正の要求があった場合,関 係者の通告 により訂正し,そ の旨を受取人 に通告 する義務を有す る。また・

個人 登録簿の保持 を中止 した場合はデータ審査庁に通知 し,そ の指示を待つ 必要がある。 もちろん・

登録 簿取扱責任者 は,職 掌柄知 り得た個人環境について権限な しに漏 らす ことはできない。

デ ータ法に違反 した場合の罰則は罰金 また は一年以下 の懲役が科せられる。 また,権 限な しに情報

を改変するか抹 消した場 合には,刑 法で罰せ られる場合を除 き,デ ータ侵害罪 に問われ,罰 金または

2年 以下 の懲役 に処せ られ る。誤 った情報を蓄積 したため,損 害 をこ うむ った個人は賠償を受け る権

利を有する。

デ ータ法につ いては2.1.3デ ータ法 を参照 していただきたい。

② コンピュータ使用 と一括購入 の調 整

コン ピュータシステ ムの調整の目的は次の通 りである。

OEDP能 力 の調整,よ り高度の利 用技術の達成,要 求に即応 したEDP能 力 の拡張

o所 要EDP装 置 の最低価格 での調達

OEDPに 不適 なアプ リケーシ ョンや設備の排除

o行 政情報 システムの調整(主 としてアプ リケーシ ョン面か ら見た)

(a)コ ン ピュータの調達 と利用技術の調整

スエーデン中央政府にはEDPの 調 達を調整す る役所が2つ ある。

即ちSAFADとFRI(theNationalInstituteofDefenceorganizationandManagement)

であ る。SAFADは,ス エーデン政府 のコン ピュータの調達 と利用技術の調 整に1963年 以来行

なって来 ている。そ して1965年 か らは 中央 の コンピュータ基金の運営に も関係 している。FRIは

SAFADと 提 携 して,ス エーデ ン軍隊の コンピュータの調達 と利用技術の調整を行な っている。

基金制度を とると,コ ン ピュータシステム(ハ ー ドウェア,ソ フトウェア等)の 調達は一括化 される。

EDP経 費の財政面 の余裕お よび抑制,全 体の調達の調整は政府(大 蔵省)に よって行 なわれ る。

㈲ コンピュータ基 金の運営

コン ピュータ基金は

。1965年,1968年 の議会 の決議に より,1965年7月1日 から,小 規模な形式 でス

ター トし,1969年7月1日 から拡大 された。

o

o

o

研 究 お よび よ り高 度 の 教 育 の た め の コ ン ピ ュ ー タ も対 象 と す る(1965年7月1日 以 来)

す べ て のnortradinggover㎜entagencyの コ ン ピ ュ ー タ も対 象 で あ る(1969年7

月1日 以 来)

tradingagencyお よび 公 社 の コ ン ピ ュ ー タ は 除 外 す る。
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。 二種 類の基 金に分 けられ る

一般行政 のためのコン ピュータ

軍隊のためのコンピュータ

oコ ンピュータ取得 のための資金の準備

。 購入費用,税 金,運 賃・保険,導 入諸経費な ど

o公 社の コンピュータの保有量調査 ・

基金 は次 の仕組 にな っている。

non-tradingageneyは コン ピュータ取得の為の出資金をも っていない。

civilgovernmentagencyは,必 要 なコンピュータ能 力をSAFADに 連 絡す る,また軍の場合は

FRIに よって決め られ る。

SAFADとFRIは,ニ ーズの検査 と調整をはか る。

SAFADとFRIは,実 際の会計 年度のために基 金にかわ る必要な出資金を政府(財 務省 と国防省)

に要請する。同時に2年 先に調達のために,必 要量の装置 を発注する許可を も要請す る。

実際の会計年度のために基金 の投資許可 が議会により表決され る。そ して次年か ら政府が装置 を発注

する権限を与え る。SAFADとFRIの 投 資許可へ の関与は,6年 間 にわたる投 資計画 を も含んでい

る。

各購入は政府(財 務省)に 決定され,SAFADま た はFRIの 提 案に より,定 められた 目的(代 理店,

価 格・製造業者)の ための準備を行 な うこと,お よび基 金を通 じてコン ピュータを購入す ることの権

限 をSAFADに 与 え る。

SAFADは コン ユ一 夕装置を取得する。

もしコンピュータ装置が購入 とい うことならば,コ ン ピュータを設置 した省庁に賃貸 することになる。

賃貸 しの場合には・必要経費は基金 を通 じて供給 され,導 入 した官庁からの料金が基金 に払い戻 され

る。 レンタル の場合 は導入官庁からメーカーに直接支払 らわれ る。

(c)購 入 プロセス

官庁のための装置 の購 入は,通 常次の ように行なわれ る。

SAFADは コン ピュータシステム,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア等 についてその必要性を明らかに し

たagencyの 作 る(導 入官庁 の)仕 様書作成に協力す る。SAFADは,そ の仕様書 をコン ピュータ装

置の供給者に送付 し,意 見を求 める。

提 出された意見書 は,agency或 はSAFADとagency共 同 で検 討され・ もっとも適 した装置が推

薦 され る。SAFADの 局 ぱ 政府の承認を得 ることを条 件 に装置 の取得を決め る。

ハー ドウェアと共 に提供 されるソフ トウェアはハードウェア と同 じように購入 され る。通常・ ベー

シ ックな ソフ トウェアは導入のハー ドウェアと共に購入 され る。

ほ とん どのアプ リケー ションソフ トウェアは自家製である。外部のアプリケーション ソフ トウェアの

購入 を管理する確た る手続きはない。通 常・それ はユ ーザであ るagenCyが 直 接取得す る。

(SAFADがEDPプ ロ ジェク トの開発 責任 者で ある場合はSAFADが)
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④ その他 の調整 事項

コ ンピュータ基金 の管理者 としてSAFADは 現行のデータ処理 システ ムの最適化の責任を もってい

る。現行装置 の使用 は・新 しい装置へのニ ーズが評価される時・重要なパ ラメータとな る。現行装置

の使用は・年間調査 により・ つねに吟味 され・管理 され る。装置 に必要 な互換性は,集 中評価方式 に

よ り顧慮されてお り保証 されてい る。

SAFADは 装 置 に関 しての提案,交 換,設 置換えなどのイニシャテ ィブを とる。

SAFADとFRIは 種 々の問題に関連 して,広 汎な助言を行 な う機能 を有 してい る。即 ち,情 報処理

のための組織構成,人 事,導 入,EDP設 備 の計画な どである。

SAFADはEDP分 野 での国際標 準化活動 に加わ り貢献 している。

SAFADは 中 央サ ービス局のDAFAを 監 督す る。

科学計算のために,1965年 以 来,五 個所の地域大学のコン ピュータセンターがある。 このセ ンタ

ーはcentralboard(STUD)に よ り調整 され てい る
。

DAFA・STUDコ ン ピュータセンターの年間予 算は各 々1,000万 ドルで ある。

(3)デ ー タ ・コ ミュニケーシ ョン ・ネ ットワークの考察

オン ・ライン ・システ ムの概要 について説 明す る。

タ ー ミ ナ ル ●

'

モ

デ

ム

.r
モ

デ

ム

CPU

端末装置 としてはデ ィスプレイ装置 またはタイプ ライターを多 く使 ってい る。

ω 自動車登録番号 シス テム

現在 オ ン ラ イン ・システ ムでは自動車の登録番号(運 転番号,自 動車番号)シ ステムが最大 のア

プ リケーシ ョンである。 このシステムは235の ター ミナル を持 ち,1972年 春 から稼 動 し始 めた。

235

30

回 線 はmulti-drop方 式 を 用 い タ ー ミナ ル は デ ィス プ レ イ装 置 と プ リン タ 一-le使 用 して い る。

CPUはUNIVACのU-1106・ タ ー ミナ ル と してSKANSAABを 使 用 して お り,こ の シ ス テ ム

の セ ン タ ー は1年 半 前 よ りス ト ック ホ ル ム よ り オ レ ブ ロ市 に移 した 。
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㈲ 一般保険 システム

最初 は一般厚生年金に関 して,次 いで医療保 険にも適用 された。 システム構成は,30の デ ィスプ

レイ,CPUと して・・ネウェルH-6000,SKANSAAB700の ターミナルが100台,multi-

drop方 式 である。将来30の デ ィスプレイは500に,100の タ ーミナルは800に 増 設す る計 画

を もっている。

(c)警 察 デ ータ システム

1968年 よ りCPUに ハ ネ ウェルの機械 を使 ってい るが,現 在 これをUNIVAC1110に 置 き換

えることを考 えてい る。ター ミナルにテ レックス400台 を使 ってい る。テVッ クスは一般のテ レ ッ

クス回 線を使い,テ レ ックスと他 との連絡は電話 で してい る。 この400の テ レ ックスは今後は300

の デ ィスプレ イにす る予定である。 この うちプ リンターは175台 で ある。 自動車登録 システ ムと連

結 している。

プ リ ン タ ー

175台

120個 所 に分 布

コ ソセ ン トレ一 夕

PDP11/20

PPSCPU

UNIVAC1110

＼
＼
＼

スクシンテ

台004

50ボ ー

回 線

DAFAIBM

SIV,KVS

BRN

CBR/CKRUNIVAC

stem

RSV

CPR-System
SAAB

現在使用コス トを安 くす るためのネ ットワークを開発中で,こ れ によれば 一 般保 険 システム,警 察

システム,自 動 車登録システムを総合 した ものとな り,74年 中 にはテス トが開始 できる予定 である。
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(4)ア プ リケーシ ョン

次の二つのアプ リケーシ ョンにつ いての報告 である。

① 法律分野

② 環境管理

(a)法 律 分野におけ るアプ リケーシ ョン

犯罪行為をど こ迄追 跡で きるかとい う問題の解決 と犯罪行為の増 加に対処するために警察・法廷関

係でコンピュータが使われている。年間250万 の犯罪報告が あ り,こ の内訳では軽犯罪が多 く,

75万 の駐車違反が ある。 コンピュータシステムは駐車違反に適 用され,効 果が あが っている。駐車

違反者 にパ ンチ カ三 ドが渡 される。罰金をす ぐ払えば犯罪記録簿 には記載されない。そ の他 の軽犯罪
ロ

(た とえば,信 号無視な ど30万 件)の 場合で も駐車違反 と同 じようにパンチカー ドが渡 され る。 罰

金は大体200ク ローネ(最 高)程 度である。軽犯'罪は裁判 とは無関係 に処理 して し2っ て いる。

犯罪登録

前 科

地 方'監獄

登 録

ア ル コ ーール 患 者'

犯 罪 者

中央書察登録 30万

犯罪登録 18万

監獄登録12万
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他 の部 門との関連があるが,1966年 に始 った法律分野 の情報 システムは,1970年 代 には充実

した姿になる予定 である。

現在・80の 刑 務所・70のOpenな 刑 務所(塀 のない刑務所)が あり,囚 人 の看 護・保 護財政管

理,行 政管理 に力を入 れている。 ・

コンピュータシステ ムのための登録簿は次 の三種 がある。

① 追 加式登録簿 服役者 の全部 の情報,登 録は出所後5年 間'

② オ ン ・ライン ・登録簿…… 現時点でお きてい る情報,120の タ ー ミナルをつけ る予定。

3,000"-5,000件/日 の処理能力 を もつ。

③ 社会看護のための登録簿

Sentences

ReportsFromthe

LocalAdministration

Comulative

Register

ON-LINE

Register

to

SeveralPublic

Agencies

ReportstotheRegiollal

AndLocalAdministration

ReportFromtheCentral

BureanofStatistics

そ の他 に犯 罪に関係 してpassportcheckingSystemカ{あ り・飛行 場 とオンラインで接続され

ていてパスポ ー トの写真 はマ イクロ ・スコープで見られ るようにな ってい る。

法律問題のコンピュータ化は,5～6年 前よ り問題 にされ,研 究は始ま っている。 まず・法律関係

事項(立 法提案者名な ど)索 引集を コンピュータで出力するため にIBMのATSを 使 っている。判例

検索は未だ完全な もの とはいい難 い。

(5)環 境分野におけ るアプ リケーシ ョン

1969年,国 会の中に委員会を結成 し,環 境問題にEDPを 適 用す ることの可能 性について検討
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が始ま った。 収集 すべ き情報は,例 えば薬剤,物 質等 の毒性 などである。

肥 料
化学 用 品

た れ 流 し

排 出

自 然 環 境 サ イ ク ル

企業は政府に登録 して許 可を貰 う必要 がある。許 可の条件 と して,排 水・排気 などの環境状況 の報

告義務 が課せ られ る。 自動警告 システムは有 していない。

労働市場,職 場 におけ る環境安全 につ いての調査,衛 生管理 も含 めて研究す る予定である。

開発に800～1,000万 ク ローネ5年 を要 した。

2t3ス エ ーデ ン.デ ータ法(仮 訳)

デ ータ法(1973年5月11日)

(総 則)

第1節

この法律において 「個人情報」 とは,あ る個人 に関連 した情報をいい・ 「個人登録簿」 とは・ 自

動データ処理方 法によって処理され,か つそれに よって関係個人を特定で きる個人情報を包 含 して

いるあらゆる登録 簿またはその他 のあらゆる調書をいい,「 登録済個人」 とは・その個人情報 が個

人登録簿 に登録の対象 となった個人 をいい・ 「登録簿取扱責任者」 とは,登 録簿の処理を任されて

自動データ処理の実行を主管するあらゆる者をい う。

(許 可等)

第2節

個人登録簿は,デ ータ審査庁の許可な くして設置 または保持 することが できない。

本節第1項 は,国 王または国会の決定 に従い設置 され た個人登録簿 には適用され ない。ただ し・
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これらの決定のなされ る前にデ ータ審査 庁の意見を きくことを要する。

第3節

第5お よび第6節 によって定められた規則を妥当 に遵守して もなお,個 人のプ ライバシの不当な

侵害が発生す ると推 定すべ き事 由のないときは,デ ータ審査 庁は個人登録簿を設置 しかつ保持する

ことの許可を与えねばならない。

不当な侵害が発生す るか ど うかの鑑定 に当 っては・登録簿に包含 され る よう意図されてい る個人

情報の種類 と量,お よび登録 の対象 として意図 されている個人から申立 てられまたは期待 されてい

る当該登録 簿に対す る取扱い方 に対 して特別の注意が払 われ ることを要 する。

第4節

何人と云え ども,罪 を犯 したとの嫌疑 を受 けている。 または有罪を宣告 されている。 あるいは罪

の判決通 り勤め上げ,ま たは罪 によるその他の結果 を蒙 った,あ るいは 「児童福祉法」,「 禁酒法」,

「病 症による精神病留置 治療 の規定 に関 する法律」,「 知恵遅れの者の法護 に関す る法律」,「 公

衆 に危害 を及ぼす反社会的患者 の措置 に関する法律 」あ るいは 「外国人法 」にもとつ く強制的行為

を受け または受 けてい る,と 云 う情報 を包含 する個人登録簿を設置 しかつ保持することの許可は,

法 令 によりかかる情報の登録を主管す る責を負 う機関以外の者に対 しては,特 別 の理 由がある場合

を除 き,与 え られ ることはない。また,何 人 かの疾病 または健康状態 に関する情報,何 人かが社会

救済,ア ルコール中毒その他の治療を受 け,ま たは 「児童福祉法」または 「外国人法」の処置の対

象となってい るとい う情報を包含す る個人登録簿を設置 しかつ保持することの許可は,法 令により

かかる情報 を主管する責を負 う機関以外 の者に対 しては,特 別の理 由が ある場合 を除 き,与 えられ

ることはない。何人かの政治的 または宗教的信条に関す る情報 を包含す る個人登録簿を設置 しかつ

保持 することの許可は,特 別の理 由がある場 合に限 り与えられる。 しか しながら,こ れは,団 体が

自己の構成員について保持 しよ うとす る値入登録簿には適用 されない。

第5節

個人登録簿を設置 し,保 持す ることの許可を与えるに当 って,デ ータ審査庁は,登 録簿の 目的 と

包含され ることにな っている個人情報 について命令を発することを 要す る。特別 の理 由がある場合,

許 可は一定の期 間に制限 され ることが ある。

第6節

個人情報を設置 し,保 持す る許可 を与 えるに当 って,デ ータ審査庁は,プ ライバシの不当な侵害

の危険 を防1とす るに必要 とする限度 で,以 下に関する命 令を発す ること要す る。

1・ 個人登録簿への情報 の収集

2,自 動 データ処理 の実行

3.技 術 的機器

4.自 動 データ処理を通 じて なされ る個人情報の 加工

5.影 響 を受 ける個人へ の通報

6.如 何 なる個人情報がアクセスされ ることを許すか
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7.個 人情報の他の者への供与とそれの別の使用

8.情 報の保持…と選択

9.管 理と安全

個人情報の供与に関する命令は,「 新聞の自由に関する法律」にもとつく官庁の義務を制限する

ものではない。

第7節

データ審査庁が命令を発するについての義務について第5fitsよ ぴ第6節 に述べられていること

は・国王または国会により命令が与えられなかった場合,第2節 第2項 に掲げる個人情報にも適用

される。'

(登 録簿取扱責任者の義務)

第8節

個人登録簿中の個人情報が不正確であると疑 うべき理由があるときは,登 録簿取扱責任者は遅滞

なく情報の正確性を確認 し,か つ必要ならばそれを訂正し,ま たは登録簿から情報を削除するため

に必要な処置を取ることを要する。

訂正されまたは削除される情報の一部が当該登録済個人 とは別の者に手渡されたときは,登 録簿

取扱責任者は当該登録済個人の要求により,訂 正または削除について受取人に通告 しなければなら

ない。特別の理由がある場合,デ ータ審査庁は登録簿取扱責任者の通告義務を免除することができ

る。

第9節

登録簿の目的にかんがみて,不 完全 とみなすべき個人情報が個人登録簿中にある場合,ま たは個

人の記録を構成する個人登録簿中に・登録簿の目的からみて,そ の中に含まれて しかるぺきである

と考えられる個人に関する情報が包含されていない場合,登 録簿取扱責任者は必要な事項を補足せ

ねばならない。不完全のゆえにプライバシの不当な侵害,ま たは権利の喪失の危険を引き起すおそ

れのある場合,か かる補足追加は常時行われ ることを要する。

第10節

登録済個人の要求にもとづき・登録簿取扱責任者は,可 及的速かに,登 録簿中の当該登録済個人

に関する個人情報を当該人に通報せねばならない。登録済個人に上述にょり通報された場合は,

12ケ 月以内は,新 たに当該人に情報を通報する必要はない。

本節第1項 に関する通報は無料でなされることを要する。特別の事由のある場合,デ ータ審査庁

は個人情報の種類によっては有料とすることを許可することができる。

本節第1項 の規定は・法令または主官庁の決定に従い登録済個人に提供され ることを要 しない情

報には適用されない。

第11節

情報が・本法に違反 して自動データ処理に使用されると推定される事由があるときは,個 人登録

簿中の個人情報は引 き出すことを禁ずる。個人情報が海外で自動データ処理に使用されると信ずぺ
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＼

き事由が あるときは,事 前にデータ審査庁の許可を得なければ,情 報 を引 き出す ことを禁ずる こと

がで きる。引 き出 して も,プ ライバシの不当侵害を引 き起 さない と信ずべ き根拠が あると きは,デ

ータ審査庁はそ の引 き出 しを許 可 し得 る
。 個人情報 の主務官庁からの引 き出 しの禁止に関 しては・

「公文書取得権の制限 に関す る法律」に もとつ く規則 で定める。.

第12節

登録簿取扱責任者 が個人登録簿 の保持 を中止 した場合,デ ータ審査庁に通知せねばな らない。 デ

ータ審査 庁は
,当 該登録簿の取 り扱い方法について指示することを要す る。

第13節

登 録簿取扱 責任者 または個人登録簿に関与す る他 の何人 も,あ る個人の個人環境について登録簿

か ら知 り得た ことを権限もな しに漏 らすことはできない。

第6節 または第18節 に よって・個人情報の受取人 が他へ転送する権利 を制限するよ うに定めら

れた命令 にもとついて個人情報が引 き出された場合,受 取人または自己の行動範囲で情報 を取 り扱

ったいかなる者 も,あ る個人 の個人的環境について知 り得た ことを権限 もな しに漏 らす ことはでき

ない。

第14節

司法また は行政 上の手続 きの 目的のため に主務 官庁 によって使用され てい る自動データ処理記録

か らの情報は,読 む ことので きる形で関連 ファイルに付加 されねばならない。ただ し,特 別の理 由

がある場合はこの限 りでない。

(監 督等)

第15節

自動データ処理 がプライバシの不当な侵害を引き起 すことのな い ように監督する ことは,デ ータ

審査庁が行な う。 監督は,必 要の程度を超えて大 きな費用 または大 きな不都合が引き起 こされる

ことのないよ う行なわれなければならない。

第16節

監督の目的 のため,デ ータ審査 庁は,自 動データ処理が実行 され,あ るいは自動データ処理 用コ

ン ピュータまた は機器また は記録が保管されてい る構内へ の立入 りを認 められ る。 さらにデータ審

査庁 は,自 動 データ処理にかかわる文書 を査 閲 レ かつコンピュータを操作するための手配を行な

わせることができる。

第17節

登録簿取扱 責任者 は,デ ータ審査庁が監督 のために要求する自動データ処理に関する情報 お よび

事項を審査庁に提供せ ねばならない。本件 は,登 録簿取扱責任者に代わ って個人情報を取 り扱 う何

人 にも適用される。

第18節

プ ライバンに関する不当な侵害が,個 人登録 簿の保持によって引 き起されている時・ もしくはか

か る侵害が起 ると信ずべき事由があ るとき,デ ータ審査庁 は必要な限度 において・以前に発せ られ
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た命令を変更 しまたは第5節 お よび第6節 に掲げる種類 の新 しい命令を発することができる。第2節

第2項 に掲 げる登録簿については,デ ータ審査庁は,国 王または国会にょって定め られた決定に反

しない場合に限 り・その手続を進め ることがで きる。 プライバ シの不当な侵害に対す る保護が他 の

方法に よっては得られ ない場合,当 該庁はすでに与えた許可を取 り消すことが できる。

第19節

本 法 にもとつ く許可または監督 に関す る事務 をデータ審査庁 において取 り扱 った老は,何 人 も,

ある個人の個人的環境 または職業上,業 務上の秘密について知 り得た ことを権限な く漏 らす こと

はで きない。

(刑 罰と損害等)

第20節

故 意または過失 により

1.許 可 が必要であるに もかか わらず,本 法に もとつ く許可を得ないで,個 人登録簿を設置または

保持 し,

2.第5節 ・第6節 または第18節 に従 って発出された命令 に違反 し,

3.第11節 に違反 して個人情報を引 き出 し,

4.第12節 ま たは第13節 の規定に違反 し,

5.第10節 に述べられた通知義務 を果すに当 って誤 った情報 を与え,

6.第17節 に掲げ る場合 において誤 った情報を与え,あ るいは,

7.第19節 の規定 に違反 する者 は,罰 金または1年 以内の懲役に処せられる。

第13節 ま たは第19節 に対する違 反に対 する公権力の訴追 は,被 害者が要求 し,ま たは訴追が

公共の福祉 に必要であると きにのみ,開 始 され る。

第21節

権 限な くして,自 動デ ータ処理用記録にアクセスを行な㌦ 情報を不当に変改 しまたは抹消 し,

も しくは登録簿に情報 を蓄積す る者は何人 も・犯罪が刑法 によって劃せ られ る場合 を除き,デ ータ

侵害罪 と して罰金を科 し,ま たは2年 以 内の懲役 に処す る。

前項 に掲 げる罪を企図 または準備 した ときは,刑 法第23章 に従い罰す る。違反が,完 成 して も

軽 微とみなされるときは,前 項に よる罪を免れることができる。

第22節

許 可を必要 とするにもか かわ らず,許 可な く個人登録簿を設置 しまたは保持 しているときは,当

該登録簿は廃棄され る。 ただ し廃棄す ることが,明 白に不合理 でない場合 に限 るもの とす る。

第23節

個 人登録簿が誤 った情報 を蓄積 してい るため・登録済個人 が損害をこ うむ るときは,登 録簿取扱

責任者 は損害の賠償 の責を負 う。損害が引 き起 されたかど うかを判断 しかつ賠償額を評価す るに当

っては,こ うむ った損害に併せて純粋 に金銭的意義 とは別の他 の状況も検討 されねばならない。
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第24節

登録簿取扱責任者または それ に代 わって個人登録 簿を管 理す る者が第16節 に よる構内または文

書へのアクセスを認め るこ とに手落 ちがあり・ あるいは第17節 に よる通報を与え ることに手落 ち

があるとき,デ ータ審査庁は罰金を科す ことができる。登録簿取扱責任者 が第8節,第g節 または

第10節 に もとつ く義務を履行 しないときも同様 とする。

第25節

デ ータ審査庁の決定 に対する上告 は,内 閣に提出され,法 務長 官が公益 を擁護するために上告 で

きる。

(経 過規定)

(以 下省略)

資 料 一 覧

1.OrganizationandmethodsintheSwedishnationalgovernment

2.LaborMarketAdministrationinSweden

3.STATLIGADATORER1973(STATE-MANAGEDCOMPUTERS)

4.ReportonaDelphistudy

(i㎡omation,documentationandmedia)
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22ス エ ーデ ンに おけ る土 地デ ー タバ ン クの 開 発

調 査 先:TheCentra1BoardforRealEstateData

所 在 地:NorraSlottsgatan,6,(ヨavle,Sweden

面 接 場 所:Planverket(TheNationalBoardofUrbanPlanning)

Hantverkergatan25,5tr,Stockholm

調 査 期 日:1973年11月13日(火)

面 接 者 ≡Mr.AllanFlood(headofadministrativedivision)

Mr.StureHallstrom(headofthetechnicaldivision)

Mr.OlofWastesson(headofthedevelopmentdivision)

Mr・BengtRystedt(deputyhead)

調 査 員:篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野'

221概 要

スエーデンにお ける不動産 データは財産登記簿 と土地登記簿 の2種 類の登記で行 なわれ てい る。'

財 産登 記簿 はいくつか の街区をま.とめた地 域区分の概念 でとらえた ものであ り,こ れ には行政地域,

起 源,住 所・大 きさ・位置・計画,規 制 課税のための評価額,住 宅の状況・土地利 用等が記録 され

ている。

土地登録簿は土地の所有権 に基 づ く地域区分でとらえた ものでありこれ には土地所有権,借 地権・

抵当権等が記録 されている。

これ らの登記簿は長年 に亘 って帳簿形式 で人手 によって行なわれて きた が非常 に複雑でかつ膨大な

ものであ る。 この ようなことか ら人件費 と事務処理時間の節約とい う目的で1968年 と1970年

の国会 でこれ までの登記方法 を改善す るとい う提案が採択 された。即ちADPに ょるデータバンクを

確立 し統一 して管理す るとい うことで ある。ただ し,こ の実施の進め方 としてはまず実験を行ないそ

れを基礎に して初期のデータバンクシステ ムを作 りこれ に改良を加えて最終的な もの にするとい うこ

とまで決定 された。 この国会の決定に基づ いてこの仕事 に携わ る機関と して設立 され たのがThe

CentralBoardforRealEstateData(CFD)で あ りこれ は法務 省に属する国家機関である。

この機 関はス トックホルムから北約180Kmの 所 に位置 したウプサ ラ郡の地理的中心 に相当す るGA

VLE(図2-4参 照)に ある。 この ように国 の中心 より遠く離れた所に設置 した理 由としてはスエ

ーデンにおいてはこのよ うに新たに設立 される政府の機 関を地方 に分散 しよ うとい う政策があり,こ

れに ょるものである。

またGAVLEが 選 定された理由と しては実験システムおよび初期のシステムの対象と して ウプサ

ラ郡が選定 された ことも理由の一つである。

この機 関によりデータバンクに関する検討が なされ国会 の決定に基づ き実験段階 を経て現在 データ

バンクシステム1が 作成されている。 この シス テムは ウプサラ郡を実験場 とした ものであり1974
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年半 ばにはウプサ ラ郡全体のサービスを行な うよ うになるだろ う。 このシステムに使用 され てい るコ

ンピュータはIBM370/155で 土 地情報の登 録はkeytoDisk方 式 に よりIBM3270CRTタ

ー ミナルに よって行 なわれている
。 このシステ ムが稼動する と次にデータバンクシステム 皿の開発 が

開始 されウプサ ラ郡以外 にも広げられスエーデン全土に渉 って通信回線で連絡され大デー タバンクと

して働 くよ うにな る。なおデータバンクの利用者 としては不動産 についての行政組織は現行のままと

し事務作業を合理化 するとい うことから考 えて当然 であるが土地登記事務所・財産登記事務所,財 産

単位組織事務 所(測 量等を担当 している所),郡 役 所,市 町村等 の自治体,銀 行,保 険会社(こ れ は

商売用にター ミナル を設置 して使用する)等 がある。 この関係 について は図2・-5を 参照 されたい。

o

邊

◎CFDは ス トックホル ムの 北約180㎞ の と ころ に

あ る町GAVLEに あ る。

図2-4CFDの 地 理 的 位 置
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●

●

Property

register

Land
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/
■
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(注)数 字は機関 の数を示す。

Landregister

authorities

100

Dataconsumersl

Countyadministratlons

Agentsoftheadministration

Municipa旦ities

Banks.insuranceagenciesete

Thepublic

図2-5'土 地 データバンクプロジェク トの関連機関

222詳 論

スエ ーデンにお ける土地データバンクシステムはCFDに お いて計画,検 討,実 施されている。 こ

のデータバンクはスエーデ ンにおけ る国家的なデ ータバンクの3大 要素(人 間 に関するデータバ ンク,

企 業 に関す るデータバンク,不 動産 に関するデータバ ンク)の 一 つに相当す るもので非常に重要な位置を

を 占めている。

この機関お よびデータバンク シス テムについて記述すると次のごとくで ある。,

Cl}ス エ ーデン土地データバンクプ ロジェク トの背景と目的

スエーデンにおけ る不動産データは2種 類の登記簿に記録 されている,即 ち

財産登記簿
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土地登記簿

である。

財産登記簿は,他 の情報 とともに財産 に関す る名称 地域お よびすべての調査測定値の記録を

載せ てい る登記簿である。ス エーデンの全財産 は単位毎 に区割され不動産と呼ば れ土地調査測量

で輪郭が描かれてい る。一つの不動産 は区割 と呼ばれ る一 つまたは多 くの地区からな っている。

登記の方法には2種 類 あ り一 つは1908年 に始 められた地方 の登記で,も う一 つは1917年

に始め られた市街用の登記 である。 これ らの2つ の異 ったシステ ムの存在 は主と してその当時に

存在 した分 割の方法 と課税の相違に よるものである。技術的には登 記簿は非常 に大 きな帳簿であ

り,扱 い難 く,書 き込みは手作業で行なわれる。

土地登 記簿は他の情報 とともに所有権,地 役権,抵 当権お よび法律行為が記録されている登記

簿である。不動産に関するデータを登載 しているその他 の重要な登記簿 も存在 する ことも譲 る必

要が ある。即 ち,課 税 目的の情報は住民お よび課税調査台帳に記録 されてお りそれは郡役所が保

管 している。 一

以上 の ような形 態で不動産が管理 されて いたがそれ が1964年 に法務大 臣が財産登記システ

ムを改善する方法の調査を財産登記委員会に指示 し1966年 の終 りに報告書 が提出された。

委員会 の提案は1968年 に政府tsよ ぴ議会に よって採択 された。そ してこの委員会は7月1

日,TheCentralBoardforRealEstateData(CFD)に 改組 された。(図2-6参

照)

Expert

9「ouP

-
`
1

図2-6CFDの 組 織 図
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1969年3月 法務大 臣に任命 された登記委員会は官報でADPが 土地登記簿の分野 で利用さ

れ るべきであると提案 している。 この提案は1970年 に政府お よび議 会で採択 されADPベ ー

スの情報システム(土 地データバンクシステム)開 発作業が開始された。そ してその責任 はすべ

てCFDに ある。

1968年 と1970年 の議会 によって決定 された土地データバンクプロジェク トに関する内

容は次の もので ある。

ONew,uniformandcentralizedpropertyandlandregistersaretobe

constructedfortheentirecountry

○

○

○

○

(2)デ ータバンクシステム1

(a)発 展 の概要

CFDは1970年 以来 ウプサ ラ郡で議会の決定に基づ き土地データバ ンクを実験 して きた。

現在 実験地域は55,000の 不動産を包含 している。1973年 秋 には同地域の システ ム実行

テス トを含む進んだ活動 となろ う。そ して さらにウプサ ラ郡全地域に拡大 され約10万 を扱 う

ことになろ う。

以上の実験作業からの経験を もとにCFDは 初 期デーBバ ンクシステム(デ ー一夕バンクシス

テム1)を 提案 し1973年3月 に議会で承認 された。システ ム1は1974年 半 ばには全 サ

ービスを提供することとなろ う
。 このシステムは長期計画 により次第に拡張 され1976年 に

は80万 の 不動産情報 を包む こととなろ う。 そ して現在 の登記係(郡 役所)も 将来 は登記簿の

内容 とその維持について彼等の部分 についてのみ責任を負 うこととな り技術 システムの管理 と

運営にっいてはCFDと 共存 して責任を負 うこととなろ う。即ち土地データバ ンクでは各登記

係 は全国の登記簿 の うちの自分 の部分 についてのみ責任 を負 うがデータバンクの利用 としては

全情報を利 用で きるよ うになろ う。

(口 内容

データバンクシステム1は 財産登記簿 と土地登記簿の2つ から成 ってい る。そ して夫 々の内

容は次の ごとくである。

1.財 産 登記簿

。 主 レジス タ:名 称 所属行政地域,調 査測定値,抵 当権 起源,街 路,地 域,権 利 と義務

(地 役権)・ 計 画と規則・課税情報・評価性 コー ド・建物条件利用

。 座標レジスタ:不 動産・付属財産の中心点お よび建物 の座標(地 図形式 で)

・ 規則 レジス タ(計 画レジスタ):題 目,物 理的計 画,規 則の記録名称,所 属行政地区・発

EDPwillbeutilizedforsystemconversionandcontlnuousoperation

Acentralcomputerinstallationwillbeused

Thelocationofallpropertyunitswillbedeterminedbythecoordinate

method

Experimentalworkshouldprecedethereformstart
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効 の時期,計 画の内容 と範囲,計 画範囲の不動産 区画の情報

。 都 市区画 レジス タ:計 画用地 に分割 されている区割の情報(名 称 所属郡等)

o住 所 レジスタ:街 路住宅情報(で きな いときは位置 住所)

2.土 地 登記簿

所有権登記,借 地権 抵当権・公正証書 に関す るデータ

その他多数の情報が含まれている。

(c)統 一 名称システ ム

これまでの登記簿は地方用登記 と市街用登記の2つ になっていたため,非 常に異 った名称が

存在 し登記にたずさわ る人 々に非常な不便を感 じさせ ていた。 そこで,こ の土地データバンク

プロジェク トと並行 してNationalLandSurveyBoardで そ の名称の統一化 がなされてい

る。

㈹ ア クセス

ブ ロ ックの名前,敷 地 の名称 住所,計 画,現 在の名称等不動産 に関する名称がす べて検索

キーにな りこれ によりアクセスする。そのアクセスはオ ンラインに よりターミナルか ら中央 の

コン ピュータにで きる。 この端末にはIBM3270が 使用されデ ィスプレ イにより財産登記

簿 と土地登記簿を即座 に見る ことがで きまたIBM2740ロ ー カルプ リンター装置 によ り印

刷す ることもできる。 また これらの装置は役所のみではな く・銀行,保 険会社に も設置 して商

売 用として使用で きるよ うにな っている。

(e)シ ス テ ムの構成

実験システ ムにおいてはIBM360/50が 使 用 されIMSのVersionIが 使 われた。

デ ータベ ースシステム1の1973年10月1日 現在のシステム構成は図2-7の 通 りであ

りIMSのVersionllが 使われかつ端未はIBM3270,2740が 使われている。 これが

1976年 に は図2-8の 通 りにな りター ミナルネ ットワークとして も図2-9の よ うに拡張

され るだろ う。 ちなみ に記憶容量 につ いてみると現在不動産1件 当 りの情報 に600Byte使

用 してお りウプサラ郡全体 で10万 件 あるので6千 万Byte必 要 である。 またスエーデン全体

をカバーすると370万 件 に及ぶので22億2千 万Byte必 要 になる。

■
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図2-7 デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の コ ン ピ ュ ー タ構 成

(1973年10月1日 現 在)

ぐ
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COntro]

Re賢10n

)川K

、1ess直geRegiOn5

Averaζ 叉・buK

Test¶tぐ

図2-8 デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の コ ン ピュ ー タ 構 成

(1976年7月1日 予 定)
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ソ

Numberorttrm`atls=1:10,150

図2-9デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の タ ー ミ ナ ル ネ ソ トワ ー ク

倒 登記簿 とデータベ ースの関係

登記簿 は相互 に交信できる多数のデータベースからな っている。 その関係 を図に示す と図2

-10と 図2-11の よ うになる
。

lk
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略号説明'

R

R

R

R

B

B

J

S

K

I

N

P

F

BaSB…

BasF_

BasKv…

BasB…

BasM…

RuralReg速ter

UrbanRegister

CoordinateRegister

'L
andRegister

NameRegister

Population正 ㎏gister

PropertyRegister

plandatabase・

propertydatabase

Blockdatabase

Namedatabase

Intermediatestoragedatabase

㎏)プ ログ ラムの種類

データバンクの情報を検索す るためデ ータバンクシステム1は 多数のオンラインプログラム

(例 えばデ ィス プレイあるいはプ リンターターミナルを用 いてユーザとコン ピュータが直接対

話するための もの)や,ま た登記簿は多数のデータベ ースか らな っているのでそれ らの違 った

データを効果的 に検 索するためのプログラム等が存在する。それらの主な ものは次 のよ うなも

のである。

oVISA

oSTAM

oADR

oPLAN

oKVART

oBEST

不動産に情報を与える。

不動産の歴史的発展の図を作成

現在の不動産名称を与えるために使用

BASPか らの情報を与えるために使用

BASKvか らの情報を与えるために使用

抜奉ずるために使用

ま た 登 記 簿 の 更 新 の た め の プ ロ グ ラ ム も あ り基 本 的 に は 次 の ご と き もの で あ る。

・oinitiation

oincluding/changing/excludingofdata

oprintingofdiarysheetandcontrolsheet

oconfirmation

ophysicalupdating

(h)タ イ ムテ ー ブ ル

実 験 デ ー タ バ ン ク は1974年 半 ば ま で 続 き・ つ い で デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1に 置 き 換 え ら

れ る 。
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データバンクシステム1の 経験 は全 国システ ム(シ ステム∬)形 成の基礎 となるだ ろ うし,か

つシステ ム皿のためのデー タ機器の仕様を作 成す るもととなろ う。

そ してシステム皿で最終的に実行 され るプロジェク トを遂行す る方法 が提案 され議会に提 出さ

れそ して このシステム皿が承認され実行 に移 るだ ろ う。

この提案は あくまで も最 も経済的なそ してい くつかの代替 システムを検討 した ものを基礎とし

て作 られるだろう。

システム 皿は1978年 か ら1979年 度 にオペレーシ ョンに入 る計 画で ある。1980年 な

い し81年 頃 には このシステムに より土地データバンクはス ウェーデンの全不動産情報を蓄積す

るだろ う。その時 点では370万 件 におよぶ。(図2-12参 照)

ω 費用

1973年 と74年 度 には4,800万 クローネで あるが全体 としては予測 できない。

システム1実 施コス ト

・ 書式変更,デ ータ収集,処 理,名 称改革,座 標 レジス タ,レ ジスタの補充,管 理……

2,360万 ク ローネ

。 オペ レーシ ョンコス ト(74/75)・ 一 ・870万 ク ローネ

(75/76)… …1,300万 ク ローネ

これは1975年7月1日 迄に不動産1件 当年23.87ク ローネ

1976年10月1日 迄 に不動産1件 当年17.07ク ローネ

1196口97・1
t97L 197219;3197` 【9751976

1--19・ ・1

`

`'E

ptldatsbank

sy8t■mlnUPP●sla

Coordtgtt
4

Dgtt

1

`
ー

P

Otherdeveloロmentwork

図2-12土 地 データバ ンクシステムの長期計画図
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と予 想 した もので ある。

システムllで は1件 当 りコス5は 顕著に減少するだろ う。そ の理由 と してはシステム1に おけ

るよりもトランザクシ ョンの頻度が少な くな るであろ う。

また技術的効率 が強化 され ることも理由の一 つで ある。

(」)座 標 レジス タ

不動産 の位置付 は座標方式(CoordinateMethod)に ょ って行なわれてお りこの方式に よ

って登録 している。

これ は特定な地理上 の位置で ある。 このシステムではX座 標(赤 道 か ら計算され る)とY座 標

(大 西洋 のある線から計算される)で 可能 にされ る。

すべての不動産 はCFDで 地域 と建物の中心点の座標が与えられ る。地域が3,000m以 下 で建

物1つ を含む場合は建物の 中心点1つ が登録 される。

座標 レジスタは現在6郡(完 全 に開発 された ときの登記の30%)で 成 っている。

座標レジスタに関す る各種 のアプ リケー ションはCFDで 作 成された。プ ログラムは任意 に選

んだ多角形 の,あ るいは行政地域の中の不動産 の選択を可能 にする。

この種のプログ ラムは不動産形 成と実施計 画に利用される土地所有者 の各種 のリス トを作成す

るため に用 いられ る。また地方 の不動産の価格 リス ト・街路 リス ト・不動産お よびその附属財産

と所在地 リス トも作成で きる。

また統計 のための基礎 に もなる。 不動産名称 と個人番号 とを連携 させて,た とえば課税 と住民

台帳 と座標 レジスタを連携 させ て集合キー として用い ることもで きる。

資 料 一 覧

TheswedishLandDataBankproject

TheLandDataBank"DataBankSystem1'
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23英 国 航空 の コン ビ'ユ一 夕利 用 シ ステ ム

調 査 先:BritishAimays

所 在 地:GroupManagementServiceDept,BritishAirwaysBoard

SpeedbirdHouseP.0.Box10HounslowMiddlesexTW62JA,

London

Tel.01-897-5289

調 査 期 日:1973年11月15日(木)

面 接 者:Mr.MalcolmKDillingham

(GroupComputerServicesMarketingManager)

調 査 員 篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

23t概 要

英国航空コン ピュータ ・システムは・BOAC(英 国 海外航空)とBEA(英 欧 航空)の 統 合に

よって,世 界でも最 大級のコン ピュータ ・システムとなってい るが,そ のシステ ムは,た んに技術

的 にも高 い水準 にある とい うことだけではなく・次 の ような諸点にお いて も特徴 を持 っている。

{1)第 一 に,適 用業務 が・極 めて多岐 にわた っていることがあげられ る。

例えば,旅 客の座席予約システムから始まって・航空運賃 の計算,航 空券 の発行,出 発便 のコン

トロール,貨 物便 のコン トロール,フ ライ トのスケ ジュー リング,乗 員配置計画,収 支計算,財 務

計 画,機 材 ・部品 の在庫管理 保守計画,機 材有効利用計画 など,事 務計算,技 術計 算か ら計画 ・

意志決定分野 にいたるまで,コ ン ピュータ化の対象分野が極めて広い範囲 にわた ってい ることであ

る。

(2)第 二 に,IPARS,MAXIPARSな どに代表される ような,か なりに高度で汎用的なアプリ

ケーシ ョン ・パ ッケージを完成 して実用 に供 してい ることである。

しか も,こ れらは1960年 代 の半ば頃から約1,000manyearの マ ンパワーを投入 して,

PARS→IPARS→MAXIPARSと 何 回 ものレベル ・ア ップを重ねながら完成 した もので あり,

その間にすでに6年 余の実績 を有 しているため,今 や完全 に安定 したシステ ムとなって いることも

大 きな強み であろ う。

(3}第 三 は,上 記 の特 徴 とも関連す ることであるが,プ ログ ラムが完全に汎用化され安定化 している

ことから,こ れらの プログラ ムない しはコンピュー タ ・サー ビスが全世界の30余 のユーザに提供

されて,1967年 以 降の6年 間だけで も約473万 ポ ン ドの収入 をあげて,コ ンピュータ部 門が

一つの大 きな収入源 となってい ることで ある。

(4)第 四 には,プ ロジェク ト・マネジメン ト,ス ケ ジュール管理」 コス ト・コン トロール,ド キュメ

ンテ イシ ョンな ど,コ ン ピュータ ・シス テムに関連す る各種の管理面で も最 高の水準を行 ってお り,

そ の点で も学ぶぺ き点が非 常に多い ことである。
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(5)最 後 に,こ のシステムが全 世界 の400都 市 と空 港を結んだ極 めて大規模な国際システムであ

る うえ・.航空業 とい う性 質上 システムの安全{生 バ ックア ップ'対策24時 間稼働な どの点で も

十分な注意が払れている ことがあげられ よ う。

232

{1)

b}

①

詳 論

システム構成

稼働 中 の シ ス テ ム

BOADICEAHouse(London空 港)

。IBM360/65Computer×4台

。FerrantiArgus400BComputer×35台

・Ferrantidisplaytermina1×786台'

。Incoterrndisplaytermina1×143台

。kleinschmidtprintertermina1×205台

②WestLondonAirTerminal

。UNIVAC494Computer×3台

(1975年 迄 にIBM370(168)に 代 替 予 定)

。Unisettermina1×510台

。Uniscopedisplaytermina1×260台

。BunkerRamodisplaytermina1×71台

。FerrantiArgus400BComputer×3台

・Ferrantidisplayteminal×48台

。Cossordisplayteminal×44台

③BEALINEHouse(Ruislip)

。ICL1904AComputer×1台

oDECSystem10Computer×1台

。DECon-1inetemina1×13台

。ICL1904AComputer×1台

④CargoWarehouse(London空 港)ト
。FerrantiArgus500Computer×2台

制 発 注 中 の シ ス テ ム

①BOADICEAHouse(London空 港)

・IBM370/168Computer×2台

・FerrantiArgus700Computer×17台

・Ferrantidisplaytermina1×615台

②EngineeringBase(London空 港)

一45一



。ICL1906SComputer×1台

(c)今 後の計画

以上のコン ピュータ ・システ ムは,現 在5つ のセンターに分かれ て稼働中であるが,向 う3年

以内位に,LondOn空 港 内の2つ の主 センターに統合する計画を持 ってい る。 この うち1つ のセ

ンターはIBM中 心」他 の1つ はICLが 中心 となる予定である。

㈲ システ ムの稼働状況

① 以上 のシステ ムの うち,リ アル ・タイム業務 に関 しては,現 在1日 に1,000,000件,1秒 間

に15～20件 を 処理 してター ミナルの利用可能率 は99.4%に 達 してお り・ほぼ当初 の目標通

りの利用状況 とな っている。

バ ッチ業務 に関 しては,必 要 な諸報告や統計 をタイ ミングを失 す ることな く関係者 に提供 する

確率の目標を96%に お い ている。 しか しながら,IBM関 係 についてはほぼ この 目標を達成 し

たが,ICL関 係 は機器能力の不足 のために必ず しも目標を達成 できていない。

② そ の他 の各 システ ムの稼働状況 については・表2-1か ら表2-4を 参照 されたい。

(2)BOADICEAシ ステ ムの ソフ トウエア

(a)BOADICEAシ ステムの構成 ♪

現在英国航空が 日常業務 に利用中のシステムは,BOADICEASystemと 呼 ばれて,次 の よ

うなサブ ・システ ムから構成 されている。

①

②

③

④

⑤

⑥

㈲

BOADICEA座 席予約シ ステ ムMAXIPARS

BOADICEA搭 乗 ・運 航業務システム

BOADICEAメ ッセ ージ交換 システム

BOADICEA運 賃 計算な らび に航空券発行 システ ム

BOADICEAホ テル予約 システム

BOADICEA海 上 運送 システム

MAXIPARS

以上 の中で も・座席予 約 システムを中心に使われて いるMAXIPARSは,1968年 頃か ら

実際に使用されて多 くの実績をあげている。

MAXIPARSは,当 初IBMが 米 国航空会 社用に開発 したPARSを ベ ースに・ 英国航空が

IBM社 と協 力して国際仕様 にまで発展させたIPARSが 母 体 となってい る。 その後英国航空で

は,さ らに50人/年 のマン ・パワーをかけてIPARSを レベル ・ア ップ し,MAXIPARSと 改

称 したが,通 算すれ ば全部 で300人/年 のマンパワーをかけて いる。

現在英 国航空のシステムは,合 併後まだ 日が浅いこともあり,BOAC(海 外 航空部門を担当)

はBOADICEA・BEA(英 国内 と欧州部 門を担当)はBEACgNの2本 立 のシステムになって

いるので・1975～76年 頃 までには機種 もIBMに 統一 ソフ トウエアはMAXIpARSを

さ らにレベル ・ア ップしたBARBシ ステ ムを完成 させ る予定でいる。
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表2-1 英 国 航 空BOADICEAシ ス テ ム のAvailability

BR/TISH/URWAYS

GROUPMANAGEMENTSERVICES
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表2-2 英 国 航 空BEACONASRSProjectのAvailability

81il∫77S〃 ノ11∫?Wン4}ノISI,agc2-4
L
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9

.

「
Availability NllmhCrofoUし こ)9CS T《)t.`)1

%・f

phnned

%。f

16shド ざ
1 2-4 5づ0 〉ラ0

minutes

lOSし

CurrentWeek

CPU 99.96 99.68 2 1 O 0 4

Averagoper・T℃U 一 一 命 一 一 一 －

Local 一 一 0.2 O.2 O O 1

Remote 一

」

一 0.1 0.5 0.4 O.1 8

AveragepcrLocalCRT 一 一 一 一 一 一 4.7

AverageperRemoヒeCRT 一 ■ 一 一 一 一 11.9

』Y
cartodaLe(wceklyaverage)

.

CPU 99.71 99.04 O 0 0 0 O

Averaggper冗U ⇔ 一 一 一 一 一 e

Local 一 一 一 一 一 二 －

Remote" 一 一 口 一 " 一 －

AverageperLocalCRT 一 一 一 一 一 一

7

50.8
「

AverageperRemoteCRT 一 一 一 一 一 一 57.9

.

BEACONPALCPROJECT
層

「
■ 「

Availability Numberofoutages Tota1
-

%of
planned

%of
168hrs

1 2-4 5つ0 >50
minutes

lost

Current・ ▼eek『.
■

.

CPU 99.64 99.96 2 1 0 o 4
9.

AverageperTCU
一 一 1.7 O.4 1.7 O 29

AverageperCRT 一 一 一 一 一 一 32.9'

・`

Yeartodate(weeklyaverage)

CPU.・ 99.73 99.0 O 0 0 O O

AverageperTCU 一 一 一 一 ⇔ 一 －

AverageperCRT 一 一 ← 一 ← 一 102.7
.

・

.

「

,

7

㊨
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表2-3 英 国 航 空BEACONFICOProjectのAvailability

BA,∫rJ「SHA/RVVAys
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.SERVICES

BEACOIF五COPROJECT

Currcnし'.Veok

CPU

AverageperTCU
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CPU
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AverageperCRT
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PageIS-4

0PER八TINCSU51,SIARY

∧vallat,11.jし}'

%・r%・f

lallncd168hrs

99.95

99.94

99.85

99.6

Availabiliしy

%of%。f

lanned168hr.

99.95

99.88

99.92

99.55
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表2-4 英 国 航 空 貨 物 コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム のAvailability
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(3}コ ミュニケーシ ョン ・システ ム

(a}コ ミュニケーシ ョン ・シスデムの種類

英国航空のコミュニケーション ・システムは,大 きく分 けて次 の6つ のシステムから構成 され

て いる。

① 電 信回線 システ ム

このシステムは,英 国航空 自体 の通信 システ ムと,共 同通信会社 であるSITA提 供 の通 信シ

ステ ムとが結合 されて,ヨ ーロ ッパだけでな く全世界を網羅 したネ ットワークにな
っている

(75ボ ー ・システム)。 図2-13参 照 。

② 電話網

電話 に関 しては,当 然 の ことなが らPABX交 換 シス テムのほか,自 動呼出方式 や直接 ダイヤ

ル方式 も採用 されてい る。

百 ■● ■■ ●-240(}恒 口}Llles

Til.eCXAPHrcL'N£s

図2-130UTLINEOFBRITISHAIRWAYSTELEGRAPHIC

COMMUNICATIONSNETWORK

③ データ通信と端末 システム

データ通信 システムの構成は,図2-14の よ うにな ってお り,各 支店 におかれた端末装置 は,

最 高9,600B/Sま での高速回線装置を通 してコンピュータ とや りと りができるようにな ってい

る。BOAC(海 外 航空)部 門 とBEA(英 ・欧航空)部 門とをあわせ てすでに2,000台 以上 の リ
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アル 。タイム ・システム用端末機 が稼働中であ り,回 線については2,400B/Sお よび9,600

B/Sが 併 用され ている。 ,

④ 無線通信 システ ム

現在全世界の空港に,超 長 波HFSSB地 対 空通信 システ ムや50のVHFシ ス テムが配置さ

れているが,将 来 はさらに75の 地対地VHF通 信 システ ムが増 設される予定 である◇

⑤ 各種エレク トロニクス通信システ ム

これ には,コ ンピュータと直結 した 空港 での案内用の閉回路テ レビ ・システ ムや・その他諸 々

の エレク トロニ ック通信 システ ムが含 まれ る。

↓/

-
び

　じ

㎜＼

∨

㌣

/1＼

■ELL:、cい

第2-14図BRITISHAIRWAYSDATATRANSMISSIONNETWORK

asitwillbebymid1975

⑥ 航 空機運航通信 システ ム

航空機の運航上必要な諸情報 の通信システム

(口 通信システ ム費用

以上の諸通信システムのための費用は,概 路 次の ようにな って いる。

電信 システム3.4百 万 ポンド

電話網1・3

データ通信お よびコ ンピュータ端末 システム1・8
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1

、'】

無線通信システム.2

エ レク トロニクス通信 システム.1

航空機運航通信システム.1

(計)6.9

側 要員計 画と予算

これ らのシステ ム運営のための要員や運営予算は,次 のよ うにかな り大規模 のものとなっている。

(a}シ ス テム運営のた めの全要 員数 および全予算の内訳

(ス タ ッフ数)(業 務)(1973～74予 算)

348名 コ ン ピュータ関連開発業務1.5百 万 ボン ド

(シ ステム ・エンジニアとプログラマー)
:

589コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン5.1

563通 信 関 係6.9

320コ ンサルタ ン トお よびサ ービス業務1.2

(小 計)(14.7)

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス に よ る収 入 △1.1

(1820)(合 計)(13・6)

(b)コ ンサルタン トお よびサ ー ビス業務 の内訳

(ス タ ッフ 数)(業 務)(91973～74予 算)

129業 務 サ ー ビス519

50オ ペ レーシ ョンズ ・リサ ーチ190

2人 事管理関係7

3組 織 管 理7

30会 計387

106ト レ イ二一お よび補助員86

(320)(合 計)(1,210)

(5)適 用業務

英国航空のコンピュータ関係業務は・ 前述 の ように極めて多岐にわた っているのが特 徴であるが,

その中の主な ものについて紹介すれば次 の通 りである。

㈲ 乗客 サー ビス ・システム

乗客サ ービス関係では,乗 客へのセールスの開始から最終旅行地到着 までの全 プロセスがコン

ピュータ化 の対象とな っている。

現在 すでに5大 陸の400都 市 と空港 とを結んだネットワークが完 成ずみである。 この うち,

英 国,ヨ ーロ ッパ,北 米な どの空港 やオフ ィスは9,600B/Sの 高速 回線でつながれているがオ

1975年 の夏 までには,さ らにアフ リカ,オ ース トラ リア,極 東地区な どにも延長 され る計 画

に な っ て い る。
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① 座席予約システム

座席予約に関 しては,た ん に英国航空の全 フ ライ トの詳細情報だけではなく,可 能 な限 り他社

のフライ トの時刻表や座席情報な ども記録されてい る。

これ らの情報には,各 乗客 のフル ・ネーム,住 所,電 話,航 空券の明細,行 先情報,特 別食,

座 席に関する要望な どの情報 はもちろんのこと,旅 行 の全行程 に関す る情報 が含 まれ てい る。場

合 によっては,1ダ ース以上 の他社航空会社 の20～30便 に も及ぶ接続 フライ トの情報な ども

入 ってい る。

また,た んに航空機だけではなく,船 舶の寄港地,ホ テル,旅 行,車 の傭車な どの情報 も入れ

られるようにな ってい る。

② 運賃計 算お よび航空券 の発行

現在すでに航空運賃 の計算か ら航空券 の発行までが 自動化の対象 になっているが,そ の目的は,

顧 客サービスは もちろん の こと,長 期的な収支計 算システムお よび監査システ ムの確立 と も関連

を持 っている。

③ 搭乗 ・運航業務 のコン トロール

乗客のチェック ・インから荷物 の計量・ さらに これ らを総合 した航空機の重量計算 までが・ コ

ン ピュータ化 の対 象になっている。

また,個 々の乗客 ごとの特別食 や特別席,病 人情 報 付添人 なしの未成年乗客 な どに関す る諸

情報も記録 される。

これ らの情報 は,す べて航空機 材の有効利用のために活用 されている。

④ メッセージ交換

全世界に張 りめ ぐらされた通信回線網 は,夏 場 の旅行 シーズンには,1972年 の実績で1日 平

均700,000メ ッセージ以上を処理中である。

(b)貨 物 のコン トロール

ロンドン空港内の英国航空倉庫 の貨物は,リ アル ・タイム ・コンピュータ ・システ ムに よって

コン トロール されている。

各倉庫を使用予定の全貨物の情報は,リ アル ・タイム ・システム用のターミナルを通 じて即座

にコンピュータ ・システムにインプ ットされ,各 倉庫のキ ャパシテ ィなどを考慮 しながら・ コン

ピュータで貨 物の流れがコン トロール されてい る。

さらに,関 税局や航空局のた めに英国データ ・プロセス ・サービスが請負い,ロ ンドン空港 の

輸 入業務を扱 うLACESリ アル ・タイム ・システムの運用面で も,英 国航空は中心的な役割 を

果 たしてい る。

(c)運 航 業務

① 運航業務管理
'

毎 日の航空機の運航を リアル ・タ イムにコン トロール し・モニターするシステムで ある。現在

110台 の航空機 と1,300名 の乗務員を対象 に,1日 平 均500便 が このシステ ムでコン トロ
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一ル されている
。

② 運航計 画

気 象庁の コン ピュータから流れ る気 象情報 を参考 にしながら,大 西洋 とカリブ海を航行す る全

英国航空のフライ トに対 して,24時 間を カバー した最適 の航空機運航計 画が作 られ る。

③ 乗務員計画

10週 間先まで の乗務員 の勤務予定やポジシ ョンごとの業務上の必要条件がコン ピュータで管

理 され る。

そのほか,あ る機種 のパ イロ ットを他の機種のパ イロットに転換す るための再教育な どについ

ても,費 用 ・効果面でのシ ミュレーシ ョンが可能である。

{由 財務 ・統計業務

① 会計計 算業務

乗客 ・貨物 ・航空郵便等 の業務 の収支計 算のために,毎 日各 フライ ト関係の書類がコンピュー

タ処理 され る。他 のエージェン トや航空会社 との収支計 算 も,も ちろんその対象 となっている。

1972年 度 で,25,000枚 の航空券10,000枚 の 乗客 記録な どが処理 されたが,こ れ らから

の全収入は480百 万 ポ ン ドであった。

② 諸統計 事務

これ らの諸データは・ すぺてコンピュータのデータ ・バンクに入れ られて2年 間保存 され るカ～

今後の英国航空の計画,予 算 市場調査,納 税業務な どに活用 されてい る。中で も,デ ータ'バ

ン クの利用に関 しては・ ユーザからの随時 の要求に応 じて,24時 間以内 に新 しいプ ログラムが

簡単 に作成 できる ようにな っている。

(e)給 与'人 事関係業務

1つ の人 事情報デ ータ ・バンク を利用 して,給 与計算 要員関連の諸分析,年 金関係業務 な ど

が総合的に処理され る。

とくに・年金関係では・従業員やその扶養家族の死亡時 までの全記録が保存 されるようにな っ

ている ことはもちろん 、年金プア ン ドの資産運用管理面の分析システムもコン ピュータ化 されて

.い る。

(f)技 術計 算業務

① 在庫管理

航空機関連の消耗部 品等約400,000点(48百 万 ポン ド)の 在庫管理 が,コ ン ピュータで行

なわれ ている。 この場合 も,オ ペ レーションズ ・リサ ーチの手法 にょって,適 正在庫 量や部 品の

発 注時 期がコン トロールされ る ようになっている。

② 機材管 理

航空機その ものの保守管理 に も,コ ン ピュータが使われ る。 これぱCAAの 法 的規制 に応え

るだけ でな く,航 空機のオ ーバーホール時期の計 算な どに も必要 である。現在は,デ ータの大半

はオン ・ライン ・ペ ースで収集 され,そ の数は45,000点 に も及んでいるが,1976年 ～77
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年頃には1.000,000点 を 超え る見込みである。

③ 機材発注準備

コンコル ドやロ ッキー ド1011等 の これから購入する新機種 に必要な在庫部 品や 消耗品 の数

量 ・費用な どをオペレーシ ョン ・リサ ーチ手 法を使って計算する。

④ 航空機保守計画

ここでは,航 空機 のオ ーバー ・ホール計画などが扱われ る。

⑤ 計 画業務

英国航空では,す でに50名 のスタ ッフに よって数多 くのORモ デルが開発されてtsり,計 画

担当セクシ ョンがコン ピュータと 「会話」モ ー ドで種 々の解析を行な って,い ろいろの問題につ

いて代替案の検討や最適解 の発見などに利用中で あり,そ の中には例えば次のような業務があげ

られ る。

イ 航空時刻表の作 成

隔地 間の運航時 間,空 港の乗継時間等を細か く計算 して,最 適の時刻表を作 成'

ロ 航空機有効利用計画

できるだけ少 ない航空機 の移動または稼働で業務を円滑 に運用す るための計画

ハ 要員計画

各空港ごとに,全 航空機 の出発 ・到着時刻を分析,必 要 な地上勤務員その他 の要 員数を算定

し・最適 の勤務 態様モデルを作 成する。

二 収益荷重の計算

気象庁からの気象条件 も加味 して,各 航路 ごとに最適の収益荷重を計 算,航 行時間や燃料消

費量を計 算

ホ 計画案の評価

各航空機 の機種 ご との収入お よびサー ビス費用を計算 諸計 画の評価 に役立て る。

へ 予算業務

各部門 ごとや各ルー トごとに全フ ライ トの収入 ・費用を計算・全社あるいは部門別の予 算計

画 を作 成'

⑥ コンピュータ ・サー ビス業 務

英国航空 では,自 社で開発 した各種 のプログ ラムやノウ ・ハウをたんに社内で利用するだけで

な く・積極的に他社の航空関連 コンピュータ業務を受託 して・次 の ような収益を あげている。

(a)1967～1973年 の コンピュータ ・サ ービスに よる収入

1967～68345.4千 ボ ン ド

68～69459,3

69～70802.2

70～71904.3

71～721,033.0
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72～73 1,187.9

(計) (4,732.1)

⑥ サービス提供先

これ らのコ ンピュータ関連諸サー ビスを提供中の先は,表2-5の 通 りである。

表2-5COMPUTERSERVICESCUSTOMERLIST

AerL・ingus

AirIndia

AirNewZealand

AmericanExpress

B・nq・ ・d・P・ ・i・etd・bP。y、B。 、

BraathensSAFE(Norway)

BritishCaledonianAirways

BrltlshGovernment-CiVilServiceDepartment

BritishGovernment-HomeOffice

CathayPacifficAirways

Cunard

CyprusAirwayS

EastAfricanAirways

EasternAirlines

ElAl

GhanaAirwayS

GulfAIr

HldrOService

IBM

Indian.Airlines

InternationalTelegraph&Telephones(ITT)

KLM

MSA

NigerianAirways

PakistanInternationalAirlines

PanAmerlcan

Qantas

RankXerox(Sweden)
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SouthAfricanAirways

StrandHotels

Swissalr

TAP

TWA

UnitedAirLines

Vasp

資 料 一 覧

1.ComputinginBritishAirwaysOct,1973

2.TheBOADICEASYSTEMDec,1972

・
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2.4国 際 間銀 行 デ ー タ通 信 シ ステ ム(SWIFT)

調,査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

Inter-BankResearchOrganization

MoorHouse,LondonWaIlLondonEC2Y5ET

Te101-628-3070

1973年11月16日(金)

Mr。S。A.Evans

(SystemsConsuhant)

Mr。D。Balmforth

(SWIFTU。K。Coordinator)

Mr。J。1・arge

(AssociateSystemsConsuいant)

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

2.4.1概 要

(1)SWIFTの 概要

SWIFT(SocietyforWorldwideInterbankFinancialTeleco-

mmumication)シ ステムは,「 国際間専 斥データ通信システム」を創設す ることに より,

銀行の国際的な 支払送金,計 算書,そ の他のメッセージを加入銀行間で送受信す るシステムであ

る。

(2)SWIFT計 画の経緯 と現状

この計画は,1970年 に 当初ヨー ロッパの36銀 行が中心となって研究を開始 し,現 在 はヨ

一口ッパ ユ3カ 国にカ ナダ,ア メ リカを加えて,約250行 の参加が決定 してい る。

実際に稼働を始めるのは1976年 初 頭頃と予想 され,シ ステム稼働後は全世界に ネッ トワー

クを拡大し,日 本の銀行の加盟も可能にな る予定であ る。

(3)SWIFTの 意 義 と規模

1980年 に は1日 平均26万 件(1秒 間に23～35件)の メッセージを処理しようとす る

一大国際ネ ッ トワークの完成に より,こ のシステムが,銀 行間の外国為替取引のス ピー ド・アッ

プ,正 確性の向上,標 準化,コ ス ト・ダウンな どにもた らすメ リッ トは極めて大きいものがある

といえよう。

(4)SWIFTのIBRO

SWIFTは,加 盟銀行を株主 とする非営利団体 としてベルギー法に基づ いて設立 されたが(会

長はオラ ンダ ・アルグマイネ銀行のチーフ ・ゼネラル ・マネジャー),暫 定 的に イギ リスの

Inter-BankResearchOrganizationの 中に事務局がおかれ,同 協会理事の
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CharlesRead氏 が ゼ ネ ラ ル ・マ ネ ジ ャ ー と して,と り ま と め の 任 に 当 た って い る。

2.4.2詳 論

(1)SWIFTの 目的 と意義

SWIFTシ ス テムの 目的と意義は,大 きく分けて次の5点 に集約され よう。

(a)通 信 の迅速化

まず このシステムで は,従 来はかな りの時間や 日数を要した国際間の外国為替取引において

大半のメッセー ジが1分 もかか らないで処理できるようにな る点があげ られる。

各メッセージには,そ れぞれ優先度が与え られ,最 悪の場合でも次の ような時間帯の保証が ・

できるようにあ らか じめデザインされている。

優先度15分 以 内に送信完了

優先度220分 以 内に送信完了

優先度360分 以 内に送信完了

万一 システムに障害が 発生 し,上 記時 間内に送信ができな くなったよ うな場合に は,改 めて

送信依頼銀行に連絡 し指示 を仰 ぐが,場 合によって送信銀行はそのメッセージを取 り消 して,

他 の手段(電 報 ・テ レックス ・電話など)で 別途に送信する ことも可能である。

現在世界各国の銀行間で,毎 日膨 大な量の国際間支払 ・送金 ・取立な どのメッセージが授受

されてい るが,そ の うち20%は テ レックス,80%が 郵 便で処理 されてい ると推定されてい

る。郵便による場合は,配 達 までに数 日ない し1週 間前後を要す るのが 普通であろうか ら,こ

れ らのメッセージの大半が数秒 ない しは数10分 で 処理できることになれば,そ の時間短縮の

もた らすメ リッ トは極めて大 きい ものがあ るといえよ う。

(b)確 実性の向上

従来 は人間が 一々マニュアル ・ベースで処理 していたことが,コ ンピュー タ化 され ることに

よって,よ り事務処理が正確に なることがあげ られる。例えば,郵 便の配送に ともなう トラブ

ルやメ ッセージの フォーマッ ト・チェックなど,シ ステム的牽制機能に よる正 確性の向上な ど

がそれである。

(c)勘 定 照合の容易化

現在世界各国の銀行間で送受 され る支払明細書は,項 目や桔式が極めて不統一である うえに

事務量 も膨大なため,勘 定の照合には平均して3～4週 間 もの 日時を要してい るのが通例であ

る。例えば,送 信銀行か らの支払送金の依頼は,ニ ョー ヨークなどにある受信銀行の特定店に

設けられた送信銀行の預り金勘定か ら引き落とされ るが,現 状は,上 記の ように様式 ・項 目等

がま った く不統一であることか ら,後 日支払銀行から送付され る支払明細書と送信銀行側の決

済勘定 との記録の照合に,膨 大な事務負担 を余儀なくされ てい るのが現状である。

これ らがSWIFTシ ス テムを通じて,す べて コンビL－ 夕で処理可能な様式(Computer

ReadabIeForm)に 統 一 され,梧 準化が進iむことになれ は,勘 定照合事務はいち じるし
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く負担が軽減 し,事 務処理 もスピー ド・アップ されることになるで あろう。

(d}通 信 コス トの切 り下げ

SWIFT
.・の 経費は,基 本的には回線費 用(FixedConnectionCharges)な ど

固定的な部分 と,.1通 信 ごとの度数料(AperMessageCharge)と か ら成り立って

い るが,1980年 の1日 平均260,000件 を処理す る時点での コス トは,1通 信 当たり20

セ ン ト以下の費 用を目標としている。

将来加盟行や通信量が増えれば さらに この コス トは安くなることが 予想され るか ら,従 来の

ような外国向け航空郵便費用や膨大な勘定照合事務に要する人件費 を考えれば,大 幅な コス ト

・ダウンとい うことがで きよう
。

(e}付 随 的効果

SWIFTの 事 務局では,以 上 のほか にも,例 えば次のよ うなメ リッ トをあげてい る。

① ミニ ・コンビュー一夕によるStore&Forward方 式 を採用 してい るため,送 信銀行

は,受 信銀行のター ミナルの繁閑状態に関係な く送信ができる。

② 前述のように,至 急メ ッセージの送信の遅れが 出た場合には,遅 滞なく送信銀行にその 旨

連絡 される。

③6カ 所 までの一斉送信機能(MultipleAddressing)が あ る。

④ 一定期間 内の情報検索が 可能である。

例えば

o過 去10日 間以内のメ ッセー-i7……30秒 以 内に検索可能

010日 以 前のメッセージ30分 以 内1こ検索可能

⑤ 各国間の時差を考慮24時 間 フルに利用しうることを前提にシステムがつ くられている。

(2)SWIFTの 経緯

以上の ような目的 と意義を持つ国際間メ ッセージ ・スイッチ ング ・シス テムの概念は,当 初 ヨ

ー ロッパの銀行か ら提 案があり
,1970年12月 フ ランクフル ト ・アム ・マイ ンの会議で初め

て検討 された。 この会議には,ベ ルギー,フ ランス,西 ドイツ,イ ギ リス,イ タ リア,オ ラ ンダ

およびアメ リカの7カ 国か ら36名 の代表者が参加 した。

この会議で運営委員会が組織された結果12の コ ンサルタント会社 などに,本 システムの設計

に 関する提案 を依頼した。1971年3月 には12社 を さらに5社 に しぽ り検討 を加えた のち,

最 終的には同5月 にイギ リスの ロジカ社(ロ サ ンゼルスのプランニ ング ・リサーチ社の子会社)

に117,600ド ル の契約が 与え られた。

その後22名 の理事の椅子をめ ぐって会議が紛糾 し,一 時は参加加入銀行か らの会員権小切手

を返送するまでの事態におちいったが,定 款 を一部改定することに より,よ うや く1973年5

月3日 ベルギー法に基づ く非 営利団体 として正式の認可を受けるまでに こぎつけたものであ る。

現在SWIFTの 理事会や 運営委員会が,ロ ジカ社 と共 同で,約30の 業 者について機種 を検

討中である。おそらく当初契約高が約6百 万 ドルにもなる最終サプライヤーの決定 は,遅 くとも
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1974年 初 頭までには行 なわれ るものと思 われる。

(3)シ ス テムの概要

(a}対 象 業務

①SWIFTの 対 象業務は,上 述のように,国 際間銀行業務に 関連 した支払送金,計 算書

その他のメッセージ交換に限定され てお り,現 在の ところ決済機能を有していない。 した

が って,メ ッセージもテキス トのフォーマッ ト・チェックを行な ったのち相手銀行に届け

るだけで,内 容 に関する統計な ども一切とらない予定である。

事務局でも,SWIFTはDataCenterで はな く,MessageSwltchlng

Centerに す ぎない と明言 している。 しか し,こ の点 は,国 際決済銀行(BIS)の 機

能な どとど うか らみ合わせ るべ きかとい うような問題を含めて,今 後の検討課題 といえ よ

う。

② 第二の問題点は,SWIFTの 加盟行であっても,相 互に送信できる相手先 はコル レス

先銀行 に限 られてい る点で,1973年4月 にスター トしたわが国の全国銀行 データ通信

システムが,加 盟行金店舗 との 自由なオープン ・コル レスに していることと大きな相異 を

見せてい る。 この点も将来のSWIFTに 課せ られ た大きな課題 とい って よいであろ う。

(b)シ ス テムの構成

① 本システムの構成は図2-15の 通 りで,当 初は,オ ランダのアムステルダムとベルギ

ーのブラッセルにスイッチ ング ・センターとコンセン トレ一夕を設 置するほか,ヘ ルシン

キ,ス トックホルム,オ ス ロー コペンハーゲン,ロ ン ドン,フ ランクフル ト,パ リ,ル

クセンブルグ,ウ ィー ン,チ ュー リッヒ,ミ ラノ,モ ントリオール,ニ ュー ヨークの13

カ所 に コンセン トレータが設置 され る。各銀行は,最 寄 りのコンセン トレータを通じて 自

/ ●SWI†CHIw烈PE&

OCONCENTRATOR

=阻
「

図2-15TheS.W.1.F.T、Network
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行 システムと接続す るようになっている。

スイッチング ・センターは,当 初上記の2カ 所 であるが,将 来 は3ま たは それ以上の拡張

も予想 されている。

② 本システムは,基 本的に ス トア ・ア ン ド・フォ ワー ド・スイッチング ・システムを採 って

お り,コ ンセン トレ一夕は ミニ ・コンピュータをベースとしてい る。 また各ター ミナルは,

ス イッチング ・.セ ンターに直接で もまた コンセ ン トレ一夕を通してで も接続 可能なよ うにな

っている。

③ 各スイッチ ング ・センター間あるいは コンセ ン トレ一夕との間の通信は,当 初 フル ・デュー

プ レックスの4.800B/S・ ラインで接 続され るが,将 来 トラフィック量が 増えれば9,600

B/Sに ス ピー ド・アップす ることも考えられている(図2-16)。

④ これ らの回線 は各国にまたがる国際専用線のため,関 係各国のPTT(郵 政省)が 合議 し

た結 果,通 常回線使用料に20%の 付 加料金を課 した上で認めることに合意がな されている。
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図2-16NetworkBlockDiagram

(c)デ ータ量

SWIFTシ ステムが処理すべき トラフィック量については,各 加盟行で慎重な 予測がなさ

れた結果 年間約8%の 伸 率で1980年 に は1日 約260,000件 の処理が必要で あるとの見
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通しに達 した。 これは,時 間当たりに直す と1秒 間23件 の処理に相当し,さ らに1985年

に、はこれが1秒 間35件 に 達する見込みである。

(d)タ ー ミナル

コンセン トレ一夕と接続されるべ きター ミナルは,コ ンセン トレータとのインターフェイス

が とれる限 り,参 加行 は次の ようなター ミナルの中か ら自由に選べ るようになっている
。

① 公衆テ レックス ・ター ミナル

テ レックス経 由のメッセージは,CCITTNa2(ボ ー)5レ ベ ル'コ ー ドで送信 され る

が,コ ンセン トレ一夕は,こ の コー ドと本SWIFTネ ッ トワークの標準コー ドであるISO-

7コ ー ドとの変換を行な う。

② 専用テレプ リンター ・ター ミナル

本 ター ミナルの最小構成は,半 二重方式の1台 の送 ・受兼用 キー ・ボー ド・プ リンターで'

も よいが,で きれは送 ・受別 々の送 ・受信機 を設置す る方が望 ましいとSWIFTで は 勧告

してい る。

③ 磁気 テープ送 ・受信用ター ミナル

送受信のデータ量の多い銀行は,磁 気テープ装置 とコ ンセン トレ一夕とを専用線でつない

で,メ ッセー ジ交換を行な うことが 可能であ る。 ただし,こ の場合もテレプ リンターの 場合

と同様,バ ック
、・ア ップと送受信の並行作業のために、送 ・受信それぞれ別の磁気 テープ ・

ユニ ッ トを設けることが 勧め られてい る。

また,磁 気テープ装置だけでなく,デ ータの ロッギングや警報メッセー ジの受信 のたあに

テ レプ リンターをあわせ て設置する ことが要求されてい る。

④ コンピュータ とコンセ ン トレ一夕 との直結

オ ン ・ライン ・システムを使用中の銀行にっいては,自 行の コンピュータとSWIFTの

コ ンセン トレ一夕との直 結も可能であ る。

⑤ ター ミナル ・コントロー ラ

銀行によっては,各 端末機を,タ ー ミナル ・コン トローラを通してコ ンセン トレ一夕`こ接

続することもできるようになってい る。

これによって,複 数の ター ミナルを持つ銀行にとっては,回 線 コス トの節約,暗 号や セキ

ュ リティ ・チェ ックなどの処理 を事前に行なわせることがで きることや
,タ ー ミナル機種選

択時の自由度が増加するなどメ リッ トがあげ られ よう。

(4)SWIFTの 運 営

SWIFTの 株 式資本は,加 入銀行が保有 し,各 行の保有株数は,全 トラフィックに対する各 ・

銀行の比率に基づいて決定 される(毎 年更新)。 加入銀行は,最 低で も1株 の議決権は持つよう

にな ってい る。

.株主総会は毎年開催 され るが,年 次総会の間は22名 の理 事会がSWIFTの 運 営管理を行な

う。
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総出資金は1,000,000米 ドルであるが,他 に15百 万 ドルの借入が 予定 されている。

(5)SWIFTの 今 後の計画とB本 の参加問題

(a)今 後 の実施スケジ=一 ル ・

1974年 初 め

1975年 終 り

1976年4月

1977年 終 り

1978年 以 降

日本の参加問題

シス テム構成機種 ・メーカーの決定

アムステルダムとブラッセルのセ ンターを結合

イギリスの銀行を対象に本 システムの試行 を開始

ヨーロッパ13カ 国 およびカナダ,ア メ リカの約250行 を 結合

日本を含む諸 外国に本 システムを拡大

(b}

わ が 国の参加については,SWIFTの 定 款第8条 で,「 会員と同種の業務を営み,ま た国

際金融メ ッセー ジの送信を行な うもの と理事会が認定 したいかなる組織体でも,本 システムへ

の入会が認められる 」としているので,ま ず問題はない筈である。

SWIFTの 事務局でも,日 本などを含めるとなれば,そ の交渉や システム ・デザインのや

り直 しなどにかなりの 日時を要することとなり,ス ター トが遅れて しまう。何 はともあれ,当

初か らの加盟行 としても,ス タ ー ト時期 をこれ以上遅 らせることな く,一 刻 も早く運用を開始

したし・とい うのが共通の願 いである。 本来加盟行が増えることは,量 産メ リッ トが期待できて

経済的にもプラスであるうえ,極 東との取 引を有する銀行にとって もメ リッ トが大 きいので,

将 来的にはぜひ 日本に も入って もらい たい とい っている。

資 料 一 覧

LSWIFTSYSTEMSUMMARY(SC-073)10Apr。1973

2.INTER-BANKRESEACHORGANISATION
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2.5英 国行 政 管 理 庁 中央 コ ン ピ ュー タ局 の コン ピュー タ行 政

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

CivilServiceDepartment2

CentralComputerAgency

RiverWalkHouse157-61Millbank,

LondonSWIP4RT,England

1973年11月16日(金)

Mr。Jordan

Mr。Meadows

Mr.Coppack

Mr。Paton

Mr.Thompson

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 僕 ㌧ 小 野

2.5.1概 要

(1)設 立 の 背 景

CentralComputerAgency(CCA)の 取扱 う範囲は中央官 庁のみで,地 方自

治体 の有する大学,病 院等の コンビ=一一タ業務は所管外である。CCAは 政 府内での コンピュ

ータ利用の中心的機能を果たすために1972年4月 に設置された。OCAが 設 置される迄は

この機能は各省が負担 していた。例えば,コ ンピュータ機器 の評価,テ ス トは通商産業省 の技

術援助室,政 府の コンピュータ政策,利 用 に関 しての助言は政府 または外部,プ ロジ ェク ト開

発,管 理はCivilServiceの 管 理(コ ンピュータ)局 がまた財政面は大蔵省,設 備の調達

は王 室調達庁が当 っていた。

ここ10年 間に,商 業,工 業,科 学,社 会,環 境問題に政府の影響が大 きくな り,そ のため

行政.ヒ,管 理上の技法の開発,普 及により政府自身の効率を高め る必要が生 じて来た。その結

果1968年 にCivilServiceDepartment(CSD)が 発足 した。 その時に はす

でに コンピュータは管理の手段として重要になってお り,さ らに進んだシステムー リアル ・

タイム処理 とかデータ ・パ ンクである とか一 が行政 サー ビスの向上に より一層貢献す ること

がわかっていた。そ して,コ ンピュータの能力は現在の行政上の境界をこえて,有 効性 と経済

性 とを増大したため,コ ンピュータ利用の総合化のために一つの強力な組織が必要となった。

そして生れたのがCCAで あ る。

(2)産 業 への援助

コンピュータ ・ユーザとしての政府の利害とコンピュー タ産業 界の利害の独立性 を守るため

当Agencyに は産業界へ の援助は含 まれていない。それは通商産業省が行な う。 しか し,政

府の購 入援 助政策への適切なる指導はある。
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ハー ドウェ ア分野での政策 は次の通 りである。

①ICLか ら単独入札による大型 コンピュータの購 入

② 互換性 を考慮す る必 要があ る場合は,特 定供給者の単独入札に よる。

③ その他の場合は,競 争入札に よるが,可 能な場合は英 国メーカを少 くとも1シ ステム含む も

のとす る。

④ 評価上のメ リッ トについて,契 約を厳格に審査すること。

(3)組 織 上の位置づけ

この機撲を大きなユーザとしての省 と一緒にすることは,国 内産業 と中央政府 との利害の対立

の問題を引き起 し好ましくない。む しろ大蔵省 とか,CSDの よ うな省 と新組織 を編成 する こと

の方が利点が多い。それ は,こ のような省 の責任は現に中央政府全体に拡が っているか らであ る。

一方の案 として
,政 策,計 画,機 能を執行 機能 と分離して,独 立した省 にすることも考え られた。

しか し,急 速に 発達 し,か つ重要な コンピュータ界におい て,政 府決定 と執行とを分離しない こ

とに も十分なる理由があ った。CSDの よ うな中央省庁に十分総合された機関が正 当な アプ ロー

チの ように思われたので ある。効率に 撰する責任に加え,一 般にCSDは,政 府省 庁の組織,そ

れ らの境界に またが る広範な問題に昌ξ保 して くるのである。それはまた,O&MやORと い った

集中した管 理運営サー ビスも提供してい るのである。 さらには,各 省行政支出 とか人的資源の要

求に関 して中心的な権限を行使 している。 当機関はこの機能領域に まさに合致 しており,そ れ故

CSDの 一部になることが 決定 したのである。

(4)役 割 と目標

当機僕の役割は行政効率の促進 とはばひろい政策選択 を目標に政府行政に コンピュータシステ

ムを適用する ことにある。 目標は次の通 りである。

(a}コ ンピュータ政策

① コンピュータユーザ としての政府の政策の決定

② コンピュータ'ハ ー ドウエア・ ソフ トウエ アお よびコンピュータ利用について各省が政府の

政策 と合致することを確保する。

(b}コ ンピュータの計 画

政府の コンピュータ利用の将来の方向,ア プ リケー ションの分野を探求する こと。

(c)財 政 上の承認

コンピュータお よび付属機器`こついての支出権限を与える前に,提 案され た設備が次の条件

を満足するように各省のプロジェク トを監視 すること。

① 技術的に実行可能である こと。

② 中央政府政策に合致する こと。

③ 当該の省に よって,ま たはその省のために提供 されるサー ビスの質 を低下させない こと。

④ 差 引勘定 の便益がなければ,割 引き現金フ ローベ ースで評価 して置き換わ る前の システム

よりも費用がかか らない こと。
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(d)コ ン ピュータ プ ロジェク トについて

① コンピュータ能力に対す る各省の要求が,次 の方法の うち最 も適当な方法を満た している

か を確実にすること。

イ。そ の省の現在の設備の 予備能力でよい

ロ。CCA自 身 の設備でよい

ハ。民間センターが よい

二.専 用設備が よい

② 特定の要求に応 じて,お よび コンピュー タの最善の使用を促進する通常業務 として,政 府

各省にコンピュータのあらゆ る面についての助言と情報を提供すること。

③ 政府の コンピューティング,お よびプロジェク ト設備管理のためのスタ ンダー ドを設定す

ること。

④ 各省 と協力し,か つ外部 コンサル タン トの援助を得て,コ ンピュータシステムが妥当なも

のか どうか,お よび次の目的の ために設置後の再審査を促進すること。

イ。 システムが支出認可の基礎とされたコス トエフェクティブネスの水準を達成したかどう

かを立証すること

ロ。 システムを改善するために必要な行動 を起 すこと

パ 特別のアプ リケーシ ョンの利益,不 利益を確認する こと

(e),コ ン ピュー タサービス

政府各省や他 の公共部門団体に対 し・購入 ・試験を含めて・集 中して最 もよくオペ レー トさ

れた コンピュータサー ビスを提供すること。

(f}議 決

議決やPESC目 的 のため コンピュータ,付 属機器の支 出についての全般的見積 りを作 るこ

とにより,必 要な財政上の準備がコン ピュータの要求に対 してな されているよう確保すること。

(g)高 度 な技術

各省の諮 問に応えて,政 府の コンピュータプロジェク トや設備の効率や有効性 を改善す るた

め,特 殊の コンピュータ技術を探求す ること。

(h)代 表.

産業お よび国内 ・国際諸団体に関連 してコンピュータユーザとして政府を代表す る こと。

(の 人事管理,人 的資源

政府 コンピュータ要員の人事管理,人 的資源,訓 練要請および給与構造について中央省庁に

助言す ること。

(j)経 済性 と効率

当機関の業務 を妥 当な経済性 と効率 をもって行な うこと。

'イ
。各省が経済的限界内で 自身のスタッフの熟練 と専門技術を強化する よう奨励すること。

ロ。当機関と各省が製品およびサー ビスにおい てcivilserviceの 資 源に代替可能な
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効率 と経済性 とを提供で きる商用外部機関を利用する ことを奨励す ること。

ハ。 当機関の熟練 ・専門技術がその基本的な業務に充分であることを確保すること。

2.5.2詳 論

(1)コ ン ピュータ使 用の現況

中央政 府(地 方 自治体,国 営企業,大 学 病院を除いて)の コンピュータの使 用状況は以下の

通 りである。

(a)ハ ー ドウェアについて

設置されているコンピュータ総数は約270台,金 額にして約9,000万 ポ ン ドであ る。今後

6年 のあいだ に機械はます ます大型化す るため台数は約230台 に 減少す るものと予想されて

い るが,逆 に金額は1億5,400万 ポ ン ドに上昇するであろう。能 力は2倍 以 上になる筈である。

(b}ソ フ トウェアについて

COBOLの よ うなハイ レベル言語の使用傾向が続き,ご く僅かの新 しいプ ログラムが ロー

レベル言語で書かれている状態である。

(2)ADPシ ス テムの例

中央政 府全体 のコンビ=・一一タ能力の約50%は 国 防の要請に使われてい る。 残 りが各省のため

のものである。各省のデータ処理のニーズはそれぞれの目的 に応じて導入 した各省のコン ピュー

タにより大部分が処理されてい る現状である。 この状態は将来 とも実質的変化 はすることな く続

くであろ う。 コンピュータの使用はます ます増大し,それ と併行してい くっかの オ ンラインシステ

ムが 開発 され る予定であ る。 より重要な官庁 のADPシ ステムのい くつかを以 下に説明する。

(a)官 庁 統計

中央統計局は政府の統計の調整の責を負い,統 計応用面における コンピュータ使 用に関して

各省庁に助言を与える。 ケ

産業統計局は通商産業省の 一部局である。 ここは,生 産,流 通の センサ スを もとに産業統計

の システムの開発の責を負っている。 中央商業 レジスターが将来設 置される ことが見 込まれ る。

人口セ ンサス調査局は社会統 計作成の責をもつ。大半の官公庁がそれぞれの機能に関する統計

の作成に コ ンピュータを使 ってい る。

(b)SocialServiceApPlications

コン ピュータは社会保障の分野`こすでに積極的に使われており,諸 計画は ここ10年 間 のコ

ンピュータの可能性 を開発すべく着々と進行 中である。

4つ のイ ンス トレーシ ョンがある。

①GraduatedRecordsBranch,Newcastle .x,ノ
こ こで は 約3,500万 人 の 記録 を 保 有 し て お り,現 在 主 と し て,GraduatedNationa'1

1nsuranceの 掛 金 の 記録 と か,Statepensionに 関 係 し て,雇 用 者 の 所 得 の 記

録 とか,受 益 評 価 とか あ る い は 年 金 な ど の 資 格 審 査 な ど の 業 務 を 行 な っ て い る。 設 置 コ ン ビ

一69一



ユ一夕は3台 のICL1906Aで 約220億 字 のファイルがあり,こ のファ イルに1日

5万 件の照会がある。

②ADPBranch,Newcastle

こ こでの業務は流動的で ビューローとして活動 してい る。

業務の一例をあげ ると,も っとも大きな ものは退職者,未 亡人の年金支給で約600万

人 の対象者がい る。

年金支給簿または年金 チェックで発行 し郵便局で現金化する。年金チェックは1日 約1

万件,年 金支給簿は1日 約10万 件 発行 され る。

次に大 きな業務は家族手当附加金の支給事務で ある。 コンピュータ ファイルには400

万 以 上の家族の レコー ドが含まれており,1週 約10万 件 の支給簿が発行され る。 その他

に,当 省の約7万 名のスタ ッフの給与計算,人 事記録 も行なってい る。

③ReadingComputereenter

パ イ ロッ ト計画 として失業保険の計算業務を行なっている。ICL1904,1906

を共 用し,各 職業紹介所か らのテ レタ イプに よりデータを収集,分 散する。 この計画が う

まくいったので全域的に拡げ900の 地 方事務所と2つ のコンピュータセ ンター(レ ディ

ングと リブィングス トン)を 結ぶ 予定であ る。 この計画に要す る費 用は,タ ー ミナル装置

を含めて約450万 ポ ン ドが見込まれ,約2,0・OO人 の職業紹介所スタッフが節約できる予

定であ る。

その他に,レ デ ィングセンターでは,療 養手当の 支給,工 場災害による傷害手当の支給

な どを実験してい る。

④FyldeComputerCenter,Fleetwood

こ こで は看護婦や医療機関従事者の保険額の レコー ドを保管 してい る。

(c)内 国税収入

内国税収入 はス コッ トラ ンドで はコンピュー タにより税の査定,徴 収がルーチンワークと

して行なわれてい る。 ロン ドン地区での徴収業務は コン ピュータで行なわれてい る。政府は,

1977～78年 の 個人税の新しい計画の導入をサポーFす べ く大きなコンビa－ 夕システム

の開発に没頭 している。それは徴税業務の機械化 をさらに進めて3個 所の大 きな コンピュー

タセ ンターにより,全 国的規模のものになる。

TaxCreditコ ン ピュータシステムはバ ッチ処理か ら,多 数の ローカルター ミナルか

らのオ ンラインに よる応答機能を含めて開発 される予定である。

(d)DepartmentofNationalSavings

貯 金 省は二つの大きなコンピューータセンターを開発 している。来年,早 々にはICLシ ス

テム4/72コ ンピュータシステムがLythamに 導 入 される予定であ り,延 べ1億8,000

万 の証書を含めて2,000万 人の保険証書所持人の記録を機械1ヒするつ もりである。 コンピュ

ータは貯蓄証明書,'稼 い だら貯蓄へ'計 画に関係 しての処理を行な う筈で ある。
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グラス ゴーでは,同 じ ようなシス テムが2,000万 人 の銀行預金口座の機械化 を始め るべくすで

に導入 されてお り,二 番 目の コンピュータシステムが来年の春 に導入 される筈で ある。

インプッ ト量 はこのプ ロジェク トでは特に重要で22,000の 郵 便局か ら日に300,000件 受け

つけ,400人 の 人がデータの準備のために雇 われている。将来の開発には磁気 テープか ら磁気

ディスク(DASD)に メ イン ・ファイルの変更を考えている。

(e)関 税 と消費税

世 界の主な航空会社,船 運会社 と共同 して関税 と消費税のシステムは ヒース ロー(ロ ン ドン

空港)で リアルタ イムのコンピュータ処理で行なわれてい る。・このシステムは2台 のICLシ

ス テム4/72コ ン ピュータが使われ,関 税書類の処理と同じ ように輸入物品の在庫調整 の処

理を行な ってい る。

担 当省は,新 しい附加価値税(ValueAddedTax)を 処 理するために197.3年4月

に新しい システムを導入 した。 この システムは,2年 半 の期 日を要して計画,設 計,導 入が実

施 された。切迫 したタイムテーブルにより制約 を余儀な くされたが,メ イ ンファイルにDAS

Dを 使 う等,非 常に複雑な システムを作成 した。

(f)'DepartmentofEmployment

労働 省で は,コ ンピュータに よる求職業務の可能性 をテス トするため,1974年 後 半にパイ『

ロッ ト計画を稼動 させ るべ く着々と開発を進めてい る状態である。最初は,ロ ン ドンの イース

5エ ン ドの9個 所 の支局が70台 以 上の表示端末を使 ってOCAに オ ンラインで結ばれる予定

で あり,も し成功すれ ば,計 画はGreaterLonon地 区に さらに可能な らばそれ以上の地

区に拡張 され るだろ う。

(9)Ci・ilS・ ・viceDep・ ・tment(CSD)

CSD自 身は,PRISM(PersonnelRecordandInformationSystem

forManagement)の 開 発中である。1969年 に 始まったが,1974年 の 終 り迄に

は9～10の 官庁 コンピュータに集 中している50万 人の行政官(non-industrial

staff)の 総合 され た支払,個 人記録を作 ることが 目的であ る。 この総合 レコー ドのサ ブセ

ッ トは チェシ ン トンにあるCSD所 有 のデュアル コンピュータに より集中的に処理 される予定

であ り,そ こで は,人 事管理のあ らゆる面で の情 報の 提供 を考慮しつつマンパ ワー計画に使用

され ることにな ってい る。1974年 以 降には開発努 力は管理面により効率的に役立つ サー ビ

ス を提 供するための個 人レコー ドの拡張に 向け られ るだろ う。CentralPersonal

Recordは 要 求に対 し遠隔地の表示装置か らす早 く応答できるよう総合的なインバーデッ ド

フ ァイルに構成 されてい る。

(h)DepartmentofEnvironment

環 境 省は 自動車 車検,登 録,100以 上の地方税務所か らの運転免許証交付を行な うため,、

スワンシーに大 きな コンピュータシステムを開発中であ る。3台 のICLシ ス テム4コ ンピュ

ータが使われ る。実際の業務施行はすでに始 ってい るが,1977年 迄は完全 な姿 にはならな
`
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い。その頃には,2,300万 以 上の運転免許証,3,000万 以 上の車 検があると予想 され る。その

作業は自動車犯罪等に 関係して警察に よるメイ ン ・ファイルの作成の要請を促進 させるであろ

う。注 目すべき点は このプ ロジェク トの開発過程の管理のためにPERTを 使 っている ことで

ある。

(り その他の システム

王室 調達 庁は政府の出版物を扱 ってお り,こ の仕事に全面的に コンピュータを使 うことを計

画してい る。そのうち プリン ト作業のい くっかには,コ ンピュータによるタイプ ・セッティン

グ法をすでに使ってい る。 法律 関係の コンピュータの使用は,英 国ではまだ制約がある。若干

の実験や研 究は されてはいた。 しか し,コ ンピュータで法令を探す とい うような直接的な応用

はまだで ある(HMSOで は,法 令 の リプリン トに コンピュータによるタイプ ・セッティン

グ法を使 ってはいるが)。 コンピュ ータに より土地の取引に撰しての抵当権などの検索をまも

なく始める予定である。

教育,科 学省は退職手当を目的に教師の レコー ドをコンピュータで処理 し教育統計の作成に

装置を積極的に使っている。

(4)ネ ッ トワークとその他の問題

(a)NetworksanddataCommunications

英 国の郵政省の将来計画で もある。過去,広 い範囲にわたって研究 を して来た。1968年

調査が行なわれ,技 術的検討が行なわれた,そ れに よると

1975年5月:実 験的なPacketSwitchService開 始

1977年:leaseddigitaldatanetworkの 導入

1978年:circuitswitcheddigitalnetwork開 業

1980年 代:全 国をカバ ーする予定

となってい る。

今 日のデータサービスは アナログ方式で あって,こ の サー ビスは多 くの人を満足させて きた

が今後はディジタル方式にする予定で ある。

稼動 中のネッ トワークは英 国では多 ぐはないがBritishAirways(英 国 航空)の

ものが代表的な ものである。現在,開 発中のネッ トワークはい くつか ある。例えば,警 察のネ

ッ トワークが ある。 このシステ ムは リアルタイムで働 らき犯罪経歴,盗 難車 の調査,矢 線人

運転失 格などのIRを 行な うもので,1974年 は100タ ー ミナル,5年 後に は1,000タ

ー ミナルにする予定である。

環境 問題では,コ ンピュータはあまり使われていないが,WaterPollution

Researchで は汚染計画,工 場か らの排水,流 れの状 況等をコンピュータを使 った数学モデ

ルで解明してい る。将来,環 境部門で コンピュータの使用を増やす ことを考えている。

(b)プ ライバ シ

現在はプライバシの立法はないが,昨 年政府の 。Younger'委 員 会が民間企業のデータ
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バ ンク,プ ライバ シの調査を行なった。その調査結果が近々のうちに白書 として報告され る筈

で ある。

(c)CPUの 選 定

各省とCCAと 共 同で選定する。ICLは 特 に大型プ ロジェク トで優先権 が与え られ,適 当

な機種がない時にはICL以 外 にも機会が与えられ る。小型プロジェク トではこの限 りではな

い。

中央省庁では 台数で70%以 上ICL

価格 で75%〃

英 国全体では 台数で48%〃

価格で43%"

機 種選定に はGibsonMix,ProcessMix等 は 単純なので,時 々数機種のbench

marktestを 行 なってい る。SCERTも た まに使用している。

資 料 一 覧

1.COMPUTERSINSUPPORTOFTHESOCIALSERVICES

2.ImplicationsofusingModular

Programming(EvaluationofProgrammingandSystems

Techniques)

=-73一



2.6オ ランダ ライ モ ン ド地 区 の 大気 汚 染監 視 シ ステ ム

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

RijnmondPubいcAuthority

OpenBaarLichaamRijnmond

I〈antoorRilnmond,Rotteldum,Vasteland

Netherland

1973年11月19日(月)

Mr.MGoumans(RilnmondAuthorityDepr・

EnvironmentCare)

篠 崎,石 崎 鈴 木,小 関,小 野

96/104,

of

2.2.1概 要

RijnmondPublicAuthorityは ・オラ ンダでの最初の地方行政組織である。 この組織

は1964年11月26日 に 法律に基づいて設立 された ものでありライモン ド地区にある23の 役

所(地 方 自治体)を 統轄す るためと,そ れ らの 利害を調整するためである。

この ライモン ド地区(図2-17,図2-18,図2--19参 照)に はオランダの第2の 都市で

ある ロッテルダムが あり,こ の町は年間 出入 船 舶総 トン数の点で世界最大級の港 を持ってい る。

ライモ ン ド地区はライン河の河口の北 と南の部分に相当し,Meuse運 河 とNieurwe運 河の

合流点にあたりここには港湾施設 と工場群が集中しており,石 油精製施設(全 体で1億2千 万 トソ

の精製をしてい る。 オランダのために使用され る石 油はこの うちの2千 万 トンで残 りの1億 トンは

西欧諸国への輸 出用である),化 学 工場,造 船所,金 属工芸企業等が存在している非常 に高度に工

業化 された地域で ある。 そして この運河地帯に は100万 人 強の人々が住んでおりここの住宅地は

この重工業化 に伴 って発生する公害(大 気汚染と騒 音)に 悩 まされてい る。

この ように港が あり工場が ありそれ らが複雑にか らみあっているためそれ らを管轄 してい る各省

が複雑 に関係してい るわけである。 これ らの複雑化 した仕事 をうまく調整す る機僕乏 してで きたの

が この組織 でありここでは全 うイモ ン ド地区の実行計画の立案,そ の計画を実施す るための手段 と

するすべて の政策の調整,港 湾 開発,工 業化,輸 送,リ クリエーシ ョン,大 気汚染の監視 と防止,

騒 音の防止,廃 棄物処理等の仕事をや ってい る。

この機関における活動 としては主なものをあげ ると

1.経 済 モデルの開発

これは労働市場の需要 予測,環 境衛生,住 宅,国 内輸送システム等の政策お よび評価等に利

用。

2,交 通 と輸送の問題

3.実 行 計画の立案

4.環 境 衛生の問題
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がある。

特にこの うち4の 問題については特に 力を入れてい る。 その理由として は高度に工業化 され た地

帯で あるこの ライモン ド地区においては大気汚染と騒音(工 場および自動車 等)が 著 しく,住 民の

苦情が非常に多いためである。

このために電話による苦情処理を行な う機僕TheOentralControlRoomfor

MeasuringairandnoisePo川ution(GMRK)が1965年 に 設立 され昼

夜苦情を受付けてい る。 そ して携帯無線電話器 を持 った監視員が常時巡回し,苦 情が発生 する とそ

の場所に行き発生源の原因を調べその原因を 発見す ると発生源に警告するとい う方法により処理を

行なってい る。

ちなみに騒音に関する基準についてのべ ると,住 宅地におけ る夜間における基準は40db,昼

間は50db,ま た オフィース街における夜間の基準 は45db,昼 間 は55dbで ある。・これは

特に法令化 された ものではな く大体 の基準で あるが これに より警告を行なってい る。

電話連絡による処理 だけではな くコンピュータによる自動監視 ネッ トワークに より悪臭 と大気汚

染の監視を行ない防止につ とめてい る。 これは ライモ ン ド地区の31の 地点にSampling

Stationを 置 き,こ こに亜硫酸ガス を検出する検出器を設置しSchiedamに あ るセ ン トラル

コン トロール・ルームの コンピュータに毎分 の検出結果 を送 り,そ れ をもとに コンピュータでは毎時

の平均の値 を出しそれがある量 を越えたと きに警報を出す ようにしてい る。なおその毎時の測定結

果の平均値 をその附近の工場等に知 らせ大気汚染の防止につとめてい る。

特に注目に値するのは,こ の ライモ ン ド地区では地 方自治体を超越 した機 関が種 々の地 方行政 当

局の要請に応 じて運営 されてい る。その機 関が この組織である。もう一つは この機関の汚 染研究所

の所長で あるL.A。Clarenburg博 士 によって開発考案されたSO2モ ニ ター数決定の数学モ

デルを利用し,測 定時刻,風 向そして観測点の配置状況等の条件 とは独立 した,一 連の重要な統計

チータを入手 し得るように してい ることである。
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2.2.2詳 論

(1)ラ イ モ ンド地区 と公 害

ライモ ン ド地区は図2-19の ご とくライン河の河口の南岸 と北岸一帯いわゆ るMeuse運 河

とNieuwe運 河 とよばれ る部分の周辺で その面積は150,000エ ーカ,こ の面積 は全オランダ

の2%弱 に あたる。 また人 口は前にも述べ たが 全オランダの8%に あたる100万 人で多 くの大

製油所や化 学工場な どが存在す る港を持 ってい る。 この港は非常に深い とい うこと等か ら大船 舶

の 出入りがで きる(10万 トンクラスの船も楽に出入 りができる)大 港湾である。この ような大

港かつ非常に高度に発達 した工業地帯のため各種の工場が林立しそ こには多数の悪臭を放つ物質

や,空 気を汚染する物質(SO2,CO,Ox,NO,N(h,Br2,Hq等)お よび騒音が発生 し住民

は これ らに悩 まされ てい る。 この公害に よる住民の 苦情が1960年 頃か ら発生 し始め増大の一

途をたどってい る。

(2)公 害対策

このよ うな苦情が非常に多 くな りかっ公害も増大 したため1965年RijnmondPublic

AuthorityがCMRI〈 を設立 した。 これがComplaintsoffice即 ち 苦清処理機関で

ある。

もう一つはSamplingofficeで これ は汚染の標本抽 出をや り警告を発 しようとい うも

ので ある。

(a)苦 情 処理

苦情処理 は電話に よる方法をとった。 この電話は昼 夜受付けその苦情が受付け られ ると,携

帯無線電話器 を備 えた 自動車で常時巡回している監視員を苦情が 発生 した地点に急行 させ,公

害の発生源を探索 し原因を究明する。 そしてその発生源をつ きとめ警告を行な う。 この過程を

ふんで苦情処理を実施 してい る。

監視員はSchiedamに 約100名 お りこの 人達が常時巡回 してい る。 またこれ らの人達は

常時noiselevelの 測定やairpollutionの 測 定も行 なってい る。

1965年 に は年間7,200件 の苦情があっ'た。 これが1970年 に は約20,000件 に 達 し非

常に増加 している。

(b)Samplingoffice

これ はライモ ンド地区の数10ケ 所 に汚染サ ンプ リング ・ステー ションを置きこれにコンピ

ュータを接続 して汚染状況を監視 しようとい うもので大気汚染 監視 システムといわれるもので

ある。 まず大気汚染防止策にどんな ものがあるか とい うことか ら考えてみると汚染物質の放出

を予防する ことが最良 の方法で ある。 この方法 としては工場施 設内や自動車のエ ンジンの排気

ガス燃焼設備の設計変更があげ られ る。しか しこれだけではすべての大気汚染は防止できない。

根本的な解 決策は安定 した気象状態が続く期間中汚染物質の排 出を予防し,か つその ような気

象状態が変化するまで汚染活動を一時停止する ことで ある。

これ を可能にする方法 として は産業廃棄物は大気の安定期に蓄積 してお き,風 や垂直気流が
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発生 した時に放出する方法と気象状態 が安定 してい る期間にはイオウ含有率の低い燃料を使用

することで ある。

しか しそれにはこの汚染の状 態を知る必要がありその状態を監視する必要が ある。では監視

を どのよ うにするか。全汚染物質は等 しく気象条件による影響 を受け 安定大気の もとでは これ

らの物 質は発生地域内の地表近 くに停滞した ままとなる。

従って監視 目的上汚 染物 の一 つを選んで トレーサー(追 跡対象)に する。工場の燃焼過程か

ら生成物質 として最 も一般的で あり自動車か らは排出されないとい う意味 もあって トレーサー

として亜硫酸 ガス(SO2)が 選 定されてい る。ライモン ドにおいて はこの亜硫酸 ガス を探知

する装置を地理的な考慮を加えたうえあらゆ る風向に マッチするよう分散させて31ケ 所 に配

置している(図2-20参 照)。

この うち8つ は特に汚染発生源の風下に配置 されてい る。 これがサ ンプ リングステー ション

で ある。そ してここか らSchiedamの セ ン トラル ・コン トロール ・ルームに設 置されてい

るコンピュータと電話回線で接続 し大気汚染の監視を行ないその汚染量がある量をオーバーし

た時にその発生源の工場等に警告 を発する。その警告に従わず3カ 月後においてもまだオーバ

ー してい る時は操業停止の措置 もとれ る。
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Φe

lh～ 一. ..

.Φ4

●…7(D5

ド

.旬1・

ttt㊥ig:

lIT㊥ ～

'1苗

』e、Φ.18

〔こ
蔓

三
図2-20ラ イ モ ン ドのSO2監 視 シス テ ム の31ケ 所 の 各 サ ン ブ リン グ ス テ ーシ ョン
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(3)大 気 汚染監視 システム

(a)ハ ー ドウェアお よびソフ トウェア

ライモン ドにおける大気汚染監視システムのハー ドウェア構成について述べ るとPhilips

社 製P9201コ ン ピュータを使用 し記憶容量は12K語,16ビ ッ トのコア 。メモ リーで リア

ルタ イム操作の可能な システムで ある。 この コンピュータはマルチプ レクサチャネルを通 して

Philips社 製のMTT(マ ル チ ・トー ン ・テレスーパ ービジョン)デ ータ伝送装置の二次

部分に接続 されている。 このデータ伝送装 置の一次部分はPhilips社 製 の亜硫酸 ガス

(SO2)監 視 装置(こ の装置は クーロン測定に基礎を置いており,亜 硫酸ガスは臭素を連続

して滴定 して計測す る仕組になってい る)に 接続されてい る。そ して このネッ トワークでは リ

ー ス電話 回線が各観測装置(31サ ンプ リング ・ステーシ ョン)と コンピュータ間の情報伝達

を受け持 ってい る。

この コンピュータに接続されている汎用周辺機器類には リアルタイムデータ表示用 ロギング

・タイプライター,目 盛 り検査値およびエ ラー をプ リン トするための対話型タイプライター,

そ して高速度紙 テープパ ンチ,高 速度紙 テープ リーダ,さ らに サンプリング区域の リアルタイ

ム監視を遂行す る測定点の地形的なデ ィスプ レイ等が含 まれてい る。次にソフ トウェアで ある

が31地 点か らのSO2測 定 信号は直接マルチプ レクサのゲー トを通 して走査され 各々11チ

ャ ネルを持つ3っ のグループに分け られたのち コンピュータ'■プログラムに従 って定期的に コ

ンピュータに送 られ る。 計数値は信号毎(即 ちSO2検 出 装置やテス ト・イ ンプ ッ ト毎)に 蓄

積 され る。 即ち,コ ンピュータは1分 毎にSO2監 視 装置に質問を発し,各 計測個所か ら送ら

れてくるデータの毎時平均値を確定す る。即ちSO2濃 度の平均値は毎時間 測定点毎に計算

され,そ の毎時平均値は,即 時観測用にタイプ ライターで印刷 され ると同時に,傾 向調査用の

オ ンライン処理に回すため紙 テープにパ ンチアウ トされ る。風向データもまたパルス信号の形

で測候所か らセ ン トラル ・コン トロー ル ・ルー ムに送 られ る。 コンピュータはこれ らの データ

を記憶 したのち1時 間以上の間隔で まとめる。そして これ らの一連のデータは毎時 のSO2測

定 値 と照合す る際に使用される。

各測定点毎のSO2濃 度 の平均値 は互に相異な った様相 を呈することになろ うし,相 互比較

には向かない ものとなろ う。さらに同一地点で連続 して測定 された毎時平均値 も相互比較の対

象 とはならない。 この理由として第一に平均風 向の変化 は汚染物質主要発生源にあって設置さ

れたサ ンプ リングステーシ ョンの相対的位置をず らせる作用 を持ってい ることであり,第 二に

日中お よび季節的な大気安定性に もた らす変動,そ して家庭 暖房のような住民 の生活傾向等が

平均汚染濃度に一つの体系的な変化 をもた らす もの と考えられるか らである。

これ らの理 由か ら毎時の平均値は3つ の指標で分類 され る。その一つは地点に関するもので

1～33ま た次の一つは風向に関するもので コンパスの8分 円に従 って分割された1～8で,

一 定 しない風には0を
,測 定失敗には9を あてる。 そして最後は時刻に関するもので毎 時を単

位 とした0～23の 数値 指標である。 さらに各指標に分類された毎時平均値 はそれ 自身の平均
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値 との 関連か らも考慮 され る。即ち同一地点の同一風向の同一時刻 の基準 により決定された毎

時平均値の平均が これに相当する。 これに より換算値△が与え られ,『これ は内部比較を可能に

する。 即ち警告発生に役立つ。 これ を式で表わす と

Cijk-Cijk
△ijk= と な る 。

Cijk

oijkは 地 点i,風 向j,時 刻kに 測定 され たso2濃 度 でcijkは 同 じ地点i,同 じ

風向j,同 じ時刻kに おける最近3ケ 月間の全Cijkの 平均SO2濃 度 数値である。

この計数方式 の大きな利点は,換 算値が平均し得 ることで ある。地理的,地 形的要 因は実際

上除去 され,そ のため地域平均換算値 は大気の安定性に よってのみ影 響を受け ることになる。

そして種々の産業に よる放出率 は統計的に長期間に亘るか ら大気汚染濃度は一つ の気 象学的パ

ラメータに転換 され る厳 密な予報が可能となろ う。その結果関係値Cは 特定の 時刻,風 向のも

とでの特定監 視装置の代表値と見 なされることになり,換 算値△は観測用 に検出される。

さらに8つ の最高値△が選 択されそれ らの平均値は初期条件設定に よる上限値 と対比 される。

この数値はこの機関のL.A.Glarenburg博 士 によって換算 されたもので,あ る統計的な

兆候を示 している。 この数値が基準 をオーバ ーした場合 「内部的」な 大気汚染 警報が 発令され

る。また目に見えるものとしてもプ リン トアウ トされ ることになってお り夜間で コンピュータ

ルームが無人の場合はオペレータは電 話に よりこの警報を受け ることにな っている。

エラーや失敗の チェック ・プログラムは,メ インプ ログラムや インプッ トの キーボー ドを保

護するために記憶保存 されている。また異常 データ(異 常に高い または低 い)は 平均値Cの 計

算か らは除外され る。

また,13時 間毎 にSO2検 出 装置用 目盛調整 プログ ラムが動作 される。 こ こで13時 間

を選定 した理由は必然的な監視の中断が常に違 った時刻になるように したためである。目盛 調

整プログラムの実行のため,コ ンピュータは命令 シグナルを送 出し,こ の信号が 目盛調整サ イ

クルの間全SO2検 出 装置へのデータ伝送を司どるMTTシ ス テムに直結 されるようになって

いる。

(b)セ ン トラル ・コン トロー ル ・ルーム

SO2検 出装置か ら受信 したデータは汚染状況を計算するために オンライン処理され る。こ

の数値が 設定基準 をオーバー した場合 はまず 「内部的 」な汚染注意報が コンピュータに より発

令され る。 この 「内部的」な注意報が 出るとセン トラル ・コン トロール ・ルームのオペレータ

はその地域の天気 予報を問合せ る。 それによ り返って来 る情報が少な くとも6時 間,そ の時の

気象条件が続 くことを予測 してい る時は,廃 出時にその中でも悪臭のある化学混合物の値が許

容し得ぬ レベ ルに迄達す ることが 予想 される。そのため煙類の放出はす ぐにで も削減す る必要

が ある。 そのため 「外部的」な警報が その地域の工場群に通 報され る。

あらか じめ定められ た警報段階に従い,各 関連工場は調整行動 を起す こととなる。そこで警
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告発令後3ヶ 月後においてもその警告に従わない ときは操業停止 を行なわせる権限 もこの機関

は持 ってい るが これ までその ような処 置に至った ものはない。 これ を行なうには停止期間中の

賠償問題等非常 にむつか しい問題があ るためであ る。

(c)効 果

このシステムが稼動開始して最 初の1年 半に25回 の 警報が発せ られたがその結果工場側の

反応およびシステムの性能の両面に亘 って良い答が 出てい る。

各部へ 警報が発令される毎に地域住民の電話に よる苦情は著 しく減少 してい る。 また この シ

ステム設置前に測 定されたSO2濃 度 の数値 と1969年 と1970年 の 両年の平均濃度を比

較す るとその値は半減 してい る。

また このシステムにより著 しくひどい大気汚染発生源が幾度も検 出され た。それに より工場

要員に より発見 されていない非効率的な燃焼装置や,公 害防止の不完全な装置等が発見され 大

気汚染度の緩和のみで はな くその工場にとっては非常な経費節減 ともなってい る。またこの機

関 より各種の大気汚染に関する情報が もた らされるため工場等の要員の汚染問題に対する態度

も大きく転換された。

資 料 一 覧

1.Rijnmond-t

2.WhatisRijnmond?

3.TheRijnmondAirPo日utionMeasurin'gandControlNetwork
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management?
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2.71BM公 共 産 業 セ ン ター の活 動 状 況

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

IBMPublicSectorIndustryCenter

Avenue「LoUise149-1050BrusselsBe19ium

Te1。02-38-83-30

1973年11月20日(火)

Mr。TadaoMori

(PlanningManager)

Mr.BrunoStockinger

(DevelopmentManager,GovernmentIndustryCepter)

Mr.RoyDavis

(Developersditto)

Mr.M.vonZuben

(PIanning/RequirementManager,Education/

ResearchIndustry)

Mr.MohanRao

(PIanning/RequirementManager,PublicUtility/

.PTTIndustry)

Mr.JohnWebb

(Planning/RequirementManager,Surface/

TransportationIndustry)

篠 崎,石 崎,鈴 木 小 関,小 野

2.Z1概 要

(1)PublicSector

IBMPublicSectorは,形 式 上 はIBM-Belgiumの 中 に あ る が,機 能 的 に は

IBMWorldTradeCorporationの 直 轄 の 組 織 で あ る 。 具 体 的 に は,パ リのIB

MEuropeanHeadquarterの 指 揮 を 受け て,種 々 の 製 品 企 画,研 究,開 発 教育,

セ ー ル ス 活 動 の サ ポー トな ど を 行 な っ て い る 。

(2)諸 活 動 の 特 徴,

ζ のPublicSectorの 諸 活 動 の 特 徴 を あ げ れ は,次 の よ うな 点 が あ げ られ よ う。

第 一 に,ひ と 口 にPublicSectorと い っ て も,そ の 対 象 範 囲 は,政 府 ・地 方 公 共 団 体,

教 育,医 療,公 共 企 業 体 郵 政,運 輸 等 極 め て 多 方 面 に 及 ん で い る こ と と,そ れ ぞ れ の 分 野 で の

ア プ リケ ー シ ョ ン も ま た 多 岐 に わ た っ て い る こ と で あ る。'

第 二 に,官 公 庁,特 に 地 方 自 治 体 向 け の ビ ジ ネ ス ・グ ー ムGAME(GovernmentAide
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forManagementEducation)や,英 国IBMとTeessideCountyと 共 同で

開発 したFinancialPlanningModelに 見 られ るように,得 意の ソフ トウェア技術

を生か して各種のモデルを積極的に開発,ユ ーザに提供して,マ ネジメ ン トの理解や教育,各 種

の予測や シミュレーションにや くだてていることである。

第三には,パ リの電力 ・ガス会社,英 国のサウザン ・ガス ・ボー ド,シ カゴの水道局,ニ ュー

ヨー クの電力会社,ラ ウヘンブル グの電 力共同コ ン トロール ・システム,貨 物運送システム,リ

バプ ールのコ ンテナー ・コンFロ ール ・システムなど,全 世 界の各地で,IBM社 の サポー トす

るシステムが現実に使われて,い ずれ も実用面で大 きな実績 をあげてい ることで ある。

第四には,バ スにセ ンサーをつけて,ト ラフィ ック ・コン トロールを行 なうバス ・コン トロー

ノレ・システムや,パ ーソネル ・ラピッ ド・トランジッ ト・システムなど,今 後の 市街地交通シス

テムなどの開発に積極的に取 り組んでい ることにも見 られる ように,未 来の システムに対 しても

たえず 時代を先取りして開発を進めてい ることで あろ う。

2:Z2詳 論

(1)IBMWorldTradeeorporationの 業 種 別 組 織

IBM社 の 海 外 事 業 部 門 で あ るWorldTradeCorporationは 図2-2ユ の よ うな

形 で 業 種 別 に 分 か れ て,そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 ご と の 研 究 ・開 発,サ ポー トの 体 制 を 採 って い る。

(2)IBMPublicSector

(a)PublicSectorの 組 織 」

図2-22の よ うに,PublicSectorの 大 半 は ブ ラ ッ セル に あ る が,医 療 関 係 は ス エ

ー デ ンの ウ プ サ ラ大 学 が 実 験 大 学 と な っ て い る た め ス トッ ク ホ ル ム に ,ま た 航 空 関 係 は 英 国 航

空 と の 関 係 で ロ ン ドン に セ ン タ ー が お か れ て い る。

(Paris)(M`nehen)(㎞sterd・m) (Psris) (London) (Brussels)

図2-211BM・WTC・lndustries組 織 図
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図2-221BMPublicSectorの 組 織

{b)Government&ServicesIndustryCenter

本 セ ンターの業務 と目的は次のよ うになってい る

① 諸 計画の立案

・センターの諸活動に対 する2年 間の短期計画の立案

・同7年 間の長期 ・戦略的計画の立案

② 業種別ニ ーズの調査 と製品への反映'

③ アプ リケー ションの開発

・発表ずみ製品 を主 体とする新しいアプ リケーションの開発

・発表予定の新製品に関する新 しい アプ リケーションの開発

④ 商品およびサー ビス活動の サポー ト

PLM(製 品 開発部門)やMSP(販 売部門)の 要請に応 じて,各 種商品やもろもろのサ

ービス活動のサポー トをするほか
,業 界の市場調査,将 来の需要動向の予測なども行な う。

⑤ 教 育

トップ ・マネジメ ン トを初めとするもろもろの層の顧客教育や,社 内の人材 ・技術教育を

行な う。

⑥ セールスの直接支援

他社 との競合が激 しい ビッグ ・プロジェク トにっい ては,現 場か らの要請に応じて,プ ロ

ポーザルの作成などを手伝 う。

(3)官 公庁向け の諸 サービスと活 動

(a)顧 客 教育用の ビジネス ・ゲーム ・モデル
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PubIicSectorで は,官 公 庁 関 係 の トッ プ や ミ ドル ・マ ネ ジ メ ン トの 教 育 向 け に

GAME(GovernmentAideforManagementEducation)と 呼 ばれ るシ

ミュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル を 開 発 し て 実 用 に 供 し て い る 。

①GAMEの 概 要

Deci!ionAids

Decisions(Sim1」1atlon

＼ 正ブies)
Bi-yearlyReports

図2-231BMのGAME

ゲ ームの仕組みは,ま ず図2-24の よ うに,受 講者のグループをい くつかの地域(region)

別 に分けて,そ れぞれのグルー プか ら市長や区長を選ばせる。

図2-24GAMEのRegion
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次に,い くっかの制限条件を与 えなが ら,そ の 中でいかにすれば住民の最大の満足度を得

られるか とい う競争を行な うわけである。 ゲームの期間としては,通 常2年 が選ばれる。

② 住民 の満足度,制 限条件,諸 政策

・住民の満足 度を表わす基準 としては.例 えば,当 該地域への住民や産業の移入が,従 前に

くらべ てどれ 位増加 したか とい うζとで示 され る。

・それぞれの市長や 区長が採りうる政策変数 としては,産 業誘致のための補助金,事 業税率,

鉄 道や道路 ・電力 ・ガスなどの公共施設の建設,住 民税率,年 金,医 療保険,各 種の リク

リエーシ ョン施設,住 宅建築,電 車 ・バスな どの公共輸送手段,教 育投資などがあげ られ

るc,

・一 方,政 策を進めるに あたっては,ゲ ーム ・リー ダーがゲームの進行状況を見ながら,中

央官庁に よる公定歩合や国税の税率,公 債の 発行額等の諸条件を随時変更 し,そ れに対す

る各地方自治 体の対応策を競 うことができるようになってい る。

・ゲームの参加者は,必 要 に応 じて,住 民の所得階 層,年 令や学歴 別の構成 などの諸 データ

を随 時検索する ことがで きる。

③ ゲー ムの利用状況

このモデルは,現 在DOS-Versionで ス カ ンジナビア諸 国を中心に利 用されている

が,1974年4月 か らはOS-Versionで も使用可能の予定で ある。

(b)テ ィ ーサイ ド財政計画 モデル

① ティーサイ ド財政計画モデルの概要

このモデルは,IBMの 英国サイエ ンティフィック ・センター と人口400,000人 位 を有

するテ ィーサイ ド地区とが共同して開発した財政計画モデルである。

② モデルの 目的

イ.10,'15,20年 とい った長期の財政 上の収支計画の立案

ロ.そ の間の人 口,雇 用,住 宅事情などの変化 とその影響の予測

ハ.も ろ もろの政策変数を動か してみることに よる代替案の比較検討

二。財政収支をバランスさせるための最 適の税率の 決定

③ モデルの効果

イ.外 的諸 条件の変化が財政 計画に及ぼす影響の予測

ロ.数 多くの政策代替案の検討

ハ.資 本投資や歳入計画の評価

二.諸 計画の迅速かつ統一的な評価

(4)教 育お よび研究機関に対するサービスと活動

(a)教 育 ・研究面で のコンピュータ利用の概況

oま ず教育お よび研究開発分野でのコンピュータ利用は,表2-6の よ うに,管 理 ・研究 ・

教 育の3つ の分 野に大別で きよう。
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表2-6教 育 ・研 究 関 係 コ ン ビ=一 夕 ・ア プ リケ ー シ ョ ン(1)

EDUCATIONINDUSTRYAPPLICATIONS

ModesofIrnplementation
Applicable

Sectors

WorkInter-Sensor

ElE2E3BatchRJESta.activeBase

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

.
X

X

X

X

X

Appいcation

ADMINISTRATION

StudentRecords

Admissions

Scheduling

Rogistration

StudentRecord

Attendance

GradeReport'ing

StudentSupport

Housing

FinancialAid

Counseling

StudentPlacement

FinancialAdministration

PPBS/Budgeting

GeneralLedger

Purchasing/=Accts、payable

AccountReceivable

AdministrationSimulation

ResourccAdministration

Persorlnel

Payroll

SupPliesInventory

EquipmentInventory

FacilitiesManagement

VehicleScheduling

Library

ACquisitions

Cataloging

Circulation

SerialsControl

LibraryInfo.Retrieval
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表2-6教 育 ・研 究 関 係 コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン(2)

Education IndustryApplications(Continued)

Applicable
SectorsModesof

APPIication

RESEARCH

Computing/Statistics

Researc』hSimulation

ProcessControl

DataACquisition

LabAutomation

DesignGraphics

ResearchInfo。Retrieval

ProjectAdministration

INSTRUCTION

DPEducation

Concepts

Operation

Programming

ComputerScience

ProblemSolving/Simulation

ProblemSolving

Sjmulation

ComputerAssistedInst川ction

DrillandPractice

Tutorial

ComputerManagedInstruction

DiagnosisandPrescription

TestPreparation

TestScoring/Analysis

EIE2E3BatchRJE

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

Implementation

WorkInter-Sensor

Sta。activeBase

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

O教 育 ・研究機関におけるコンピュータ利用は,当 初複雑な科学技術計算な ど,大 学や研究

機関の教授や研究者 を中心に始ま った。表2-6の ように,教 育機 関の レベルをE1(高 等)

E2(中 等),E3(初 等)の3段 階に分けて見てみ ると,米 国や カナダはすで にE1の

80%の 大 学におい て,プ ロ グラム言語の開発などコ ンピュー タ ・サ イエ ンスや,プ ロブ レ

ム ・ソル ビングの分野で コンピュータが活用されてい る。
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反面大学や研究所の事務管理面で は,比 較的進んでい るアメ リカや カナダでさえ20～50

%の 機関が コンピュータを利 用してい るにす ぎず,今 後 はこ・の方面でのアプリケーシ ョンの開

発を進め ることが重要課題 とな っている。 ・

前者の研究開発面での利 用が,教 授や研究者中心の コンピュータの分散利用であるのに対し

て,後 者は コンピュータの集中的利用とい うことがで きよう。

(b)教 育 ・研 究における諸 管理事務

o現 在教師は平均 して20%の 時 間を管理 面についや してい るが,こ の 負担を極力軽減 し,

よ り本来の教育活動に専念 させ ることがそのね らいである。

oこ の分野では,表2-6の ように

① 学生の入学 ・成績等の諸記録の管理

② 学生の住居 ・奨学金等の管理

③ 学校 と財政の管理

④ 教職員や 教育施 設の管理

⑤ 図書館管理

などに,コ ンピュータが使われてい る。

(c)研 究 開発業務

この分野では,表2-6の ように,複 雑な技術計算や シ ミュ レーシ ョン,プ ロセス$r胸,実

験のオー トメ化,図 形処理や設計計算,科 学技術情報の検索,プ ロジェク ト管理 などに コン ピ

ュータが使われてい る。

(d)教 育 技法

コンピュータは,教 育技術の分野で も,教 師の生産性 を上げ,学 生の理解を深め学習効果を

ス ピー ド・ア ップす るために役立 っている。例えば,コ ンピュータのプログラムやハ ー ドウエ

アなどコンピュータ自身の教育はもちろんのこと,複 雑な問題の解や シ ミュ レーシ ョン,コ ン

ピュータを使 った個別学習,試 験問題の作成や採点,職 業人の再教育,身 体障害者の訓練 など

がその1例 で ある。

(5)公 共 企業体お よび通信 関係

(a)公 共 企業体における コンピュー タ利用

① 電力 ・ガス ・水道など公共企業体におけ るコ ンピュータ利用も

O顧 客サー ビス

o企 業体 自身の諸管理事務

O施 設 ・資材等の管理

o技 術 計算

o現 場作業(配 管工事などのオペ レー-orヨ ン)

など広範囲 にわたっている。

② コンピュータ利用の態様は,し だいに従来のパッチ処理中心型か ら,デ ータ ・ベースを中
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心 とす るオ ン ・ライン方式に移行 しつつ ある(図2--25)。

請 求書 関係事務 メーターの 自動読取

顧客情報ファイル

(CIF*)
営業所の諸活動

工 場 関 係 企 画 ・立 案

*CustomerInformationFiIe

図2-25公 共 企 業 体 に お け るCIS(顧 客 情 報 シ ス テ ム)

現 在 世 界 の 公 共 企 業 体 で は,IBMの シ ス テ ム を 使 っ て,30～50の シ ス テ ム が 稼 働 中

で あ る。

中 で も,フ ラ ン ス のEDF(Electrjcit6deFrance)とGDF(Gazde

France)の 顧 客 情 報 シ ス テ ム(CustomerInformationSystem)は,IB

Mの2260型CRTデ ィ ス プ レ イ を使 い,19百 万 人 もの 顧 客 情 報 を 処 理 し て い る こ とで

有 名 で あ る 。

③ シ ス テ ム の 実 例

oシ カ ゴ 水 道 局 で は,プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュ ー タ を使 っ て,水 道 添 加 物 の 量 の 決 定 な ど1日

10億 ガ ロ ンの 水 処 理 を 実 施 中 で あ る。

oル ク セ ン ブ ル グ のSEBES(SyndicatdesEauxduBarraged'Esch・

sur-Sure)で は,約3,000の モ ニ タ リ ン グ 。ポ イ ン トで の 自 動 監 視 シ ス テ ム に コ ン

ピ ュ ー タ が 使 わ れ て い る。

oSt.Gallen市(人 口10万 人)の ガス ・水 道 局 で は,・IBMの1800プ ロ セヌ ・

コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て,1日 に70,000立 方 米 の 水 道 と,ガ ス 関 係 の モニ タ リ ン グ処 理 を

実 施 中 で あ る 。

oニ ュ ー ヨ ー ク の 電 力 会 社 で は,20,000メ ガ ・ワ ッ トの 電 力 処 理 を コ ン ピュ ー タで 実 施

中

oイ ラ ンの テ ヘ ラ ン市 で は,2 ,000メ ガ ・ワ ッFの 電 力処 理 中

Oラ ウ ヘ ン ブ ル グ に あ る フ ラ ンス,イ タ リー,ド イ ツ,ス イ ス な ど を 対 象 と す る 共 同 電 カ
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会 社EGLで も,コ ン ピ ュ ー タ に よ る電 力 処 理 を 行 な っ て い る。

o英 国 の サ ウ ザ ン ・ガ ス ・ボ ー ドで は,IBMの1800プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュ ー タ を使 い ・

約150の デ ー タ ・ポ イ ン トか ら デ ー タ を 集 め て,リ ア ル ・タ イ ム ・コ ンFロ ー ル ・シ ス

テ ム を 実 施 中 で あ る(図2-26お よ び 図2-27)。

図2-26 英 国SouthernGasBoardに お け る

Grid'ControlSystem
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(b)郵 政 お よび電信 ・電話僕係

郵政および電信 ・電 話関係の主要なアプ リケーションには,次 の3つ が ある。

① 電話関係(図2--28お よび図2-29)

・ 顧客 サー ビス

・ 諸管理業務

・ 業務の オペレーションおよび技術計算

・ 料金計算のためのデー タ収 集

② 郵政事務関係

・ 郵政業務全般の管理

・ デ ータ収 集

・ 郵便業務

・ ネ ットワーク ・シ ミュレーション
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図2-28電 話 シ ス テ ム に お け る コ ン ピ ュ ー タ利 用 シ ス テ ム
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・TROUBLE

DATA

TRAFFIC

DATA
CALL

DATA

已一ーーイー-

COMMUNlCATION

LtNK

TROUBLE

SHOOTlNG
CAしL・

B【LLING

NETWORKMANAGEMENT

図2-29電 話 シ ス テ ム に お け る ネ ソ ト ワー ク ・マ ネ ジ メ ン ト

③POST・GIRO関 係

ヨーロッパ諸 国では,古 くか らGIROシ ス テムと呼ばれる振替制度が あり,近 年銀 行の

BankGIROシ ステムと激しい競争を行な っている。 このGIROシ ス テムにあっても,

コ ンピュータはOCRと 共 に大きな役割を示している(図2-30)。
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documents
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図2-30POST・GIROシ ス テ ム に お け る 日常 処 理 シス テ ム

(6)鉄 道 ・運輸業務

鉄道 ・運輸業界でも,コ ンピュー タはしだいにその利用範囲を拡げてい る。

(a)鉄 道

鉄道関係の コ ンピュータ ・アプ リケー ションには,次 の ような ものが ある。

イ.貨 車の コントロール

米 国では,貨 車の1日 平均利 用時間は2時 間にすぎないといわれており,そ れだけに貨

車の稼働率のアップは,業 界の最大 の課題 とな ってい る。そのため,貨 車の編成,貨 物や

行先の コントロール,場 合に よっては,貨 物 の市況の変化を見ながら急拠,貨 車 の行先 を

変更するな どの作業が,コ ンビ=一 夕で行なわれてい る。英 国鉄道で約40,000台 の 貨車

のコンビュー一夕 ・コン トロールを行な ってい るな どは,そ の1例 である。

ロ.ト ラフィック ・コン トロール

時刻表の作成や,市 街地での トラフィック ・コン トロールで ある。特に西独や フランス

で は,図2-31の よ うに,市 街地 を通る鉄道路線にっいて,コ ンピュータで交通信 号を

制御 して,単 位路線 当た りの トラフィック量をいかに上げ るかの研究を行なっている。

ハ。座席 予約 システム

ニ.乗 車券の発行

ホ.メ ッセージ ・ス イッチング

へ。飛行機便 との接続など旅行業務全 般
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図2-3i市 街地 の トラフィ ソク ・コン トロール ・システム

ト。 自動料金収集 システム

METROや 英 国鉄道と共同研究中

(b)都 市交通

都市交通の面では,地 下鉄や バスの トラフィック ・コン トロール ・システムのほか,今 後の

方向 として,パ ーソナル ・ラピッド・トランジッ ト・システムの研究が盛んにな りっ つある。

2,3人 か ら10人 位のディマ ン ド・バ スの 自動運行 システムには,コ ンピュータは不可欠の存

在である。

(c}ト ラック運送 システム

トラック運送業務に関して,ト ラックや 貨物の所在情報,料 金計算,効 果的な輸送経路の決

定などの コンピュータ化が,ア メ リカでも ヨー ロッパで もすでに実施段階に入 ってい る

(図2-32)。

(d)海 上 運送業務

船舶に小型 の コンピュータを積み込み,貨 物の積載 量に応じて最 も経済的な航行速度を決定

したり,衝 突 防止のためや最短 コースでの航海路の決定を行なうシステムで ある。最 近IBM

社で は,汎 用のソフ トウェア ・パ ッケージを発表した。
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Computer

Center

LocalDistribution

Depot

図2-32ト ラ ック運送業務 システ ム

(e)港 湾 管理

① コンテナー ・コン トロール ・システム

すでに英国の リバプールでは,ビ デオ ・ディスプ レイ ・システムを使っての コンテナー

・コン トロール ・システムを実施 中で ある
。

② 港湾業務の コンピュータ化

港湾局,船 主 荷主,船 積代行業者は,い ずれ も同一の貨物について共通の関心を持 っ

ている。そのため,西 独などを中心に,輸 送貨物の単一データ ・ベース ・システムをつ く

り,オ ン ・ライン ・ターミナルを通 じて リアル ・タイムに アクセスで きるシステムを開発

中で ある。

③ 船積 関係手続や書 類の標準化

世界各国の船会社の船積手続や ドキュメ ン トの様式は現在 いずれ もばらば らで あるため,

英 国が中心 とな って,統 一 された コ ンピュー タ ・フォーマッ トに改正することを目下研究

中で ある。

資 料 一 覧

1.CustomerInformationSystematElectricit6deFrance

andGazdeFrance(Dec.1972)

(IBMApplicationBrief)

2.SouthernGasBoardgasGridControlwiththeIBM1800

(IBMApplicationBrief)
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28フ ラ ンス 郵電 省 に おけ る デ ー タ伝送 網
　

(CADUCEE)

　

ラ

田

」

E

日

R

P

-
ETs

称

INI

略

M

(

先査読
ロ タ

POSTESETTELECOMMUNICATIONS

所 在 地:20.AVDESEGUR,PARIS

調 査 期 日:1973年11月22日(木)

面 接 者MR.GILBERTDENNERY

　 じ 　 　 　
INGENIEURGENERALDESTELECOMMUNICATION

甲|l
CHARGEDELASOUS-DIRECTIONTELEINFORMATIQUE

ロ ペ ぐ

ETRESEAUXSPECIALISES,

ハ

MR.EDMONDGUERIN

　 く

SOUS-DIREcTIONDELATELEINFORMATIQUE
ll'l

ETDESBESEAUXSPECIALISES.

調 査 員 篠崎,石 崎.鈴 木,小 関,小 野。

281概 要

1971年 第2次PLANCALCUL計 画 が5カ 年の期間をもって開始 された。 これは,米 国

の企業に よって占有されたフランスの コンピュータ業界 の国産振興計画である。 この推進母体は,

1966年 に設立 された,C.1、1(COMPAGNIEINTERNATIONALPour

1lINFORMATIQUE)で あり,フ ランス政府の強力な援助 を得 て,ハ ー ドお・よび ソフ トの開

発 に力を注いでい ることは周知の通 りである。

一 方
,デ ー タ伝送サー ビス面の不満足 を改善する必要性 と,新 しいア ブリケー『シ ・ン(シ ステム

間 の相互通信,デ ータ ・バンクのための視覚端末,大 規模端末 を必要 とする経営管理業 務処理のた

め のタイムシェア リングサー ビス)等 々を実行す る可能性 を提供することにより遠隔情 報処理を振
ロ

興す るため,ま た将来 のデジタル伝送網の前段階 として,1972年 初頭 よ りCADUCEE伝 送網

が開始された。

電気通信総 局と国立電気通 信研究所(CNET)が 共 同で設計 を行 ない,電 気通信産業会社

(CIT)が 交換機 の製造 を担当 し,精 密機器 工業組合,(AOIP)が 操作卓 の製造 を担当 した。

現 在,金 融関係業者,石 油関係業者,鉄 鋼業者,電 子計算機 センター,食 料関係業者,出 版業者,
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硝子工芸業者,デ パー ト.気 象庁等204社 の加入利用者 があるが,3年 後には,2,000社 に増

加 するもの と関係 者は予想 してい る。

282詳 論
　

(1)CADUCEE伝 送網の基本原 則
　

CADUCEEは 電話形の伝送網 である。

電話網は,ア ナグ ロ信号(約3,000ヘ ル ソ周波数帯)を 伝播す る.ための ものであり,電 話交換

網の端末機器は,人 間であるオペレータによ り操作 され るよ う造られてお り,遠 隔情報処理 におけ

る自動作業には適 してないが,現 在 の遠隔情報処理 の実施 に適 応させざるを得ない。デ ィジ タル情

報 をアナグロの電話 チャンネルに適応す る機能はモデ ムによって行な うが,モ デムは利用者の選択

にまかされてい る。

回線の両端木間は,す べて4線 式回線網構成 となってお りそのすべてが,自 動交換機(又 は集線

装置)と 接続され同時2重 通信が可能 である。

現在,自 動交換機は,ク ロスバCP400型1台 がパ リに設置 されているが,1974年 内 に リ

オ ンに1台 が増設 され る予 定である。地方の加入 者は,経 済的に有利 と考え られる,集 線,分 配装

置 に集束される場合 が多い。

通常の電話回線 では1,…B/saで の 伝送 が可能 であるが(特 性の悪場 合は …B/sEer)
　

CADUCEEは 高性能の回線 を利用することにより,4,800B/Sま で が可能 となる。 さ らに高

性能のモデムを使肘 るこ とvaよ り ・,…B/Sの 伝 送が可能 となる.以 上は遠eneeの σIJで,・・リ

市内は,50KB/Sも 可能 である。(図2-33)

自動 交換機の周囲約30Km幅 以 内は,ペ ース ・バン ドによる伝送 により72KB/Sの デ ジタル伝

送が可能 で ある。

交換網

テレ ノクス 電 話 CADUCピE
CADUCピE

ヘ ース バ ン ド

専用線

20060012002,4004、8009.600 48.000 72.000 Bit/SEC

電信 電話 回線 べ ー ス パ ノ ド接 続 広 帯 域

一ー ー ー 一

ぐ

図2-33既 設網 とCADUCEEの 伝送速度比較図

ロ

端末 とCADUCEE間 の信号 の交換 は,操 作卓の介在 によって行なわれ る。操作卓はキーボー

トのダ イヤル による手作業 と自動処理 とが可能 である.後 者の場合,操 作卓 と端末 とのイ ンターフ

ェイスは,CC「TTV25の 勧 告の回線 を利 用す る。

交換 と信号 の時 間は短 く.一 連の 自動接続 に5秒 であり,自 動呼出 しの場合ダイヤル に要す る時

間は500msで あ る。
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(2)

リ ー ル

フンス

鷺
トラスフ九グ

図2-34CADUCEE伝 送網 の交換接続図

ロ

CADUCEEの 構 成

自 動 交 換 器1台(パ リ)

集 線 装 置14台(リ ー ル,ル ー ア ン,ラ ン ス,ナ ン ト,ボ ル ドー.ト ウル ー ズ,

オ ル レア ン,ク レル モ ン ー フ エ ラ ン,マ ル セ ー ユ,リ ヨン,グ ル

ノ ー ブ ル,ニ ー ス,ナ ン シ ー,ス トラ ゥ ス ブ ル グ の 都 市 に 設 置)

通 常 加 入 線1.600LINE

大量トラ1イツ欝:::器1}
・噸 の・のは・ン巴 一・唯 蹴
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図2-35自 動交換機
,集 線装置関係図

コ

(3)CADUCEE技 術 上の問題
ロ

CADUCEE伝 送網の加入者 には.次 の特殊端末設 備が設置 される。

も

操作卓 －CADUCEE網 へ の接続 と自動交換機,端 末磯間 の信号の交換 を行な うが,自 動

応答装置 が内蔵 され,自 動番号呼出 しも可能 である。(短 縮ダイヤルによる呼出 しを採用 し,加 入
　

者の好評 を得てい る)。 さ らにCADUCEE独 特 の付帯機能が付 加 され て いる。 端末設備を一

時的 に閉塞状態 にする機能(例 えば保守のため).ま た呼び出されている加入者が応答不能 のとき
　 ロ

は,そ の状況(話 し中か,閉 塞中か)を 表示 する機能,遠 距離保守装置(Telemaintence)

操作卓 が 自動交換機か ら発信 され た特殊 信号 を受信 した とき,端 末装置を閉塞する機能,お ・よび局

か ら回線特性を測定す る機能等が内蔵 されている。

電話機 一(付 加装置)オ ペ レータ相互間の通話 を行 なう。

交換機 一 パ リに設置 された 自動交換機は,ク ロスバOP400型 の交換機 である。接続動 作

はテレ 。クス型で,2段 接 続原理 を用いている,接 続網は端末か ら端末 まで4線 式 で,電 話網の交

換局 と同 じである。
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漏話 により.信 号がそ通 されている通信 を妨害するの をさけ るため,デ ー タ信号用 と交換信号用

の線 を分離 して使用 してい る。

(4)料 金形態

ロ

課金装置 と トラフ ィック観測装置は特 別な研究対象であった。CADUCEE伝 送網建 設の動機

の一つは,デ ータ伝送の トラフ ィック特 性 に関す る情報 を収集することであったため,ト ラフイ ッ

　

ク観測装置は,自 動交換装置の中で主要 な部分 を占めている。課 金装置 はCADUCEE伝 送網専

用 に設置 されるものであるか ら,両 者を合せた通信 に関するすべての情報を記録 し,次 に これを自

動処理に より.必 要な情報 を取 り出す ことにした。

課 金装置は,テ レ ックスの装置 と同 じで,料 金票,(実 際 は,磁 気テープに記録 される)に よっ

て集め られる。

情報は,次 の目的 をもっている。(閉 塞 された通信に関ず る情報 を早 く把握す ることにより)自

動交換機の直接保守 ・課金お・よび統計的 目的 による トラフィ ック観損iL

この ため.料 金票 には,課 金のために必 要な,よ り多 くの情 報が含葦れていなければな らない
。

発信者,受 信者の番号,開 始 か ら終了 までの時刻はい うに及ばず.通 信が行 なわれ た装置 とその

状態,ま た放棄 された通信 に至 るまで,記 録 され る必要がある。

さ らに,経 済的 にみて有利な ことは,長 距離回線 を集束す ることで あって,こ の方法 に よって接

続される各加入者 は.自 動交換機へ特殊接続 され ることに より経済的利益を得る ことになる。 この

目的で,次 の特性 の集線装 置の開発が行なわれた。

加 入 者 容 量=40

集 線 比=乃,20回 線 に集束 ・

回 線 構 成 数=通 信用4線,信 号用2線,接 続制御用1線 の計7線 構成

集線装置 は,純 粋に トランス ・ベ アラン トで あって,長 距離 伝送回線 に使 用され る。

自動交換機の入力回路 には分配装置 が設置 される。

表2-7料 金

。設 置 料 1,000フ ラ ン/回 線

。加 入 料

加 入 局 リ ー ル

ル ー ア ン

一

フ ン ス

ナ ン ト

ボ ル ド ー

ト ウ ル ー ズ

オ ル レ ア ン

ク レル モ ン フ エ ラ ン
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マ ル セ ー ユ

リ ヨ ン

グ ル ノ ー ブ ル

ニ ー ス

ナ ン シ ー

ス トラ ス プ ル グ

回線当たり月間加入料 (単 位 フラン)

最 短 加 入 距 離 5㎞ 以 内 5～10 10～20 20～35 35㎞ 以 上

普 通 回 線 465.5 581 815.5 1.050・ 1,165.5

受 信 専 用 350 465.5 700 934.5 1050,

最短加入距離は,加 入者 と最短加入局 との距離をいう。

加入料は接続の物理的差異による区別はない。

接続時間料金

6秒 毎に登算,但 し1分 に満たない時は1分 を最低 とする。

距離は,通 信 した両端未聞の直線距離

距離別分 当り料金(単 位 サンチーム)

距離Φ)

(㎞)
喧0 50<D≦100一 100<D≦150 150Φ ≦200 200<D≦ 乏50一 250<D≦300 》300

1分 当 料金 14 28 42 56 70 84 98

1分当たり通信時間による値引率

日

時間帯
労 働 日 土 曜 日 日曜,祝 祭 日

8時 ～19時 1 0.6 0.2

19時 ～24時

6時 ～8時

0.6 0.6 0.2

o時 ～6時 0.2 0.2 0.2

モ デ ム 料(PTTに よ り提 供,設 置 保 守 さ れ る 場 合)

設 置 料770フ ラ ン

月 間 使 用 料

2.…B/S350フ ラ ン

4・8・ ・B/S5g5フ ラ ン

245フ フ ン・.… 一・・19,…%(ベ ー ス バ ン ド)
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(5)交 換網 の将来 計画
ト

CADUCEEに つ いては,1974年 リオ ンに交換機 を1台 増設の予定であるが長期間使用する

予 定はない。
　

1980～85年 にかけ て,多 重 目的を もつHELMES交 換網 に拡張する予 定で ある。 テ レック

ス.情 報通信,画 像通信等 を統合 した交換網に発展 させる予定である。

ホ

HELMESの 前段階にPACET交 換網 を1ク ッシ ョン設定する予定である。

　 ト

CADUCEEを 通 じ,加 入利用者の状況 を把握 し,PACKETHELMESに 活用 する。

　
なお・,1,990～2,000年 に は,現 状通信網(電 話網,電 信網,シ ク ラー ド等)とHELMES

を統合 した一大統合デ ィジタル網へ と拡大する予 定である。

資 料 一 覧
リ コ

oLERESEAUCADUCEE
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29フ ラ ンス に お け る科学 文 献 専 用 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンセ ン ター

(CNRS)

調 査 先:

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

調 査 員.

CENTREDEDOCUMENTATION

CENTRENATIONAI.DELARECHERCHE

SCIENTIFIQUE(略 称C.N.R.S)

20.RUEBOYER,PARIS20EMEFRANCE

1973年ll月22日(木)

MR.D'OLIER

DIRECTEUR-ADJOINTDUCENTREDEDOCUMENTAT-

ION

MADAMEDUSOULIER

ll

REDACTEURENCHEFDEBULLETINSIGNALETIQUE

MR.BUFFET

　
RESPONSABLEDEsERvICEINFORMATIQUE

　

MADEMOISELLESALLE

ト

RESPONSABLEDESERVICEDIFFUSIONETPROM-

OTION

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

291概 要

フランス政府 より,資 金的 な援助 を与え られているCNRSの 目的は ,7ラ ンスお・よび諸外国の

専門家,技 術者.教 授,医 師.産 業家,研 究員,学 生等 の研究にたず さわる人達 に,研 究お・よび活

動 の追究に必要な科学的,技 術的 専門の ドキュメンテーシ ・ンを提供す るにある。

1939年 科 学的専門図書館の管理 より端 を発 し,以 降専門図書 を分析 整理 し,定 期報告書 とし

ての編集 出版へ と活動分野 を拡大 している。 また,定 期報告書の出版 のみではな く,数 学,生 命科

学,地 球科学お よび技術の領域内 の世界中の ドキ ュメンテーシ ・ンをまとめなお・している。

現在,図 書館の収集文献 の種類 と数量 は次の通 りであるが年 々100.000件 に及ぶ増加が ある。

定期刊行物15,889件

この中 には,フ ランス国内お・よび外国の権 威ある科学雑誌が ある。

言語別 には,英 語一 約40%,ロ シ ア語一20%,フ ラ ンス語一15%～20%,ド ィ ッ語 一

15%>20%,日 本 語 サラエボ語 ク ロアチア語等 を含むその他の言語15%～20%で あ る。

各種論文42.400件

CNR,Sは,各 種博士論文の法律 上の寄贈場所 として指定 を受けてい る。

会議報告書12,450件
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技 術報告書1,000件

著 書35,000件

外 にオ リジナル文献1,000万 件

等 である。

年間100.000件 の文献 の整理処理を行 ない,定 期報告書 「BulletinSignaletiq-

ue」 と して定期的に発行 しているが,1971年 よ り写植による自動出版の システムPASCAL

を採 用 した。

この ように,数 多い文献整理のために,フ ランス国内は勿論諸外国 の専門家 の人 々や,関 係 省庁

の協 力 を得ている。協力を得てい る機関は次の通 りで ある。

(国 際機関)

UNISIST－ ユ ネスコと科学者連 盟国際諮問委員会

ISO－ 国 際標準化機構

ICSU・AB－ 国際科学連合評議会,分 析要約事務所

FID－ 国際 ドキ ュメンテー シ ョン連合

CIDST-EECの 科 学,技 術,情 報 ドキュメンテーシ ・ン委員会

(国 内機関)

文 部 省

厚 生 省

郵 政 省

科学技術開発庁

原子エネルギー開発庁

(研 究機関)

地 質学,鉱 山学研究所

バス トウル 研 究所

熔 接 研 究所

フランス水質研究協会

フランス.ガ ス産業技術協会

フランス標準化協会

等 で あり,他 に外国の機関 として,西 独,ボ ーラン ド,ル ーマニア,イ タ リー に各 々1機 関 がある。

CNRSの 内 部機構は次の通 りである。

担当 と担当範囲

ドキ=メ ンテーシ ・ンセンター(定 期報告書 と出版,情 報の湖反射探索SDI)

物 理 学 一(純 粋,応 用)
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●

化 学 一(純 粋,応 用)

生 命 科 学 一(生 物学,薬 理学.医 学,農 業科学)

地 球 科 学 一(地 球科学)

工 学 一(技 術お・よび運輸,公 害,エ ネルギー,治 金学等のインターデ ィスプ リ

ナ リーの領域)

PASCALシ ス テムの採用によって,ド キ=メ ンテーシsン センターが提供す る情 報は,そ の

範囲と質が拡大 した。
コ

BulletinSignaletiqueの 自動出版 と情 報の選択頒布が可能 となった。 この方法 は,

文 献の分析時 に附 され るキーワー ドによって,所 与の首題 を扱っている論文,原 稿等 の参照文 を磁

気テープより抽出する方法で ある。磁気テープは,年 間予約の形式 で頒布され ドキュメンテーシ 。

ンに広範 な要求 をもっている諸々の ドキ ュメンテーシ ・ンセンター,研 究所,専 門家等 のコンピュ

ータを通 じて利用されてい る
。

図書館の閲覧室は,一 般 に開放 されている。

月曜～ 金曜13時 ～19時

土 曜14時 ～1g時

また,文 献 の注文は,CNRSと 交換の合意 に達 しているフランス国内,国 外の300に 及ぶ,

図書館 または ドキ ュメンテーシ ・ンセンターの収蔵文献 をコピーの形で入手が出来 る。 コピーは注

文 に応 じ,あ らゆる フォーマ ットで.紙,マ イクロフィ ッシュ(ISOA6105×148imn)

マイ クロフ ィル ムで作 ることが出来 る。

要求 による翻訳は,あ らゆる言語 で文献翻訳 が出来,特 定の言語(ド イツ語,英 語,ロ シア諸等)

は,テ ープレコーダーテープ上へ,口 頭 による翻訳 が出来 る。

292詳 論

(1)PASCALシ ス テ ム ペ
PASCALと は,「 文 献 自動 選 択 自動 編 集 応 用 プ ロ グ ラ ム 」 「ProgrammeApplique　
alaSelectionetlaCo聖pilationAutomatiquedelaLitter-

　

ature」 の頭文字か ら名ずけ られた。1971年 以 来写植による。Signaletiqueの 自動編

集,自 動印刷 に採用 し,以 降,入 力能力 を拡大 し,目 下研究中のPASCAL-3に お いてサー ビ

スの数と頻度 を多様化 して,シ ステムの拡張 をはか っている。

ドキ ュメンテー シ ・ンセンターの 目的は,前 述 した通 り,科 学技 術に関す る情報のみ を全般 にわ

た り,百 科辞典的 にカバー しようとするもので,あ らゆ る分野 をカバーする ものではない。 これ が

現行 システムの中 ではユニークな もの となってい る。

(2)シ ス テムの拡張

フランスでの.情 報伝送網の拡張 に伴 ない,本 システ ムの適応分野,関 連機関の拡張 が今後の

CNRSの 課題 となってい る。 これ には,デ ータ ・ペースにお・け るハ イレベルの分 類の基礎 をなす
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「INPUT-PLAN」 という,ICSU・ABの 研 究 が,CNRSの 関心事 である。

(3)INPUT

色)情 報 源

博士論文や技術論文,ま たDGRST(科 学技術研究総代表部)と 契約 により進められ ている

研究に対す る論文等 と.セ ンター で受理す る12,000の 定 期刊行物 の内か ら約8、000が 図書

室 より提供され る。 フランス特 許庁か らは.フ ランスにおけ るすべての特 許出願のアブス トラク

トが提供 され,ま た国内,国 外の諸団体(約30団 体)か ら文献 が提供 され る。

㈲ 項 目の内容

各 々文献の 目録は,UNISIST/ICSU・ABの マニ ュアルに定め られてい るルール に従 っ

て作 られる。

著者名,所 属団体,原 題名(必 要 により仏語訳が付 され る。)文 献の使 用言語,種 類 とPA-

SCALシ ス テムにて適用され る,分 類 コー ド,デ ィスク リプ ター一お・よび リンクが入 力され る。

(c)デ ー タ入 力

入力データは.通 常のワークシー トから,穿 孔 テープ を径 て,日 々入 力される。拡張 キ ャラ

クター セッ トには,ロ ーマ字,ア ル フ ァベ ットと共 に数学式お・よび記号,化 学記号も含 まれ,サ

ブスク リプ ト.ス ーパ ースク リプ トをも表示出来る。 目録作 りは,項 目の内容の作業時 に検討 さ

れたルール に従 ってい るので,訂 正手続,印 刷上の コンスタン トの挿入お・よび他 のシステ ムか ら

ファイル上へ入 力す る方法 が簡素化 されている。

④ 情報の蓄積

大容量 ファイルの瀕反的探索の問題 と.大 容量フ ァイルへのアクセスの問題 は,CNRSの 運

用 上の大 きな問題 点で ある。特 にCNRSは,文 献 を百科辞 典的 に カバー しよ うとする性格 か ら,

イ ンデキシングや 自然言語 の信頼性 と,大 容量 ファイルの問題が重要視され る。

文献 の要約,参 照事項は,フ ァイル 上に収録 され,定 期報告書 として出版 される。 リス トア ッ

プされた原文献の大部分は,セ ンターの図書館にて閲覧出来 る しパ リ図書館 との間 に設置 され た

ネ ットワークにより,セ ンター を通 じ入手することが出来 る。

(4)処 理 とサー ビス

(a)区 分 け と定期報告 書の編集

収集された,デ ータは訂正され,プ ール に毎 日無差別 に貯え られ る。 月に一回,プ ールに貯え

られた文献 はすべて引 き出され,所 属す る部門に振 り分けが行なはれて,部 門 別項 目が付 され る。

必要に応 じ項 目は2っ 以 上の題 目に重 複して分類 される。次 に分類 コー ドに従 っての区分け と,

題 目の挿入 が行 なわれる。か くして発行号の写真 植字 の準備が ととの う。

⑥ インデ ックス

定期報告書 にはすべ て,著 者 と主題 のインデ ックスが付 されている。 インデ ックスは,3段 階

インデ ックスで,リ ンクによって作 られてお・り,リ アルアクセス語句(シ ンタグム)で ある。 イ

ンデ ックスは年 々累積 される。
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(c)情 報 の選択,頒 布,SDI(SelectiveDisseminationofInform_

ation)

PASCALの 磁 気テープは,同 一デ ータエン トリーか ら作 り出されて,い くっかの手順で

SDIに 利 用 され る。 頒布の頻度は,PASCAL導 入以来急激 に増加 し,周 期 も',月 間 か ら

隔週に,さ らに週単位に短縮 され よう。

磁気テープは,PASCALの フ ォーマ 。トで提供可能 であり,1974年 には,

UNISIST/ICSU・ABフ ォーマッ ト(縮 減 したキ ャラクター セット)で 可能 である。

但)ハ ー ドウエア

処理段階 に応 じた,異 な るハー ドウェア ・ユニ ットがPASCAL処 理(BATCH処 理)に

使用されている。

データーの入 カ ー 拡張,キ ャラクターセ ットキーボー ド

区分 とインデ ックス処理 －SIEMENS4004/35

1BM360/30

写 植 －DIGISET

LINOTRON505

SDI処 理 －IBM370/165

オ ン ラインによる入力 は,近 い将来の実現 は考へ られ ないが,光 学 による走査技術は,検 討 さ

れっつ ある。 これが実現すれば,シ ステ ムコス トを大巾に削減す るこ とが出来 る。

φ)財 政.料 金

当センターはCNRSの 一 部分 でありCNRSは 教 育省の監督下 にあるが,顧 客の65%を 海

外にもってい る。瀕反的探 索によるサービスを除いて,す べて予約購読 方式 である。

一般的 には
,次 の料金 を適用す る。

。基 本 科

。利 権 科

。頒布された項 目数に対応す る料金

磁気テープでの情報頒布の権利 は.特 殊な契約 を締結 してある場合 を除き(BRGM等),

CNRSが 持 っている。

個別お・よびグル ーププロファイルの料金は,3段 階 の質問 の後で課せ られ る。 従って質問 は,

3っ に至 るまでに調整す ることが出来 る。料金は,一 般のセンター と同 じように3つ のフ ァクタ

ーである
。固定料金,質 問の複雑 さ.解 答の数 に応 じて課せ られる。実際の作業 に要す る費用の

万一%相 当額が請求されるとのこ とである。

(5)ネ ッ トワークか ら見たCNRSの 位 置

(a)PASCALに 対 するニーズ

PASCALを 規定する主要な基準は,一一ー一方では処理 され る文献の引 き続 く増大であり(現 在

50万 文献 に対 し要員約150名)他 方ではネ ットワーク数 の増大 である。
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(b)文 献 の 処 理 単 位,PASCALの 基盤

文 献 の 増 大 と 数 多 くの ネ ッ トワー ク に対 処 す る た めCNRSは,「B'ulletirSignal－
フ

etique」 の担当 セクシ ・ンの数 を増加せねばならなか った。(lg73年 には50)

これ 等のセク シ 。ンは.ネ ットワーク関 係者 とあるプロフ ァイル上のせ まい分野 を担 当す るも

ので ある。

それ故,大 別す る2種 類 のユーザをはっきり限定す る強い 要請がある。特 に彼等が提起するイ

ンデ ックス作 りの問題 を とり上げる時 に痛切 に感 じる問題で ある。

この問題 に対処 しようとす るならば,文 献 ファイル/シ ソーラスとして二重語による文献処理

ユニ ットの数を出来 る限 り少 くするように努力することで ある
。CNRSは,2種 類 のユニ ット,

純 粋科学(生 物学,化 学……)と 応用科学(工 学……)と に区分することになろ う。

(c)イ ンデ ックスづけの レベル

3段 階でのインデクゼーシ ョンがPASCALの3処 理段階 に対応 してい る。

マイクロ ・イ ンデクゼーシ 。ンは項 目を集め各 ユニ ットに表 わす
。そのエレメン トは,全 ユニ

ットに共通 である。

中間 インデク ゼー シ ・ンは,文 献処理ユニ ット全部に固有の もの であり,SDIに は特 に役立

つであろう。

マイクロインデクゼーシ 。ンは,特 定分野 での,実 験プ ロセス等の重要な要素を指 していて
,

これは朔反探索のため中間 インデクゼー シ ・ンと併 用して使 用され る。

(6)期 待 され る効果

ω オー トマテイ ックインデキシングの研 究

人工言語 か らのインデキ シングの可能性 を研究す ることは,時 代遅れだ と考える人は多いが,

この研 究は近い将来 に文献記述 を改善するためのみな らず,長 期的にはオー トマテイ ックインデキ

シングに通 じるメ カニズ ムの研究 にとって も基本的 なものと考え られる
。

(b)NON-CNRSデ ー タの入力

NON-CNRSデ ー タの入力は,パ ッケージ再編成 の問題 に類似 した問題 で 、一万では異 な

るシステムで目録 を作 るこ と(既 に参照マニュアルでは達成 されている)お ・よび他 方では ,同 質

の文献 記述 のため の手続 きの開発 とを要求するもので,記 述 モー ド間の適合性特 に分類 とインデ

クゼー シ・ン間の適 合性の重要 さが出て来 るゆえん である。

(c)製 品多様化

新 しい報告書,新 しい分野 をカバ ーする マクロ'プ ロファイルの刊行 も分野,イ ンデ ックスタ

イプ拾 よびアプリケー シ ョンのインデ ックス分野の ような,あ るパ ラメータを定義する とい う簡

一単な ことになるで あろ う。

これ らはデータベ ース入力か ら独立で ありかつ新 しい報告 書,マ クロフ ァイル用の新 しい専門

家を要求す ることは ない。使命遂行型機関分野の惹き起 こす諸問題 に対 して も.弾 力性 のある解

決 策が この様 に して発見 され得るので ある。
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以 上は.い くつかの ユー ザ・・+ネットワー クを相互連 絡することに内在する問題 を提起 し,か

っ誰にも知 られているデ ータ処理技術 を説明する とい うよりはむ しろ解決 策を示唆 しようとした

ものである。

フランス内段階蛤 よび国際的段階 でCNRSは ネ ットワー ク間の交換 に関 して有利 な地位 を占

めてい る。純粋科学,応 用科学お・よび各種技術の全分野のための ドキ ュメンテーシ ョン生産者 と

しての役割か ら,使 命遂行型のネ プトワークでお・くれて出て来 た問題 を解決 する義務 を負ってい

る。 これはその開発にお・いて制約的 プアクタであるがこれ らのサービスに期待される ものが何で

あるかを知 ることが重要な ことだ と思 う。

ロ

「Signaletique」 の 利 用 法

ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ン セ ン タ ー は 書 誌 学 上 の記 述 原 理 を完 成 し,報 告 書 「BulletinSi-　
gnaletique」 の 出 版 の た め の 表 現 ル ー ル を 定 め た。 これ は,UNISIST/ICSU・AB

の レ コ メ ンデ ー シ ョン をP.A.S.C.A.Lシ ス テ ム に 適 用 し た も の で あ る。

表 題_.

説 明 要 約 一→

.番 号 著 者 所 属

↓'↓ ↓

34-101-699.BUFFET(P.」.(Cent.Doc.C.N.R.S.Paris).

A燃 ㌔蹴 蠕 思
,聚S翻 舗 麗 ㍑驚 ご(、972),。。2,._論 文の参照

79-82・ 番 号

Descriptiong6neraledusystさmePASCAL(ProgrammeAppli-

qu6査1aS壱lectionethlaCompilationAutomatiquedelaLitt6ra-
ture).Sourcesd'information:15pOOp6riodiqugsreg

.usblabiblio-thequeduCNRS
,analyscsfoprniesparlescentresdedocumenta-

tonsectoriels,brevetsfournispar1'INPI.Traitementsintorma-

tquesdiversrCalis6sapaltird'unesaisieunique:photocomposi-

t?nduBulle亨mSignal6tique,tridessignalements,constitution

d'index,constitutiond'unstockdocumentaire,diffusions61ective .

ξroduits:!.ulletinsignal壱tique、indexannuels,bandesmagn6-t
lques,pTo川s,reeherchesr6trospectives,reproduetions .Dansle

domainemdustriel.unecoOp6rationavecdiversorganismesest

realis壱epourP61eCtrotechmqueetl'61ectronique,1am色tallurgie,

la
.soudpre・1'壱nergie・1'energienucleaire,lesnuisances,lesindus.tri
eschimiques,lespolymeres,1estransports.

目次は,系 統的 に分類 され た情 報か ら,識 別符号により検索 され細 目に表示 される。

03.Sy8t6m6sdo四mentaires

A・Aspccts96neraux

B.Systさmesdocumentairessp6cialis6s

O4.Sourceed,information

A・Documentsprimaires

OLAspcctsgeneraux
O2・Collecteetacquisition

O3・Dt・scription

O4,Stockage

O
V
Q
∨

1

1

0

0

0
0

1

2

2
2

2
2
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階層的アル フ ァベ ット項 目のインデ 。クスは,識 別符号 に照応 さ.れ参照を容易にする。

Fichier
Ban3瓢9惚

er,327。.
Ba8edonn6e

Saisiedenn(…e,2988,
、Structurefichier

,3815.O
e8tion伺chier

BanquedOnn《 …e,2987.

Fichierin6dical,Progranunesi-

mulation,29S4.

Protectioninformation,2989、

StructUt・eflchier

Connpressioninformation,2986.

Filtrag6.

F"t「部 躍t隠1
,e,。 、、。,、。,ay。n-

nenlent.2961.

交換 された目次のインデ ックスは,キ ー ワー ドによって参照番号へ直接アクセスできる。

`nformation
.BanquedonnEe,Nl▼6亀un息tlonal

・Systemedocumentalreauto【natlque
,P▲SC▲ 【りCNRS

・.・ ■ ・ ■ ◆..・.・ ■ ■ ● ● ● ● ■ ■ ▼..・.

・Systemedocumentair硲automatique

.Lang畠 冨onatuオ ●1
●Troncature

....・.… ◆ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ● ■ ■ ■...

■

・

●

Indu6trie600.

`ndu8tri●687.
`ndu8tr`6Coopdr"tion.i#rat)ce,699.

㊨.....・ ■..,..・....….■ ■ ・ ● ■ ■ ● ● ■ ● ■ ● ●....

PASCALCNRS,lndustrie,C白operation,France,699.
P●emul●ttr●8Aideindexatien,Formulationquestion.785.

.・.`.,......・ ・ ■ ■ ● ■..

8y■t6modOCumont8ir6automatiquo

8ysthm●dOCum●ntaireautomatiqu●

Syetbm●decum●ntaireautomatiqu●

…..… 令 ・.・ ◆ ■ ● ● ● ■ ・

DARC.Chimi●,Code,698,
PASCAL.CNRS.Industr▲e,Cooperation.
France.690,
Marquetubrique.URSS,L加ga8●docu－

`

アル フ ァベ ッ トによる著者インデ ックスは,識 別符号 に照応す る。

BOI,(J..M.VAN) ,534.BO《
、}KSTEIN(A。),625 .B《
一)R轟1AN(L,),850 .}SOUI)RE

AU(Aり,657 .BUCI
'IANAN(」

.Rゆ,674.B
U〈al《1・'ANI)(ハ1 .1{.),64().BUFF
E1'(Pゆ,699.

BUI・IR(L.R.),578 .

'.. '◆ ・ ・
…...

VANBOL(J .-MJ,53.4.V
.、,NDYKE(V .J.},826.V
ASILEVSKIJ(A .L.),700.
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倹 素 結 果

① →C1001634_10Ll42ADOC:TP_DU5819

② →DATENBANKENIMTECHNISCFENBEREICHVON

INDUSTRIEBETRIEBEN

③ →BANCuESDEDCNNEESDANsLEDcMAINETECHNIQUE

DESENTREPRISESINDUSTRIELLES

④

⑤

→AHRENS(F .)//KONSTANZ

→WERKSTATTSTECH.,Z .INDUSTR.FERTIG._DTSCH._

1972_62_NO6_PA352-355_BIllREF.↑

↑ ↑ ↑ ↑ ・・ ↑ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

NATURESETSOURCESDESDONNEESTECHNIQUES

DANSUNEENTREPRISEINDUSTRIELLE .CONCEPTION

ETREALI8ATIOND!UNEBANQUEDESCONNEES.

EXEMPLESD!APPLICATICN:ETABLISSEMENTDE

LISTESDEPIECES,ORGANISATIONDIUNSYSTEME

DEDCCUMENTATION

BANQUEDcNNEE _INDUSTRIE_SYSTEMEDOCUMENTAIR

AUTOMATIQUE_DATABANK _INDUSTRY_AUTOMATIC

DOCUMENTATIONSYSTEM

㊨

㊨

① 一ブ ロファイル の番号 ⑧一巻

② 一原 題 名 ⑨一項 目 番 号

③一フ ランス語翻訳題名 ⑩ 一頁

④ 一著 者 名 ⑪ 一書誌学上名称

⑤一雑 誌 名 ⑫一要 約

⑥一国 名 ⑬ 一キーワー ド

⑦一年

資 料 一 覧ヨ
1.SYSTEMDOCUMENTAIREAUTOMATIQUEPASCALcNRS.ロ
2.BULLETINSIGNALETIQUE.

り
3,SERVICEDEDIFFUSIONSELECTIVE
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210 パ リ地 区 国立 医 療機 関 にお け る コ ン ピュ ー タ共 同利 用

調 査 先

地

日

者

在

醐

接

所

謂

面

調 査 員'

　 　 ロ

AdministrationGeneraledeLAssistancePublique

ロ

aParis

3,AvenueVictoria75.Paris・4eme.France

1973年ll月23日(金)

Mr.BonnetRoger(DirecteurduS.E.T.1)

Mr.TavernierPhilippe(DirecteurduDepartement)

Mr.ColombaniSextus(Programmeur)

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

21Ql概 要

ロロ
パ リ地 区 にお・け る 国立 医 療 機 関 の 統 轄 は ,こ のAdministrationGeneralede

ロ

L'AssistancePubliqueaParisが 行 なっている。 この組織が設立 された由来 とそ

の機 能は次 の ごときであり,そ れが今日まで引継 がれ ている。即 ち今 より100年 位 前帝制下にフ

ランスにお・い て集収化 が行 なわれパ リ地区 も一つの集権制 が取 られた。 その時にパ リ地区の大病院

も集権化 され一つの経営 下に入 った。 この時 にその統轄機構 として設立 されたのが当組織で ある。

この組織が現在パ リ地区 にお・いて厚生省 と大学病院 センターの間 に入 って医療関係 に関す る各種 の

業務 を実 施している。 このよ うな組織はフランスにお・いては リオンとマルセーユにも存在す る。そ

の他 の地 区即 ち地方は厚生省が直轄 してい る。 これ を図示す ると図2-36の ご と くである。 フラ

ンスにお ける大病院はすべて大学 と関係 を持 ちそれを大学病院 センター と呼ん でいる。 それで これ

らの公立病院 が この組 織の中 に入 ってい るのでこの組織では治療 は勿論 のこと医師の養成 も行 なっ

ている。
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地 域 病 院

一しン タ ー

大 学病院

セ ンター

1地 域 病 院 セ ン,タ ー の ベ ッ ト数

2,000～4,000

DirectionGeneralde

L'AssistancePublique

大学 病院

セ ンター

この組織 と似 た

組 織 が リオ ソ,

マ ルセ ー ユ に も

あ る

大学病院

セ ンター ……独立採算性

パ リ地 区全 体 のベ ッ ト数

45)OOO

図2-36A.P.の 機 能 図

またこの組織の役割 としては各病院の専門化(そ のための専門的 な医師の配分),医 療 技術の開

発.最 新医療技 術の導入,行 政事務 の合理化 などが あり重要な役割 を荷 なってい る。 ただ しこの組

織 はあくまでも公立病院のみの統轄 で私立 病院や診療所は管轄外 である。

しか し,複 雑 な治療 を要する病気め患者,治 療費 の支払いができない患者 は私立病院 や診療所か

ら廻 されることもあり.こ の場合は との組織では受け入れなければな らない義務がある。以上の よ

うにパ リ地区の公立病院 の統轄にあたるとい うこともありこの組 織の理事長 をパ リ県知事 が兼任 し

てい る。

現在 この組織の職員数 は約7万 人 でそ の うち医師は1万5千 人 占め年間45万 人 の入院患者 を扱

い常時2万5千 人の入院患 者の治療 にあた っている。外来患者を含め ると年間250万 人の治療 を

行なってい る。以上がこの組織の全貌で あるが次 にこの組織の中にある情報センターにっいて述べ

るo

情 報 センターS.E.T.1(Serviced{etudesetdetraitementde

llinformation)が1953年 にできた。(図2-37.図2-38参 照)こ れは この組 織の

7万 人の給与計算 と医療費の計算(社 会保証制度 の複雑 さか らくる料金計算の複雑 さ)をPCSに

よ って処理す る。即 ち情 報処理 を集 中化 しこれを経営管理 に役立 てる とともに医師,看 護婦 の行政

事務 を軽減す る目的 を持 っている。 それ が病院 全体の行政事務の合理化,そ の他診療関係 に役立 て
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る各種の システムの研究.お ・よび コンピ ュータの導入へ と拡大 されて きた。 この情 報センターをこ

の組織の管轄下にある病院 が利 用す るわけ であるがそれ らの利用に供 す るシステムの拡大の方向 と

しては,あ る一つの病院 をモデル として選びそ こで実験 し,そ の結果 を見て他 のすべての病院 に適

用する とい う方法 を とっている。 このセ ンターにお・いて開発 したシステ ムの主 な ものに次の ものが

あるが,そ の詳細 は次項 にて述べ る。リ ト
1.GAMM(Gestionadministrativeetmedicaledesmalades)

患 者 の 医 学 的 行 政 的 管 理 シス テ ム ロ じ
2.DISC(Dossiersindividuelsdesantecentralises)

個 人健 康記録集中化システム

この情報 センターにおいて計画中の もの として次の ものがある。

1.医 学 技術 の自動化

薬品の自動調合,検 査液の自動調合,自 動診断

2.モ ニ タ リング の問題

危篤患者の脈拍や血圧の管理,ガ ン患者のアイソ トープの投与等

このセンターにお・いては以 上の ような開発お・よび病院への適用のほかに医療 にお・ける情報処理の

重要性 の啓蒙,養 成指導 を行 なってい る。 この理由 としては各病院の労働者の%が 何 らかの形でコ

ンピュータに情報 を与え る立場にある人達で あるか らで ある。
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SETIの

所 長

理

務

1、

!医 療情 報 ＼

、 サー ビ ス!
＼!
、 ▼ρ

研究部長

遠隔情報

処理 技法

情 報 処 理

部 長

部長 ス タ

ソフ

患者管理

研 究 所

人事管理

!一 、

周辺 ＼

装置
、 ノ
、!

GAMMの 水 平 的 発 展

自然的行為

ト レ ・一 ス 許 可

外来診察

給 食

生 化 学

分担額管理

医療要員管理

公 訴

医 療 ア プ リケ ーシ ョン

共通倉庫

入院 費

鳶理焼 討

予 備

管 理 室

穿 孔 ・倹 イL

加 工

貯 蔵

復 写

'一 、 、
ノ 、
'ト レ ー ス 、

→}
NSCI ノ
!、
、 〆、'

,一 、

!＼

よ ・Cll
、 一 〆

'一 、
!、
、7

、

lSCI,

、!
、 一'

'、
!
.＼/

叫DOM1、

、 ノ
＼!
、'

図2-37S.E.T.Lジ ョ ブ組 織 表(1973年1月1日 現 在)
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9/oo
10

5

60 g667686970717273

S・E・T・1予 算 1972年 に おけ る負 荷

(1973年 当 初 予算)

%

33

46.

21

IOO

費仲人

費斜材

費品耗消

GAMM

入 院 費

共 通 倉 庫

人 事 管 理

管 理 統 計

デ ー タ 入 力

医 療 統 計
rの.促,

(時 間)

3400

3100

.4800

4300

1800

1800

1300

800

S.E.T.1の 支援 したすぺての仕`舞は現実

の 費用 と して評価 され,収 人が支出に 見合

うよ うにユーザに請求 される。

図2-38S.E.T.1.予 算(病 院 予 算 に対 比 して の)

(単 位0/00)

23700
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前述のとお・りこの組 織はパ リ地区の公立病院の統轄に当っている。そ こで この組織に入 っている

病院が この情報センターを利 用 しているわげであるがその数 は50病 院 ある。その うち27の 病 院

がセンターのコンピ ュータ と専用回線 にて接続 されオ ンラインでコンピュータ を利用 している。そ

の規模 はベ ッ ト数で全体 の56%に 相 当す る。全病院 がオンライン化され るのは1975年 始 めで

ある。 、

なお・このセンターに設置 されてい るコンピュータはIBM370/145が2台 でDuplex

で利用 し通常1台 はバ ッチ処理 を他 の1台 は遠隔用 に利用 している。

遠隔用は4,800ボ ー半二 重方式で接続 され情報は リモー トバ ッチ方式にて処理 される。各病院

か らセンターへのデー タの伝送 は,朝.昼,夜 と分割 し時間帯 を定めて行な っている。

(図2-39参 照)

21Q2詳 論

(1)S,E.T.1.の 概 要

1、953年AssistancePublique(以 下A.P.と い う)の 統計計算業務 に対する

PCStr-一 ビスがヴォージ ュ広場か ら100π 離れ たミ二一ム通 りで開始され.そ の業務の うち,

共 通倉庫 と医療統計業務 は今日も引継 がれている。

当時技術者10名,予 算1,400万 旧 フランであった。

現在のS.E.T.Lが ヴ ィク トリア ・アベニ ュに移 ったのは1965年 で あるが各病院 に設置 さ

れた周辺端末装置 も含 めて現在(1973年)総 予算は2,800万 フ ランであ リスタ 。フ数は250

名 で ある。 この うち80名 が情報処理 関係即 ちエンジニア,ア ナ リス ト,プ ログ ラマの専門家であ

る。

S.E.T.1.はA.P.の 総 務部に付属 しているが自主的予算 で賄われ,経 費はユーザに請求 さ

れる。

S.E.T.1.の 任務 は病院 の経営,共 通倉庫,A.P.の 中 枢サー ビスを確保す ることである。

A.P.は1973年 現 在では37の 施 設群,10倉 庫,・60の 診 療所(こ の うち5つ は地方に あ

る)を カバー し予算は投 資,営 業費用 ともで40億 フ ラン,対 象職員 約7万 名,患 者数45万 人,

入院延人 日1,300万,含 外来250万 人,医 療行為2,000万 件 以上を数 える。

現在執 られている政策は医療 な らび に事務の総合管理の実現で,こ れに当っては一つの病院 をモ
`

デ ル に と り実 験 を行 な っ た の ち に 全 施 設 に拡 張 す る とい う方 法 で シス テ ム 化 を行 な う こ と で あ る。

ア ブ リ ケ ー シ 。.ンに っ い て は 実 現 性 と 収 益 性 に最 大 の 指標 を 与 え て こ れ が最 良 の もの を優 先 的 に と

り あ げ る。

S.E.T.1.の 設 備 と 、し て はIBM製 品 がPCSに 引 継 い で 使 用 さ れ て い る 。 即 ち1401コ ン

ビ=.一 一タ に つ い で1410,360/20が,そ して1410は360/402台 に,っ い で

36・0/40と360/50に 替 り1972年10月 以 降 は 図2-40に 示 す 構 成 のIBM370

/1452台 が 使 用 され て い る 。 そ の 利 用 方 法 は 前 述 の ご と きDuplex方 式 で あ る。
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〇 一一－
R.POiNCARE

σ
ピしししビ　 ド

OP'DOLC1}:R

琢ノ

,儒CK1RICH,、T

OO

φ
ぽ　 　ぽめ ロロ む　　　 ゾ

○ 。ク

ρ ・蹴 剛 ・一

襲
℃

09.,、 。ls

○ ・.・、。U,、 、

t・ ・R・CH…ND・Y・RU:G'81CL恥,、AUＬOFFREE':'nOUX

o口oO
GnvoNo

、 ● ●SAN撒VADOURb

■ ■ ■ ■■■■1973年 の 末 にお・い て 接 続 完 了 の も の
。

一 一 ー 一1973年 ～1974年 に か け て 接 続 予 定 の も の
。

図2-39遠 隔 情 報 処 理 の 発 展

。デ ー タ の 入 力 に つ い て はOCRl288(印 刷 文 字 ,タ イ プ 打 鍵 文 字,手 書 き数 字,マ ー ク

を 認 識 で き る。)

。370に 付 設 さ れ たCRTデ ィス プ レ付 キ ー ボ ー ド

。キ ー パ ン チ ・検 孔 機40台

。端 末2780(カ ー ド読 取 りお・よび プ リ ン タ)

3780(〃)

3270(会 話 型CRT)

Mitra15(CII社 製 コ ン ピ ュ ー タ)
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端 末 へ

もく)・

・・se・32τo・ 川 ・・a、5

デ ー タ人 力 ン ステ ム

マルナ プレクサ ー

2703

口口口口口口
口口ロ口口口
口ロロロ

プ リンタ

1000行/分

プ リン タ

1000行/分

マルチ フレクサー

2848

OCR

l288

OCR

1403

手書き

(数 字)
マーク

2914

コ ミ'ユ テ 一 夕

カ ー ド

リ ー ダ

プ リンタ

600行/分

プ リン タ

600行/分

カ ー ド

リー ダ

CPU

,370/145

512k
コ ン ソ ー ル コ ン ソ ー ル

CPU

IBM

370/145

512k

∈〕

∈∋

∈〕

∈∋

∈∋

∈∋

口
口
∈う

∈∋

∈〕

〔∋ ∈∋

∈∋

∈う
各 々1億 バ イ トの デ ィス ク モ ジ ュ ール

200.000バ イ ト/秒 の 速 度 の 磁 気 テー プ装 置16台

r

穿 孔 検 孔 機

40台

プリンタ

300行/分

/

IBM

360/20

16k

●

図2-40SETIの コ ン ピ ュー タ 構 成(1973年 当 初 現 在)
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なおプ ログ ラムの本数 は約700本 で ある。

(2)各 種業務 について(図2--41参 照)

色)人 事 管 理

これはA.P.の 職 員約7万 名の職員フ ァイルの維持,昇 進,管 理,給 与,計 算.会 計計算,

数 多の統計 業務 を毎 月実 施 している.

医療 要員の人事管理 は現在 プロミラミング中舌ある。他方要員の 日常管理 も実施され ている。

これは各人の出勤,欠 勤の予定計画 を示す表 を作成する ようコン ピュー タに要求す る と配置 シ

ステムが作動 し病院の入 口 に備えつけ られた個人別バ ッチ読取機によって予定外欠勤を確認 した

　
うえ所属長の端末 に要員 の最適配置 についての状況を即時に表示する。 、 .、

(b)倉 庫 管 理

SE.T.1.は 共 通倉庫特 に中央薬局の倉庫管理 を支援 している。病院の注文は毎 日コンビ=

一 夕か ら転送され る
。 それ は,引 渡され るべ き順序 に薬 の品 目が示 されている払出伝票 である。

これ には薬棚の指定まで してある。

物理的お よび会計 上の在庫 高,調 達 と払出等はすべてコンピュータの管理 下におかれている。

また各医療 サービスのため,最 も高額の薬 剤の消費量 をグラフ化 して出力する。

病院 にお・け る倉庫管理 として在庫,払 出.購 入管理 を1973年 か らSaint-Antoine

病 院 で行 われ よ う。

㊤)会 計 管 理

統合の進展 にっいてA.P.の 会計 は大部分 が各種 の経営部門 に関係 して くる。会計分析 も部

分的 に行 なわれてい る。予算.経 理の機械化 も予算編 成の支援の機械化 と同様 に研究中である。

(d)経 営 管 理

この分野では2つ の重要なオベ レーシ。ンがある。

① 医療サー ビスお・よび医療技 術サー ビス実績表の作成

これは四半期毎 に部局の活動の一定量の指標や代 表的な比率 を部局長に提供す る もので同

一専門部局 から見本 として選 ばれたあるサー ビスの実績 と比較す るもので ある
。

(表2-8参 照)

② 経 営 基 準

これは3ケ 月毎 に各病院長 に各予算単位職場 で消費 された経費の状況 とこれに対す る同一

時期におSげる施療活動の状況 とを提供す るものである。多 くの病院間の原価比較 に連結 され

た この情 報は病院等 施療施設の長が将来 の経営 を改善するために役立てるものである。

(e)そ の他の各種ジ ・プ

① 生産部門の総 合ファイル業務

これ はA.P.の 経 営単位の比較表 である。

② 看 護婦試験

順位 づけ と任命 の推せん
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③ ベ リ県分但額計算

④ .各 種科学的作業

新 しい病院概念の援助

⑤ 医療材料 ファイル

(3)GAMM

病 院経営 の%は 人件費で あり勤務時間の%は 患者に関す る情報の人手に よる処理 の仕事に占め ら

れている。

従 って この情報の人手 に よる処理 に病院経 費の約25%(あ る調査 に よれば30%)を 占 める こ

とになる。 これ ら情 報処理 の大部分はデータの コピー.配 布,集 め直 し,転 送,分 類等で殆ん ど自

動化可能 なもので ある。図2-42はGAMMシ ス テムを図式化 したものである。

システムの本来 の目的 は入院患者個 々に専属の穿孔 カー ド(番 号 が穿孔 され,名 前が印刷された

もの)上 で入院(ま たは督促)以 来 の諸情報(患 者の動作,医 療行為 の要請,治 療行為等)を 把握

す ることで ある。

把握 される情報 の種類 によって(た とえ ば退院 の予 定,低 脂肪食事 の要求,呼 吸器の検査)看 護

婦 長,看 護婦,助 手 または技 手がマスク(も しくはグ リ。 ド)を 使用 して,自 分 でカー ドに穿孔す

る。'即ち現場にお・いてい くつかのマスクを取扱 って穿孔す るPortacard方 式 である。ーカー

ドは(メ ッセンジ ャーもしくは気送管 によって)日 に数回集め られ病院の端末機 に持 ち込 まれセン

ターの コンピ ュータに送 られ処理 され る。次いでコンピュータはローカルの端末機 上に病院の運用

に必要な多数 の文書(32通 りの種 々の文書)を 編集する。 これ らの文書は本質的には,施 設毎の

あるいは病院全般 に必要な督促患者名,現 在の患者ち 退院患者名,各 種 の検査 を受けている患者名

等 の氏名表である。 与000ベ ットを持つ病院 では1日 当 り約5,000の カー ドができ.こ れが処

理 によって端末機 に20,000行 の印刷 をする。 この20.000行 とい うものが看護婦 にとって節

約 で きた仕事 と時間を示す ものであり,A.P.の13,000名 の看護婦 は これ によって患者の

世話等 に益 々専念 できるので ある。 その他 の利点 としてエ ラーが大巾に減少 したこと ,登 録 されな

い医療行為が大巾に減少 したこと,病 院活動 がより精密 に記録 される ようにな った ことである
.

GAMMシ ス テムを遂行するために収集 された情報によ り,コ ンピュTタ で処理す るため大変複

雑 な入院費の請求書計算や,そ の他 の計算,統 計業務(特 に原価)に 不可欠 のデータが容易に得 ら

れ る。GAMMの 行 なわれていない病院 では従来通 りに手数料用紙,病 室使用書,各 種明細書 に書

き込む ことを続け ているが これ らは カー ドにパ ンチされ,こ れによ り入院費が計算 されている。

(4)GAMMの 発 展 と医療用化

旬 地理的発展

GAMMは1973年 当初 には救急病床の半分に当 る12の 病院 で実 施されているが1g74

年 に は救急施設の全部 をカバーする ことになろう。

(b)給 食 システム'"

この アプリケーシ ・ンはLonisManrier病 院 の発足 に当 って献立配 膳 システムによって
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拡張す るよ う要望 されてお・り,こ れ により患者 にメニュを選択 させるこ とがで きる。注文 は医師

の定めた規則 を表 わすマスクを通 して穿孔 カー ドに穿孔 される。 コンピュータは準備すべき皿ピ

料理場へ供給 され るべ き食料品および献立計画 を作成す る'。

(c)本 来 の活動

発足に当 って考慮された点はキーワー ドや係数でな く医療の性質 に従って実行された行為 を把

握す ることである。サ ービス実行 のマスクは検査や処理 を明確 にし,精 密に分析された行為の統

計 を得るの に役立 つ。

病状の統計 も近 くGAMMの 枠 内 で作成 され よう。　
(d)TRACE(Tempsreelpourlesadmiss・ionset.consultations

externes)(入 院 許可 と外来診察 の リアル タイム化)

これの開発はNecker小 児病院 で実現 の途 上にある。

① 入 院 許 可

端末機が受付事務所 と事務局に設置され ることになる。入院許可の手続は簡素化 され る。

病院 でのカー ド穿孔 は廃止 され患者の動静は リアルタイムで記録 され病床での処置法 を即座

に織る ことができるようになる。

② 外 来 診 察

各病院 の端末 は応待 中央窓口に設置 され患者 はそ こで所定の記入用紙に記入 させ られ る。

それに基づき回付表が端末 で出力 され施療部門 に処置が指示 される。患者は処置終 了後窓口

に起 ると処置は端末へ通知 され患者へ の請求処理 がなされ る。 このシステムでは患 者は 自分

が支払 わなければな らない ものだけ(保 険等 の補助は除 く)を 支払 う方式 をとっている。 事

実 コン ピュータは会計 と手数料計算 と同様,社 会保険 の補 充計算書 も作成す るため,こ の機

械化 の場合 は乃の支払事務 が簡素化され る。,
、

(e)生 化 学研究所

ここでのアプリケーシ ・ンは情報代表部 とD.O.M.1と の協力 のもとにSaint-Louis

病 院 で実現 されつSあ る。

これによって標本の選定,分 析装置 の出力,手 作業の結果(小 さなキーボー ドによっ、て)を 直

接把握 し,デ ータの有効性を コン トロール し,偏 差 を指摘 し結果 を計算訂正 し,緊 急に必要 なも

のは編集出力す る。 ここの コンピュータは患者管理 ファイル にアクセス し,生 化学 の最終の一連

の結果 にアクセスす るためS.E.T.1の コンビ=一 夕に接続 され るだろ う。 こうして病院の

大規模端末 が患者の生物学的側面の履歴 を含む表の形式 で結果 を印刷することになるだろ う。

(f)放 射 線診断

Saint-Louis病 院 にお・いて始め られている研究で放射線診断報告書 を作成す るため に貢

献 す るものである。

'端末のデ
ィス プレ イが成句の構成部分 を表示 し,そ の中か ら放射線学者が検査 した陰画に対応

す る成句を選択 し,そ のあとで端末 がプログラムにより報告書 を印刷す る。
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㈲ 血 液 学

この分野 にお・け る高度の技法 を研究するため作業 グルー プが組織された。

⑤ 医療情 報処理 にお・けるその他のアプ リケーシ ・ン観察 のための運営集中化 システムがA.P.

の70の 施設で利用 されている。 これ らの施設の医療記録 は医学記録 シソーラス と0.M.Sの コ

ー ドに従 ってイ ンデ ックスに記入され磁気 テープに記録 される。毎 日,病 院 施設ではコンピュー タ

によ り.与 え られた基準に応 じて患者記録 を参照できなければならないか らで ある。

他 の約30の 施 設では ファイルや統計業務の作業(あ るものは大変 に入念 に行 なわれるものであ

るが)をS.E.T.1に 委 託 した。

血液生物学サー ビス(輸 血)分 野 ではBroussaisの 輸 血者のファイル管理 をS.E.T.1

が支援 した。 研究所間品質管理 システムについてはす でに稼動が開始 され,か つフ ランス全土 に施

置 されている教子 の生化学研究室に近い将来拡張 され る筈 で ある。

S.E.T.1は 研 究業務に融資す るための医療情 報処 理信用をも取 り扱 っている。

(6)計 画 中の活動

同 じ専門分野 の施設の全体にオペレーシ・ンを一般 化で きるものに優先性が与え られ る。生化学,

血 液学放射線診断 について強 く主張 された。S.E.T.1と の連携 で他の活動,ラ ジオ ・アイソ

トープによる放射線治療,探 診 も着手 されるだろ う。

一般的関心 を持 たれ るテーマは医療記録 で
,こ の基本的 な分野でS.E.T.1.はDISCシ

ス テムを提案 している。

(7)DISC計 画(個 人健 康記録集中化)

この計画 の根本は各患者 が退院 に当 って入院施療の要約 を受け ることにある。本質的 なもの とし

て次のもの を含ん でいる。

。表題 自由文体 の要約(従 ってコー ド化 されないもの)お ・よび永久的性質。

。記録の性格 を示す コー ド。 このコー ドは各医療サー ビスを包含す る リス ト,あ るいは強 く主張

されているThesamの よ うな より一般的 なシソー ラスから選択する ことができる。

。各種 のインデ ックス化,例 えば入院再督促 日時等,こ れ らの情報は連絡室 で受付け られ,つ い

で コンビ=一 夕(磁 気デ ィスク)に 入 れ られる。磁気デ ィスクでGAMMか ら入手 され たデー

タ(入 院履歴書.医 療行為)に 合体 され る。

病院 に患者 が来 ると受付窓口の端末 でこの患者の以前の入院要約の コミュニケーシ ・ンが要求さ

れ る.そ の目的は

。医師 に即座に患者 の過去の入院状況 を通報すること。

。無 用の ,も しくは不幸 な検査,処 置の繰返 しを避け ること。

。要約が十分 でない場合 ,即 座 に元の記録 を見つけ出す ことができるようにす ること。

である。

他方医師 はコン ピュータに何かの基準について質問す ることができ,か っ与え られた特長に応 じ

た記録 の数,比 較,要 約を得る ことがで きる。
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DISCシ ス テムは3病 院 の15施 療 部門 で実験的 に使われている。1973年 の始めには医療

機関の全部に紹介 され実施の条件の整った所か ら導入が開始 されるだろ う。

こうしてS.E.T.1.が 提供す るものは

。医師達に対 して現代医学 のよりよい実 施のため の新 しい技法,患 者についての情報,経 営者 と

の協議 を容易 にする経営 資料。

・管理事務 の軽減 を工夫 してい る人に対 しては人間性 の進歩に力を与え る要因。

。経営部門 に対 しては今 日の病院 の極度 に複雑 な至 上命題 に適用される管理能力。

である。最 も重要な社会医療組織で あるパ リA.P.は 意 思決定や責任の分権化 の必要性 とともに

情 報処理特に遠隔情 報処理 なしには事実 上もはや管理が不可能にな ってきてい る。

(図2-39参 照)

資 料 一 覧

LAssistancePabliqueHipilauxdeParisS.E.T.1.

　 　

2.AdministrationtGeneraledeLlAssistancepubliqueaParis

(SummaryoftheDifferentRunningsbroughtintooper-

ationattheS.E.T.1.)
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211シ ンク タ ンク ジユ ネ ーヴ パ ッテ ル研 究所 の現 状
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醐
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謂

面

調 査 員:

BATTELLEGENEVARESEARCHCENTRE

フ
7,ROUTEDEDRIZE.1227CAROUGE,GENEVE

l973年ll月26日(月)

　
MR.ANDREDUVAL

　
CHEFDUGROUPEDEMATHEMATIQUS　
APPLIQuEESETINFORMATIQUE

MR.MAXBOERLIN

　 　

DRESSCIENCESECONOMIQUES

　 き 　
DEPARTEMENTDlECONOMIEAPPLIQUEE

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

2111概 要

1925年 ア メ リカ(オ ハイオ州)に て,一 資産家(GORDONBATTELLE)の 遺 産によ

り研究所が設立され,引 き続 きリ ッチ ラン ド・フランクフル ト,1951年 ジ ュネー ヴに研究所が

設立 された。

その使命 として,産 業界 に科学応用サ ービスを提供す るのみでな く,大 き く変ぼ うする全世界の

経済 発展 を研究 し,そ の研究指向 を将来 の産業構造 に適用 しようとする ものである。従 って,政 府

や産業界の要請 に対 し.短 期的 もしくは長 期的研究問題 の解決に即座に貢献 しようとす るもので あ

る。

現 在の総職員は7,000名 以 上に達す る。 また各国の産業界 との交流,関 係 を容易 にするため,

各国 に営業所 を設置 し運営 を実 施 している。

パ リ,ミ ラノ,ロ ン ドン,マ ドリッ ド,カ ラカス,ヴ ェノスアイレス,リ オネ ジ ャネイロ,

アデ レイ ド,シ ドニー.ワ シン トン等 とアメリカの数都市に営業所がある。

なお・,同 研究所の主要活動であるコン トラク ト・リサーチ(契 約研究)は,産 業会社,政 府機関

等へ研究サー ビスを提供す る手段 で,ス ポンサーは,プ ロジェク トに要 した 調査,研 究員手当,

材 料費等 を支払 うことになり,研 究結果 とパテン トは,ス ポンサーに属する。

スポンサーにより委託 されたプ ロジ ェク トは,秘 密性 が多 く,担 当研究所 か ら他 の研究所への連

絡は一切行なわれない。スポンサーの要求により.研 究所間の能力を共有す る場合 はこの限 りでは

ない。

各研究所 とも非常にインターデ ィシプリナ リな性格 を持 ってい る。 これは,基 礎 研究グループや

応用経済 部門の支援 を強化するに応 じ,益 々インターデ ィシプ リナ リな性格 の価 値が大 きぐなる。

この ように,独 立 の創造的判断 に基づいて,あ らゆる知識の融合 と,有 能 な研究者の競争が.近

代的装置 を活 用 して,委 託されたプロジ ェク ト完成への効率 をあげている。
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21t2詳 論

(1)バ ッテル(ジ ュネーヴ)の 現状

現在,組 織 は図2-43の 通 りであり約700名 の担当職員 が大別 される4つ の部門 に所属 して

いる。(化 学,生 物学,工 学,物 理金属学,応 用経済学)

総 支 配 人

高 等 研 究

セ ン タ ー
渉 外 部 門

化 学 ・生 物 学

部 門

工 学 部 門 物 理 金 属

学(冶 金)部 門

応 用 経 済 学

部 門

図2-43バ ッテ ル(ジ ュネ ー ヴ)の 組 織図

この他財務契約,法 律顧問,人 事担当,図 書館,出 版 等の担当者 がいる。

(2)開 発 プロジェク トの概要

(a)化 学,生 物学部門の代表的 なプロジ ェク ト

プロセス 三チーズの製 造に関する,プ ロジェク トを完成 し.現 在チーズの製造に活用 されてい

る。 一

(b)工 業 部門の代表的 なプロジ ェク ト

空港におけ る,ト ランスポー トシステム(正2Km/lhの 速度)を 開発 し,実 際 に応用 されて

いる。

¢)物 理,金 属部門の代表的 なプ ロジェク ト

太陽 エネル ギー利用 に関する プロジェク トを成功 させ た。

(d)応 用経済 部門 の代表的 なプロジ ェク ト

イ 地域開発プ ロジ ェク ト

ス イス連邦政府の土地開発庁 とチ ュー リッヒ県のスポンサ ーを得て,土 地利用に関するプ

ロジ ェク トを受託 した。 地域 の開発は,た だ単 に土地 を開発す るだけ ではな く,土 地 に含 ま

れ る資源 の活 用 と人間の生活遠境 と自然保護,ま た開発 され る産業部門計画 と,そ こか ら放

出 され る有害物 資を活用す る方法 に至 るまで,経 済学,社 会学,人 間学の分野 を統合 したプ

ロジェク トで,デ ータの収集 を完了 し,モ デルの実施段階 にきている。

ロ 会話型情報倹 素 システム(BASIS-70)の 開発

BatteAutomaticSerchInformationSystemの 頭 文字 をとって

BASISと 名 づけ られた このシステムは,科 学文献 の要約 ファイルか ら,2～3秒 でレ
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ス ポ ン ス で き る もの で あ り.著 者,表 題,出 版 社,キ ー ワー ド等 よ り構 成 さ れ る フ ァ イ ル よ

り検 索 し,ラ イ ン プ リ ン タ ー ま た は デ ィス プ レ イ装 置 に 出 力 で き る。

一 例 を あげ る な らば
,

1/COPPER(銅)と 入 力 す る とCOPPERを 含 む も の,1、300と 件 数 で 出 力 さ

れ る.要 望 に よ り.リ ス トで の 出 力 も で き る.同 様 に,

2/ALLOY(合 金)に 対 し,2,500種 類,も し,ALLAY,ALLOYS等 と 間

違 え て 入 力 して も,類 似 語 に よ り要 求 す るALLOYが 出 力 さ れ る。 ま た,

3/1AND2,(COPPER&ALLOY)とANDま た は,ORの 形 式 で,倹

素 が 出 来700種 が 出 力 さ れ る。

以 下 同 様 に,

4/NICKEL(ニ ッ ケ ル)

5/MOLYBD(モ リ ブ デ ン)

6/40R5(ニ ッ ケ ル,モ リフ'デ ン)

7/3AND6(銅,合 金,ニ ッケ ル,モ リ ブ デ ン の意)と 入 力 す る と,問 に 関 係 す

る も の 約25種 が 出 力 さ れ る。

ハ プ ロ グ ラ ム ラ ン ゲ ー ジ の 簡 素 化

GENERALGORLと 称 す る プ ログ ラ ム言 語 の 簡 素 化 を と り あげ,研 究 を 進 め て

い る。 この 問 題 は,現 在,諸 外 国 で も検 討 さ れ っ っ あ り,IBM .バ ロ ー ス等 も検 討 中 で あ

る。

バ ッテ ル で は,

HIGHLEVELMACHINELANGAGE(完 成 済)

INTERPREATIVEEXECUTION(TEST中)

と の 説 明 が あ っ た。

なお㍉ 当 研 究 所 に 設 置 さ れ て い る コ ン ピ ュー タは,CII-100701台 で あ る。
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2121BMヴ ェ ニ ス科 学 セ ンタ ー の活 動状 況

●

●

●
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先
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査

在

調

所

調 査 期 日:

面 接 者:

調 査 員

IBMCentrodiRicercadiVenezia

PalazzoPapadopoliCallePapadopoli

SanPolol364・Venice30125,Italy

Te170-5700

1973年11月28日(水)

Mr.

Mr.

Mr.

Mr.

Mr.

篠 崎,

LUCIANOI、IPPI

ANGELOGOLDMANN

RICCARDORABAGLIATI

GIUSEPPEGAMBOLATI

PAOIＬOZANNETTI

石 崎,鈴 木,小 関,小 野

2121概 要

イ タ リ ー に は,IBMの 研 究 セ ン タ ー一が3個 所 あ る。 即 ち,Veniee,Bari,Pisaで あ る。

1969年 に科 学 セ ン タ ー 設 立 の 計 画 が 発 表 され,1970年 に 研 究 活 動 を 開 始 し,現 在 に 至 っ

て い る。

Pisa,Bariの 科 学 セ ン タ ー は 主 と して 社 会 科 学 分 野 の 研 究 活 動 を行 な っ て い る。

Bariの 科 学 セ ン タ ー は 高 等 技 術 研 究 所(CenterforAdvancedTechnology)と 提 携 し

て,計 量 経 済 学,水 理 学 を テ ー マ に 活 動 を して お り ・Pisaの 科 学 セ ン ター はNUEC(National

UniversityCenterforElectricComputer)と 提 携 し て 運 営 し,ア ー ヌ川 の 洪 水 に対

処 す る た め のmathematicalmode1を 作 り研 究 して い る 。

め のmathematicalmodelを 作 り研 究 し て い る 。

一 方
,Veniceの 科 学 セ ン タ ー(ScientificCenterofVenice)は.CNR

(NationalResearchCouncil)と 提 携 し,Veniceに 如 何 な る意 味 の 貢 献 が 可 能

か を検 討 し た。

Veniceが,今 直 面 して い る問 題 は,physica1な 問 題,都 市計 画 の 問 題,社 会 経 済 の 問 題

を含 ん だ 綜 合 的 な もの で あ る。

人 口 は1951年 に175,000人 を 記録 した が,現 在 は100.000人 で,約20年 の 間 に

75,000人 も減 少 して い る の で あ る。 こ の 原 因 は,

① 生 計 費 が 高 い か ら.若 い 人 は本 島 側 に 移 っ て し ま う。

② ア パ ー トが 古 く,結 婚 して も適 当 な家 が 見 付 か ら な い。

③ 洪 水(年 平 均4回 程 度)の た め,建 物 の 破 損 が 著 し い。

④ 洪 水,地 盤 沈 下 の た め,建 物 の 一 階 に 人 が 住 め な く な っ て き て い る。
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などがお もな もので ある。

た しかに,都 市計画の問題,社 会経済 の問題 も重 要で あるがVeniceめ 科 学 セ ンターでは

physicalの 問 題に研究 を しぼ る ことに した。

physia1の 問題 では次の三つ の側面 が考 えられる。

①DynamicsofSurfaceWaters

水 面 の流動的 変化の問題 である。Veniceは ア ドリア海の深奥 部にあり,そ の水面と,

Veniceの 運 河.水 路 との間の水位 が変化す るため,現 在,三 つの水門に よリコン トロー

ル している。 このコン トロールの状況 が洪水にな って現われて くる。

②DynamicsofSubsurfaceWaters

これ は 水その ものの問題 である。工業用水,飲 料用水の汲み 上げ に より地盤沈下があ り,

洪 水の問題 とか らん で,Venice自 身 余計 に水にさらされる ことになる。

③Air&WaterPollution

Veniceの 気 象条件 による湿度,大 気汚染.化 学 コンビナー トなどの相乗作 用に より,

影 響 は深刻化 してきてい る。 例えば,記 念碑,絵 画 などに対す る破損の程度 によ く現 われて

いる。

以 上の三つの側面の研究 の うち,① ② はセンター設立時か らのテーマで あるが,③ は最近研究 し

は じめたテ ーマである。

さらに①,② の研究 グル ープは三つのプロジ ェク トを生んだ。即 ち,水 の問題は,二 つの側面を

もってい る。 洪水は究極的 にはア ドリア海か らくる。 したがって,ア ドリア海の研究を第一 に始め

ねばな らない。ア ドリア海 の研究には,潮 の干満や気象学 の影響 も考 慮 しなければならない。 また,

ラグーンの地質的構造 にっいて も影響す るのは当然 である。

ラグーンの人工的制御(た とえば,堀 った り.土 盛 りして変形 させ ること)は 可能で あり,し た

がってシ ミュレーシ.ン モデルを作 って,ラ グーンの地形の変化にっいて実験 す ることは有意義 な

ことで ある。 ア ドリア海にっいては,い う迄 もな く,地 形の変更は意味 のない ことであるが,水 位

の変化の予測 は大切 である。

①の研究グループか ら,次 の二つのプ ロジ ェク トが生 まれた。

⑦PredictionofSeaLevel(海 面 レベルの予側)

④SimnlationofTidalWave(潮 の干満 のシミュレー シ・ン)

② の研 究グループか らプ ロジ ェク トが1っ 生れた。

地盤沈下 の原因は

⑦ 地下 水の汲み 上げのため。

④ 地 層下の振動 により地面が動 いてい るため。

⑰ 建築物が建て られ るため。

などが考え られるが,地 下 水の汲み 上げ が,も っとも大 きな影響を与え ることが,科 学的にも実

証 されている。
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地盤沈下 のメカニズムを簡単 に示す と

ExtractofWater(水 の汲 上げ)

↓

WaterTableLow(水 圧 が低 くなる)

↓

Sinking(沈 下)

の よ うにな り,水 の汲上げ により,地 中内部 の水圧が低 くなり,し たがって地盤 が沈下する とい う

訳 である。

それ故,ど の地域 で どれだげの水を汲 上げ る と水圧がどのよ うに変 化す るかを数量的 に予側 し,責

任の所在 をは っきりさせ たい。

なお,③ のAirpollutionに つ いては世界各地のscientificcenter(勿 論.日

本も)と 共同 して研究 している。

2122詳 論

(1)VeniceのSeaLevelの 予測

Ven'iceのSeaLevelの 予測 については,Ve・niceに あ るNationalResearch

Councilと 提携 して研究 をすすめている。

".、1:ア、ドリア海は深さ230m,巾160Km.奥 行 き800㎞ の内海 といってよい(図2-44参 照)。

,.-V'eni'ceは そ のア ドリア海 の北端に位置 し.大 小無数のラグーンか ら成 っている。地中海の自然

現象で,こ とにア ドトア海北部は洪水 に見舞 われ,王 宮の一階 が水浸 しの光景は よ く見かけ る。

洪水の予測 では,い つ来 るか という時 期と,ど の程度の水位 かを知る必要がある。時期がわかれ

ば,浸 水の危険性 のある階下 の荷物を 上にあげ ることが可能 であり,水 位 がわかれば運河 の三つの

水門 を閉 じア ドリア海か らの浸水を防 ぐこ とができる。

冬期には,イ ギ リス,地 中海西部か ら吹 き込 む季節風 が ある。(図2-=…45)。 季 節風 は低気圧

でア ドリア海 を北 上し潮位 をあげ,水 を北方 に押 上げ る結果 になる。 そ こで世界的 に知 られた天気

図を使 って低気圧の発生 とコースを予測す ることはで きるが,こ れは定量的 でな く,定 性的 である

のが残念 で ある。数学モデル を作 るこ とによ り,計 量的表現.水 位 の変化の時期の明確化が与え ら

れ る。 水位,潮 の干満 は次の二つの影響を考えねばならない。

① 天文学的要因

② 気象学的要因

天文学的 要因は月と太陽 と地球 との相関でお・きる。 これは規則的 な動 きを しているので.1年 単

位 とい うように正確 に予測 が可能で ある。

気 象学的 要因は,風 の影響,環 境全体の影響 があるので予測 は簡単 ではない が,勿 論,天 文学的

要因に よる本位の変化 ど気象学的 要因 による水位 の変化 とが合成 されてVeniceの 水位 の変化 と

なる6
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図2-.44CentralMediterraneanarea.

Mareographic(')andmeteorologic

(o)stations,whosedatawereused

inthepresentwork.

①
⇔

〉

図2-45PreferentialtracksofAtlanticcyclones

enteringtheMediterranean.
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●
ア ドリア海は狭 く細長いか ら比較的簡単 な式 が表わす ことができる。one-demensional

な数学 モデルは以下の ように与え られる。

1-tt…(・)9i・t-・(・ ・ し1;;・+、1。)(・,一 ・b']

∂nb(
x) ∂t

Where

xis

Q(x,t)

n(x,t)

S(x)

b(x)

h(x)

Pa

ts

tb

Pw

9

∂Q十
=0

∂x

thebasinaxis

thedischarge

thedisplacementofwaterfromequilibrium

surface

thecrosssectionarea

thebasinwidth

thebasindepthfromequilibriumsurface

theatmosphericpressure

thesurfacewindstress

thebottomstress

thedensityofthewater

theaccelerationofgravity.

Veniceは ア ドリア海の深奥部 にあるため潮の干満 の振 巾は一番大 きい。

Veniceに お・いて,前 記の数学 モデルか らの計算値 と実測値 とを比較す ると

2L69h(実 測値21.7h)

9.92h(〃10.8h)

と極 めて近似 している。

ア ドリア海での水位 の変化 の特 長は次の通 りである。
ト

① 時 計 の 振 子 の よ う に ア ド リ ア 海 の 入 口 附 近 で は 水位 の 振 巾 は 小 さ く深 奥 部 ほ ど 大 き く な る。

② 非 常 に ゆ っ く り で は あ る が,振 巾 は 時 間 の経 過 と と も に滑 らか に な る。 お よそ12日 の 周 期

を も って い る。(図2-46)。

以 上 の よ う に し て,Veniceで は6時 間 前 に 予 測 が で き る よ う に な っ た。 そ れ 迄 は3時 間 し か

で き な か っ た 。 こ の予 測 の た め に ア ド リア 海 の7つ の 観 測 所(Venezia,Marinadi

Ravenna,Pescare,Bari.Pula,Split,Dubrovnik')の デ ー タ が 使 わ れ て い る。

現 在 で は,市 当 局 が こ の6時 間 予 測 を採 用 し,住 民 に 警 報 を 発 し て い る。 将 来(4～5年 後)に
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は.水 門を3個 設けて洪水に対 処す る予定で ある。

② 潮の干満の シミュレー シ ョン

自然,工 学的サイ ドか らのシミ=レ ーシ ・ンで ある。Veniceに は以前 には7っ の小さな水門

があったが,現 在は3つ の水門 に統一 され ている。 この3つ の水門はそれぞれの設置 された条件が

異 ってい る。

水路は,数 世紀前迄 は浅かったが,現 在 では大型船を通す ため深 くな っている(15m～25m

位)。 またVeniceは か っては共和国で あったため,イ タ リや本島 とは地続 きではなかったが,

現 在では本 島 と橋で連絡 されVeniceの 北 部には工業用地 として埋立て地 もある。

ラグーン地区は,前 世紀か らsealevelに つ いての各種の対 策がとられてきている。現在は

ラグーン地区 に対 して水の影響 を調 べるdynamicsimulationを 実 験 してい る。 この数学

モデルに要求され るものは,ラ グーンの水位 の変化がダイナ ミックに把握で きることが基本 であり.

さ らにゲー トの閉 じ具合 により,水 圧の波 動伝ぱん状況 を扱 えねばな らない。 過去,水 門の開閉 に

より軍の建物が こわされた例が あり,水 門の開閉 による圧力波の影響は無視 しがたいものである6

また,圧 力波の伝ぱんは,工 業用水路,自 然の水路 な どその条件 により異な り,理 論式はたてに く

いため,実 験式に よった。

勿論,地 形的構造,す なわち深さ,巾 が伝ぱん速度 に影響 を与え るが,自 然の水路 はエネルギー

の拡散があり.モ デルはデータがな くてむつか しい。

一般 には,デ ー タの入手は メッシュ法 によっている。 メ ッシュは30Qm四 方 で作 られ,メ ッシ

ュの交叉点は約5,000位 あ り,交 叉点が観測点で もある。

波動伝ぱんの1時 間の状態 をシミュレー シ・ンするために約5,000万 の観測 値を与える必要が

ある。 シミュレーシ.ン モデルは計算値 と観測値 との相互比較 により改 良されてい ぐ。 ラグーン地

区は15の 観 測地点か らデータを とり,こ れ により地形的変化のモデ ィフ ィケーシ ・ンについ て.

種 々の角度か らシミュレー シ ョンができるようになる。

水路の入 口と奥 とでは,水 位の伝ぱん は2時 間45分 位 のずれ がある。

(3)地 盤 沈下 について

地盤沈下については,英 国でもかなり研究 されてい るが,Veniceで は深刻な問題で ある。地.

盤 沈下には,地 理学的 にい って,い くっかのタイプがある。

① 地理学的.自 然的沈下

数 千年 とい う長い期間 にわたって徐々に沈下 して くる。

人間 は手の打 ちよ うがない自然現象である。

② 人間の社会活動 による沈下

自然の沈下 より速度 が早い点 が特長である。

特に,Veniceに お・いては,地 下 水の汲み 上げ による沈下が重大である。

沈下のメカニズ ムは簡単 にい うと次 のようになる。 例えば,井 戸水を汲む と地下 水の水圧は低 く

な る。すべての物体 は重力の影響下に あり,土 地 といえ どもその影響を無視す るわけ にはいかない。
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土地は,横 に動 くことがで きないか ら下に沈む。土地 と水は,隔 絶す るものでな く,水 は 自由に土

地に浸透す る。 そのため土地 の沈下は2つ の側面に影響 され る。

① 圧力… … 下方へ の動き(streSS)

② 流 れ… …横へ の動 き(flow)

この2つ を考慮 に入 れ,dynamicな 推計式をたてる必要がある。

土地は動かぬが,水 が流れ こむ ことにより一見動いた ように見える。土地は非常に大 きな水の流

れ と見て よい。

水は雨のように上か ら降 りそそ ぐものもあり,川 の ように流れ こむ ものもあるが,い つかは地面

か ら蒸発す る。土地 は水との関係 にお いて,

① ・harge(蓄 積)

②discharg・(発 散)

とがある。井 戸を掘 ることは水のdiSchargeを 促 進す ることで もある。 また一般 には山の頂上

はchargeareaで あ り,山 のふ もとはdischargeareaで ある。Venice近 郊 は

dischargeareaに 当 る。

人工的 な井 戸を作る ことは土地 の,モ デ フィケーシ ・ンを したことになり水圧などにも影響 を与

え るし,井 戸を掘 ることにより土地は コンパク トに固 り沈下 してい く,沈 下は真直 ぐに下へ ゆ くの

ではな く,地 形学的な影響 により様 々な方向に動 く。

実際,1952年 ～69年 の 間 にveniceで は13cmの 沈 下が見 られ7k,,こ の値 はvenice

に とって見れば水面 との関係 にお・いて大きい影響がある。

veniceに っ いて数学モデルを作 った。最初は,水 の汲み上げに より水が土壌 に浸透するプロ

セスの解析 を行 なった。Inputdataと して1930年 以来の水の 消費量 を使い,最 初は

flowfieldの シ ミュレーシ。ンを,次 いでstressfieldの シ ミュレーシ。ンを行 ない,

実 際に比較 してみ た。

このモデルは20～30Km半 径 の放射線状地域 をカバー し各地層ご とに水の浸透す る状況,蒸 発

する状況 がシミ=レ ー トで きるようになっている。 ちなみにVeniceの 地 層は砂岩 のかたま りが

サ ン ドウィッチ状 にな ってお・り,複 雑 であるか ら,パ ラメー タは複雑で,深 い井戸 の場合はなお・多

種類 にわたる。実際,デ ータを集め解析す るのに2年 間 を要 した。

Veniceの 中心 地区では,水 の消費量は1930年 の10 、e/sが1970年 には4504/s

に な ってお り■955年 位 より急増 した。 この主たる理由 は,工 業用 水のためである。

工業用水の影響 はシ ミ=レ ーシ・ンの結果 にもは っきり現われている。即 ち1930年 を基準 に

して1970年 には1'3cmの 沈 下が測定されてい るが,予 測 モデルに1930～1952年 迄 の実

測値(約2Cm)を 与 え,1970年 を予測 してみると約10cmが 得 られ,1930年 基 準にす る と

12c7nの 予測値 となる。実測値が13cmで あるので,こ のモデルは極めて精度の高い もので ある。

、
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シミュレー シ ・ンモデルにより将来 の予測を してみ ると下図のよ うに な る。

Cη.

15

10

5

19607080'90

① は現在 の水の消費量の伸びでい った場合

③ は現在 の水の消費量が続いた場合

⑤ は現在 のすべての井 戸をやめた場合

である。いずれ にして も,地 盤沈下の数学モデルは複雑 な要素が多 く

る。

(4)× 気 汚染 にっいて

大気汚染は我々の社会 に密接 に関係す る現象で ある。

この問題は10年 位 の間 にク ローズア ップされてきた。

大気中の汚染物質 の増大は,人 間の健康,植 物,

・大気 の汚染は
,世 界各地の建築物や記念碑の破 損 を招いてい る。

大気汚染 の防止 とコン トロール には次の知識 が必要 である。

① 大気中 に放出された汚染物質の拡散

② 化学的,光 学的反応'.

③ 限 られた地域 の環境汚染

④ 地球の環境,気 候への影響

これ ら4つ の項 目は,

gement

人間 の健康への影響 を一定以 下に保つ ことである。

このAQMSの コンポーネン トは以 下の通 りである。

① 発生源 の研究

② データ収集 のためのネ ッ トワーク

2000 year

,現 在 はデ ータが不足 してい

動物 の成 長に影響 を与えは じめている。 また,

必 ず しも完全 に把握され ていないが,し か しAirQualityMana-

system(AQM8)の 研 究を進める上で不可欠な要素 である。AQMsの 目的 は,
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③ 気象状況`

④ 拡散 モデル

⑤ 排 出基準,立 入 り検査,操 業停止の処置

⑥ 住民の健康状態 の情報

⑦ 対策 と費用

コンピュータは次 のような機能 のため にも不可欠である。

① データの入手

② データの処理

③ データの解析 と出力

④ シミュレーシ・ンモデル を作 成す るための基準設定

⑤ 工場の製造工程,排 出の コン トロール

⑥ 研究開発

汚染基準 をある一 定量以下に保っ ためには,場 所 のコン トロールと土地の利用 とい う2つ の側 面

を考えねばな らない。

AQMSは これ ら2つ の機能を遂行す る。そ して このシステムの基本 はpollutionmodel

で あ る。

AirPollutionModelin'9'Researchの 目的は

① 流動的 な有害物 質の拡 散状況 の把握

② 公害発生源 の影響度の測定

③ 大気中の地域的 な広がり,時 間による広が り.お ・よびそのコン トロール

④ 公害の程 度の予測 の方式 の開発

⑤ 工場,都 市地域 の開発計画に対す る客観的計画 の基準を用意する

等である。

AirPollutionmodelingは 次 の2種 類のモデルからな る。

①Stacksimulationmodel

②multiplesourcesimulationmodel

Stacksimulationmodelは 異 った気象状 況下での煙 の動 きを取扱 うものであるが,

理 論的に現象 を取扱 うのが困難で あるので,現 在は,半 ば経験的な方程式 にな ってい る。

multiPlesourc6simulationmode1は,多 くの発生源か らの汚染物質 の集中

の状況 を取扱 う。モデルは30分,60分 とい うように短期間の集中の度合の計算 が可能 である。

また,月,年 とい うよ うな長期間の集中度 も計算で きる。

Veniceの 地 理的関係上,大 気汚染 の源 には2つ のタイプがある。即 ち,本 島側の工場排出 と

Venice市 内 の排出である。

工場の排 出はVeniceか ら5Kmは なれた所 に2個 所 あり,そ ζで発生 してい る。

Venice市 内 の排 出は,冬 期には暖房 がさらに加 わる。 しか し,車 が ないことは幸い している。

`
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しかし,反 面,空 気の再生に必要な山林,農 耕地帯 がない。

Veniceで は スモ ッグは人間に危険 とい う訳 ではないが,大 理石,青 銅,絵 画 に対 しては悪い

影響 を及ぼ している。

風の速度,方 向,季 節風等気 象条件 のデータを収集す る。

収集ステーシ ョンはTessera,OspedalealMare,Niccoloの3個 所 で.そ れに

よると.風 の方 向は冬 と夏 とでは異 ってお・り,冬 には産業地域か らVeniceへ の風が強 く,夏 に

は海からVenice,本 島側 に吹 く風が強 くなる。

気 圧,温 度,湿 度の解析 では,季 節 により変化 してい る。 よどみの発生 により,冬 期には湿度 も

高 く気圧がもっとも高い値 を示す ことを観測 している。

SO2の 集 中度の測定は9個 所 の観測所 でなされてい る。(図2-47)

6個 所 の観測所はMestre-Margherd.工 業 地域 にあり3個 の観測所は市内にある。

SO2の 集 中状況 は,月 平均気圧,Fogの 月当 りの発生回数,風 向 きの月当 りの頻度な どが変

数 となる。

浮遊物 のdynamicな 解 析のためには,該 当地域 の正確 な排 出量 とmodelに 使 われ ている局

所的地理的条件 の測定が不可欠 である。5

3●

4'
/

パ

VENEZIA

図2-47観 測 場 所
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第1章 総 論

今回の実態調査は、 公共 システムのあ り方を中心に,こ れ と関連の深いデ ータ ・パンクお よびTSS

ネ ッ トワーク ・サー ビスに重点 をおいて実施された。 公共 システムについてはその技術的側面よりは,

む しろ開発過程や動機 背景がとくに印象的であった。

た とえば,連 邦政府人事委員会の人事管理 システ ム,カ リフォルニア州 ス リーウエイ ・コン トロー

ル ・システム等いずれ も開発途上にあ って予備実験段階 と実用化段階を明確 に区分 し
,実 験段階にお

いて摘出された問題 点と実験結果の総合評価に基づいて実用化へ進むか否かが決定 され る。 また,実

験段階において も必要にして充分な 費用 と人員が確保 され,・しっか りした運営組織が提供されてい る。

こ うした ことの可能な背景 としては,ま つ第一 に関係者 の先見性があげられ よう。 サ ンフランシスコ

のBARTシ ステムや大気汚染 コン トロール ・システム,ワ シン トンDCの 大 規模な地下鉄工事 等 もこ

の例である。第二に広範な生活分野 にわたる市民権の強力な主張 と,そ れが容 易に行政面に反映 され

てゆ くような仕組やパイプが用意されているとい う社会的,国 民的風土の裏付けであろ う。それは ま

た プロジェク ト成 立の強固な推進 力とな る具体的ニーズの形成 につなが ってい るようである。

これらの問題に関連 して,情 報処理産業の側面か ら見ると

(1)ダ ン ・ア ン ド・ブラッ ドス トリー ト,GE(メ デ ィネッ ト)や ゼ ロックス ・コンピュータ ・サ

ービス等の大規模なTSSネ ッ トワーク ・サービスの成立 を可能とする潜在市場の大きさは
,何

とい ってもア メ リカの ソフ トウェア産業の大きな特徴であ り強味であろ う。

② 同時に,ア メ リカにおけ る情報処理サービス企業はいず れも個性的であ り,特 殊分野に専門企

業として進 出してゆ くうえでの特化能力,経 営 力にす ぐれてい るよ うに思われる。 も っとも,

TSSサ ー ビス企業について見れば,1968年 の300社 が71年 に140社 とな り,現 在黒

字計上は20～30社 に過ぎない といわれる事 実は専門化の道 といえ ども決 して容 易でない こと

を物語 っている。

(3)コ ン ビ,一 夕運営の合理性追求は,た とえばその稼働がほとんどの企業で1日24時 間 であ る

とい う事実に もあらわれているが,一 方最終ユ ーザ においても実用性第一の思想か ら,い わゆる

「きめの細かさ」を求めることな く,一 見荒削 りに見えるアウトプットにも十分満足する国民性

は,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの両面から結 果的 には'開発コス トの節減 に少なからぬ貢献を し

ているよ うであ る。

次にデ ータ ・バンクについては公共 システムとして不特定 多数の一般市民を対象とする大規模な も

のは いまだ見られず,わ れわれの調査対象の うち,官 公立機関 によるものも,部 内ニ ーズに対応す る

もの(関 税局情 報部,前 記連邦政府人事委 員会)か,加 入会 員を対象とす るもの(財 団法人米国教育

委員会)で あ り,営 利企業による もの(前 記 ダン・アン ド・ブラッドス トリー ト)も,固 定顧客(会

費納入会 員)を 中心 として運営 され ている。 システム建設とデータ ・ベース整備に長期間を要 し,膨

大な初期投資を必要とするデータ ・バンクについては,極 めて慎重な準備 と調査 を必要 とすることは
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い うまでもないが,特 にニーズ(有 効需要)の 把握 と運営体制に万全を期 さなければなるまい。

アメ リカにおけ るTSSネ ッ トワーク ・サ ービスの分野で現在成功 してい ると言われる主な ものは

GE,TYMSHARE,COMSHARE,KEYDATA,XCS等 約10社 と されてい るが,い ず れも

システムの開発 建設には数千万 ドルの巨費を投 じ,ま た当初数年 間は市場開拓に費 している。 わが

国においては電信電話公社の データ通信サ ービスが最大 とされているが民間企業においても,自 由化

を目前にして海外諸国の対日進 出意欲 と資金力,技 術 力お よびマーケッテ ィング能力を考えるとき,

対 象分野の選定等検討を要す る問題が多い。
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11デ ー タ ・バ ン ク

1■1企 業

ダン ・アンド ・ブラ ッドス トリー ト(以 下,DB)は,150年 の 歴史を もつ,企 業信用情報提供

(ク レジ ット・サービス)を 主業務とす る従業員2万 人(う ちクレジ ット・サ ービス関係8,000人)

年 間売上高4億 ドル(う ち クレジ ッ ト・サー ビス関係45%)の ア メ リカ最大の企業信用情報提供

企業 として広 くその名を知られてい るが,イ ンプ ット情報は300万 企 業,顧 客数20万 企 業(う

ち10万 は 海外37カ 国 に分散),電 話 または郵便による年間イ ンクワイア リーは1,500万 件(う

ち中小企業に関す るもの90%)を 数 える。 これらを処理する システムAOS(ADVANCED

OFFICESYSTEM)は,建 設 費5,000万 ドル(150億 円),ア メ リカ国内100ヵ 所 にある

FIELDOFFICEを つ な ぐ広域 ネッ トワーク ・システムであるが,検 索から顧客への請求書発

行までの一 貫した トータル ・システムであることと,徹 底的に人手の介入を省略 した省力化が その

大きさとともに この システムの特色であ ろう。

信用情報とい う性格上 とくに問題 とな る秘密保護については,専 用回線の使用,用 語や レポー ト

の コード化,磁 気 ロック等の物理的手段の採用を行な ってい るが,情 報の漏洩よ りは,む しろ情報

の悪意によるインプ ットの防止に意を用いている。

類似企業として,特 定業種 あるいは特定地域を対象 にガソリン販売店 のための消費者信用情報の

提供や,食 料品,電 気器具,洋 服小売業など変遷のはげ しい業界を対象とした,ど ちらかといえば

小 まわ りのき く消費者信用情報の提供 を主とするものが,い くつか軌道 にの りつ 二あり,わ れわれ

にと って示唆を与え る現象であ る。

なお,DBの 意 見によれば,企 業信用情報の提供の形態として,遠 い将来には,顧 客のオフィス

に端末がおかれ,あ るいは顧客の コンピコ一夕と接続す る形が考えられる とい うことであ った。

t12政 府 機 関

アメ リカ政府によるオ ンライ ン ・リアルタイム ・ネッ トワーク ・コ ミニ ュケ ーション ・システム,

の効果的な運用例 とされる関税局のTECSは,1970年 に中間的テス トパ イロットとして開発

されたCADPINシ ステム(ミ シガン州の システムを参考 とした麻薬密輸業者チ ェックのためのデ

ー タ ・パンク)の 評価,有 用性の確認の後,問 題点の是正とスピー ド・ア ップを行ない,1972

年 秋 稼働 した。TECSは,税 関に400,関 連 部署に100計500の 端 末を もち(1974年,

200増 設 予定),イ ンク ワイア リーは,15万 件/日,24時 間 稼働,レ スポ ンス ・タイム2秒

デ ィス プレイ,ハ ー ドコピー,マ イクロフィル等のアウ トプ ッ ト機 構を もち,カ リフ ォルニ ア州サ

クラメン トの中央 コンピ コ一夕に,300万 件 のデータ ・ス トックを保持す る大規模データ ・パ ン

クの一つである。 関税法違反者の摘発とい う業務の性格上,ス ピー ド性 と機動 力にす ぐれ,ま た 多

面的なデータ構成 に特色(氏 名,偽 名,共 犯者名,関 連電話番号,関 連旅券番号,航 空機番号 通

貨交換記録等数十の検索KEYか ら犯 人の割 り出 しを敏速に行な う)を もつが,と くにFBIの

一147一



NCICシ ステム(カ リフ ォルニア州サ ンデ ィエ ゴに設置の コンピコ一夕に325万 件 のデ ータを イ

ンプッ ト)と もオンライ ン ・リアルタイムにより相互に接続 されデ ータ ・バ ンクの複数同時利用を

はか って システムの運用効果を高めている点が注目され る。 また,海 港,空 港,国 境税 関に働ら く

第一線捜査官の人間工学的な作業面へ の配慮を徹底す るとともに,通 関業務の円滑化への要請を も

あわせて満足す るような シス テ ム,機 器設計 に意を用いてお り,こ れらは 現場ニーズを適確;十

分にとらえよ うとす る基本的姿勢のた まものであ り,ま たプ ロトタイプ,テ ス トパイロット,実 用

化開発とい うよ うに時間をかけ,順 を追 って蓄積された経験の活用の成果であろ う。

連邦政府人事院のFPMISシ ス テムにおいても,企 画決定(1967年)か らテス トパイ ロッ ト

最終設計(1972年)'ま で5年,更 にテス ト(FEASIBILITYTEST)終 了(・1974年)

まで2年 を予定 し,実 用化 システムの稼働(1976年)ま で2年,完 全稼働を更にその3年 後 と

している。 この計画の立案当初,連 邦政府 全職員(280万A,制 服 軍 人を除 く)を 一括したデー

タ ・パンクを建設す るか,各 省庁(100)ご とに分散建設するかの両案が慎重に検討 され,結 局

階層構造(大 統領府,議 会 レベル,中 央企画,予 算部門 レベル,各 省庁 トップレベルお よび各省庁

ラインレベル(1.500)の 四 つ)と す る,こととされた経過 も興味のあるところである。

t13公 益 団 体

アメ リカ教育委員会(ACE)のCIRP(共 同 大学研究計画)は,40万 人 の大学新入生のア ン

ケー トによる実態(生 活,志 向等)調 査(な お,4年 後 に追跡調査を実施)結 果を蓄積,解 析し,

行 動科学者,大 学お よび行政当局,民 間企業等への研究情報提供を目的 とす る。

1961年 に プロ トタイプを完成,65年 に パイロッ トテス トを終 了して現在にいた ってお り,t

ACEの 文 部省委託によるHEGISと あわせ ると高等教育につい ては収集データ量最 大の システム

といわれている。ACEの 財 政基盤は,政 府補助金,各 種委託金のほか主たるものを会員会 費によ

ってお り,総 合大学 の全部,4年 制単科大学の849・,短 期大学の38%を 会 員としてお り,大 規

模デ ータ ・バ ンクの維持 が強固なスポ ンサ ーシップに支えられてはじめて可能 となることを示唆し

てい る。

CIRPの データ ・パンク ・システムにおいて,と くに注目されるのは,デ ータ ・ファイルと住所

氏名 ファイルをつな ぐリンク ・ファイル ・プログラムが外国(カ ナダ)に 保管されてい ることで

(第 一)議 会の調査権,裁 判所の捜査権等の国家権 力も外国には及ばないこと(第 二)ACE職 員

も自由'にデータ ・ファイルか ら特定個人情報をア ウ トプッ トできないことにより,通 常,調 査関係

者の倫理観にまつほかないプ ライバシー保護を より完全な ものとし,こ の種の身上調査 に対する協

力度の向上に大きな効果を発揮 している。 また この方法は一見単純な仕組み であるけれども,ハ ー

ド,ソ フ トの両面で各種の工夫を講ずる行き方に比較 して,よ り安価でかつ確実な方法であ ると思

われる。'
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12TSSネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス

t21一 般 分野 対 象

1972年 に26億 ドル(7,800億 円)の 売上 をあげた計算サー ビス業の うちTSSネ ッ トワー

ク ・サービスによるものはその23%を 占め,更 に1980年 には84億 ドル(2兆5,200億 円)

中 の37%が 期待 されるとい うこの業界 も1970～71年 の 試練期を経て,よ うや く安定期 を迎

えたよ うであるが,企 業数において1968年 当時の半数以下 とな った現在 まで生きのこ った もの

には,共 通 してIBM等 の 巨大企業 と競合 しない分野に特化してきたとい う特徴がみ られる。 とく

に科学技術計算から,コ マーシャル ・ビジネスへ の重点移行は,営 業対象の中小企業指向とともに

注目すべき傾向であろ う。

ゼ ロックス ・コンビ,一 夕 ・サ ービスは,1969年 アイザ ック ・タグ社を買収,引 継ユーザ

25社 で 出発,現 在340社(74年595社,75年919社 を予定)全 米にネ ッ トワー クを も

つ西海岸における急成長の代 表企業の一つ であるが72年 科 学技術計算35%,コ マ ーシャル ・ビ

ジネス28%の 収 入比率を78年 に後者を47%と す ることを 目標 としている。 アプ リケーション

・パ ッケージ10数 種3年 間の開発期間 に1
,500万 ～2,000万 ドル(45億 円 ～60億 円)

を 投じているが,収 支バ ランス上の問題は,プ ロダクション ・コス トと同額とい うマーケテ ング費

用をどこまで節減 し うるか とい う点と,現 在75%の 定 常収 入を75年 には80%に も ってゆ くこ

とにあ るとい う。一 方,ユ ーザ(90%が 中 小企業)の 平均負担は,3,500ド ル(100万 円)/月

(タ ー ミナル1.7台,な お初期 コス ト5,000～7,000ド ル(150万 円 ～210万 円),稼 働 まで8

カ月),売 上 高の0.52%(人 件 費とも約1%弱 と推定 される)と な ってい るが,わ が国において

この程度 の負担 に耐えてユ ーザとな るものが どの くらいあ りうるか(官 公庁を別として),ま た,

比較的 きめ細かいサ ービスを求める傾向の強いわが国の ユーザが当社の もつパ ッケージ同等のもの

で どの程度の満足が期待できるか問題のあ るところであろ う(な お,当 社 の期待す るアメ リカ国内

50の 主要都市の潜在 ユーザtW30,000,う ち ロス アンゼルス地区4 ,000)。

t22医 療 分 野 対 象

ア メ リ カ に お い て も心 電 図,脳 波 形 等 の デ ー タ電 送(例 え ば ホ ー ム ドク タ ー と病 院 間)は,回 線

使 用 料 が か さむ 等 経 済 性 か ら,ま た,自 動 診 断,治 療 シ ス テ ムは,危 険 性 に 対 す る 保 障 責 任 の 問 題

か ら,い ず れ も コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス に お い て は 実 施 が 困 難 と され て い る が,GEは,病 院 財 務 会

計 処 理 を 対 象 と す るTSSオ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ー ク 処 理 シ ス テ ムMEDINETを 開 発 し(1966

年,開 発 コ ス ト1,200万 ドル),現 在 契 約 者60(病 院 数200),ラ イ ブ ラ リー300種MAR

K皿(リ モ ー ト ・コ ン セ ン トレ ー タ ー50カ 所,ア メ リ カ主 要 都 市,ス エ ー デ ン,ノ ル ウェ ー,イ

ギ リス に 分 散)に 組 み こ ま れ て 運 用 され て い る。 ユ ー ザ 負 担 は,1患 者 当 た り0.75～1.25ド)レ

(225円 ～375円)/日,1病 院 当 た り4万 ドル ～25万 ドル(1,200万 円 ～7,500万 円)/

年 と な って い る が,コ ン ピ コ 一 夕 の 単 独 導 入 の 場 合 の2～3年 に対 し,6～8ヵ 月 の 準 備 期 間 で す
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む点,病 院 自体の開発プ ログラムも利用 しうることおよび ローコス トである点等をそのセールスポ

イン トとしている。

システ ム開発上の留意点ない し問題点 として

(1)秘 密保 護については,10種 のKEY(ユ ーザ,ジ ョブお よび プロジェク トの コー ド化 パス

ワー ド等),従 業 員の身元保証金 制度,外 来者 チェック,デ ータ伝送の暗号化等を行な っている。

(2)病 院 側 ニーズの多様性 に対処す ること。

(3)国,州 等の法令,規 則お よび各保険会社の フォーマ ットの多様性。

(4)レ ス ポ ンス ・タイムの短縮(当 初数分,現 在 ピーク時12秒,な お短縮の要あ り)。

㈲ 今後の課題 として,ア プ リケーション ・パッケージの充実 とシステ ムの柔軟性の向上。

があげられてい る。

一 方
,財 務会計処理を インハ ウスで行な っている病院の例 として,二,一 ヨーク病院(非 営利

1,000ベ ッ ド,従 業員5,000人,一 般外来患者年20万 ん 退院後来院患者年3.5万 人,契 約開業

医1,400人,請 求書 発行1万 件/日)で は,米 国東海岸で他に4病 院をユーザ としているSDCに2

年 前 よりファシリテ ィ ・マネージメン トを委託し1年 前より稼働 現在 トータル ・システム化を 目

標と して システムの拡張を計画中であるが,現 在の運営費用は1患 者当た りネ ットチ ャージの1.5

%,年 間総費用110万 ドル(3億3,000万 円)と な ってい る。外部機 関利用か,イ ンハ ウス処理

かは,主 として病院規模,信 用度,コ ス ト,部 内協力,シ ステムに対す る特殊要求の度合い等によ

って決定 され るようである。
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13公 共 シ ステ ム

t3t公 害 防 止

アメリカにおいて公害防止の分野で最も業務内容の充実してい るものの一つ とされているベイエ

リア大気汚染管理局は,1955年,強 い 住民 の要求にこたえて当初産業廃 棄物の コン トロールを

目的として カ リフォルニア州議会によって設立を議決 された。わが国でい う一部事務組合 に近い組

織(サ ンフ ランシス コ周辺 カリフォル ニ ア州内9カ ウンテ ィの連合機 関)で ある(職 員200人,

年 間予算500万 ドルの90%を 州 地方資産税か ら,10%を 連 邦:州 の補助金から得ている)。

管轄区域(面 積 東京都の2倍,人 口2分 の1,自 動 車290万 台)内 のモニタ リング ・ステーシ

ョンからテレメタリングされて くるデータと気象情報 を解析 し,三 段階の警報 を発す るシステムを

中心 とするが,関 心を持たれ る点は,シ ステム 自体 よりも,こ れを支える制度,デ バイス とその運

営 方法にあ る。

カリフ ォルニ ア州には,環 境汚染防止のための細密膨大な法 令規則が 住民代表等関係者を含む公

聴会の審議を経て,体 系的 に整備されてお り,と くに汚染源に対する強 制力として,設 備除却命令,

罰金(1日500ド ル ー15万 円,再 犯同6,000ド ル ー180万 円,1973会 計 年度 の罰金収入

合計は,前 年度の10倍,72,000ド ル ー2,160万 円),拘 留,禁 固等の手段がVIOLATION

NOTICE(違 反 通知)に 続 く出頭要求,改 善計画提出等の諸義務の実効性確保に大きく貢献 して

いるほか,石 油精製所 を含む管内会社別情報 ファイル(5,000)の 活用,1日400件 におよぶ一

般市民の苦情処理や,専 任パ トロール ・カーの出動とあい まって,こ れらの綜合効果 として最近にお

け るSO2の 急激な減少,オ キシダン ト,NO2お よび浮遊粉 塵の改善とな ってあらわれてい るも

の と思われる。一般市民を直接のサ ービス対象 とす る公共システムについては,シ ステ ム構成 の側

面 とともに,と くに各種の制度的運用とあわせ総合的,有 機的に運営され ることが,シ ステム効果

を高め る必須条件であろ う。

132新 交 通 システム.交 通管制

都市への導入を目的に実用性のたかい新交通 システムとして,20～60人 制 のいわゆる 「中量

軌道自動走行 システム」の 開発 研究は,わ が国 においても各方面で積極的に進められつ 玉あ り,

走 行実験中の もの もい くつかあ るほか,2～3年 後には,名 古屋市郊外,神 戸等におい て本工事着

工の計画も報 じられ,ア メリカ,イ ギ リス,フ ランス,西 ドイツな ど先進諸国では,す でに一部

走行実施段階にあ る。

1972年9月 開通 したBARTシ ステムは,1951年 関 係9カ ウンテ ィからなる建設のための

委員会が構成 され,56年 に計画の最終決定をみ,15億 ドル(4,sooeu円)の 開発費に より,現 在総

延 長75マ イル(将 来計画として,ザ ンフランシスコお よび,オ ークラン ド両国際空港へ の延長

急行バスの併設がある。なお,74年 に 湾海底 トンネル開通予定),75シ ー ト車輌の2～10輔

編成に より時速80マ イルで1日 当た り,乗 客7万 人(近 く10万 人)を 運んでいる。 ブロック ・
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システムに よる運行制御,冷 暖房,給 水,給 電 通風および車輌検査の自動化,無 人出改札等,ほ

S完 全 自動化システムとな っているが,快 適性,便 利性,エ ネルギ節約,汚 染防止,環 境保全,土

地 の高度利用等を開発の条件 とし,従 来アメ リカに未発達であ った中距離公共輸送機関を,自 動車

による大気汚染,交 通渋滞の緩和,自 動車非利 用者に対す る税負担公平化 と都市開発等を目的とし

て建設 した一つの典型とみられよう。

一 方
,自 動車輸送を本命 とす るアメ リカの高速道路交通管制 システムについては,ロ スアンゼル

スの広域交通管理実験 プロジェク トが注目される。1971年11月 よ り3年 の予定で ロスア ンゼ

ルス市中心部42マ イ ル(通 過車数1日70万 ～100万 台)を 対象とし,道 路下に埋められた セ

ン'サーからのデ ータを もとに カリフ ォルニア ・デ ィテクション ・ロジ ックとよばれる解析方程式に

よりVOLUME,DENCITY,SPEEDの 組合せ をアウ トプ ッ トし,電 光板掲示,ラ ンプ統御および

事故通報等 各種指示,連 絡を 自動的に行な う。事故防止,事 故処理の敏速化:('ラジオおよびヘリコプ

タとの無線連絡併用),交 通渋滞の解消,緩 和を目的として計 画された このプロジェク トの特色は

コンビ,一 夕 ・システムの開発とともに,警 察,道 路管理者および 関係技術者の合同チームが一体

としてオペ レーションを担当する点にあり,こ れが システム効果を高め る大きな要因とな っている。

実験結果の評価,解 析をふ まえ,2年 後 に100～200マ イ ルに拡張,実 稼働 に入る予定とされ

ているが,現 在 まで2年 余 りの間に700万 ドル(21億 円)の 資金 と110人 の スタ ッフによる

周到細密な実験体制とその経験主義的アプローチは,こ の種の公共 システムの開発態度 として十分

留意すべ き要点 と思われる。
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第2章 各 論

21サ ンフランシスコ ・ベイ ・エ リア の 大気 汚 染管 理 システ ム

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員

BayAreaAirPolutionControlDistrict

939EllisSt.,SanFrancisco,Calf.,94109

1973年11月26日

Mr.RichardHacker

AssistantInformationOfficer

梧 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木,花 岡

2t1概 要 お よび 所 感

ベ イ ・エ リア大気汚染管理局(BayAverAirPolutionControlDistrict・ 以 下

BAAPCDと 略す)は カリフ ォルニア州のサ ンフランシスコ湾沿岸の九つの郡(County)に また

が る地域の空気 汚染状態を管理する州政府に属す る行政機関である。

BAAPCDの 担 当地域は面積約14,500kn2(参 考 までに東京都は2,031㎞2),人 口約480万

人である。

大気汚染監視は監視車による巡回と各地のモニタリング ・ステーションからのテ レメータ リン'グ

により行な ってい る。

汚染状況の予報はNationalWeatherServiceか ら送られて くる気象図を参考に しながら

行な う。その結果必要に応じてテ レビ ・ラジオな どの広報媒体を使用 して広報活動を行ない,ま た

その程度 に応 じてい くつかの段階の規制を行な う。

アメリカの他州で も色々の施策を行な ってい るが カリフォルニア州が一番進んでいるといわれる。

また連邦としても各州の動きを統合 しよ うとす る動きがある。

ベイ ・エ リア地区の空気汚染状況は一般的に見て直接人体にいちS'る しい悪影響を与え るほどの

状態には至 っていない ように見 うけられ る。

公害問題に関する行政の発想は人体への生理的な影響の有無 よりも悪臭や騒音な どに対する市民

からの苦情 にどう対処するかとい うことが出発点 とな っているように思われる。いずれに しても行

政がかな り先見性を もって進められてい る点は注 目に価する。

2t2詳 論

(1)ベ イ ・エ リアの概要

{a)対 象地域

BAAPCDの 担当地域は図2-1の よ うにサ ンフランシスコ湾 をかこむ9郡(County)で
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あ る。すなわち

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

AlamedaCounty

ContraCostaCounty

MarineCou'nty

SanFranciscoCounty

SanMateoCounty

SantaClaraCounty

NapaCounty

SonomaCountyの 南 部

SolanoCountyの 南 西 部

＼ ・.・ ・善
◎

パナ

◎

。 。,.,ρ ・㌘ ※ グ 「

ン リアントb

へーワ

簗㍑㌘

図2-lBAAPCDの 対 象 地 区

(b)面 積 ・人 口 ・その他

9郡 か らなるBAAPCDの 対 象地区の 面積は約14,500平 方 キ ロメー トル,人 口は約480

方 人である。 またこの地区には約290万 台 の 自動車がある。

サンフランシスコの対岸の アラミタニ サン リア ンドロ,ヘ ーワー ドな どには大規模な石油 コ
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ンビナ ー トがあ り,大 気汚染のほかにサ ンフランシスコ湾内の水質汚染 も大きな社会問題とな

りつ 玉あ る。

(2)BAAPCDの 機 能

(a)BAAPCDの 発足

BAAPCDは1955年 カ リフォルニア州議会に より設立された。 環境問題 を扱 う政府機関

としては カ リフ ォルニア州 でも っとも早 く設立 された。 当初BAAPCDは 産業副産物お よび燃

焼にともな う汚染問題だけを扱 ってい たが,近 年 自動車の排気ガスも州政府を通 じて制御する

ようにな った。飛行機 による環境問題は連邦政府の指令に したが っている。

(b)組 織 ・予算 ・活動

BAAPCDの 管轄区域は18人 の管理者(Directors)で 構成す る委員会 によって管理さ

れてい る。 それぞれの郡(County)か ら2名 つつ選出されてい るが,そ の1入 は 関係者の中

から選ばれてお り,の こりの1人 は市会議 員の中か ら選ばれてい る。

この委員会はこの地域 内の空気汚染防止 に関する法律を立法実施す る権 限を もっている。 ま

た立法にあた り種々の助言や協 力をす るために20人 の 関係者で構成す る諮問機関である。

BAAPCDは220名 の 従業員をもち,約514万6000ド ル(15億4,380万 円)の 予算

規模である。 この予算の大部分は地方税の資産税(LocalPropertyTax)に よ りまかな っ

ている。 また予算の約10%は 連 邦下付金(FederalGrants)お よび 州の補助基金

(StatSubrentionFunds)に よ ってい る。

州の税率は州 議会が決定す るが,現 在は査定価額(AssessedValue)100ド ル に対 し

2ド ルを上限 としている。

大気 汚染規制に関す るすべての規則(Rule)お よび規定(Requlation)は 管 理 者

(Director)10名 以 上の賛成が得られないと成立 しない。 またこれらの規則 ・規定の実施

お よび修正のまえにかならず公聴会 を開かなければならない。

(c}規 定 の作成

現在 までに委員会では次の5種 の規定を制定 している。すなわち

① 規定1大 気中の燃焼に関する規定。

(OpenBurning)

② 規定2

③ 規定3

④ 規定4

⑤ 規定5

煙,硫 化 ガス,窒 素酸化物,鉛,芳 香族化合物 焼却炉排 ガスの限界の規定。

ガ ソリン,塗 料,イ ンク,溶 剤な どの気化物 についての規定。

中古車再販のときにクランク ・ケース排気制御装置(CrankcaseEmission

ControlDevice)の 装着 に関する規定。

大気汚染制御 に関す る3段 階の措置 に関する規定。

である。 これらのBAAPCDの 規 定はひ きつsき 改正 されてきている。 たとえば規定2の 排 ガ

ス基準は1971年 の改正で半分の濃度 まで強化 された。 また1973年 に効力を発 した芳香

族排 出基準は従来まった くなか った分野の規定 である。
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BAAPCDの 最 近の動きは制限事項 をつ ぎつ ぎに設定することにより大気汚染を間接的に制

御 しようとしている。規定2に よ り大気汚染源とな るものはその装置を設置するときにBAAPCD

の 認 可を うけなければならない。 このよ うな規定は 高速道路(FreeWay)や シ ョッピング'

セ ンタな ど'複 合的(Complex)"汚 染源についても近い将来適用されることにな っている。

(d)規 定 の実施

BAAPCDの 規 定にしたがい検査官(Inspecter)は 汚 染源を監視 し,も し基準をこえる

汚染物質を排出 している場合は勧告する。 これらの違反通知(ViolationNotice)が 出 さ

れると1日 につき500ド ル(15万 円)以 下の 罰金 となる。 違反を くり返す と1日 当 り6,000

ドル(180万 円)以 下の罰金を うけ裁判所を通 じて改善命令が出され る。1972年 か ら

1973年 までの罰金は合計72,000ド ル(2,160万 円)に 達 した。 この額は1970～19

71年 の10倍 に達 している。

以上 の一連の処置 とは別 に最近 自動車の排気 ガスを扱 う検査官の組織 を作 った。 これらの検

査官は オレンジ色と白色の塗装を したパ トロール ・カーにの り地域内の 自動車 の排気ガスのチ

ェックを してい る。

(e)そ の 他の機能

BAAPCDに は産業廃棄物のサ ンプルを収集 し実験室で分析する技術部門(Technical

Division)が あ る。 また。地区 内に24ヵ 所 の大気モニタ リング ・ステーションを設置 し,

ス テーション周辺の大気の状態を調査 している。

BAAPCDの 広報部門(PublicInformationOffice)で は 大気汚染に関連す る広報

の印刷物の分配 ・配布をおこな ってお り,ま た,"AirCurrent"と い う月刊の報告書を刊

行 している。

(3)BAAPCDの 実施要領

(a)実 施の フローチ ャート

BAAPCDの 実施要領は図2-2の フ ロー ・チ ャー トに示 した基準に従 う。すなわちBAA-

PCDは 煙 や汚染物質の排 出基準を設定 し,こ の基準さえ満 足していれば,ど の よ うな原料を

使お うともBAAPCDは 関与 しない。BAAPCDの 技 術者は対象企業の設備 計画な どを検査す

るが,そ の企業が基準を満足 させ るため のプロセスや装置の指定はしない。 しか し企業からい

くつかの代案が 出された ときは 公聴会 を開催 して特定の プロセスや装置を推薦す るこ ともある。

(b)違 反 通知

第1段 階では規定の基準の どの部分に 違反 しているかを通知す る。 この通知 には違反の日時

場所,違 反の 内容が書かれ,な ぜ違反 したか10日 以 内に申告す るように命令す る。

多 くの場合ほX満 足すべ き解答が得 られ.たYち に命令に従 うか,あ るいは改善策が提示さ

れることが多い。

lc}部 内会議

不満足の回答しか得られない とき,お よび10日 以 内に回答がない ときは,そ の当事者に
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違 反 通 知 の 発 行

ウ

凸
`

}`

満足 す べ き回 答

の受 領

無 回 答 ま た は

不 満 足 な 回 答

` `

部 内 会 議

直 ち に 改 善 す る 。

ま た は.改 善 案

ま た は 変 更

一

違反通知 の継続 発行

ト

除 却 命令 お よび

罰金

処 置 完r
,

`

.規定2お よび3|
,規定・1頗1・ 規定

公 聴 会

告 訴

地 方 裁 判 所

500ト 為/日

の 罰 金

地 方 裁 判 所

500ト ル/6ケ 月

地 方 裁 判 所

500ト ソレ

違反通知の継続 違反通知の継続 違反通知の継続

1
1 ll・ `

除 却 命 令

の 発 行

上 級 裁 判 所

6,000ド ル/日

の 罰 金

上 級 裁 判 所

予 備 強 制 命 令

ま た は

臨 時 制 限 命 令

.

上 級 裁 判 所

法 廷 侮 辱 罪

500ト つレ

ま た は

5日 間 の 拘 置

図2-2BAAPCDの 実 施 要 領

BAAPCDへ の 出頭を命令する。通常は 当事者を含めたBAAPCD部 内会議で不明確な点が明

確にな り当事者 もBAAPCDの 指 示に従 う。

もし当事者が改善の意志がない場合お よび違反に対す る改善策を もたない ときは除去命令を

出す かあ るいは罰金を課することになる。

(d)除 去命令および罰金

もし個人 または企業が明らかに故意に大気中の燃焼に関す る規定(規 定1)に 違 反 したとき

は軽犯罪(Misdemeanor)と して処置す る。

地方検事(DistrictAfforney)に 証拠物 件を提出す る。違反者は500ド ル(15万
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円)以 下の罰金 または(お よび)6ヵ 月 の懲役となる。

もし規定2に 違反す るとBAAPCDは1日 につ き500ド ル(15万 円)以 下,30日 間 に

5、000ド ル(150万 円)以 下 の罰金を課す る。他の三つ の規定の どの部分に違反 した場合で

も1日 当り500ド ル(15万 円)の 罰金が課せ られる。

BAAPCDは 公聴会で規定違反を改善す るよう要求す ることがあ る。 この場 合はBAAPCD

が原 告とな り企業は 自己の立場 を弁護す ることにな る。

公聴会で改善命令が出される と規定に違反 してい る事項の改善を しなければな らない。 この

改善命令は上級裁判所(SuperiorCourt)を 経 由して出される。 もし企業が この命令に従

わないときは有罪 とな り6,000ド ル(180万 円)以 下の罰金を課せ られる。 さらに侮辱罪 と

して500ド ル(15万 円)以 下の罰金 または(お よび)5日 間 の拘置を うける。命令を無視

しつXけ ると改善すべ き事項が処置 されるまでその企業の マネージャが禁固刑に処せ られる。

(4)大 気汚染監視 と苦情処理

(a)監 視態勢

① 大気パ トロール ・カー

現在専用の大気 パ トロール ・カーが平常は 日中だけ監視のため地域 内をパ トロール してい

る。

市民からの苦情があ った場合,お よびスモグが発生 したときは夜間で もパ トロールを行な

う。

② モニタリング ・ステ ーション

地域内24ヵ 所 にモ ニタリング ・ステーションをもってお り,酸 化 炭素(CarbonOxida

CO、),酸 化 窒素(NitrogenOxide,NO.).オ ゾ ン(Os),浮 遊粉塵の測定を行な

ってい る。

この うち15ヵ 所 のモニタ リング ・ステーションか らは テレメータリングしてお り上記の

各要素のほかに風向,風 速な どの諸量を測定している。

③ 気象情報

汚染状況を予測するために気象情報(気 象図)をNationalWeatherServiceか ら

入手 してい る。気象図は アメリカ全 体 西部 東部などに分か れてお り,気 圧,天 候などが

デ ィスプレイされてい る。 図2-3はNationalWeatherServiceよ り電送された気

象図の例である。

{b}苦 情処理

① 苦情の受理

苦情は地区内の5カ 所にある検査官事務所(InspectorOffice)に 集 められ さら

にサ ンフランシスコのBAAPCDに 送 られ る。現在平均400件/月 の苦情 が寄せ られてい

る。

サ ンフランシスコでは苦情の内容を9×5cmの カ ー ドに記 入し,そ の カー ドを各地区 別に
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分類 し,そ れぞれの地区を巡回 しているパ トロール ・カーに連絡 して処置する。苦情 カー ド

の分類は女子事務員1名 が担当 している。

② 苦情情報の プアイ リング

約50M2の プアイ リング室に3台 の大型 移動架があ り,環 境問題に関連す る情報をすべて

プアイ リングしている。

これらの情報は企業名別にアル ファベ ッ ト順 に分類 してあ り.フ ァイル対 象とな ってい る

企業は 約5,000社 におよぶ。 しか し,そ の 中で特に主要なのは石 油製精業5社 を含む約100

社 の企業である。

これらの情報は内容から当然秘密扱い にされてお り外部には出せない。

(c)調 査研究 ・分析作業

① 気象条件の研究

天候,風 向,気 温などの気象条件 と大気汚染 との関連を研究す るために,こ れらの気象条

件は約40本 の磁気テープと約10本 の カー トリッジ ・デ ィスクに記録 されている。

どのよ うな気象条件 のときに どの ような汚染状態であ ったかを検索できるよ うに してある。

② コンピュータ ・システム

BAAPCDに は 次のコンピュータお よび関連機器があ る。

コンピュータHP30001台

カ ー トリッジ ・デ ィス ク2台

ライン ・プ リンタ1台

磁気 テープ装 置 .1台

CRTタ ー ミナルHaseltime2000型

(数 台)

コ ンピュータ室は約40π2ほ どである。 この コンピュータは気象条件の ファイ リングと会

社別環境情報の情報検索のため に使 われ.研 究開発を主目的と してい る。

③ 分析作業

約50㎡ の分析室には ガスク ロマ トグ ラフ一式のほかに各種定量分析用の器材が設備 され

てい る。

分析用の試料はパ トロール ・カーが各地区から採取 したものであ り,約20en¢ ×50cm

の ボ ンベにお さめられている。 ガスク ロマ トグラフにより24項 目の成 分を一度 に分析す る

ことができるが,主 として硫 化物について分析す ることが 多い。

これらの分析結果は同様に ファイ リング ・システムに ファイルされる。

(d)広 報 活動

① 政府への報告

連邦政府 に対しては州政府を通 じて数カ月に一度報告書を提出する。 しか しBAAPCDの

仕 事は連邦政府とは直接の関係は もっていない。
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② 広報媒体

環境に問題を生 じたときは ラジオ ・テ レビ ・新聞を通 じて一般に対す る広報活動を行な う。

図2-4は 出版物に よる広報活動の例であ り,"ス モ グ注意報(SmogAdvisory)"が 出

たときの 注意事項が簡潔 に要約 されてい る。

③ 警 報

大気汚染の状況に応じて3段 階の警報を出 して注意を促す。 たYし 現状では年 に数回第一

段階の警報が出 されただけで,第 二段 階以上の警報は 出されたことがない。

なお警報については(6),で くわ しく説明す る。
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⑤ ベイ ・エ リアにおけ る大気汚染の現状

(a)一 般 的傾向 .

1969年 と1972年 の大気汚染状況を比較す ると,亜 硫酸ガス(SO、),酸 化物,二

酸化窒素(NO、)』 な どはすべ ていち じるしく改善されている。酸化物お よびNO,の 汚 染量

がいちじるしく改善 されたのは気象条件が良か った ことを意味 している。 また浮遊粉塵の排 出

量は総量で減少 してきてい るので空中の浮遊粉 塵の量も除々に少な くな ってきてい る。 また

1970年 と1972年 を 比較す るとSO,が 急激 に減少 している。 この現象は 明らかにBAA-

9
PCDの 規定 により排 出が減少 したsめ である。

一般的に見て汚染物質の排 出量とその物質大気の汚染状態 とは比例的な関係がある。 しか し

大気の汚染状態 をもっとも左右する要因は気象条件であ る。特に風速が大きい ときは大気中の

汚染物 質の量は きわめて少な くなる。た とえば,現 在ベ イ ・エ リアには1日 当り200ト ンの

浮遊粉塵が空中 に排 出されているが,あ る日には大気中に50μg/㎡ しか浮遊粉 塵がないが

風のない ときは250μg/M2に も達す る。 したが って大気中の汚染物質を測定 しても排 出量が

日によってそれほ どかわ らな くて も,測 定量は10倍 の 幅で変動 してしまう。表2-1囲 は

1972年10月 に おけ る各測点 における浮遊粉 塵の24時 間値である。

(b)浮 遊 粉塵

表2-2は,BAAPCDで1969年 か ら1972年 まで測定 した浮遊粉 塵量である。2組

のデ ータが示されているが左のデータは地域 別の平均濃度を示 し,右 のデ ータは24時 間 基準

の1 .00μ9/m3を 超 えた日数の百分比 を示 した ものである。

1この表から明らかなよ うに浮遊粉塵については年 ごとに改善されてきてY・るが .そ れぞれ の

地域に よりかな りの差があ る。 地域的に見ると1970年 には州の基準を上まわるところが4

カ所 あ ったが1972年 には2カ 所 に減少した。24時 間 値で100μg/加2を 超え る日数の

百分比で見ると気象条件 により大 きく左右される ことが 明らかである。 たとえば リッチモ ン ド

(Richmond)は 年 平均ではやN少 ないが百分比は大 きい。 逆にピッツバ ーグ(Pittsburg)

では年平均はや 玉高いが この百分比は 逆に低い。

{c)SO2

表2-3は1969年 か ら1970年 までのSO,'の 濃 度を表わ した ものであ り,24時 間

値の平均SO2濃 度 と州基準0.04ppmを こえた 日数の百分比を表わ している。

この表から明らかな よ うに1969年 か ら1970年 にかけて24時 間 値でいち じるしく改

善されてい る.さ らに.1972年 に も改善がL・ち じる しい・

最初の1970年 の改善に より1日 当 り114ト ンの排出量が減少 した。1972年 の 改善

は主として規定2の 基準強化によるものである。

囲 ・表2-1か ら 表2-5ま で の デ ー タ はBAAPCDSpecialRepot:TecknicalService

Dirision,ComparisonAirQualityData,1969-1972に よ る 。
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表2-1浮 遊 粉 塵 の 量(1972年10月)

浮 遊 粉 塵 量(μ θ/mb・ 】972年10月24時 サ ン プ ル(モ ニ タ リング ・ステ ー ショ ン)

測 定 点
日 付

サンフラ

ンシス コ

サン

ラファエル

リッチ

モ ン ド

■

ヒ ッソ

バ ーグ

フェル

モ ン ト リバモア
サンホセ

レットウッ

ドシティ

バー リン

ガム

サ ンタ

ローザ
ナ パ バ レジョ

1日

2月

3火 44 36 56 56 70 74 48 47 47 62 35

4水

5木

6金 110 74 139 126 152 151 102 87 70 213 112

7土

8日

9月

10火

11水

12木 48 33 43 36 54 63 43 43 38
」

35 36

13金

14土

15日 25 30 50 19 28 25 48 43 40 19 22

16月

17火

18水 43 83 56 50 60 70 69 53 16 47 52 52

19木

20金

21土 54 71 60 102 , 93 96 1亘0 70 83 46 80

22日

23月

24火 55 92 53 117 61 84 96 70 56 69 70

25水

26木

27金 43 63 64 67 87 112 91 54 55 56 72 63

28土

29日

30月 61 82 50 89 62 61 77 62 47 73 92 88

31火

平 均 45 65 52 73 59 73 76 59 44 57 60 56

最 小 25 30 33 43 19 28 25 43 16 38 19 22

最 大 61 110 74 139 126 152 151 102 87 83 213 112
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表2-2 浮 遊 粉 塵 量 の 変 化

地 区 別年 間 平均 値 連邦基準100μ9/⑳3を こえ

測 定 点 (μ9/m3) る 日の百分比

1969 1970
1

1971 1972 1969 1970 1971 1972

サ ン フ ラ ン シ ス コ 51 51 47 46 5.3 5.9 20 1.6

サ ン ラ フ ァエ ル
*48

42 46 55 一 2.7 3.8 3.8

リ ッチ モ ン ド 57 56 44 41 15.4 8.2 0.6 5.5

ピ 。ツパ_グ 67 62 41 43 238 176 5.1 2.3

フ ェル モ ン ト 73 71 58 56 26.2 25.7 11.2 76
、

リバモア
*63

63 70 67 一 14.4 15.5 16.8

1

.

1

サ ンホセ 60' 61・ 77 66 18.7 18.8 253 174

1

¶

レ ッ ド ウ ッ ド ・ シ チ ー 53 54 32 44 16.4 79 1.9 4.5

*不 完 全なデータより計算 した。

囲197i年 における日本の主要都市の浮遊粉塵の年間平均値は次の とお り。

東京(都 庁前)lOOII9/㎡,東 京(糀 谷)130μ9/M3,大 阪(市 街研)100Pt9/m3,

尼 崎120Pt9/㎡,川 崎80μ9/加3,北 九州20μ9/㎡,

(48年 度環境白書 より)
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表2-3 SO,の 濃 度 の 変 化

1969* 1970 1971 1972

0.4ppm以 上 の 日数 12 2 1 1

04ppm以 上の 日数の比率 10.8 0.8 0.4 0.8

測定点別の平均値 SO、(ppm)

一

サ ン フ フ ン シス コ 0.0087 0.0035 0.0048 0.0037

サ ン ラ フ ァエ ル 0.0046 0.0021 0.0016 0.0020

リ ッチ モ ン ド 0.0081 0.0058 α0057 0.0048

o

ヒ ツ ツパ ー グ 0.0144 0.0061 0.0056 0.0020

・

フ ェ ル モ ン ト 0.0029 0.0014 0.0015 0.0011

サ ンボセ 0.0026 0.0015 0.0007 0.0010

レ ッ ド ウ ッ ド ・ シ チ ー 0.0014 0.0008 0.0007 0.0002

リバ モ ア
一 一 0.0007 0.0014

バ ー リ ン ガ ム 一 一 0.0027 0.0011

平 均 値 0.0057 0.0030 0.0027 0.0019

*24時 間 サンプ リングは1969年6月 か ら開始 したので,1969年 の値は6月 から12月

までの平均値である。

囲 日本の主要都市におけ る1971年 のSO2の 年 平均濃度は次の通 り(48年 度 環境白書より)

東 京(都 庁前)0.036ppm,東 京(糀 谷)O.047ppm,大 阪(衛 生研)0.061ppm,

川 崎(大 師保健所)O.049ppm,(48年 度環境白書 より)
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ω 酸 化 物

表2-4は1969年 か ら1970年 までの酸化物(Oxidant)の 濃度 を表わ した もので

ある。デ ータは各測定点で酸化物の濃度がそれぞれ0.10,0.15,お よび0.20ppmを こえた 日

数を表わ してい る。

これらのデ ータを見ると酸化物の濃度は過去3年 間確実 に改善 されてきていることがわか る。.

どの測定 点で もそれぞれの基準を うわまわる日数はいちじるしく減少 してお り,た とえば0ユO

ppmの 水準では1969年 に144日 も基準を こえたのに対 し,1970年 に106日,

1971年 に10日,1972年 に7日 とな った。 このよ うに改善された原因は有機物質の排

出が減少 した ことお よび気象状況が良か ったことによる。

これ までの研究によると1970年 か ら1971年 に かけて39%改 善 されたと思われる。

その 内訳は気象条件 に23%.排 出量の減少 に16%で あ る。 ・

(e)NOx

表2-5は ベ イ ・エ リアにおける1969年 か ら1970年 までのNO,の 濃度 であ る。NO,

の濃 度は1970年 に 若干増加したあ と1971年 に18%減 少 した。 しか しこの減少}ま酸化

物の場合 と同 じよ うに気象条件に よるところが多い。

1969年 か ら1970年 における州政府基準0、25ppm/時 を こえる日数を比較すると

1970年 には14%も 増加 している。1971年 に急激に減少 した原因は気象条件が大きく

左右 した ものであ ろ う。

(6)汚 染警報システム

(a)目 的

この警報 システム(EpisodeWarningSystem)は ベ イ ・エ リア地区の住民の大部分が

大気汚 染により重大な影響を うけ ることのない ように大気汚染の基準を設け ることにある。

アメ リカ環境庁(EPA-EnviromentalProtectionAgency)は 健 康に有害な影

響を与え る汚 染物質 の濃度お よび平均時間と して表2-6の よ うな環境基準を設定 した。
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表2-4
囲酸 化 物

の 濃 度 の 変 化

各 測 定 点 に お け る 酸 化 物(オ キ シダ ン ト)発 生 日数(0.10,0.14,0.20ppm)

(測 定 点) 1969 1970 1971 1972

α10 0.15 0.20 0.10 0.15 0.20 0.10 0.15 020 0.10 0.15 0.20

サ ン フ ラ ン シ ス コ 0 0 0 6 1 1 2 2 0 0 0 0

サ ン ラ フ ァエ ル 16 0 0 22 5 2 9 2 ρ 5 1 0

リ ッチ モ ン ド 13 0 0 20 4 1 7 2 1 7 0 0

・ピ ッ ツ バ ー グ 28 3 q 34 6 1 23 4 1 25 4 0

クオ ル ナ ッ トク リー ク 54 21 5 34 8 3 36 8 1 30 3 0

オ ー ク ラ ン ド 11 1 0 14 6 2 10 6 3 1 0 0

サ ン リ ー ン ドロ 37 10 2 35 10 3 21 8

幽

3 15 2 0

フ レ モ ン ト 74 33 9 43 19 8 45 14 6 44 14 0

リバ モ ア 128 61 29 75
-28 7 52 15 5 27 4 1

サ ンホセ 71 15 3 56 12 0 14 1 0 19 3 1

レ ッ ドウ ッ ト ・シ チ ー 39 9 3 17 5 0 17 4 1 17 3 2

バ ー ミ ン ガ ム 14 1 0 15 6 3 5 1 0 8 0 0

ベタルナ 一 一 一 一
}

一 6 0 0 0 0 0

ナパ 一 9 0 0 20 2 0

バ レ ジ ョ 一 11 2 0 15 7 1
、

`

フ ェ ア フ ィー ル ド 一 12 1 0 4 0 0

サ ン タ ロ ー ザ 一 2 0 0

ロ ス ガ トス 7 15 1 1

マ ウ ンテ ン ビ ュ ー 一 10 3 0

地域内だけの合計 144 72 32 106 43 16 65 27 10 61 16 7

囲1971年 の 東 京 の オ キ シ ダ ン ト濃 度 は0.030ppmで あ った 。(48年 度 環 境 白書 よ り)
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表2-5酸 化 窒 素 の 濃 度 の 変 化

年 平 均(pphm) 連 邦基準0・25ppmを こえた 日数
測 定 点

、 1969 1970 1971 1972 1969 1970 1971 1972

サ ン ジ ラ ン シ ス コ
㎡

43

F

49 2.8 3.5 2 7 1
. 2

サ ン ラ フ ァエ ル 30 2.9 2.4 2.6

r

O 0 0 0

リ ッチ モ ン ド 35 3.4 2.1
口2
.9 1

,
0 0 0

'

.

`

ピ。ツバ_グ 22 25 2.2 1.6 0 0 0 0

オ ー ク ラ ン ド 34

」

4.1 4.0 3.6 1 1 1 0

リバモτ
*29 1

2.4 2.5 3.6
や1

0 0 0

サ ンホセ
3β

韓3
.6 3.4

口3
.9 0

⇔
0 0

口0

レ ッ ドウッ ド 〔シチ ー 34 3.5 3.0 3.1 2 1 0 0

地 域 33 3.4 28 3.1 7 9 2 2

・ 不完 全デ ータによる。

"そ の年にサンプル採取場所を移動 した。
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表2-6ア メ リカ合衆国環境庁設定環境基準

成 分 濃 度 平均時間(時)

SO2 1.OPPM 24

浮遊粉塵 1000μ9/沈3 24

CoefficientofHaze 8.OUNIT 24

SO2×COH 1.5UNIT 24

CO 125PPM 1

75.PPM 4

.

50PPN 8

酸化 物(オ キシダント)
『

0.7PPM 1

0.6PPM 2
二

04PPM 4

NO2 2.OPPM 1

o・5PPM 24

(b}警 報 の基準

① 大気汚染警報(AirPollutionAlert)

気象 状況か ら判断 して地域内の1ヵ 所以上で表2-7囲 に示す基準を12時 間 以上 こえる

ことが予想 されるとき,BAAPCDは 大気汚染警報(AirPollutionAIert)を 発令す

る。

表2-7大 気 汚染警報発令基準汚染物質の濃度が次の基 準

を12時 間以上 こえることが 予想 される とき

(汚 染物 質) (濃 度)

SO2 0.3PPM

粉塵(COH) 3.OUNIT

SO2×COH 0.2UNIT

CO 15PPM

酸化物(オ キシダン ト) 0.1PPM

NO2 0.6PPM
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② 大 気 汚 染警 告(AirPolutionWarning)

さ ら に 汚 染が ひ ど くな る と 予 想 さ れ る と き は 表2-8の 基 準 に も とず き,第 二 段 階 の 大 気

汚 染 警 告(AirPolutionWarning)を 発 令 す る。

表2-8大 気 汚 染警 告 発令 基 準

汚染物質の濃度および持続時間が次の基準をこえる

と予想されるとき

(汚 染 物 質) (濃 度) (持 続 時 間)

SO2 0.6PPM 12

粉塵(COH) 5.OUNIT 12

SO2×COH 0.8UNIT 12

CO 30PPM 12

酸化物(オ キシダント) 0.4PPM 3

NO2 1.2PPM 1

③ 大気汚 染非常時態警報(AirPolutionEmergency)

汚 染物質の濃度が表2-9の 基準をこえ るとき,さ らに重大な段階を示す大気汚染非常事

態警報(AirPolutionErr}ergency)を 発令する。

「

C

・

'W

.

表2-9大 気汚染非常事態警報発令基準

汚染物質の濃度および持続時間が次の基準をこえる

と予想されるとき

(汚 染 物 質) (濃 度) (持 続 時 間)

SO2 0.8PPM 12

粉塵(COH) 70UNIT 12

SO2×COH 1.2UNIT 12

CO 40PPM 12

酸化物(オ キシダン ト) 0.6PPM 1

'NO
2 1.6PPM 1

'

囲 表2-7～ 表2-9は,

Busningに よ る 。

BAAPCD,ProeedineofAgriculturalandRelated
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(c)汚 染削減方式

年間100ト ン以上の 汚染物質 を排出しているものは,上 記{2)項の各段階の警報が 発令され

たときに,ど の ように汚染物質の削減の処置 をとるか,あ らかじめ計画書をBAAPCDへ 提 出

しておかなけれぱならない。

この計画書の中には,各 警報が発令されたときに,ど の汚染物質をどの程度 まで削減するか

を明記 しなけ ればな らない。

(d}警 報 発令時の処置

① 大気汚染警報の とき処置

大気汚染警報が発令 されたときには次の処置がとられる。

1.す べ ての大気中の燃焼は禁止となる。

2.固 形 物の消却炉の使用は17時 か ら22時 までの間に限定 される。

3.汚 染削減 方式(前 項参照)を 適用する。

さらにBAAPCDは 全 住民に対 しなるべ く自動車を使わない ように呼びかけを行な う。

② 大気 汚染警告の ときの処置

この場合はBAAPCDは 前項の処置のほかにあらか じめ計画 してある汚染削減 方式 にした

が う処 置を とるよ うに命令する。 また全住民に対 し緊急以外に 自動車を使用 しない ように呼

びかけ る。

③ 大気汚染非常事態警 報の ときの処置

BAAPCDは 上 記以外 に次の処置を とる。

1.あ らか じめ計画してあ る汚 染削減方式の実施命令を出す。

2.BAAPCDは 州 知事 に報告 し,州 知事は緊急 自動車以外の 自動車の使用 を禁止する。

(e)警 報の解除

大気中の汚染濃度がそれぞれの基準以下にな ったとき,お よび気象条 件から見て濃度が下が

る見通しがついた とき,BAAPCDは 大気汚染警報お よび大気汚染警告を解除す る。 また大気

汚染非常事 態警報は 州知事によ り解除される。

(7)農 業 に関連す る焼却の規制

(a)適 用範囲

この規制は 果樹園,ぶ どう園,農 業の経営者お よび従業員,な らびに森林経営者,牧 場経営

者,野 生生物 棲息地管理者お よび食糧生産関係者に適用 され る。

焼却できる物は次の通 りである。

① 樹木.ぶ どうの 間びきしたものお よび枯れた もの。.

② 穀物のわら。

③ 田 畠で除草 した雑草類。

④ 森林の枝おろし ・雑木類。

⑤ 水路,洪 水調整水路 に群 生している雑草類。
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㈲ 焼却可能な期間

① それぞれ次の期間 に焼却 できる。

イ.穀 物類の収獲にともな う焼却は10月1日 よ り4月30日 まで。

口

、ノ
・

二
・

ホ

へ

森林関係は12月1日 か ら4月30日 まで。

刈りこみ枝おろしの焼却は12月1日 より4月30日 まで。

野生生物 棲息地の改良にともな う焼却は12月1日 か ら4月30日 まで。

1種 類の穀物の畑の株お よびわらの焼却は9月1日 か ら12月31日 まで。

2種 類以上の穀物の畑の株お よびわらの焼却は6月1日 から8月31日 まで。

ト.牧 畜のために牧草地を焼 く場合は7月1日 か ら4月30日 まで。

チ.洪 水調整水路の雑草は一年中焼却可能である。

② 焼却の制限は次の通 りである。

イ.8時00分 前 には焼いてはならない。

ロ.日 没2時 間前か らは 焼却物を追加 してはならない。

ハ.焼 却場所 の風速が5マ イル/時(8㎞/時)以 上でなければならない。

二.居 住地区 より遠 くはなれた 方向に風が吹いていること。

③ 焼却はBAAPCDが 認 可した日"BURNDay"に 行な おなければな らない。当 日が

"BURND
ay"か ど うかは 毎日定時 にラジオで広報す る。

もしこの規定に違反 した場合は,500ド ル(15万 円)以 下 または(お よび)6カ 月 の

拘置を うける。

資 料 一 覧

(1)LawsEstablishingandAffectingtheBayAreaAirPolution

ControlDistrict

`

り2{

3

4

5

6

7

8

⑨

oo

RegulatiOn

Regulation

Regulation

Regulation

Regulation

Hearing

Stateof

Regulations

BAAPCD,

BAAPCD,

Boad

Nevada,

1,

2,

3,

4,

5,

RuleS

Divisionof Health,WaterPollutionControl

FactSheet

SpecialReport;TechnicalService

ComparisonofAirQualityData,1969-1972

Divisioτn
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22新 高速 旅客 輸 送 シ ス テム(BART・ シ ステム)

先

地

日

者

員

査

在

査

捜

査

調

所

謂

面

謁

BayAr.eaRepidTransitDistrict

800MadisonStreetOakland,California94607

1973年11月27日

MissEdnaPorter

椿 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,鈴 木 日 高

221概 要 お よび所 感

BARTシ ス テムはBayAreaRepidtransitシ ス テム(ベ イ地域高速輸送 システム)の

略称であ って,カ リフォルニア州のサ ンフランシスコ湾 を囲む地域の輸送サー ビスを行 う公共 シス

テムであ る。 この システムはいろいろな部分 に新 しい技 術(た とえば コンピュータによる列車運行

制御,車 輌検査 システ ム等)が 施されてい る点に特徴がある。

1972年9月 に路線の一部が開通 したが,名 物 サンフランシス コのケーブルカーとは対象的な

最新式の公共輸送 システムである。

(1)新 しい公共 輸送 システムの必要性

アメ リカ合衆国における公共輸送 システムは 自動車とは対象的に,現 代の技術革新の時代に対

応できず,あ まり発達 していないのが現状である。

特に中距離輸送機関た とえば通勤列車などは,一 般的に古い車輌 を使い快適性 に乏ぽ しく,速'

度 も遅 く時間がかか り,ま た駅 も遠 く不便であるな ど,利 用の容易性,サ ー ビス面など乗客にと

っては 利用 し難い点が多々ある。

一 方自動車は機能面において公共輸送 システムにはない柔軟性,便 利性 を持 ってお り,道 路が

あれば どこへでも行 くことができ,通 勤買物等いつでも自由に行 くことができるな どす ぐれた点

が 多い。 それゆえ高速道路の建設,拡 張とともに自動車の台数は急激に増大 している。

また さらに都市人 口の増加は,過 密 した都 市の中心から周辺地域へ と移動 してお り,都 市 と周

辺地域の輸送 システムの中では 自動車は重要な位置を占めてい る。

しかしその反面,自 動 車の増大に よってい くつかの問題 が派生 している。第一は多量な排気 ガ

スによる大気汚染である。第二は 自動車の過密 による交通 マヒである。 第三 としては輸送サ ービ

スの不平等化の問題 も指摘されてい る。 自動事増大の裏面では,そ れを利用できない人,た とえ

ば貧民,1台 の 自動車 しか持 っていない家族,老 人,身 体障害者等は通 勤 買物に行 く場合に交

通手段がな く孤立化 して しまうことである。第 四は高速道路の建設等で限 られた都市地域の多 く

を占領 してしまうことである。 さらに騒音の発生,自 然環境の破壊等 も指摘 されている。

現在の輸送 システムは上記のような多様な問題 を派生 しているが.そ れらを解決 し、 さらに快

適性,便 利性を採 り入れ,だ れにで も容易に利用できる,よ り早 くよ り多 くの輸送 力を持 った公

共輸送システムが必要であ り,BARTシ ステムはその計画の一つの成果である。
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(2)開 発の経過

今から20数 年 前にこの地方では都市圏輸送 システムの必要性が認められ,1951年 にサ ン

フランシスコ湾 周辺の九つの カウンテ ィの代表からなるBART委 員会が創設され,そ の研究が

開始された。

研究の結果1956年 に同委員会は この地域385マ イル(約616KM)の 高速鉄道の建設

と,そ の うちの123マ イル(約197KM)を 最 初のステ ップとして建設す ることを提案 した。

しか し,1962年 にマ リー,サ ンマテ ィオの両 カウンテ ィが辞退 したため,第 一のステ ップと

してはサ ンフランシスコ,ア ラメーダ,コ!ト ラコス タの3つ の カウンテ ィに高速輸送 システム

を建設することにな った。

三つの カウンテ ィに延びる運行路 線は図2-6の と お りであ り,延 長約75マ イル(約120

KM)の 長 さである。

その後,こ の計画はベイエ リア政府協会(TheAssociationofBayAreaGovernment

-ABAG)に 公 式に採用 され
,開 発が進められた。線路敷設 車輻の製造をは じめ,輸 送車の安

全性信頼性の テス ト,列 車制御 システム,騒 音等に関するい ろいろな実験が行なわれ,1972

年9月 に フ リーモ ン ト ー マ ックアーサ間の路線が初めて開通 した。

'そ
の後次々と開通 し,1973年1月 にフリーモ ン ト ー リッチモ ン ド間,同 年5月 に コンコ

ー ド ー マ ックア ーサ間,同 年11月 にはモ ン トゴメリ ・St－ デ イリーシテ ィ間が 開通 した。

最後の区間であるベ イ横断 ライン(モ ン トゴメ リ ー オ ークラン ド12th・st,モ ン トゴメ

リ ー レイクマー リッ ト間)は1974年 中 頃に開通の予定であ り,全 開通距離75マ イ ルとな

る。

(3)シ ステム開発 コス ト

システムを完成 させるまでの費用は15億2200万 ドル(4,566億 円)と 見積 られている。

連邦政府,お よび州政府が財政的に援助 してい る。

財源は次のとお りであ る。

公 債

利子所得,そ の他

%%,販 売税

ベイブリッジ通行税

連 邦補助金

79,200万 ドル

13,100万 ドル

15,000万 ドル

18,000万 ドル

26,900万 ドル

(2,376億 円)

(393〃)

.(450〃 ・)

(540〃)

(807〃)

(4)環 境へ の影響

人の活動が環境 に対 して種々の影響をおよぼす ようにな ってきたが,と くにBARTシ ス テム

の ように大規模な公共事 業では その影響を十分考慮す る必要がある。

人を輸送する ヒい う,し か も早 く安全に快適に運ぶ点については,十 分機能を果 しているが,
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そのためにほかの部分に大 きな犠牲を払 うことは出来ない。

BARTシ ステムでは環境に対す る影響 について次の四つの分野において十分な考慮がは らわ

れ 開発された。

① エネルギ ー消費

② 大 気 汚 染

③ 騒 音 発 生

④ 土 地 利 用

① エネルギー消費に歯 しては資源 を有効に使用する点 において大きく貢献 している。

BARTシ ステムは1975年 ～1976年 に年間運行距離7億1450万 マイル(約114

万3,200KM)で6,200万 人 の乗客の輸送が見込 まれてい る。 この場合 に必要 とする電気 エネ

ルギーは9,000万KWHで あ り,こ れを生産するためには8億1,000万B・T・U(※)の 燃料

が必要 とな る。

したが ってBARTシ ステ ムの 乗客 ・マイル当た りに消費するエネルギーは1,130B.T.U

とな る。

一 方自動車は ガソリン1ガ ロン当た り10マ イル(約16㎞)を 走る とする と
,1マ イ ル当

た り13、640B・T・Uと な り,自 動車1台 当た り平均1.3人 を 運ぶ とすると乗客1人 当たりほ

ぼ10,500B・T・Uの エネルギーを消費す ることになる。

上記の ようにBARTシ ステ ムは 自動車が消費するエネルギーの約 功 で同一の効果が期待

できることにな り,エ ネルギーの有効利用の面において 自動車 よりはるか にまさ ってい るとい

える。

※BritishThermalUnitの 略 英式熱単位(1ポ ン ドの水を華氏1度 だけあた

ため るのに必要な熱量)

② 大気汚染に関 しては特別な根拠はないがベ イエ リアにおけるスモ ッグの減少は顕著である。

自動車の利用からBARTシ ス テムを利用することになれば汚染は 発しない ことになる。事実

BARTシ ステムは空気中のスモ ッグを減少させ ている。 この システムを利用 している乗客の

うち約30%は,以 前毎 日の通 勤とか買物に 自動車を利用 していた人々である。これらの人々

は 自動車を毎日合計55万 マ イル走行していることになるが,大 気汚染に関 しては1日,12.6

トンの汚染物資を発することにな る。

もちろん光化学スモ ッグは大気の反応によって発生するものであるか ら,た だちに大気汚染

と結びつけ ることは できないが,こ の12.6ト ンの汚染物 資がスモ ッグを防 ぐか否かの限界で

あるな らば.極 めて効果がある といえる。

③ 騒音発生に関 しては,BARTシ ス テムでは車体,線 路,レ ール,路 線などの設計 に工夫を

し騒音防止に努力している。 この システムの騒音 レベルは 時速70マ イ ル(約112km/時)

で運 行 している時,レ ールか ら50フ ィー ト(約15m)離 れ たところでは83～89デ シベ
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ル(db)で あ る。

一方
,時 速65マ イル(約104㎞)で 走る自動車は同一条件で75～82デ シベル(db)

で あ り,ジ ーゼル ・トラ ックは時速55マ イル(約88㎞)で84～92デ シベル(db)で あ

る。

これらの乗物はほぼ同程度の騒音 レベ ルである。 しか しBARTシ ス テムの路線の半分は音

の聞えない距離(地 下,水 下)に あ り,ま たそのほかの路線は フリーウェイ,鉄 道 と平行 じて

お り,騒 音防止に努力がはらわれてい る。

④ 土地利用に関しては景色の破壊を減少させるため 自然環境に適応 したスマー トな車体に,地

上路線では車体を低 くし人々の視界に入らない ように設計 されている。 また フ リー ウェイが 多

くの土地 を使用するの に比較するとは るかに少ない土地利用にもかかわらず 多 くの輸送能力を

持 っている。 さらに重要なことはBARTシ ステムの開通 によ り都市開発に拍車がかかった こ

とであ り,フ リーモ ン トにその例を見る ことができる。そのほかの地方においても地域発展の

核としてBARTシ ステムが重要 な位置を占めてい る。

⑤ 今後の計画(プ ロジ ェク ト械張 計画)

BARTで は 今後の地域公共輸送サ ービスとしてい くつかの計画を予定 してい る。第一は サ

ンフランシス コ国際空港への延長,お よびオークランド国際空港への延長であ る。.またさらに

サンマテオ,カ ウンテ ィの同意を得てサ ンフランシス コ国際空港からメ リンパ ークへの拡張 も

予定 されてい る。 この開発には都 市圏大量輸送局(UrbanMassTransportationAd

ministration)の 技 術研究資金 によ って援助されてお り,都 市輸送委 員会,各 カウンテ ィ,

BART等 に よ って開発が進め られている。

上記のほかに現在 サー ビスしている コンコー ドからマーテ ィネツ,ピ ッツバ ニグ,ア ンチ ィ

オへは急行バス路線の設置を,ま た路線北端の リッチモン ドから北方へ,さ らに南のヘイウー

ドから リバーモア,ア マン ドリバ ーへ,そ れぞれBARTシ ス テムと接続 した急行バス路 線を

地元の企業と共同で設置する予定であ る。 この計画によって,BARTシ ステ ムは さらにその

サ ービス地域 を拡大 し,地 域公共輸送機 関として重要な位置をしめることにな ろ う。
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222詳 論

(1)路 線の概要

(a)路 線 図

図2-6の とお り四つの路線からな り, サ ノ フ ラ ノ ノ ス コの 周 辺 地 域 を 走 って い る。 デ イ リ
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シ テ ィか ら サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾 を 渡 って 北 の リ ッチ モ ン ド,東 北 の コ ン コ ー ドへ ,東 南 の プ リ

ー モ ン トへ の 三 つ の 路 線
,お よ び フ リ ー モ ン トか ら 北 の リ ッチ モ ン ドへ の 路 線 で あ る 。 した が

%

図2-6BARTシ ス テ ム 路 線 図

ってフ リーモ ン トからコンコー ドへ行 く場合,リ ッチモン ドか らコンコー ドへ行 く場合は乗 り

換えなければな らない。

(b)規 模

① 路線全延長距離 約75マ イル(約120KM)

内 訳 は

地 下 路 線

地 上 路 線

高 架 路 線

チューブ内(水 下)

② 駅 の 数

19マ イ ル

(30.4㎞)

27マ イ ル

主として都市

(43.2㎞)

25マ イ ル

郊 外

(40.Okn)

4マ イ ル

都市,郊 外

(6.4㎞)

34駅

サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾

駅 は 地 下14駅,地 上13駅,高 架7駅 で あ り,地 域 別 に は サ ン フ ラ ン シ ス コ8駅 ア ラ

メ ー ダ17駅 コ ン ト ラ コス タ8駅 デ ィ リ シ テ ィ1駅 で あ る。

③ 従 業 員1,376名

(1973年6月 現 在)
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(2)運 転 状 況

(a)開 通 区間

① フリーモン ト ー リッチモン ド

② フリーモン ト ー コンコード

③ モンゴメ リ ・st－ デ イリーシテ ィ

なおサ ンフランシスコ湾を横断す る路線は前述の とお り1974年 中頃開通の予定である。

(b)列 車

① 列車編成

列車編成は10～2輌 編成であ り,運 転され る日,時 間帯に よって異なる。通常,ラ ッシ

ュアワーでは10～8輻 昼間では7～4輔,夜 間では3～2輔 編成 とな ってい る。

② 車 輌 数.250輔

③ 車輌の種類 一

軍輔の種類はAタ イプとBタ イプの二種類であ る。Aタ イプは運転室が付いてい る車輌で

長さは75フ ィー ト(約23M)あ り.連 結 した場合前後に配置 され る。

Bタ イプは運転室がない車輌 で長さは70フ ィー ト(約21M)あ り,Aタ イ プの車輌の

間に連結 される。現在,Aタ イ プの車輌は1.50輔,Bタ イ プの車輌は100輌 製 造されて

い る。

④ 車輻の定員75シ ー ト/車

⑤ 運 転 速 度

イ.最 高 速 度

ロ.平 均 速 度

ハ .加 速 ・減 速

80MPH(時 速約128KM)

42MPH(時 速約67KM)

(駅 の20秒 間停車を含む)

20秒 間 で0→50MPHに 加速できる。80MPH→0(停 車)ま での

減速は27秒 間 である。'L

二.そ の 他

、大きな窓,ゆ った りした1人 掛けの座席,カ ーペ ットの床,エ ア ・コンデ ィションな ど

快適性 を尊重 して設計 されている。 車輌の製造はRohrIndustries社 が 担当した。

(c}運 行 状況

① 現在は月曜 日～金曜 日の5日 間運行であり,週 末の土,日 曜 日は運休してい る。

② 運行時間は6時 ～20時 の14時 間 である。 ラッシュ ・ア ワの6時45分 ～8時45分 と

16時30分 ～18時30分 では約8分 間隔,そ れ以外の時間帯は15分 間 隔で運行 してい

る。なお ラッシュ ・アワでの混雑は 日本のそれと比較す ると大分ゆ った りしてお り,立 って

新聞が読める程度 であ る。

③ 将来の計画 としては1週7日 間運行,1日 運 行時間20時 間,ラ ッシュ ・アワ2分 間隔,

それ以外5分 間隔,夜 間は20分 間 隔の運行を予定 している。
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㈹ 輸送人員

現在(1973年11月)は1日 約72,000人 の 乗客である。将来は1日100,000人 の 乗

客を輸送す る予定 であ る。

'(
e)運 転 方式

コン ピュータによる自動制御 システムを採用 してい る。運転者は1人 乗車 してい るがほ とん

ど操作す ることはない。

主たる任務は中央指令室(CentralControlRoom),駅,乗 客 との通信連絡および線

路上 の障害物 に注意することであ る。事故時 には 車輌の運行停止,25MPHで の走行を操作

す る。

(3}コ ン ピュータ ・システム

(a)列 車 自動制御 システム(ATCS-AutomaticTrainCoptrolSystem)

この システムは安 全車間距離の維持,自 動計画運行 の維持と調整,お よび通常の状況におけ

る全 自動運転を目的 としてい る。

この目的は三つの集中 システムによって次の よ うに運行 されてい る。

① 線路沿いに設置 された制御装置は ブロックシステムとな ってお り,一 つのブロ ック内での

カーブ等の線路状況 に応 じた運行の速度,あ るいは加速,減 速の程度が セ ットされている。

また当該 ブロック内に他の列車の侵入を防止す るための警報シグナルが セ ットされてい る。

この制御装置 により通常,列 車は 予定 どお り運行 し,車 間距離は安全 に保守 される。

② 列車の運行状況は線路沿い の75マ イル ・ネ ッ トワーク装置を通 じてすべて中央指令室の

コンピュータに よってモニタされている。

各列車の路線 運行時間は コンピュータにプログラムされてお り,列 車が駅 に入ると,即

時に列車番号が コンピュータに送 られ到着時間 とコンピュータ内の予定表が比較 され る。 も

し両者に相違が生 じ変更の必要がある場合は適当な速度に加減する信号 を列車 に返す。 列車

に設置してある コン トロール装置は 自動的に指令 どお りの速度 に調整する。

③ 各駅内にある制御サブシステムは 自動的に駅 に接近する列車の管理を引き継 ぎいろいろな

制御を行な う。

その主な ものは列車にブレーキをかけ,最 適の位置 に停止させ,ド アの開閉を行ない,列

車を発車 させること等である。,な お ドアの開閉時間は通常は約20秒 間 である。

(b)車 輌 検査 システム

車輌検査システムは各車庭 内に設置されてい る。

この システムは運行路線に入る車輌について,該 当す る車輌か否かの検査,車 輌の連結,ブ

レーキ,ド アの開閉の作動テス ト等を 自動的に行な うシステムであ り,車 輌に関す る28の 機

能について1分 以 内に検査が できる。なお コンピュータはATCS用 コンピュータとは別の も

のを使用 している。

(c)デ ー タ収集 システム(DataAcquisitionSystem-DAS)
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この システムは中央の コンピュータと料金徴収装置(後 述)の 一部 と接続 して必要な時はい

つ でも徴収料金の状況が把握で きる機 能を持 っている。 このシステムは料金に関す るデータを

収集 し,フ ァイル してお り,こ れにもとついて各種統計表の作成 を行ない,市 場調査に関す る

意思決定 列 車運行計画の立案 変更等に利用 される。

(d}中 央処理装置'

①Westinghouse製Product250型 コ ンピュータが2台 設置 されてい る。(1台

は バ ック ・ア ップ用)

② 価 格 約300万 ドル(9億 円)

(e)中 央 指令室(CentralControlRoom)

中央 指令室は乗客を安全に輸送す るため列車運行に関連する諸状況を即時に把握 し,必 要に

応 じて指令を下す機能を持 ってい る。

室内の状況は 図2-7の とお りであ る。

電 力供給状況表示板 諸設備作動状況表示板 列車運行状況表示板

ヨ
一一一 =

一一

図2-7中 央 指 令 室

① 電 力供給状況の コン トロール

図2-7の 左3枚 に配電状況が表示されてい る。赤 ランプならば電力供 給状況は正常であ

り,緑 ランプが点灯 したならば当該個所 に異常事態が発生 したことを表わす。

◎ 諸設備の コン トロール

図2-7の 左 から4枚 目に諸設備の作動状況が表示 されている。 これは暖房,通 風 給水

の状況を管理するもので,檀 色な らば 異常な し.フ ラッシュすると当該個所 に異常事態が発

生 した ことを表わす。

③ 列車運行の コン トロール

図2-7の 右 側のボー ドに75マ イ ルの路線図が表示されている。 列車の運行状況が赤色
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で表示 されている。

(f}コ ン ピュータ要員

◎ 専門家(上 記の分野)3人,ス ーパ ーバイザ1人 その他
Φ

②3交 替で24時 間 コンピュータを稼働させている。

④ 構 内 設 備

(a}自 動 発券機

① 図2-8の よ うな構成にな ってい る。(約75×200(m)現 在34駅 に575台 設 置 さ

れている。

Issue

NewTicket

ReturnTicket

Coins

5¢,10¢,25¢,50¢

Insert

1$～5$

Coin

Return

口
細

口

図2-8

(∋

口
㊥

自 動 発 券 機

Take

ticket

Return

ticket

② 購入方法

イ`図2-8④ に コンイまたは 紙幣1ド ル,5ド ルを入れる。

ロ.IssueNewTicket◎ を押すと⇔ のTakeTicketか ら 乗車券が 出る。

ハ.30セ ン ト～20ド ル の乗車券が購入できる。

二.乗 車券には当該料金が磁気化される。

③ 買いかえ

図2-8㊥ のReturnTicketに 古い乗車券を入れ④から現金(こ の場合25セ ン トか

ら利用できる)を 入れ,㊥ を押す と新 しい乗車券が発行 される。
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{b)両 替 機

大 き さは 自動 発 券 機 と 同 じ で あ る 。1ド ル 紙 幣 を 入 れ る と25セ ン ト×3,10セ ン ト×2,5

セ ン ト×1が 出 る。'コ イ ン と1ド ル 紙 幣 しか 使 用 で き な い 。
ウ

(e)改 札 口

① 乗車券を図2-9の ④ のTicketに 入れる。'

17回

》ロ
7∠≡7

← ←

ReturnTicket(ノ)

Return◎

ticket④

Coins

minimumFare30¢

OuatirandNicleu1

図2-9改 出 札 口

② 入れ る方向,表 裏をまちがえると リジ ェク トされて㊥ にもどる。

③ 正 しければ,ReturnTicket◎ に 出て,eが 数秒間あ く。

④ この際乗車券には月日,時 間,駅 名などが磁 気化 され る。

励 出札 口(改 札口とほ とんど同じ装置)

① 目的地に着いたな らば 出札 口で乗 車券を図2-9④ のTicketに 入れる。

② もし料金が正 しければeが 開 く,超 過料金がある場合には所要料金が差引かれて乗車券は

もどる。以後の乗車に また使用できる。 もし料金が不足 してい る場合には 出札口は開かず,

サ インが フラ ッシュして乗車券が手許 にもどって くる。 この場合は精算 しなければならない。

(e)精 算 機

① 出札 口の近 くに設置 されてお り,大 きさは 自動販売機 とほ とん ど同じであ る。

② 乗車券を入れると不足料金が表示 される。当該金額を 入れ ると乗車券は変 更された料金が

磁気化 されてもどる。 この乗車券 で出札 口を 出る。
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(5)乗 車 券 ・料金

(a)乗 車 券

① 大人用乗車券は図2-10(現 寸 大)の とお りである。表面には磁性帯があ り,月 日.時

表 ●
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図2-10 乗 車 券

間,駅 各 料金等が記録され る。 裏面には所有者の氏名を書 く欄がある。

② こども用 ・老人用乗車券

12才 以 下のこども,65才 以上の老人については75%の 割 引をしてい る。 これらの乗

車券は銀行で しか発売していない。なお2才 以下の こどもは無料 とな っている。

③ 定期券 ・回数券

特別な割引制度 はないが,あ らか じめ高額の乗車券を買ってお くことによって,毎 日乗車

券を買う手間がはぶけ る。なお10ド ル,20ド ルの高額の乗車券は銀行で も発売 してい る。

制 料 金

料金表および時刻表は表2-10の とお りである。 これは距離が基礎にな ってお り,最 大

1.25ド ル ～最少30セ ン トである。

料金,所 要時間の例

フリーモン ト ー パークレイ1ド ル39分

フ リーモン ト ー コンコー ド1,25ド ル60分

一187一



表2-10料 金表および時刻表
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⑥ その他のサー ビス

BARTシ ス テムを より効果的にす るために次の ようなサービスを行な っている。

{a)パ ス との連け い

駅かち 遠い乗客に対 して定期バスが連けい してお り,そ の乗車券は駅構内の発売機で買うこ

とができる。

{b)パ ーキング ・サ ービス

BARTシ ス テムの34駅 の うち22の 駅 に240台 ～1,400台 の収容能力を持つ駐車場が

設置 してある。それらは合計17,692台 の収容能力を持 ってい る。 また 自転車の駐車場 も郊外

の駅にはほ とんど設置されている。

㈲ そ の 他

英語,中 国語,-iペ イ ン語 の3カ 国語でインフォメーションサービスを行な っている。

(7}経 営 状 況

1972年9月 に最初の路線が開通 して以来,順 次路線を拡張 してきたが,経 営状況 について

ぼ全般的にほぼ予定 どお り推移 している。

乗客,収 入,費 用 に関する実績推移状況,お よび1973年5月 および6月 の2カ 月間におけ
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る経営実績を図2-1 .1,図2-12,図2-13,表2-11に 示す。

これ によると収入対費用の比率が1対9で あ り,け っして好ましい数字ではないが,こ の種類

の公共事業では急激な上昇は 望めないであろ う。 しか しながら乗 客数は徐々にではあるが増加の

傾向にあ り,こ の75マ イル路線で最 も重要なサンフランシス コ湾横断路線が開通す るならばわ

ずか10分 で横断できるよ うにな り,BARTシ ステムを利用す る乗客は飛躍的に増加するであ

ろ う。

(a}乗 客 数

乗客数は 図2-11に よると全般的に予測を下 まわ っている。 これは 予測算出の条件 として

1週 間に7日 間,1日20時 間 の運行サ ービスを予定 していたが実際には1週 間に5日 間,1

日14時 間のサ ービスしかしていないためである。

したが って予測の稼働率を70%に 換算すると,実 績はほぼ予測 どお りになる。

乗客数が1973年1月 と同年5月 に急上昇 してい るが,こ れは新路線が開通したため であ

る。

2カ 月(1973年5月 および同年6月)間 の乗客数は表2-11に よ ると6月 の月間 乗客

数は769,754ん1日 平均は36.655人 であ り,5月 の 月間乗客数673,755入, .1日 平 均

36,130人 と比較すると14%～15%上 昇 している。 これは6月 下旬 の新路 線開通が貢献 し

てい る。

ラ ッシュ ・ア ワの乗客数は19,549人 であ り,5月 よ り約3%上 昇 している。

ラッシ=・ ア ワと1日 平均の乗客数を比較すると前者が過半数を占めているが,こ れはBART

シス テムが通勤者の交通手段 として多 く利用 されていることを示 している。

運行サ ービス開始以来の累計乗客数は4,591,24'1人 となっているが,こ れは100%稼 働 の

場合の予測累計乗客数6,299,632入 の73%に 当たるが,上 記70%稼 働の現状からすると,

予 測を上 まわ っている。

●

{b)収 入

収入に関す る実績の推移状況は図2-12に よ ると全般的に予測を下 まわ ってい る。 これ も

乗客数の実績 と同様にシステム稼働 率が70%で あ ることに起因 しているが,そ れを考慮すれ

ばほぼ予定 どお りであ り,漸 増傾向にあるといえる。

2カ 月間 の収入の実績は表2-11に よると6月 の純乗客収 入は5月 より16.5%増 加 し,

350,953ド ル(約1億500万 円)を 計上 してい る。 これは新路線開通による。

6月 の総操業収 入は都市輸送委員会から137万 ドル(約4億4,000万 円)の 援助を受けた

ため異常に高い金額にな っているが,こ れを差 引いたとして も5月 の実績より多 くの収 入を計

上 している。

(c)費 用

費用に関する実績の推移状況は 図2-13に よ ると,予 測を下 まわ ってい るが漸増の傾向に

ある。 これは新路線開通に伴 う人件費,そ の他経費の増加に よる。
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2カ 月 間の実績につ いては6月 の実績は 約309万 ドル(約9億2700万 円)を 計上 し,前.

月 より29.3%の 急上昇を示 している。 これは年度 末にあた って各種 ユーテ ィリテ ィ費等の請

求が集中したためである。.

現 在 までの累計 費用について は予測26.268,637ド ル(約79億 円)の84%で あ り下 まわ

ってい る、。
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表2-ll1973年5月 お よび6月2カ 月の経営実績

今膜 績(1963年6月) 先 肢 績(1963年5月) 増 減 霜1;簾 鑑)

乗 客 数
(実 績)

総 乗 客 ・数 76ぴ754人 673,755人 十142% 4,591,241人

日平 均 乗客数 36,655人 36,130人 十1.5%

ラッシュアワ乗客数 19,549人 19,005人 十2.9%

(予 測)

総 乗 客 数
牛

6,299,632人

収 入
(実 績)

総 乗 客 収 入 416,674ド ル 351,356ド ル 十18.6%

純 乗 客 収 入 350,953ド ル 301,349ド ル 十165%

総 操 業 収 入 1,779,632ド ル 315,179⇔ レ 一
3,594,014ド ル

(予 測)

総 操 業 収 入 2,684,795ド ル

費 用
(実 績)

'

総 費 用 3,085,530ト ル 2,38τ205ド ル 十29.3% 22.063,302ド ル

(予 測)

総 費 用 26,268,637ド ル
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23ニ ュー ヨー ク病院 の 病 院 管 理 シ ステ ム

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員;

NewYorkHospital

525E68Street・NewYork・N・Y,

1973年11月29日

Mr.JohnWatson

AssociateDirector-Finance

Mr.MartinLevine

SDC社engineer・

椙 沢,花 岡,瀬 戸,鈴 木,日 高,浅 野

、

231概 要 およ び 所感

{1)ニ ューヨーク病院は.マ ンハ ッタン島イース トリパ沿いの緑の木々にかこまれた静かな環境に

位置 している。

この病院は私 立の非営利団体 で,ベ ッ ト数は約1,000で,従 業員は約5,000人 を有する中

央病院 と,二 つの精神病関係の分院からな ってお り,外 来患者は年 間約20万 人 退院 後来院患

者は年間約3万5,000人 い る総合病院であ る。'

② この病院におけ る医療制度について次の ような説明があ った。

イ.こ の病院では患者が 直接病院 に診療 にくる例は まれで,ほ とんどかか りつけの民間 の開業医

(病 院 と契約してい る民間の開業医は約1,400人 い る)を 通して病院を利用 している。 した

が って特別な場合を除いては診療の予約制度を採用 している。

ロ.病 院では,入 院施設の提供 各種検査な どを行な うが,治 療 の責任について開業医 との関係

は複雑 である。

ハ.社 会保険 制度 については治療費の負担は個 人がする場合と,保 険会社がする場合 とがある。

また料金体系は統一性がな い。

(3)現 在,こ の病院で稼働 している コンピュータ ・システムはIBM360/40を 使 用 してお り.

病 院における経理,財 務,施 設管理などの主 として経理部門の業務を対象とした パッチ処理 シス

テムである。 その主な 目的は諸業務の省 力化,迅 速化および,患 者に対するサ ービスの向上 にお

かれてい る。

現在の ところコンピュータ化の効果は十分表われている。その中で も特に手作業ではほとんど

不可能に近い治療費請求業務(請 求書発行件 数約10,000件/日)に 多 くの効果が表われている。

・(4)こ の 病院では今 までの経理 部門 主体のシステムから病院の トータル ・システムを 目指 して新た

な開発が進められている。

コンピュータの運営については システムの拡張,改 善お よび経 費節減を目的として2年 前に

SDC社 に委託管理を決定 し,1年 前 より運営 されている。なおSDC社 は,こ のよ うな病院 シ
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'

ステムの受託運営を,ア メリカ東部海岸の4ヵ 所で実施してい る。

232詳 論

{1)コ ンピュータ ・システム(現 在稼働中)

(a)適 用 業務

ニューヨーク病院で現在 コンピュータ化 され稼働 してい る業務は経理部門業務が主体 とな っ

ており,次 のよ うな ものである。

イ.愚 老に対する会計業務

ロ.経 理台帳の管理

ハ .従 業員の給与計算

二.在 庫管理(医 薬品関係が主で,医 療器材は含 まれていない)

㈲ 使用 コンピュータ

上記の適用業務を処理するために次のような機 器構成の コンピュータを使用 している。

イ.中 央処理装置IBM360/40記 億容量192KB(2パ テ ィシ ョン)

ロ.磁 気テ ープ装置(2401)6台

ハ.磁 気デ ィスク装置(2314)8台

二.カ ー ド・リーダ2台,

ホ.ラ イ ンプリンタ2台

(c)デ ー タ量

イ.従 業員データ5,000人 分

ロ.入 院愚老データ1,00・O人 分

ハ.退 院 患者データ35,000人 分

二.外 来患者デ ータ200,000人 分

ホ.在 庫管理データ50,000～60,000件

へ.そ の 他400件

な お患者1人 当た りの レコー ドの長 さは1,000CHで あ る。

(d)コ ン ピュータ出力

レポ ー ト形式の出力がほとん どであ り,患 者 に対す る請求書,各 種台帳,統 計表などぽ う大

な レポ ー トの出力を行な っている。

(e)プ ロ グラム本数

上記適用業務を処理するため合計700本 の プログラムがある。

(f)磁 気 テープ本数

イ.外 来患者 マスタ5本(200,000人 分 の ファイル)

ロ.入 院患者マス タ1本(1,000人 分 の ファイル)

上 記のほか在庫管理,お よびその他の業務を含め ると全体で約LOOO本 あ る。
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② コ ン ピ ュ ー タ 運 営

(a)コ ン ピ ュ ー タ 要 員

イ.シ ス テ ム ・プ ロ グ ラマ

ロ.オ ペ レ 一 夕

ハ キ イ パ ン チ ャ ー

10人

7人

15人

合計32人

{b)稼 働 状況

コンピュータは1日22～24時 間 稼働 してい る。通常は1週 間で5日 間稼働 してい るが.

月 末の週(ピ ーク時)で は7日 間稼働 している。

なお,勤 務体制は変則シ フ ト制をひいている。

(c)コ ン ピュータ運営費

① コンピュータ ・レンタル料 保守管理費.SDC関 係 費な どを含めた全経 費は年間110

万 ドル(3億3,000万 円)で ある。 この うち コンピュ:一・・タ ・レンタル料 ま月間15,000

ドル(450万 円)で ある。

② なお患者1人 当た りの実質(Netcharge)の 約1.5%が コ ンピュータ運営 費とな ってい

る。

(d)機 密 保持

機密保持についてはその重要性を認識してお り,各 種情報は関係者以外には もれないような

方法が採用されている。

① 関係者は特定のバ ッチをつけなければな らない。

② 警備員による監視を行な ってお り,関 係者以外はコンピュータ室に立ち 入ることはできな

いo一

③ 磁 気テ ープ ・キャビネ ットはいつもか ぎがかか ってお り,コ ンピュータの運転 スケジュー

ルにそ った磁気テープの出し入れ以外は取 り出すことはできない。

④ ファイルの内容(た とえば患者の情報 とか従業員の給与関係の情報な ど)を 知 りたい場合

はた とえ医者とか,当 該業務の担当者であ っても担当部長の許可を得なければ知ることがで

きない。

(3}患 者 に対する会計 業務 システム

この システムは上記適用業務の中では最 も重要な システムである。 この システムは 愚老が入院

(通 院)し て,い ろいろな治療が施 され,退 院(完 治)し て,治 療費用が完納 され るまでの会計

業務を管理するシステムである。次のような手順によって処理が行なわれている。

(a)医 者か らの紹介

① ニ ューヨーク病院 と契約 している約1400人 の 民間の開業医を経由 して病院の受付

－t(AdmittingDepertment－ 以 下ADと 書 く)に 入院(通 院)の 申 し込みが行なわれる。

その際患者の 住所,氏 名,連 絡先な どの情報を入手する。
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②ADは 所定 の情報を 患者から収集するため,患 者に直接連絡す る。 それには 次の ような情

報が含 まれる。

●

●

●

●

●

生年月日

病 状

家族の状況

ベ ットの予約

費用の支払者

③ 上記の ようにして収集された情報は担当者がチェ ックし,キ ー ・ツー ・'ディス クまたはパ

ンチ ・カー ドで入力 している。 この際入力データの正確を期するためデータ ・チェック担当

者を1名 配置 してお り,さ らにバ ッチ ・トータル ・チ ェックを機械的に行な っている。患者

コー ドは病院が独 自にユニークな コー ドをつけている。

(b)予 約(PreAdmission)

あ らか じめ患者が入院(通 院)す るまえに,そ の諸準備をするため予約制度 を採用している。

しか し,実 際には急 患のため,緊 急に入院(通 院)す る場合 もある。

(c)治 療

① 治療中の処置の うち治療 費用として請求すべき料金については,そ のつ ど,患 者 ごとに コ

ンピュータに入力され,加 算 される。

② 医学用語 について も料金計算に関連するものは コ「 ド化 され,利 用 されている。

(d}治 療 費の計算

患者 ごとに今 まで にかか った治療 費を コンピュータで計算 し,請 求書を出力する。 請求書の

・発行件数は平均10 ,000件/日 である。

(4}そ の他の コンピュータ ・システム

当病院のX線 研究所では,ミ ニコンピュータ(PDP11)を 用 いてX線 検査分析を行な ってい

る。 そのほかに も,い くつかの ミニコンピュータが使用 されてい るが,い ずれ もそれぞれの現場

の 医者が 自分で選定 したものであ り病院の経営者が機種など決めた ものではない。

(5}将 来計画

(a)新 システム開発の開始

①1972年 に現在の経理業務主体の コンピュータ ・システムか ら病院の トータル ・システ

ムをめざすために,SDC社 にその検討を開始させた。 また同時 に現在の計算室運営(Fa-

cilityManagement)もSDC社 に委託 した。

② 新 システムはお よそ次の ような 方向で開発が進められている。

イ.現 在の経理業務主体の システムを改善 し,経 理業務 関係の さらに詳 しい,多 くの情報の

提供を可能にすること。

ロ.検 査部門(血 液,尿 心臓など)の 情報など患者に関するすべての情報 を収集.フ ァイ

ルして,イ ンハ ウスのオン ライン ・リアル タイム処理 によ り情報検 索を可能にす ること
。
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ハ.患 者の病歴管理も検討の対象とす ること。

{b}プ ロジェク ト'チ ームの発足

① ステア リング ・コ ミテ ィの結成

次の部門の責任者からなる委 員会を発足 させ た。

・ 管理 部門の責 任者

・ 診療 部門の責任者

・ 財務部門の責任者

● 技術部門の責 任者

この委 員会の任務は,シ ステム開発に関連す る諸問題 を検討し,結 果を病 院の経 営者 に提

示することであ り,そ の主な事項は システム関係の目標とか,実 行の優先順位な どである。

現在委 員会は 毎月1回 定期的に開催され,各 プロジ ェク トの進行状況の把握,お よび上記

事項の検討が行なわれてい る。

② システム ・エ ンジニア リング部の発足

現在上記委員会の下に,15の プロジェク トが編成 され,そ れぞれ並行 して開 発が進めら

れている。

これらの プ ロジェク トはすべて相 互に関連を も ってい るため,シ ステム開 発を円滑に行な

う目的 でシステム ・エ ンジニア リング部(以 後SE部)を 発足 させた。SE部 は 現在1人 の

マネージ ャが任命 されている。

③ プロジェク ト

各 プロジェク トには関連部門の責任者を必ず参加 させている。

こ こでは,シ ステムその ものを検討し,問 題点の明確化 システム化 の可能性の検討,そ

のほか要員,設 備,資 金の確保な どを行な っている。

(c)新 システム開発の手順

新 システムは お よそ図2-14の よ うな 手順で開 発が進められている。
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実 行'設 置

↓

運 用

監査'評 価

図2-14シ ス テ ム開 発の 手順

なお フィージビリテ ィ・ス タデ ィでは次の点について分析検討を行な っているが,特 に シス

テムの経済性 を重要視 している。

・ 問題の提起

● 問題点の解決法の立案

・ 解決法の選択

● コ ス ト

・ 利 益 、

(d)新 システムの完成時期

現在,シ ステム開発は鋭意進行中であ るが完成時期は決定していない。
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24企 業 信 用情報 デ ー タ ・バ ン ク

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員;

Dun&BradstreetIn竺

11'19・SpringfieldRoodunion・N・J・07083

1973年11月30日'

MrAbrahamL・Cohen・

Manager,SystemResearchandCommunicationPlanning,

SystemsResearch&DevelopmentDepartment.

梧 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木,花 岡

241概 要 お よ び 所 感

ア メ リ カ で は 投 資 家 は 投 資 に 関 す る 良 い 情 報 源 を 得 る た め にWallStreetJournalを 見 る。

同 様 に 企 業 人 は こ れ か ら 取 引 を し よ う とす る 相 手 企 業 の 信 用 状 態 を 知 る た め にDun&Brad-

StreetInc・(以 下D・&B・Inc・ と 略 す)に 問 い 合 わ せ る。 企 業 信 用 情 報 とD・&B・Inc

と は 同 義 語 の よ うに な って い る 。

D・&・B・Inc,はDun&BradstreetCompanies'Inc・(以 下D・&・B・Co.Incと 略

す)の1部 門 で あ り,企 業 の 信 用 情 報 の 調 査 提 供 を 行 な っ て い る。D・&・B・Co・Inc.は 企 業 信

用 情 報 提 供 の ほ か に 出 版 放 送 業 マ ー ケ テ ィ ン グ な ど を 手 広 く扱 う大 規 模 な ソ フ トウ ェア 企 業 で あ

る。,

D・&・B・Co.Ineは 現 在 従 業 員約20,000人,売 上 げ 約4億 ドル/年(1,200億 円),そ の

うち 約40%が 信 用 情 報 提 供 業 に よ る 売 上 げ で あ る。

D・&・B・Inc・ は 約100の 事 業 所(主 と して ア メ リ カ国 内)を も ち,こ れ ら の 事 業 所 は100

字/分 の テ レ タ イ プ 回 線 を 主 と し た 回 線 網 に よ り結 ば れ て い る。 約10年 ほ ど前 か らSigma5

コ ン ピ ュ ー タ に よ る メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ を 行 な っ て い る。

1972年 秋 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー の 郊 外 に 大 規 模 な 計 算 セ ン タ ー を 開 設 し,最 新 の 事 務 処 理 シ ス テ

ム で あ るAOS(AdvancedOfficeSystem)を1975年4月 目標 に 開 発 中 で あ る。

こ の 報 告 書 で はD・&.B・Incの 企 業 信 用 情 報 提 供 シ ス テ ム に つ い て 報 告 す る が,現 在 企 業 信

用 情 報 を 約300万 社 分 も って お り,こ れ ら の 情 報 を 約20万 社 の 顧 客 に提 供 し て い る 。 年 間 約

150万 件 の 報 告 書 が こ れ ら の 顧 客 に 提 供 され て い る。

現 在Sigma5お よ びSigma9そ れ ぞ れ1台 お よ び15×109バ イ トの デ ィス ク に よ る デ ー

タ ・ベ ー ス を もつ 。 また 大 規 模 事 業 所 か ら順 次 現 在 の テ レ タ イ プをQUOTRON801に お き か え っ

sあ る。

将 来AOSが 完 成 す る 時 期 に は51回 線 の 通 信 回 線 に 約100事 業 所 が 結 び つ き,Sigma5×

2台,Sigma9×5台 を 主 力 と す る 大 規 模 な シ ス テ ム が 完 成 す る 予 定 で あ る。

こ の よ うな 大 規 模 な シ ス テ ム が 企 業 信 用情 報 提 供 と い う特 定 分 野 だ け を 対 象 と して も ア メ リカ で
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は 採算にのる理 由は 多分D・&・B・Incが 過 去150年 にわた り企業信用情報提供業 を進めて来た

とい う歴史の深 さとアメ リカの経済社会状況が 日本とかな り異なる点にある と思われる。今後 さら

に調査研究を進め,な ぜ 日本では特定分野だけを対象とした大規模な システムが実現 しに くいのか

を解明す る必要があろ う。

242詳 ・ 論

(1)Dun&BradstreetInc・ の 概 要

{a}組 織

D,&B・Co・Incは 図2-15に 示 す よ うに 次 の 六 つ の 部 門 か ら な る。 す な わ ち

①D.&.B.lnc(以 前 のBusinesslofnrmationDivision)

企 業 信 用 情 報 を 扱 う。

②TheReubunH・DonnelleyCorporation

消 費 者 市 場 調 査 出 版 マ ー ケ ッテ ィン グな ど を 行 な う。

③CorinthianBroadcastingCorporation

テ レ ビ ・ラ ジ オ の 放 送 業 を 行 な う。

④MoodYs・lnvestorsService・Inc・

投 資 情 報 の 提 供,投 資 相 談 を 行 な う。

⑤Dun-DonnelleyPuklishingCorporation

出 版 業 を 行 な う。

⑥ManagementConsultingDivision

経 営 コ ンサ ル タ ン ト業 を 行 な う。

こ の 報 告 書 で は 企 業 信 用 情 報 を 碩 客 に 提 供 す るD・&・B.Inc・ の 情 報 シ ス テ ム を ま と め た

もの で あ る 。

(b)従 業 員 数,営 業 収 入 お よ び 利 益

① 従 業員 数

D.&・B.Co,Inc・ は 現 在 約20,000人 の 従 業 員が 在 籍 し て お り,そ の うち 約8,000人

が 企 業 信 用 情 報 を 扱 うD・&.B・Inc・ の 所 属 で あ る 。

② 部 門 別 営 業 収 入 お よ び 営 業 利 益

1968年 か ら1972年 まで のD.&・B.Co・Inc・ の 部 門 別 営 業 収 入 を 見 る と 図2-

16の と お りで あ る。 最 大 の 部 門 は 企 業 信 用 情 報 を扱 うD.&.B.Inc・ で あ り1972年

は1億7970万 ドル(539億1,000万 円)の 収 益 で あ っ た。 ま た 全 体 で は4億 ドノしく1200

億 円)で あ っ た。
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図2-15 D・&・B・Co・Incの 組 織 図

部 門 別 営 業 利 益 は 図2-17の と お りで あ り,1972年 に は 全 体 で6280万 ドル

(188億4,000万 円)そ の うち 企 業 信 用 情 報 は2,520万 ドル(75億6,000万 円)で あ っ

た 。

D.&.B.Inc.は 約8,000人 の 従 業 員 で1億7970万 ドル(501億2.000万 円)の 営

業 収 入 と2,520万 ドル(75億6,000万 円)の 営 業 利 益 を あ げ た こ と に な る の で 従 業 員1人

当 りは

従 業 員1人 当 営 業 収 入

=22,463万 ドル(674万 円)

従 業 員1人 当 営 業 利 益

一3.150ド ル(94万5000円)

で あ る 。
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図2-17部 門 別 営 業 利 益

(C)財 務 状 況 の 概 要

】971年 お よび1972年 度 のD.&.B、Co・Inc

りで あ る。

の財務状況の概要は表2-12の 通
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表2-12D・&・B・Co・Incの 財 務 状 況

項 目 1972年 |971年 増減%

営 業 収 益 $400,301,000 $356,405,000 十12.3

税 金 引 当 金 32,158,000 28,380,000 十13.3

純 利 益 34,043,000 29,63τ000 十14.9

1『株 当 り 利 益 $2.63 $2.31 十13.9

配 当 引 当 金 12,948,000 12,845,000 十 〇.8

1株 当 り配 当 金 $1.61 $1.52% 十5.6

株 主 数 8,303 8,355 一 〇
.6

(2)企 業信 用情報処理 システム

(a)企 業信 用情報}

① 信用情報の対象 と:なる企業

D・&・B・Incの 企業信用情報の調査対象とな る企業は約300万 社 である。 これ らの企

業の情報はD・'&.B・Incの 従業 員が直接調査対象の 企業の しかるべ き立場の人から聴取 し

た ものである。 これらの聴取 した情報は後述 の所定の書式に したが って謄写版の原紙にタイ

プして印刷す る。

② 信用情報の内容

企業信用情報には次の項 目の情報が含まれる。 すなわち

1.企 業 名

2.所 在 地

3.社 長 名

4.支 払 状 況(Payments)

5.財 務 状 況(Finance)

6.企 業 歴

7.経 営 状 況

③ 報告 書の書式

信用情報の内容は 図2-18の 書 式にしたが って謄写原紙にして必 要部数を印刷する。 必

要部 数はい まxで の経験に よりきめてお り,た とえばGM(GeneralMotors)な どのよ.

うな引 き合いの多い 企業の場合は1000部 程 度印刷するが,引 ぎ合いの少ない小企業では
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3部 程度 しか印刷 しない。

情報の量も企業に よりことな りGMの よ うな大 企業の情報は1社 で25～26頁 に もなる

が,小 企業の場合は1頁 の こともある。

図2-18で 明らかな ように報告書の先頭部分には報告書の 内容の集約情報が約300字

以 内に まとめられてい る。 この集約情報だけでも,一 応の情報が得 られるように配慮 されて

いる。

④ 信用調査台帳

図2-18の300字 以 内の集約情報だけをとりだ して1冊 の本 に して販売 している。 こ

れはあたか も電話帳をひ くような要領で調べたい企業の情報を得 ることが できる。
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図2-18 報 告 書 の 様 式

この信用調査台帳は 業種 別コー ドにより目的の企業を調査す ることができる。

(b)情 報 の収集 ・更新 ・問い合 わせ

① 情報の収集

前述のよ うにD・&・B・Incの 社 員が調査の対象となる企業へ行 って情報 を聞き出す。 企

業によ って情報を提供 して くれるところとくれない ところがある。

現在約300万 社 の 企業情報を収録 している。 卜

② 情報の更新

情報の更新は年2回 行な っている。統計的に見て収集した300万 件 の情報の うち更新期
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間中に一度も とり出されない情報は約50万 件 ある。2回 の更新 期間中一度もとり出されな

い情報は消去される。

③ 問い合わせ

D.&.B.Incの 顧 客は アメ リカ国 内に10万 紘 英国 ・カナダなど海外に10万 社,

合計20万 社 である。 これらの顧 客からの問い合わせば,

問 い合 せ 回数 一5件/顧 客/年

である。 したが って年間約100万 件(月 間約8万3000件)の 問い合わせがある。

報告書のプ リン ト・ア ウ トは年間約150万 件 にのぼる。 その90%は 小 中 企業の情 報で

あ り,プ リン ト・アウ トの量も少ないが,前 述の ように大 企業になると25～26頁 にも達

する。年間約5万 件は長いプ リン ト・ア ウ トになる。

{c}情 報処理手順

① 従来の手作業による処理量

D・&・B・lnc・ では1975年4月 を目標にAOSの 開発を行な ってお り,現 在で も部

分的には報告書の作成 ・記憶 ・プ リン トな ど自動化されている。

、AOSの 早 期開発が望 まれ る理 由の一つに,い まxで 説明 してきた情報提供サ ービスにき

わめて大量の人手を要することがあげられる。たとえば1971年 の 統計資料を見ると表2

-13の よ うな状態である。2億5 ,000万 行 にのぼる手作業によるタイプ修正,454ト ン

表2-131971年 における作業量

項 目 量 備 考

報告書の量 τ000,000件/年

手作業による修正量 250,000,000行 以 上 手作業の タイプライタに よる。

発行した報告書の頁数 200,000,000頁

修 正 回 数 30,000件/日
10,000件/日 の 取 引 に 対 し30,000

件/日 の 修 正 が 出 る

受けた照会数 15,000,000件/年

使用 した紙の量
ポ ン ド1

,000,000 以 上 454ton以 上
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にのぼる報告書作成など数千人の人手をわず らわ していたことになる。

② 顧客の情報要求から提供まで

図2-19はD.&.B・Inc・ の 企業情報がどのよ うな手順で顧客に提供 されているかを

示 したものである。 この手順は従来からひきつs'き 行なわれている方式であ り.AOSが 完

成 した時点では後述の図2-20の よ うな システ ムに全面的におきかえられ る予定であ る。

図2-19の よ うに顧 客(Subscriber)か らの・検索要求は電話または郵便で最寄 りの

D.&.B.Inc.の 事 業所(LocalOffic)に 集 まる。現在の システ ムではそ の事業所の

事務 員はその要求の情報が 自分の事業所内にあるか(inDistrict)あ るいは他の事業所

にあるか(outofDistrict)を 調べ る。

もし目的の情報が他の事業所 にある場合はその事業所ヘテ レタイプをつか って メッセージ

を送 って検索の依頼 をす る(Te16typetoAppropriateOffice)。 依 頼を うけた事

業所の ファイル担当の事務 員は ファイル ・キ ャビネ ットを探す(In・DistrictFile)。

も し目的の情報が 見つ かると,依 頼 した顧客の登録番号(SubscribersNumber)を

確 認し,郵 送室へ もって行きたX'ち に依頼者へ郵送する。 ファイル担当者は顧客の利用状況

を記録 し顧客への料金請求のための情報(SubscriberUsageAccountingInfor-

mation)を 確 認する。

もしも所要の情報がどの事業所の ファイルにもない とき,あ るいはあ っても情報が古いと

き,事 務員はその検索要求を報告書作成担 当部門(ReportingDepartment)へ 回 送す

る。 この部門の担 当者(Reporter)は 要 求の対象とな ってい る企業へ 出向 き情報を聴取す

る。 この方法 についてはすでに② ・④ で 説 明した。

聴 取 した内容は所定の用紙 に複数の複写を とりなが ら全項目タイプ打ちされる。 その複写

の1枚 は マスタとな り,複 写担当部門(DuplicateDe'partment)に 送 られ何組かの複

写がとられる。 他の1枚 は検 索要求を出した顧客の手許へ送られ る。残 りのコピーは過去1

年 間に同 じ検索要求を出した他の顧客に送られる。 さらに余 った コピーは ファイルに保管す

る。

報告書の写はデータ ・パ ンクの中の情 報をチ ェックするために使 う。 もしデータに変更が

あ った場合は,そ の変更分の情報をニューヨークヘテ レタイプで送る。そ してニューヨーク

ではDMI魍Creditデ ー タバ ンクを更新する。

6主)DMI-DataManagementInformation
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(d}AOSシ ス テ ム.

AOSが 全 面稼働すると図2-20の よ うな手順 とな る。 まず顧客か らの検索要求は図2-

19の 場 合と同様 に電話 または郵便一(ft寄 りのD・&・B・Inc・ の 事業所に来 る。従来の手作業

の場合,そ の事業所の担 当者は 目的の情報がどの事業所にあるかを判断 しなければならないが
じ

AOSで は 検索担当者(InquiryClerk)が 直接全事業所の ファイルを調べることができる。

D・&.B・Inc内 部 の事 務処理の点から考えると,あ る検 索依頼があ った ときいちい ちど

の事業所が報告書 を作 るのが良いかを考え る必要がな くなる。

従来 フ ァイル担 当者が 人手で ファイル ・キ ャビネ ッ トを探 していたがAOSで は中央の コ

ンピュータが 自動的に フ ァイルを検索 し,類 似の氏名,住 所などについて もコンピュータが検

索の手助けをする ようになる。

もし目的の報告 書が コンピュータ ・ファイルの中にあれぱ,そ の内容 を中央の コンピュータ

かあるいは各事業所の端末機から プ リン ト・ア ウ トす る。たxち に顧 客へ郵送できるよ うに

顧客の名称 所在地を同時にプ リン トす る。

同時に,該 当レポー トの全部 または一 部が,検 索担当者の机上にあるキー ・ボー ド・デ ィス

プレイ装置上にデ ィスプレイされる。検索担当者はその内容を見ながら顧客に電話で知せるこ.

とがで きる。

コンピュータは同時 に顧客の質問内容お よび料金請求情報を記録する。

もし該当のレポー トが コンピュータ ・ファイルにない ときは,AOSで は 自動的に報告書作

成担当部門(ReportingDepartment)に 連絡 され る。従来の 方式ではその都度担当者が

回送 していた。報告書担 当者(Reporter)が 該 当企業に出向いて情報を聴取する方法はAOS

で も同じである。

現在の報告書の フ ォーマ ット(図2-18参 照)はAOSで も使用できるように設計されて

い るの で,AOSに な って も変 りはない。たx'し,AOSで は 見出し語や固定項 目はあらか じ

め コンピュータに入 ってお り,調 査内容だけを入れXば 良い(従 来は全部 タイプしていた)。

デ ータ入力担 当者(DataEntryOperator)は,机 上 のキー ・ボー ド・デ ィスプレイ装

置から報告書の内容をタイプ ・インす る。 もし,以 前に入力した報告書の内容を更新するとき

は更新する必要のない部分はその まふ転用できるので再 タイプする必要はな く,更 新する箇所

だけをタイプすれば よい(従 来は全部タイプしていた)。 入力作業量の軽減にきわめて大きな

効果がある。

報告書の中で しば しば使われる慣用的な文章はあらか じめ コンピュータに記憶 させてい るの

で,所 定の記号 を入力す ると所定の文章が 自動的に出力されるようにな っている。

改行や,節 の始めを1字 さげた り,ス ペ ースをあけることな どは全部 コンピュータが 自動的

に行な うように配慮 ざれている。

もし誤 りがあれぱ,そ の誤 りの部分だけを訂正すれば よい。現在の システムでは誤 りを訂 正

す ると以後全部再タイプしなければならない こともあるが,AOSで は その心配は全 くない。
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編集後,報 告の内部を コンピュータに入 力す ると,以 後検索要求があったときはす ぐ出力す

ることがで き,同 時にDMI-Creditデ ー タ ・パンクは 自動的に更新されてしまう。

現在の処理方式とAOSの 方 式では次の二つの大 きな特 長があ る。

① 事務処理担当者の作業量をいち じる しく軽減できる。 複写作業は完全にな くな り,紙 の形

の ファイルを保管 しな くて もよい。 またデ ータ入力作業が きわめて簡単にな る。

② 経 済的な効果を計量的 に示す ことはむずか しいが,頚 客に対するサ ービスは,提 供に要す

る時間の短縮お よび精度の点できわめて向上するσ

(3)コ ン ピュータ ・システム

(a)現 行 システム

① 中央の コン ピュータ ・システム'

現 在徐 々に実現 しつsあ る システムは次の機器から構成 される(図2-21参 照)。 すな

わち,

イ.通 信回線

DedicatedVoiceLine,GradeE51回 線 に約100の 事 業所が接続 される

予定である。1回 線に平均2事 業所がつながる。 大きな事 業所は2,400B/Sの 専用回線

でむすんでい る。

ロ.コ ンピュータ ・システム

中央の コンピュータ ・システムは次の通 りである。

Sigma51台

DataBase15×109バ イ ト

QUOTRON8011台

CRTデ ィス プレイ装置1台

ライ ン ・プ リンタ1台800行/分

テ レタイプ(社 内事務専用100字/分)

ハ.デ ータ ・ベ ース

情報の大きさは

平均情報量 一3,000バ イ ト/件

である。150台 のデ ィスク ・パ ックにス トアされている。

② 事業所 の端末

各事業所には次の端末がおかれている。たSし,ま だテレタイプしかない事業所 も多い。

QUOTRON8011台

メ11リ 容 量=48～64KB

(事 業 所の規模により異る)

エ グゼクテ ィブは12KB

l6ビ ッ ト/語
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CRTキ ー'ボ ー ド ー4～24台/事 業 所

デ ィス ク ・ス トレ ージ ー5×106バ イ ト

(ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カ ー ド装)

ラ イ ン ・プ リ ン タ ー300行/分

(デ ー タ ・プ ロ ダ ク ト装)

テ レタ イ プ(受 信 専 用,社 内 事 務 用)

③ デ ー タ通 信 方 式

ポ ー リ ン グ 方 式 に よ る。256バ イ ト/ブ ロ ック で あ る。

51回 線

一

㌫1。[コ

㌫。口

香ρ●

が　 /ら

500KB800行/分

図2-21現 在 の シ ス テ ム 構 成

(b)AOSシ ステ ム

① シ ス テ ム構 成

AOSの シ ス テ ム 構 成 は 図2-22め とお りで あ り,次 の 機 器 を 主 体 と して い る。

Sigma52台

Sigma95台

DiskProcessor160台

(86×106バ イ ト/台)

、完 全 な 二 重(Duplicate)シ ス テ ム で あ り,一 つ の シ ス テ ムは 次 の コ ン ピ ュ ー タ で 構 成

さ れ る 。'
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コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロセ ッサSigma5

、(1 .28KB)、

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサSigma9

(128KB)

フ ァイ ル ・プ ロ セ ッサ'Sigma9

(128KB)

ま た.ス ペTス ・コ ン ピ ュ ー タ と してSigma9が1台 準 備 さ れ 平 素 は 補 助 業 務 ・開 発 業

務 な ど に 使 用 す る が,も しい ず れ か の コ ン ピ ュ ー タ が 故 障 し た と き は 状 況 に よ って たX'ち に

そ の 故 障 し た コ ン ピ ュ ー タ と お き か え ら れ る よ うに な っ て い る。 どのSigma5お よびSig

ma9と も 完 全 に お き か え ら れ る よ うに 考 慮 さ れ て い る。

二 重 シ ス テ ム の い ず れ かx故 障 し た と きは 残 り の一 方 の シス テ ム だ け で51回 線 の 情 報 処

理 を 行 な い,両 方 と も故 障 しfcら ス ペ ー ス ・コ ン ピ ュ ー タ のSigma.9と お きか え る とい う

方 式 で あ る。

51回 線

ComtTlunication

Processor

Application

Process∩r

Co㎜ 凶cati。n

128KB
Proeessor

Slgrna5

AppliCation

Proe●8sor

128KB

Sigrna9

128KB

Sigma9

Space

System

sigrna9

86×106byte/台

160DiskDrive

図2-22AOS完 成 時の システム構成
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② モ ニ タ

モニタはCP5(ControlProgram5)と い うXDS製 の ものを変更 して使用す る。

モニタの大きさは約65kwで あ る。

③ システ ムの信頼度

この システ ムの信頼度は次の ように予測 されている。

ダ ウ ン ー24時 間 以内/年

金 システムの ダウン ー3時 間以内/年 ・

④'シ ステムのモジュール化

システムはハー ドウェア,ソ フ トウェアとも徹底したモジュール化を計 り,そ れぞれのイ

ン タフェースは完全に標 準化されている。

標準化の目的はい うまでもな くシステムに拡張性 と融通性を もたせ ること,お よび異常時

の復元を容 易することにある。

(4)シ ス テムの運営

㈲ コンピュータ要員

① 現在の要員構成

現在90人 の コンピュータ要員がいる。 内訳は次の
、とお:りである。

システム ・アナ リス ト .30人

エ ンジニア15人

事 務(コ ーデ ィネータな ど)45人

計90人

②AOS完 成 時の要 員構成

AOS完 成 時には,さ らに次の要員を追加す る必要がある。

メンテナンス ・プ ログラマ6～10人

機 械の メンテナンス ・エ ンジニア8～10人

シス テム ・アナ リス ト2人

(b)コ ン ピュータ稼働 状況 とシフ ト制

① コンピュータ稼働状況

D・&.B・Inc・ の 各支店の勤務時間は8時 か ら17時 で ある。 アメリカ本土だけでも3

時間の時差が あるため,中 央の コンピュータは8時 から23時 まで リアルタイム処理をして

い る。

23時 以 降は バ ッチ処理を行な うため,D.&・B・Inc・ の コンピュータは毎 日ほx24

時 間稼働 している。

② シフ ト制

D・&.B・Inc・ の コンピュータ部門は次のような シフ ト制を採用してい る。
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1.労 働 時 間 ・=12時 間/シ フ ト

2.シ フ ト回 数=3シ フ ト/週

た とえば月火水の3日 間で合計3シ フ ト働けば木曜 日から日曜 日まで休 日となる。

3.過 当労働時間=12時 間/シ フト×3シ フ ト/周

一36時 間/週

③ 負荷状況

各事業所か らの入力量はお よそ次の とお りである。

事業所当 り平均入力量 一60,000件/年

・j、事業所の入 力量=20,000件/年

大事業所の入 力量=t400,000件/年

検 索要求はおよそ次の とお りであ る。

平均検索要求(全 体で);60,000件/日

小事 業所からの検索要求=400件/日

大事業所からの検索要求 一3,000件/日

(C)料 金 体系

料金は年間契約制度 であ り,顧 客当りの契約金額は500ド ル(15万 円)か ら25万 ドル

(7,500万 円)程 度である。

付加料金 は明らかでないが,タ ーン ・ア ラウン ドの所要時間な どに より異な るらしい。時間

の余裕のある場合は中央の コン ピュータの 高速 プリンタによりア ウ トプッ トして顧客に郵送す

るが,緊 急度に応じて各事業所の端末のプ リンタから打ち出した り,あ るいはCRTデ ィスプ

レイに出してその内容を電 話で顧客に知らせる場合 もある。

(d}フ ァイル管理および機密保持

① ファイル管理

AOSで は,企 業信用情報をデータ ・ベ ース中に36ヵ 月間ス トアする。 その間にもし一

度 もその情報に対 して検 索要求が なければ磁気テープ ・ファイル(DeadBusinessFile)

に 移 して しまう。

も しその期間中に2回 以上の問い合わせのあ った情報の内容は最近の もの にア ップ ・デー

トす る。

破産 した企業情報は上 記とは 関係な く法律で定められた期間デ ータ ・ベ ースにス トアした

ま ふに してお く。

② 機密保持

企業信用情報はその内容から どうしても機密保持に対 して特別の手段を講ず る必要がある。

そのため次の ような処置をと ってい る。

1.専 用通信回線を使用す る。

2.コ ー ド化 した用語を使用する。
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3・ 報 告書を コー ドによ って書 く。

4、 建物 にガー ド・マンをお き,入 口に磁気 ロ ックをっける。

5.端 末か ら偽のイ ンプ ットを入れられる心配があ るので,そ の防止策を今後考慮す る。

㈲ 同業他社の状況

㈲ 一般情勢

アメリカにおける計算センタ業界は乱立期 をおわ り整理 されつ ふあ る。結 局現在のアメ リカ

でいま必要なものはなにかを見きわめ専業化 した ところが生きの こっている。

以下はAbrahamL・C6hen氏 に よる アメ リカの同業他社の状況である。 なお計算 セン

タの現状 についてはXeroxComputerSystemの 調査報告(第9項)を 参照 されたい。

(b)同 業他社の状況

①NationalDataCenter

消 費 者一般の信用状況(主 と してガソ リンの クレジ ット)の データ提供業をや ってお り軌

道にの ってい る。

②TRW

消 費 者金融情報のデータ ・ベ ースを作 りつ ふある。

③Need製 紙 会社

弁護士を対象として法律判例を入れたデ ータ検索サービスを行な ってい る。

④NationalCredit

D.&.B.Inc.の 子 会社である。食品,電 機,電 子,洋 服の小売業な どかわ り身の早い

業界を対象に,資 金を どこまで貸せ るかとい う信用限度を提供 している。

⑤Computax

弁 護士,税 理士を対象とした税務計算専用の計算 センタとして成功 してい る。

⑥ADP・lnformatics・

計 算センタとして軌道にの ってい る。

⑦AMEX

予約業搬 中心砿 範・わた・て計算セ・礫 務を行な・てい硫 経獣 鵬 あまり良

くない。

⑥ 結 論

D.&.B・Inc・ は 広域ネ ットワークを もつ情報提供 システムを稼働させてい る。 この特徴は

150台 にのぼる磁 気デ ィス クを用いた大規模デ ータ ・ベ ースを もつ ことにある。

データ ・ベ ース に人 っている企業信用情報は平均3000バ イ ト/企 業の大きさを もつが,対

象企業の大小に よりその情報量は 大きく変動 している。現在約300万 企業にのぼ る情報がデー

タ ・ベ ースにス トアされてお り,一 日当 り平均6万 件の検 索要求を処 理 している。'

企業信用情 報処理は約8,000人 の従業員により1億7970万 ドル(539億1,000万 円)

の 営業収 入(・一人当 り22,463ド ル=674万 円)を あげてい る。
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AOS(AdvancedOfficeSystem)が1975年 に 完 成 す る と情 報 の 整 理 ・検 索 ・提 供

業 務 の ほ と ん どが 完 全 に 自動 化 さ れ,そ の と き にはSigma5×2台,Sigma9×5台 で 構 成

す る 大 規 模 な 情 報 処 理 シ ス テ ム が 稼 働 す る。

ま た さ ら に 将 来 顧 客 が 直 接D・&・B・Ine・ の 中 央 に あ るデ ー タ ・ベ ー ス に ア ク セ ス す る こ

と に な る と 予 想 さ れ る。 す な わ ち 顧 客 の事 務 所 に 直 接D.&.B.Inc・ の コ ン ピ ュ ー タ 端 末 を お

くか,あ る い は.顧 客 の コ ン ピ ュ ー タ と 直 結 す るComputer-to-ComputerVaよ る ダ イ レ ク

ト ・ア ク セ ス が 可 能 に な ろ う。

資 料 一 覧

1.Dun&BradstreetAnnualReport1972

2.HowAOSWillWork
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25連 邦政府の人事管理情報 システム(FPMIS)

先

地

日

者

査

在

査

挟

詞

所

謂

面

調 査 員;

U・SCivilServiceCommission

1900EStreetNW.WashingtonD.C20415

昭 和48年12月3日

Mr・VictorJ・Cavagrotti

Director・officeofFederalPersonnelManagement

InformationSystemsBureauofManpower

InformationSystel㎡s

Mr.AnthonyT・Green

Chief・ManagementInformationRequirmentTeam.

Mr・CharlesJ.Kenny.

Director,FPMISStaff

棺 沢,花 岡,瀬 戸,鈴 木,日 高,浅 野

254概 要 お よ び所 感

連邦政府人事委員会(CivilServiceCommission以 下CSCと 略す)は,連 邦政府 の職

員人事に関する政府全般の施策を管掌す るところである。

現在 このCSCが 中 心 とな って,約280万 人 の連邦政府全職員(軍 人を除 く)を 対象とした人

事 管理情報システムを,FPMIS(FederalPersonnelManagementInformation

System)の 名 で開発中である。

FPMISは 各省庁の人事 担当現場部門から大統領府等政府最高レベルにいたる,各 人事関連施策

に必要な情報を適時適切 に提供 し,連 邦政府施策の発展 とその実行に寄与す ることを目的 としたシ

ステムである。

現在連 邦政府には,約100の 省庁があ り,そ の中には約1,500の 人事関連部局がある。その う

ち人事情報を コンピュータ化 している省庁はわずかに38省 庁にす ぎず,そ れ もそれぞれ独 自に開

発 し実施 しているのが現状である。

FPMISの 開 発は 全省庁の人事管理を統合化するとともに,人 事管理情報 システムの標準化 を図

って,コ ンピュータ化 していない省庁に対 して一つ のモデルを提供しrシ ステムの採用を容易にす .

る点 において も意義が認められてい る。

(1)シ ス テムの予備調査

1967年CSCに よ り,連 邦政府職 員の人事情報の 自動化に関す る研究開発が始められた。

翌年人事情 報システムに関する基礎研究と システムの 構想の検討が開始 された。

まず 中央(CSC)に デ ータと出力を集中 し,1,500の 人事 部局とネ ットワークを結ぶ案 と,

各 省庁の うち1省 庁のサブ システムを完成 させ,こ れを標準化 して逐次 システムの増加をはかる
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案が検討 された。

前者は,当 時のコンピュータ技術お よび通信技術水準ではこれだけの大規模なシステムを稼働

させ ることに問題があ り,ま た各省庁の人事担当者に与える制約が 大きく後者は,シ ステ ム完成

までに多大の経 費,人 力,時 間 を要 し,一 つのサ ブシステムを完成 させ るのに3年 も要するため

両案 とも放棄することにな り,1971年 に最終結論が出された。

この両案の分析検討をベースに,そ の後各種の案が 出され,実 現の可 否,費 用対効果等につい

て検討して,FPMISの 基本設計 を完成 し1972年 に最終案が提 出された。

この案は基本的 に三つのサ ブシステムによる システム構成 を意図した ものである。

① 中央計画省庁サ ブシステム

このサブシステ ムは大統領府,連 邦議会,報 道お よび人事 に関連 した政府 レベ ルの管掌する

省庁(以 下中央計画省庁と略す)の 管理情報の提供に必要なデータ収集処 理を行ない,CSC

が担 当す る。

② 各省庁 トップ ・マネジメン ト・サブシステム

このサブシステムは各省庁の トップ ・マネジメン ト情報の提供に必要なデータ収集処理を行

な う。 各省庁がFPMISの 規 定に基づき,シ ステムの設置お よび運用 の責任を持つ。

③ 現業 レベル ・サブシステム

このサブシステ ムは約1,500の 入事担当部局,お よび現場管理者 を対象と した情報の提供

デ ータ収集および上記二つのサ ブシステムへのデータの提供を行な う。FPMISの 規 定に基づ

き システムの設置および運用については各省庁で責任を持つ。

1972年 に 上記最終案はCSCと 予 算管理局の間で検討され,最 終案 に基づ き,シ ステムの

細部設計およびテス ト(フ ィジビ リテ ィ・テス ト)を 継続 して実施することが決定 した。

この決定 を実施す るために次のよ うなことが行なわれた。

Φ1973～74年 度 の予算と して47万 ドル(1億4,100万 円)が 計上された。

② テス ト対象として3省 庁(空 軍省,内 務省,選 抜徴兵局)が 選定 された。

③FPMIS開 発 のためのモデル ・システムとして空軍省で現在稼働 してい る空軍職員人事管理

情報システム(CPMIS)を ベ ースに,ア ン ドリュース空軍基地を利用 して,各 種テス トを実

施す る。

② システム開発組織

(a}シ ステム設計にあた り,ま ず人事情報の需要調査が実施 され,情 報の適用分野と必要なデ ー

タの要素,作 成資料の内容 と作成周期 に関する分析検討が実施された。

調査 にあた ってはFPMIS全 レベルにわたる,事 務,管 理用のニ ーズを定めるため,ユ ーザ

・グループが編成された。 この グループはCSC関 係 部局,テ ス ト対 象の3省 庁,国 防総省お

よび予算管理局の代表で構成 されてい る。

ユーザ ・グル ープは1972年10月 に初会議を開催 し,1973年 には3回 の会議が実施

された。
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こ の グ ル ー プ の 下 に,窓 口担 当 者 が 決 め ら れ,実 務 レベ ル でFPMISス タ ッ フ と の 連 絡 を 担

当 し,細 部 設 計 業 務 の 大 部 分 は,こXで 実 施 さ れ て い る。

(b)FPMISス タ ッ フは,シ ス テ ム 開 発,テ ス ト運 用 に 必 要 な 業 務 を 担 当 す るた め,CSCの 職

員 情 報 管 理 局(ManPowerInformationManagementDivision)に 設 け ら れ て い る 。

これ に は,管 理 情 報 需 要 関 係 チ ー ム(MIRT-ManagementInformationRequirments

Team)と 現 業 レベ ル ・チ ー ム(OLT-QrganizationLevelTeam)か ら 構 成 さ れ て

い る。

{c)ユ ー ザ ・グ ル ー プ の 構 成

ユ ー ザ ・グ ル ー プ 構 成 は 次 の と お り で あ る 。(1973年5月 現 在)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

正副議長2名(CSC)

CSC:ユ ーザ代表,窓 口担当者各13名

予 算管理局:窓 口担当者のみ1名

国 防 総 省:ユ ーザ代表のみ1名

空 軍 省:ユ ーザ代表 窓口担当者 各1名

内'務 省:〃 〃

選抜徴兵局:ユ ーザ代表 窓口担 当者各1名

FPMISス タ ヅフ

管 理 者:4名

MIRTチ ーム:6名(う ち陸軍省 より1名)

OLTチ ーム:6名(う ち国防総省,空 軍省,海 軍省 より各1名)

(3)今 後 の予定

現在は システムの細部 を設計 し,フ ィジビリテ ィ ・テス トの準備のため,テ ス ト・データを作

成中であ る。

1974年 度 に フ ィジビリテ ィ・テス トを終了 し,そ の間にシステムの修 正お よび変更を実施

する。 また,FPMISが 正式に承認されれば,1976年 には最初 のシステムが稼働開始す る予

定である。

システムが全面的に稼働す るには,さ らに最低3年 間を要するとの ことである。 この システム

が稼働することによって,現 在の報告資料等は,大 幅に軽減 され現在CSCよ り各省庁に提出を

求めている定期資料等の うちで,報 告資料32種 類,報 告データll種 類 が不要になるとのこ と

である。

面接者の話 によると,イ ギリス ・カナダ ・オース トラリアでもFPMISと 同 じよ うな計画が進

め られているとのことである。大筋 につい てはイギ リスお よびオース トラ リアともFPMISと 同

じような考え方で進め られてお り,カ ナダはやや進んだ考え方を持 ってい るとのことである。
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252詳 論

(1)FPMISの 目的

(a)達 成 すべき目標

① 各レベルの現況を総合的に分析 し.将 来の人事情 報の分析を容易にする。

② 過度な文書の流れを改善 し,人 事デ ータが局所的 にしか活用できなか った ものを,全 省庁

の範 囲で利用できる人事情報システムを作成す る。

③ システムの運用 コス トを減少させ る。

④ 処理と報告書作成 をス ピー ド・ア ップさせ る。

⑤ 各種 ファイルの正確性を向上 させる。

⑥ 意思決定に役立つ情報を提供する。

⑦ システムの重複お よびむだを省 く。

⑧ 情報の検索,分 析な ど従来手作業で不可能な面を開発する。

{b}シ ス テムの ライ.フサ イクルの最大化

① 使用コンピュータは,独 自の規格 を設定 し,機 種 変更な どに よる影響をな くす。

② ソフ トウェア.フ ァイルは モジュール化 し,シ ステムの修正変更に容易に適応で きるよう

にする。

③ ハー ドウェアおよび ソフ トウェアは,ア メ リカ合衆国規格の最新 のものを導入す る。

④ システムの稼働状況を常時監視 し,定 期的に評価 出来 る機能を組み入れる。

(2)シ ス テムの特徴

(a)対 象範囲

連 邦政府全職員を対象とし,完 全かつ正確な管理情報を提供す る。職域 職位等が異なれば

データ量 も異な って くるが,職 員個人のデータ量は必要最少限にする。

{b)デ ータ ・ベースの構成お よび設置

データ ・ベ ースは各サブシステムごとに設け る。 ただし省 庁 トップ ・マネジメン ト・サブシ 』

ステムと現業 レベ ル ・サブシステムを結合 して設けることもある。

要求 される人事情報は,各 レベ ルに よってその量や内容は 多様化 し,フ ァイルの構成を統一

することは不可能 である。 このため各サブシステム間で ファイル情報の互換性を持たせておき

データの更新処理 も各サブシステム間で一元的に行な う。

(c)デ ー タ ・エレメン ト

デ ータ ・エレメン トは,3段 階 に区分す る。

区 分1:中 央 計画省庁 またはそれ以上の レベルで必要とする もの。

区 分2:大 部分 の省庁で必要 とす るもの。

区 分3:省 庁独 自で必要とするか,ま たは省 庁内の特定部局で必要 とするもの。

なお区分1,2の デ ータ ・エ レメン トは標準化し,区 分3は 各省庁内のそれぞれの規定 によ

って処理 される。
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(d)レ コー ドの標準化

FPMISで は,多 くの部署から多種類のデータが発生 し,そ れを伝送 して,処 理 しなければ

な らない。

したが ってこれらの処理を正確に,効 率的に行な うため集計要領,伝 送要嶺,レ コー ド形式,

等 を統一す る必要がある。

デ ータ区分1,2の い ずれかを含む レコー ドは,標 準形式により,デ ータ区分3は,標 準形

式を準用するか.ま たはFPMIS処 理規定に基づき各省庁で最適な形式 とす る。 ただ し支障が

なければ,標 準形式への変換可能な形式を各省庁で決める ことができる。

(e}デ ータ ・ベ ースの更新

CSCで は,デ ータ区 分1,2に ついて最小の更新サイクルで実施するよ う規定 し,各 省庁

ではCSCよ り短かい更新 サイクルで実施す る。

データ ・チ ェック要領は,デ ータを区分1,2に 関 しては標準化 し,細 部要領お よびデータ

区分3に っいては,各 省庁の処理規定による。

の 入 出 力

データ区分1,2に 関す る入力形式は標準化す る。 また標準の 出力様式 も規定す る。ただし

遠隔端末からの入出力は,若 干様式の異な った もの'も許 される。'

〈9)コ ン ピュータ装置および プログラミング

ハ 」 ドウェァと ソフ トウ ェアの標準化は,サ ブシステム間の情 報の流れを効率的にするため

にも必要な範囲で規定す る。

データ ・マネジメン ト ・システム,各 種汎用 プログラムも適切に規定す る必要がある。 また

プログラム言語は,可 能なか ぎりCOBOLを 使 用する。

{h}ユ ーザに対する情報の提供

ユーザは必要に応じて各サブシステ ムか ら情報の提供を受けることがで きる。省 庁内の情報

は,現 業 レベル ・省庁 トップ ・マネジメン ト・サブシステムから提 供され,政 府 レベルの情報

は,中 央計画省庁サブ システムか ら受けることができる。

各省 庁ユーザと中央計画省庁ユーザは相互のサブシステムを利用す ることが できる。出力の

様式は,定 形 ・非定形いず れの様式でも利用でき,ま た遠隔端末か らの問い合わせ も利用でき

る。

(i)シ ステムの追加,修 正

システムの追加および修 正については,各 省 庁または中央計画省庁で必要とするか否かを検

討 し,認 められた時点 でシステムの追加 修正が行なわれ る。

{j}コ ン ピュータの運用管理

各省庁自体が使用す るコンピュータの運用管理は,そ れぞれの省 庁の責任で行ない,CSC

で運 用するコンピュータの運用管理は,CSCの 責任で行な う。

また,コ ンピュータの運用管理能 力がない省庁は,ほ かの省庁からの 支援 を受けることがで
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き る。

(k)プ ライパ シイー侵害からの保全

FPMISで 処理 される情報は,職 員個人に関する情報を多 く含んでいる干 したが って.一ー一この －t

情 報の悪用を防 ぐ適切な保全処置を,シ ステム内に組み込んでお く必要があ る。

データの伝送,処 理等すべ ての段階でチ ェックする システムと,シ ステムの運 用状態を定期

的に検査するシス テム等が考 えられるが,現 在検討中である。

(1)人 事 情報の流れ

FPMISに おけ る人事情報 の流れは図2-23の とお りである。

Oper・Level1

▲goney・X・ ㌫㌶'21
OperLevell

Agenc)r・x・

OperLevel2

Agency.Y'

OperLevel3

Ageng,eY"

図2-23GeneralFlowofFPMIS

AgencyTopManagementandHigherLevels

㈲ 人事情報の需要調査分析

人事情報の需要調査分棉 ま,ユ ーザ代表 窓 口担当者およびFPMISス タ ッフが中心 とな って

実施 された。 全省庁にわたる調査は困難 であ るので,テ ス ト対 象の3省 庁お よびCSC等 を対 象

として実施された。

まず サービス対象を4段 階の管理 レベルに区分 した。

・ レベル1:大 統領府,議 会,報 道等政府最高レベ ル

・ レベル2:中 央 計 画省 庁(予 算管理局,CSC,経 理局,労 働省等)

・ .レ ベ ル3:各 省 庁 トップ管理者お よび本省人事局等

・ レベ ル4:人 事 担当者および ライン管理者

レベル1に ついては,CSCの 関係部局,空 軍省,内 務省,選 抜徴兵局を対象 とし,レ ベル2
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については,予 算管理局,CSCの 関係部局を対象 とし,レ ベル3,4に つ いては,CSCの 関

係部局,空 軍省,内 務省,選 抜 徴兵局を対象 としてそれぞれ実施 した。調査 にあた らては,各 省

庁の窓口担当者が実施 し,FPMISス タ ッフが.そ の可能性な どを分析 し当初に必要な人事 管理

情報の ドキュメンテーションを作成 した。分析にあた っては,実 行の可能性 にっいての 自動化,

ユ ーザの要求 にマ ッチしているかについて,人 事管理業務の面 とデータ処理の面か ら検討した。

現業レベ ルについては,CPMISを 利 用して,具 体的なア ウ トプ ットの例を提示 し,ア ン ドリ

ュース空軍基地職員人事部の支 援を得て検討を実施 した。 さらに妥当性 適応性等にい ろいろな

角度か ら分析検討した。

これらの分析検討に基づき,合 法的かつ実行可能な要求とその出力資料を まとめた要求 リス ト

を作成 し,1973年 度 のユーザ代表会議に提出し,審 議の結果承認された。

この要求 リス トは,出 力資料名,要 求元,利 用 目的,デ ータ項 目,作 成周期 優先順等を一覧

表にまとめた ものである。

出力資料 には二つのタイプがある。一つは管理用の情 報に提供 されるもので,計 画作成,計 画

の実施状況お よびその効果の把握または分析検討に用い られるもの,も う一つは,日 常の人事業

務を円滑に実施す るために用いられ るものである。

これらの 出力資料を用途別に分類すると次のとお りである。

① マンパ ワー計画

② 一般管理情報

③ 教育訓練

④ 適材適所に関する管理

⑤ 人事 管理に関する研究

⑥ 懲 戒

⑦ 労使管理

⑧ 給 与

⑨ 退職お よび年金

⑩ 職位管理(ポ ス ト管理)

⑪ 評 価(人 事管理)

⑫ 健康お よび安全管理

⑬ 人事発令および人事記録

⑭ 賞 一与

(4)現 業 レベル ・サ ブシステム

人事担当現場 サイ ドで,人 事 ポス トの補充,調 整 統制 配置転換 人事異動その他行政事 項

などのオペレーショナルな業務の 自動化を意図して設計された ものである。

この システムはユーザ と直結 し,ト ランザクシ ョンの送信,資 料作成の要求,問 い合わせな ど

のユーザか らの要求を処理す る機能 を有す る。
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この システムは1日 を処理サイクルの基準とし,四 つの処理 シス テA
.から構成 され サイクリ

ックに運用される。

ファイルは,永 久保存 ファイルと一時ファイルに分けられ,一 時 ファイルは必要のつ ど作成 さ

れ,用 済み後消去され る。大部分の ファイルは デ ィスク ・ファイルであるが,利 用の少い ものお

よびバ ックア ップ用 フ ァイルは磁気テープ ・ファイルとする。 ユーザに直結 したサービス,フ ァ

イルの保全のため,人 事担 当部門単位の ファイル整備 も可 能である。

{a)処 理 方式

① オ ンライ ン処理

遠隔端末か らの トランザクションの処理 資料作成要求の受付け,問 い合わせ等を処理す

る。 この中で磁気 テープ ・ファイルを利用する処理や,大 量データ処理等は リモー トバ ッチ

処理で行な う。

② パ ッチ処理

平常勤務時間外(夜 間,週 末 休日)を 利用して処理す る。

ここでの処理には,磁 気テープ ・ファイル処理,磁 気テープと磁気デ ィスクファイルの組

み合わせ処理 大量のプ リン ト処理が含まれる。

(b)処 理 サイクル

① 準備処理

1日 の処理に必要な ファイルの更新を実施する。

② 日中処理

日中処理は オンライン処理がほ とん どであ り,ト ランザ クシ ョンのチェックお よび編集

問い合わせ応答,資 料作成要求 の受付処理を行な う。

③ 整理処理

この処理は 日中処理終了後,次 の ような作業をバ ッチ処理で実施す る。

イ.オ ンラインで入力した トランザ クシ。ンおよび,磁 気テープ入力,パ ンチカー ド入力の

トランザクションの処理お よび翌 日の準備処理 にそなえる。

ロ.エ ラー ・データ,エ ラー ・メ ッセ ージの処理お よびその返答資料の作成。

ハ.リ カバ リ用磁気テ ープ ・ファイル等の作成

④ 資料作成処理

ここでは次のよ うな処理を行な う。

イ.オ ンラインまたは別系統(文 書,電 話な どの方法)か らの資料作成要求の処理。

ロ.定 期 出力資料があればその作成処理。

ハ.上 級レベルへ の提出資料(デ ータ)が あれぽその作成処理。

{c)フ ァイルの種類

ファイルには次の ような ものがある。

① 職員マスター ・プアイル
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② 離職者 ファイル

③ 組織 ・職位フ ァイル

④ 教育訓練 マスター ・フ ァイル

⑤ 職務 プアイル

⑥ 候補者 フ ァイル(教 育訓練用)

⑦ 特技 プアイル

⑧ 人事発令 ファイル

⑨ 未処理 プアイル

⑩ テーブル用 フ ァイル

{d}デ ータ ・チ ェック

FPMISの デ ータ品質 管理は,現 場 レベル ・サ ブシステムが主体 とな る。

① 入力データは,形 式,内 容の妥当性 をチ ェックされ,さ らに対応する ファイルの内容 と相

互関係についてチ ェックされる。

② エラーデ ータは リジェク トされ,適 切な修正処理が実施 されるまでは保留される。

③ エラーリス トを作成 し,修 正を容易にす ると共に,デ ータ発生源(人 事 担当部門 ノへの返

答資料として利用する。

{e)出 力形式

要求 リス トに基づき.OLTス タ ッフがCPMISを 利用 して,人 事担当部門と現場 で分析 し

て定めた 出力の形式は1,126種 あ る。 今後 さらに標準化を進め,縮 少統合を実施 してゆくこと

になるだろう。 ユーザへの資料送付手段は,通 信回線または郵送に より行なわれる。

⑤ 中央計 画省庁サブシステム

このサブシステムは,FPMISの 標準化の基準となるシステ ムであ り,収 集 されるデ ータは,

現場 レベルお よび省庁 トップ ・マネジメン トのサブシステムから 自動的に入力される。 大部分の

データは現業レベルサブシステムか ら入力される。 入力データには,共 通データ要素(コ ン トロ

ール ・デ ータ)と して,レ コー ド・コー ド,配 置職務番号,社 会保障番号,所 属 コー ドなどが用

いられ,レ コー ドは固定長方式であ る。

データ源は,直 接現業 レベル ・サブシステ ムより提 出されるもの,省 庁 トップ ・マネジメン ト

・サブシステムを経由するもの,中 央計画省庁か らの ものとがあ り,提 出サイクルは統一されて

いる。 ファイルの種別お よび その概要は 表2-14の とお りであ る。
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(a)デ ータ ・チ ェック

FPMISに おけ るすべての入力データは,入 力発生源でチ ェックすることを原貝1」とするが,

中 央計 画省庁サブシステムで も,す べての入力データを再チ ェックする。 これは誤 ったデータ

を提 出 した り,提 出経路上の処理 エラーを防止するためである。

この チ ェックは,エ ラー管理スタッフで実施 され,エ ラ=一の原因についてデータのどの部分

のエ ラーか,ど の プロセスのエ ラーか,ど のレベルで起 ったエ ラーなのかを識別 し,迅 速に修

正処置を とるためであ る。 しか し実際には チ ェック能力に限界があ り,デ ータの形式や使用 コ

ー ドの誤 りをチ ェックする程度 で,基 本的には入力源にたよらざるを得ない。現在CSCで の

統計資料 としては,約5%ぐ らいの誤差があり,こ れを1%以 内に向上させたい との担当者の

意見であ った。

(b)シ ス テムの監査

FPMISの 効 率的運用をチェ ックするために,適 切な基準 と統制手段が必要 であ る。 この基

準と統制手段は システム利用者を対象として決める必要がある。

システムの効 率的運用は 当初の システム運用時に完全であ っても,時 が経過すれば変 ってく

る。 したが ってシステム監査機能によりFPMISの オペ レーショナルな部分を継続的に監視す

る必要があ る。

{c)バ ックア ップ対策

各省庁か ら提出されたデ ータが伝送や処理の段階で紛失,破 損す ることを防止す るため,デ

ータの写 しを60日 間保存する。

コンピュータのダ ウン対策としては,バ ックア ップ処理用に,キ ー ・ファイルを二重に記憶

させ,切 換処理のためのハー ド・ウェアを準備 してお く。

(d)ユ ー ザへの情報提供

中央計画省庁のユーザは,政 府 レベルの情報 または省庁個々の情 報に関し,定 期的な出力資

料お よρ 問い合 わせ によ って情報を入手することがで きる。

このほかに特 に利用頻度の高いデータを集約 したHighutilityフ ァイルを準備 し,24

～48時 間 でユーザへの 資料の提供を可能にす る。お もな出力資料は,定 期的に ファイルの更

新時に定形様式で作成 される。

{e)ソ フ トウェアの問題

CSCの デ ータ処理装置は,中 央計画省庁サブシステムに適応 した ソフ トウェア ・パ ッケ ー

ジとデバ イスを持 たせる必要がある。特 に今後の研究で,処 理ニーズに最適な汎用デ ータ ・ベ

ース ・マネージメン ト・システムの開発利用に重点をおいて進めてい く。

(f)イ ンターフェース

利用業務別の システム間のイ ンタフェースは,た とえば試験 システムと職位管理シ ステム間

には,デ ータにコン トロール ・キーを設ける。これには社会保障番号や職位番号等が用い られ

る。
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{g)適 用業務別 出力資料

中央計画省庁サブ ・システムにおけ る適用業務別の出力資料は 表2二1sの とお りである。

表2-15適 用 業務 別 出 力資 料数

サイクル

適用業務
月 期 年

統計 ・予測

解 析 等
不定 期 計

人 力計 画
'種

種 16種 種 16U6声 16種

退職 お よび年 金 4 13 17

ー一般 管 理 情 報 3 2 3 19 15 42

訓 練 8 11 3 4:3) 23

人事 管 理評 価 15 3 18

募集 お よび 試験 5 16{3) 12(9) 1 22

表 彰 等 9 9

適 材 適所 管 理 1 1 1 3

人事に関する研究開発 1 1'

懲 戒 ・苦 情 処 理 4 8(4) 6(4) 10

労 使 関 係 8 1(1) 8

給 与施 策 28 161吻 3・4閲 1 3(3) 35

職 位 管理 1 1ω 4 5

計 45 52(20 127㈲ 29 44{23)

囲( )内 は 重複分を示す。
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ω 入力源と適用業務の関係

入力源と適用業務の関係は表2-16の とお りである。

表2-16

FunctionalArea

.

.

φ

、

.
「
`

層ρ

L

、

'

⑰

.

「

11

層
.

'.

.

Lろ

1■

F

:
1層

:

$.`
「

F
1`

rs

:
ヌ,

bO
c
P-
=
=
付
一

工

L
①

≧
o
△
=
勺

芝

C1

.
c
句'」

⊃

三

二

謁

.1
」
'二

〇

ば

C2

こ
o

ごs
－

る

三道

芝

≡

エ
)

C3

bO
=
』二

.=
口
」

←

C4

_二
時
〉

国

二
∈
達
文

ら
」
o
・ユ

C5

bρ

ご
■一

=
.一

∈
勺
×
国

司

こ
o
o
蛋

C6

F

の
唱
」
雨

き
く

喝

二
冒
o
o
=
－

C7

oo
=

三

3
閃
芝

o
o
『

c
閃
Σ

C8

=
o
Ｌ

m
o
的
o
ば

一
〇
己
巳
o
の
」
o

烏

C9

6
-

o

;
口
o

二
〇
<

o
口
」
o
>
勺く

ClO

の
=
o
'二

雨
一

〇
ば

二

目
04

Σ
1
」
,O
工
呵

⊇

Cll

込
o

二
〇
ら

込
徳
山

C12

一
=
o

∈…
o
oo
閃
c
付

Σ

=
o
'二

㌃
o
良

C13
トA`r

SourceofInput

:-
1.OperatingLevel

.丁

∋.,

PersonnelFunction

・Staffin9・Function:

,Training'Function

:Incentives&Awards '
FunCtion三

lEq.。IEmPl。ym・m・

4
・OPFuゴction

二L。b。rM、6。g。mentl

Function
1-
AdverseAcいons .
・Function

.

・lF.、 .
2.OtherSources・ .

}1

,BRIOH,CSC

:BRE・CSCO出
ceofManagemenピ

11
andBudget

PayronFunCtion

A

-.

一

一

ー

一

一

・

¶

A

A

A

,

'

F

A

'

一

.

R

-

.

M
噺

→

-

M

-

,

A

-

M

一

・

Q

A

.

一

ー

一

冑

A

一

　

Q
.

Q

、

.

一,

.

'

9⌒

P

_

M

.

一

一

ー

一

,

.

　

層

一

→

M

一

－

Q
'

←

一
.

一

・.

一

,

.

一

〇
－

A

-

「一

－

A

-

.

'

一

.A

-

一

ー

－

R

　

二

一

一

「・

一

,

-

O

,

A

-

「一

一

　

一

.

-

A

-

一

」.

・

A

,

.

A.

　

一

一

合

－

M

M

.」

,

,

一

一

一

一

.

.

Legend: A-Annual

M『Monthly

O^OnOccasion

R-AsRequired

Q～Quarterly

:

、

,-230一



(6)省 庁 トップ ・マネジメン ト'サ ブシステム

省庁 トップ 〔マネジメン ト ・サ ブシステムは.多 くの点で中央計画省 庁サブシステムと類似 し

てい る。

・ 現業 レベル ・サブシステムか らデ ータの提供を受ける
。

・ 管理情報が主体で.そ の情報は報告書の形でFPMISの 高レベル ・ユーザに提出される。

・ 各ユーザが計画やその実行の管理 に,い かに必要な情報を提供す るかが,シ ステ ムの目標と

な る。

・ 情報 を要求す るレベルが同一である。

以上のことか ら,省 庁 トップ ・マネジメン ト ・サブシステムは,中 央計画省庁サブシステムを

モデルとして利 用できる。 ,"'

(a)シ ス テム設計の方針.

① データは主として現業サブシステムから提供され る。これには提供時期,デrタ の形 式等

が規定されてお り,こ のデータは再 チェ ックされる。

② データの送付は,デ ータ回線が利用 され る。 バ ッチ処理による入 力も可能であるが,こ の

場合は受取 側でデ ータの変換をする必要があ る。・

③ データ処理機能4は.入 力データのデータ ・コー ド,形 式等の識別処理お よびHigh

Utilityフ ァイルのチェ ック,更 新処理が含まれる。

④ デ ータ ・エラーは∴・チ ェック要員によ り分析検討後修正のため発生源の現場人事担当部門

に送 り返 される。 、

⑤HighUtilityフ ァイルは,管 理業務に最 も緊急かつ継続的 に必要なデータvaよ って

構成 される。.'

⑥ 個 々の職員の状況から省庁全職員に関する基本的傾向把握とパターン算定な どに用い るた

め,ヒ ス トリ ・ファイルが作成 される。 これはHighUtilityフ ァイル更新時に作成 され

る。

{b}各 省 庁での システム利用

各省庁の システム利用状況は必ず しも同一条件 でな く

・ 現業 レベ ルと トップ ・マネジメン トを同一のサブシステムに併合する省庁61…

・ 省庁特異のデ ータを必要 とし,特 殊な用途に用い る省 庁。=＼.㍉'

・ システムが省庁 トップ ・マネジメン トのためのニーズをどの程度 満足 させているか
,あ る

いは理解 してい るか または全然理解 していない省庁等がある。∵ ・'

したが って モデルとした システムをその まふ採用する省庁,・ある程度 修正する省庁,完 全に変

更す る省庁 にわかれる。

しか し省庁 トップ ・マネジメン ト・サブシステムは全省庁に設置 されることが前提で,CSC

では 人事 管理情報の最少必要限の適用は確保するつ もりでいる。

・こ÷231一



(7)フ ィジビリテ ィ・テス ト

テス トは1973～1974年 度 にわた り実施される予定で,調 査訪問当時は テス ト・デ ータ

の作成を完了した段階であ り,テ ス トデ ータは実 デ ータと模擬デ ータによって行なわれる。実デ

ータは空 軍 内務省,選 抜徴兵局の職 員5ρ00～7,000人 分 を使用する。

㈲ テス トの指針

① テス トの実施はCSCと テ ス ト対象3省 庁から構成 されたFPMISス タ ッフに よって行な

われ,そ の内容はテス トの実 行.管 理,結 果の評価 に関する細部仕様 の開発お よびFPMIS

実 施 に関する勧告書の作成を担当す る。

② テス ト・コンピュータは選抜徴兵局のを使用 し,特 定の処理にはCSCの コ ンピュータを

使用す る。

③ 現業 レベル ・サブシステムのテス トにはCPMISを 利用する。 このためCPMISの 修 正が

必要である。

④ テス トに要する人員は,デ ータ収集 プ ログラ ミング,オ ペレーシ ョン,出 力の分析作 業

等に要する技術員お よび事務 員(15人/年),テ ス トデータ作成のためのパー トタイマー

お よび臨時雇用職員が必要である。

(b)テ ス ト結果 に含まれる要件

①FPMISの 目的に即 した評価が必要であ る。

② 評価 のために,コ ス ト・パフ ォーマンスに関す るデータが必要であ る。

③ 省庁間のシステムの互換性を実証する必要が ある。

④ ユ ーザがシステムの効率性 を評価す るために必要な 資料を作成する。

⑤ インプッ ト,プ ロセス,ア ウ トプ ットのすべてにわた ってテス トす る必要はない。

(c)テ ス トの基準

① 類似 した事項の重複をさけ る。

② 実デ ータを最大限に活用 し,や むを得ない場合のみ模擬デ ータを使用す る。

③ 実物 の出力資料は,関 連ユーザにすべて配布す る。

④ 現存 システムがあれば,そ れを利用しその有効性の有無 を検討する。

(d)経 費 の内訳

次の経 費には .ix府職 員の人件 費は含まれない。

① 細部 システム設計:24,500ド ル(735万 円)

② データ,コ ー ドの標準化作業

:24,500ド ル(735万 円)

③ デ ー タ 収 集:68,000ド ル(2,040万 円)

④ ハ ードウェア(端 末機関係)

:2L750ド ル(652万5千 円)
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⑤ ソ フ ト ウ ェ ア お よび プ ロ グ ラ ミ ン グ

:89,000ド ル(2,670万 円)

⑥ 管 理 支 援 費(パ ンチ 作 業 等)

:ll9,000ド ル(3,750万 円)

⑦ 消 耗 品 費(テ ー プ,カ ー ド,用 紙 等)

:10,000ド ル(30σ 万 円)

⑧ コ ン ピ ュ ー タ運 用 費:55,000ド ル(1,650万 円)

⑨ シ ス テ ム 分 析 評 価(シ ス テ ム の 効 率 性,プ ラ イ バ シ ー 保 護 対 策)

:55,000ド ル(1,650万 円)'

⑩ 調 査 研 究 の た め の 旅 費

:3,250ド ル(97万5千 円)

(e}テ ス トの 経 過 状 況 な ら び に 予 定

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

1973.5.1FPMISユ ー ザ ・グ ル ー プ の プ ロ ジ ェ ク トレ ポ ー ト作 成

1973.5.15予 算 管 理 局 へ の プ ロ ジ ェ ク トレ ポ ー ト提 出

1973.7.1テ ス ト ・デ ー タ の 収 集 準 備 ・

1973.9.15テ ス トに 必 要 な ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア の 取 得

lg73.10.3デ ー タベ ー ス の 作 成

1973.10.31テ ス ト作 業 要 領 の 検 討

1973.10～1974.3テ ス トの 実 施

1974.4テ ス ト結 果 の 評 価 お よびFPMIS開 発 実 施 に 対 す る 勧 告

1974・4・1～1974.5、1・ 省 庁 内 協 議

1974.4.1～1974.5.1ユ ー ザ ・グ ル ー プ会 議 テ ス ト結 果 とFPMIS実 施 上 の 勧 告 に 対

す る 再 検 討

1974.6.1～1974.6.30CSCお よ び 予 算 管 理 局 に よ る 査 察(74 .6.1～630)

資 料 一 覧 、

FederolPersonnel■anagementI'nformationSystemProject

Report
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26関 税犯罪に関す る情報処理 システム

調 査 先,DepartmentoftheTreasury

BureauofCustoms

IntelligenceDivision

所 在 地2100Kst・N・W・,Rm412,Washington,D・C・20226

調 査 日1973年12月4日

面 接 者,Mr.DuaneJ.Lane(Specia1Agent)

Mr.ClarkJ.Maurer(〃)

調 査 員,椙 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木

2.6.1概 要 お よび 所感

ア メリカ政府 でデ ータ ・ネットワーク ・コ ミュニケー ション ・システムを現在 もっとも効果的に

運用 してい るもの で っ にTECS(TheTreasuryEnforcementCornrnunication

System)が あ る。

このTECSは 財 務省税関局が1970年4月 に開発 したCADPIN(CustomsAutomated

DataProcessingIntelligence)シ ステ ムが,利 用者の要求に応 じきれな くなったため,

CADPINの システムをもとに再設計 されたものである。

最初に,TECSの 背 景について述べ ると,従 来のCADPINは 関税法 違反者 を発見するために,

最 新 でかつ正確な情報を リアルタイムで簡単に とり出せ るよ うミシガン州 のシステムを参考 に,

1969年 の 夏に考案 された システムである。は じめはサクラメン トに設置 されているカ リフォル

ニア交通局の コンピュータを利用 して,20台 の端末機を有す る中間的な シス テムとして1970

年4月 に稼動 したものである。

CADPINシ ス テムは,主 として麻薬 の運び屋のチェックに利用 され,国 境管理 および空港 の税

関職員にオンライン ・リアル タイムで密輸業者 の情報を提供するものであった。

その後,こ の中間的なシステムに対する十分な評価 と有効性が確認 され,そ れ までのい ろい ろな問

題点を含めて,さ らに応答時間 のス ピー ド化をはか り利用者の要求 を満足させ るべ く1972年 の

秋 に財務省を通 じて開発 されたのがTECSで ある。

TECSの 目的 とす るところは,伝 統的に行なわれている従来の方法 にこだわ らず,各 地区 に置か
グ

れている税関と税関本部 との間 の相互の連絡をよ り綿密 に,よ りひんばんに行なお うとす ることに

ある。 このシステムは 現代 の電子通信技術 のもつ特性を利用 し,必 要 とするデータが即座 に入手

で きるように,ま た,多 方面で利用できるよ うにとい う考えのもとに税関職 員の任務の一役をにな

うために開発 された ものであ る。

TECSは,た だ単に容疑者の逮捕や,嫌 疑をかけられた物件の取 り調べを行な うだけでな く,お

たずね者 の氏名,盗 難物件 犯罪者の経歴など利用者の要求 に応答できるよ うにな ってお り,ア メ
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リ カFBIのNCIC(NationalCrimeInformationCenter)の 業 務 も兼 ね られ る よ う

に な っ て い る。 さ ら に,こ の シ ス テ ム は 潜 在 して い る と思 わ れ る犯 罪 に 関 す る 調 査 も行 な うこ と が

で きる とい うこ と で あ る 。 し か しな が ら,自 家 用 機 の よ うな 小 さ な 飛 行 機 を た く さ ん もつ ア メ リ カ で ・

は,TECSを も っ て し て も,こ れ の取 り締 ま りは む ず か し い よ うで あ る。

262詳 論

TECSの コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ は カ リ フ ォル ニ ア州 サ ン ジ エ ゴ に あ り,カ ナ ダ と メ キ シ コ の 国

境 に あ る400カ 所 の 税 関 お よび100カ 所 の 関 連 機 関 と そ れ ぞ れ 端 末 機 で 連 結 さ れ て い る 。 こ れ

ら の 税 関 は,ニ ュ ー ヨー ク,マ イ ア ミ,シ カ ゴ,ヒ ュ ー ス トン お よ び ロス ア ン ゼ ル ス の五 つ の 地 域

に 分 掌 さ れ て お り,そ れ ぞ れ は 通 信 回 線 で 結 ば れ て い る。 現 在,組 織 変 更 が 進 め ら れ て お り,近 々

五 つ の 地 域 の 業 務 を 全 部 ワ シ ン トン に 移 し,集 中 管 理 を す べ く検 討 中 で あ る 。 こ の ほ か,NCICと

も オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム で 連 結 され て お り,NCICの デ ー タ ・ベ ー ス に は325万 の 情 報 が 蓄

積 され て い る。

TECSは 酒,タ バ コ,麻 薬 を 扱 う税 関 やIRSの 情 報 部 門 お よび 検 閲 部 門 に サ ー ビス を 提 供 して

い る。 ま た,SecretServiceは,1974年 の会 計 年 度 内 に こ の シ ス テ ム を 利 用 す る こ と を

計 画 し,InterpolWashingtonは,最 近TECS端 末 を 使 用 して,NCICと の ア ク セ スや 他 の

財 務 機 関 と の メ ッセ ー ジ 交 換 を し て い る 。

(1)コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

(a)ハ ー ドウ ェ ア

① コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タは サ ン ジ エ ゴ に あ り,Barroughs5500が 直 列 で2台 設 置 され

て お り,DCP(DataCommunicationProcessor)極 じ て 全 国 の タ ー ミナ ノレに

連 結 さ れ て い る 。
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② システム構成 は図2-24の とお りである。

ターーミナル

CPU

65k

DCP

80k

－ 次 タ ー ミナ ル

(国 境 の タ ー ミ ナ ル)

CPU

65k

DCP

80k

ターミナル

二 次 タ ー ミ ナ ル

(捜 査 局 の タ ー ミ ナ ル)

INDEX

NAME

図2-24シ ス テ ム構 成

(b)ソ フ トウ ェ ア

① ス ー パ バ イ ザ は 約20Kで,通 常 はCPU'B"に 入 っ て お ザA","B"両 方 の コ ン トロ

ー ル を 行 な い
,も し,'、B"が ダ ウ ン した 場 合 に は,"A"のDISKに 入 っ て い る ス ー パ バ

イ ザ を"A"に 移 し て 作 業 を 続 行 す る。

② メモ リ領 域 は 図2-25の とお り で,昼 間 は75%を 最 大 限 度 と して,リ ア ル タ イ ム 領 域

が 大 き く と ら れ,負 荷 の 量 に よ りそ の 領 域 は上 下 す る。 ま た,夜 間 は 逆 に パ ッ ク ・グ ラ ウ ン

ドが 全 体 の75%を 限 度 に 多 く使 わ れ て い る 。 パ ッ ク ・グ ラ ウ ン ドは ,も ち ろ ん マ ル チ ・プ

ロ セ ッ シ ン グ が 可 能 で あ る。
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吃

昼 間

バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド

夜 間

バ ック

グ ラ ウ ン ド

リ ア ル タ イ ム

2596

図2-25メ モ リ 領 域

(2)オ ン ライン ・システム

(a)負 荷 量

問い合 わせ件数は,一 日当 り15万 件(最 高35万 件)で,応 答時間はすべてを含めても10

秒 以 内 で得 られ,問 い合わせに対する平均は2秒 以内である。 また,コ ンピュータの稼動時間

は,わ ずかな調整時間 を除 き年中無休でサー ビスに応 じている。

(b)フ ァイル構成

フ ァイルに格納されているデータは,逮 捕報告書,没 収報告書,逮 捕状 およびその他あらゆ

る方面 から調査 した報告書 に基づいて作成 されてお り,フ ァイルの中 には容疑者名や識別番号,

パ スポー ト番号のほか,年 令,出 生年月 日,性 別 身長 体重,住 所は もちろん目や髪の色か

ら自動車ナ ンバ,飛 行機 ナンバ,電 話番号,偽 名,仲 間等 にいた るまで,あ らゆる領域か ら集

められ た情報が八 つの ファイル に分類 され磁気 デ ィス クに格納 されている。

データ ・ベースの量 としては,299万 件 の氏名が格納 されてお り,そ の うち19万 件 は関

税事件 に関する氏名である。 これらのデータ ・ラ ァイルの中には;疑 いをかけられた ものが疑

いを とかれ る場合 もあるため,関 連情報が入 り次第 リアル タイムでファイル ・メンテナ ンスを

行ない,デ ータの追加,修 正,お よび変更を必要に応 じて即刻行 なってい る。 また,デ ータの

削除については,内 容 により15日,30日,60'日 お よび180日 の 自動消去期間を もうけ,

それぞれの期間が くる と自動的に削除 されるよ うになっている。

(c)ア ウ トプ ット

端末機からのア ウ トプッ トは,デ ィス プレイによる表示,ハ ー ドコピー,そ のほか にマイ ク

ロフィルムへのア ウ トプッ トがある。 マイク ロフィル ムはハー ドコピーの1/IOの 費用ですみ,

そ の上,一 枚のマイク ロフ ィルムで レポー ト用紙の208頁 分 のデータを収めることができる

ので,デ ータの整理,保 管に もスペースをとらず効果をあげてい る。
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(d)ネ ッ トワーク`t

ワシ ン トンの税関局 から全国の各 ター ミナルへは,100B/Sお よび300B/Sの 電 話回

線 で接続 されている。 さらに,NCIC(全 国犯罪情報セ ンター)と は2,000B/Sの 通 信回

線で結 ばれてい る。(図2-26を 参 照)

現在,税 関局の新 しい建物 が建設 中であ り,そ こへ移転 したときには2,400B/Sの 回線に

変 わる予定である。

ボ ー リ ン グ 方 式 コ ン テ ン シ ョ ン 方式

税 関 本 部.

ワ シ ン トン)

タ ー ミ ナ ル

CRTつ き)

図2-26ネ ッ ト ワ ー ク

(e)端 末 機

アメリカ国内の空港,海 港お よび国境に500台 の端末機が設置 されてお り,そ のうち,税

関関係が400台 で,そ のほか関連部署に100台 の端末機が連結 されている。 これ らの端末

機はHAZELTINE2000の プ リンタっきCRTデ ィスプレイであ り,プ リンタは ドッ ト式

の小型 プリンタと,ゴ ル フ ・ボール型で入力も可能なインパク ト式大型 プ リンタがついてお り,

全 国 どこのター ミナルからでもプリン トア ウ トすることができる。

ター ミナルには三つの タイプがある。

① 第一次 ター ミナル(プ ラズマ管)

国 境を越えるものについ てのチ ェックに用いるター ミナル。

② 第二次 ター ミナル(テ レタイプ)

第二 次ター ミナルで,嫌 疑を もたれた ものについて捜査するために用い るター ミナル。

③ 空港 ター ミナル(CRT)

国 際 空港に到着 した旅客のチ ェックに用 いるター ミナル。

第一次ター ミナルはカナダとメキシコの国境地点 にあるゲー トに置かれてお り,ゲ ー トを通

過するものの 自動車ナンバーや認可 ナンバ ーを端末装置 からタイプイン して検問す るものであ

る。

た とえば,ゲ ー トにきた自動車を検問する場合
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① 税関検査官 が自動車のナンバーを タイプインする。

② タイプインされたナンバーは中央 のコンビュータへ送 られ,あ らかじめ用意されている

フ ァイルを識別 し,も し,同 一 ナンバーがあれば"YES"の 応 答が出 され,な ければ

"NO"と 応 答され る
。"NO"の 場 合は第一次 エ リアで検問を うける。

③'YES"と 応 答 された 自動車は嫌疑を もたれ,つ づいて"警 戒せよ"の メッセー ジが表

示され る。 この場合,そ の 自動車は検査官の指示によ り,た だちに第二次エ リア の捜査局

へ誘導 され る。

④ 第一 次 ター ミナルへ"YES"と 応 答された時点で,す でに第二次 ター ミナルへは,タ イ

プインされ た自動車 についての履歴がすべてプ リン トされているので,第 二次エ リアの捜

査官は 自動車が到着する前に十分警戒する ことができる。

とい うわけである。

空港 ター ミナルは第一 次ター ミナル として用い られ,空 港 に到着 した旅客を税関検査 官がチ

ェックす るのに用いられてい る。

この場合は,旅 客の氏名 がタイプインされ,そ の結果 容疑者 である との応答があ った とき

には第二次ター ミナルへはデータを伝送せずに,そ の場で容疑者 として取 り調べが行なわれ る、

また,こ れ らの ター ミナルを使用する検査官に対 しては,事 前 に適切な訓練を行ない,中 央 コ

ンピュータとのデータの受授を どの ようにすればよいかを訓練期間中に習得 させてい る。 これ

らの端末機はすべて買取 りで設置 され,伝 送速度は ター ミナルの タイプによって異なるが,1

秒 間 に100字 か ら300字 で ある。

閨 容疑者検索

検索は容疑者 ファイルに格納 されている項 目であれば,な にをキー ・ワー ドにしても索引す

る ことができる。ただ,人 名の検索についてはSCANDEXと い う方法を用いて おり,音 が同じ

であればスペルが違 って もアウ トプ ットされる。 これは母音をおとしてしまい,子 音だけでひ

く方法である。

たとえば,

HAYS/WILLIE

HAYES/WILLIE

は 同 じにな り,両 方 ともCRTデ ィスプレイに表示 されるので,ど ちらを選ぶかは検査官が指

示 してやる。 もし,'該 当 す る人の情報があればCRTデ ィスプ レイに表示 されるので,必 要に

応 じてプ リン トアウ トす ることも可能である。

(3)オ フ ライン情報処 理

(a)飛 行機の追跡調査

メキ シコに継続的におかれているアメリカ国籍 の飛行機が約10万 機 あ り,現 在アメ リカ国

内には1,100か ら1,200機 の あや しいと思われ る飛行機が あるので,こ れらとメキシコに

一239一



ある飛行機 との突き合 わせ をバ ッチ処 理で調査 してい る。

(b)統 計 プログ ラム

容疑者の国籍,{生 年 令,逮 捕歴お よび差 し押えの状況な どの記録 と整理を行なっている。

(c)電 話 分析プ ログラム

過去になんらかの形で捜査 に関係 した電話に関する情報 の記録 と整理を行なっている。.

(d)国 際 通貨 プログ ラム

通貨の国際的な密輸 を取 り締 まるための情報の記録 と整理 を行 なってい る。

,(e)現 場 への報告書の整理

① クロス ・リファレンスによる検索

② 犯罪者 と同一住所人の検索

③ 事件に関係 した人の前後のパス ポー ト調査

④ 暴力団に関する リス トの作成

⑤'そ の他

(4}シ ス テム開発上の問題点

この システムは,ミ シガン州の政府機関で用いているシステムを模倣 して作成 されたものであ

るが,使 用後まもな く,い くつかの問題点が出てきた。

まず,こ のシステムを使用す る当局側か らプログ ラム設計者 に対 して十分 な注文を出さなか っ

た ことと,当 時の通信技術 の水準が要求 を十分満たす までに至 っていなかったことな どによ り,

完成 したシステムは利用者の要求通 りに動かなか った。そのためプ ログ ラム設計者は利用先へ出

向 してサービスにあたるとともに,シ ステムが十二分に活用 されるよ うに6カ 月間で再設計 し,

利用者の要望に応ずべ くシステ ムの変更を したが,そ の後 もたえず変更 の要求が出されている。

⑤ 開発費用

開発費用 の推移は表2-17の とお りであ る。

表2-17費 用 推 移 表

会計年度費 目
1972年 1973年 1974年

俸 給
600

(180,000)
732

(219,600)
1,139

(341,700)

ADPEレ ン タ ル 料
1,284

(385,200)

1,303

(390,900)
2,193

(657,900)

〃 買 入 料 391
(117,300)

〃 リ ー ス 料 80
(24,000)

電 気 通 信 料
896

(268β00)

1,441
(432,300)

1,806
(541,800)

合 計
2,860

(858,000)
3,476

(1,042,800)
5,529

(1,658,700)

注)単 位;上 段数字は千 ドル

下段 カ ッコ内数字は千 円
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⑥ 将来計画

目下のところ,1974年 度 にサ ンジエゴにあ るコンビューLタ・セ ンタに4台 の ミニ ・コンピ

ュータを設置することを計画 している。い ままでのBurroughs5500で 稼 動 していた ときよ

り,ミ ニ ・コンピュータを増設す ることによって,よ りいっそ う国際空港,海 港,ATFお よび

IRSに お ける税関業務の遂行 を円滑にする。

さらに,1974年 度 には200の ター ミナルが増設されることが推定 され る。 これ らの増設

に より犯罪情報網に関するTECSデ ー タ ・ベ ースを拡張 し,NADDIS(TheNarcotics

andDangerousDrugsIntelligenceSystem)の 働 きも兼ね られ るよ うに,ま た,

連 邦,州 お よびその他の地 方で用いられているシステムとも交信ができるよ うに,さ らに,LETS

(TheLawEnforcementTeletypeSystem)と しての働 きも果たせるように現在計

画中である。

1975年 度 には国際空港で用い るTECSを さらに拡張する予定であ り,国 際空港 に到着 し'

た旅客は,わ ずかの時間 で税関業務を終えることができるよ うにな るであろ う。 また,税 関の検

査官にとっても迅速かつ正確な情報を入手する ことによって,疑 わ しい旅客の摘発に一段 と効果

をあげるであ ろ う。

資 料 一 覧'

{1}FactSheet(DepartmentoftheT'reasuryU.S.CustomsService)

(2)TheTreasuryEnforcementCommunicationsSystem・

ノ
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27ア メ リカ教 育委 員会 の教 育 用データ ・バ ンク
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271概 要 お よび 所 感,

(1)性 格't・

ACE(AmericanCouncilonEducation)は,大 学 や教育関連団体な どの民間側か

ら教育および教育の方法を研究 ・促進 させ,さ らに連邦政府 との連絡役を勤めることを目的 とし

て1918年 に創設 された,非 営利の民間団体である。1971年 現在,会 員数は大学お よび教

育関係団体 など約1,600ケ 所 である。アメ リカ合衆国全土 におけ る総合 大学の全部,.4年 制 単

科大学の84パ ー セン ト,お よび短期大学 の38パ ーセン トが参加 してい る。ACEの 運 営費は

会員からの会費,各 種の財団や職種団体からの補助金,お よび特別な研究調査事業 に対す る連邦

政府や州政府の諸機関,財 団,民 間企業な どの依頼主 からの助成金な どでまかなわれる。予算規

模 は,尋 ねたが,答 えて もらえなか った。

② 組 織

職員は全部で約200名 。 その組織は,ACEの 応接者の言 を解 して,大 略次の とお りである。

長

長会

会

副

一 般 教 育 部(高 卒の資格試験をする)

学 務 部(教 育に関す る相談窓 口)

研 究 部(OfficeofResearch)

政 策 分 析サ ー ビス 部

広 報 部

連 邦政府 連 絡部

海 外 部

(3)業 務 の内容

ACEの 組 織の中で研究,情 報提供,デ ータ ・パ ンク ・サービスを担当 している中枢機関が研

究部(OfficeofResearch)で あ る。そ して,こ の研究活動 の中心 となってい るのが 「共

向大学研究計画(℃IRP-CooperativeInstitutionalResea「chP「09「am)」 で

ある。 この計画の 目的は大別 して二 つあ り,そ の一つは大学新入生 についてその実態 を把握する

情報を入手することであ り,今 一つは学生の能力開 発に及ぼす大学 の影響を調べる ことである。

すなわち,CIRPは,そ の収集するデータ量の点で,高 等教育に関す る研究 として最大の もので

ある。その特徴は大学新入生 についてデータを集めるだけでな く,こ れ らの新人生のその後 につ
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きr定 期間を置いて追跡調査を行ない,そ の学業成績,学 園生活,学 資状況 職業選択などについ
いてのデータを集め ることである。 た とえば,1973年 の秋 には650校 の大学新入生400,000

人を対象にアンケー ト調査 を行 なっている。 これは全米 の大学新入生の約%に 当る数字である。

こうして集 められたデータはOMRで 読 みとられ,磁 気テープに収録されて,大 学新入生に関す

るデータ ・バ ン)の もと'となる。 これらのデータ ・パ ンクはACEは もちろんの こと,外 部の教

育研究者,行 動科学者,教 育関係団体な どが実費で使用で きる。 このとき,資 料提供者 のプライ

バ シーは完全に守 られるよ うに特別な考慮が払われている
。現在,CIRPの 運 営 と管理は カ リフ

ォルニア大学の ロスアンゼルス分校に委 託されてい る。

CIRPの ほ かには,文 部省 から委託を受けて行なっている 「高等教育一般情報調査(HEGIS

-HigherEducationGeneralInformationSurveys)」 が大 きな仕事 である
。

HEGISは 大学 についていろいろな情報を集 め,文 部省の教育行政決定 のための参考 となす もの

である。

(4)計 算機のシステム構成 と運営

(a}コ ン ピュータ ・システム

ACE設 置 の計算機の年間使用料は約30万 ドル(90,000万 円)で,そ の構成は次のと

お りである。・

本体Sigma6記 憶 装置96kW(384KB)

磁気 デ ィスク装置700MB

磁 気 テーーープ装置8台

その他の入出力装置

現在はモニタと してBPM2(注1)を 使 用 してい るが,近 い将来 にUMS(注2)に 切 り換える準備

を進 めている。なお,CIRP関 係 のデ ータ ・バ ンクは約2,000本 の磁気テ ープ ・リールに収

録されている。

(b)要 員 と勤務制度

コンピュータ要員は次のとお りであ る。

オ ペ レ ー タ

シス テ ム ・ア ナ リス'ト

コ ン ピ ュ ー タ技 術 者

キ ー ・パ ン チ ャ ー

3人(シ フ ト制)

1人

1人

1人

(注1)BPM2(BatchProcessingMonitor-2)

2本 の パ ッ チ処 理 とス プ ー ル 処 理 と を 同 時 併 行 処 理 可 能 で あ り,シ ン ビオ ン ト機 能 に よ り1/O

処 理 時 間 の 無 駄 を な くす こ と を 特 徴 と した モ ニ タ で あ る 。

(注2)UMS(UniversalMultiprogrammingMonitor)

7本 の ジ ョ ブ が 同 時 併 行処 理 可 能 な 汎 用 マ ル チ プ ロ グ ラ ミン グ ・モ ニ タ で あ り,ジ ョ ブ 管 理,

フ ァイ ル 管 理 機 能 を も っ て い る 。
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シフ ト制は2.5シ フ トで,7:00～15:00,11:00～19:30,お よび18:

30～2:30の 三 つに勤務 時間 が分け られてい る。 なお,計 算機使用業務の内訳はACE自

体 の仕事 と受託業務の仕事がほX半 々である。

㈲ 所 感

ACEに おけ る計算機 の使われ方には特に目新 ら しいものはない。問題はCIRPで あ る。 こ

の種の研究調査についてずぶの素人の目か ら見る と,こ れは まった く尾大で種々雑 多なデータを

ひたすら精力的に集 めてい る。 まさにデータの洪水 であ り,一 種の量的圧迫感か ら混乱をさえ覚

える。 しか も,こ れ らの経験的 資料から導 き出される学生生活の実態 とか学園の学生 に及 ぼす影

響 とかの調査結果 は,多 くの場合,新 聞その他のマス コミ媒体 を通 じて世間の人々が抱 く常識的

な見解 と異ならない。 この,ご く当 り前の結論を導 き出すために,こ れほ ど大規模な仕掛 けを用

意する必要があ るのか,と い うのが,少 な くとも最初の うちの印象であった。 しか し,こ うい う

や り方}主 アメ リカの他の幾つかの訪問先で もしば しば見 られたや り方であった。 このや り方は

日本人 には もったいない,も う少 し別の要領 によるや り方があるのではないか,と い う気持 を起

させるのではないか。CIRPの 案 内書の中で も,し ば しば 「経験主義の(empiric)」 とい う

言葉が 出て来るが,一 見,ど こか ら手をつけてよいかわか らない ような,混 沌たる広大 さの中 に

費用 と労力を惜 しまず踏み込んでゆ くや り方には,ま ことに強烈な精神の強靱さとい うものを感

ぜずにはいられない。 そして,こ の強靱さが独 創性 の淵源とな っている ように思われ る。た とえ

ば,経 済学 や近 くはオペ レーションズ ・リサーチの発生の歴史を振 り返 ってみ ても,と ても理論

的 にまとめ ることが不 可能な ような諸現象と取組んで,こ れの中に法則性 を見 出し,そ してこの

法則性を利 して逆に現実分析の道具 として使い こなせるまでに理論化 し,抽 象化 し,昇 華せ しめ

ている。一方,日 本では,経 済学 もORも 出来上 った理論 と して輸 入 してい る。そ して,こ れを

上手に使いこなす。創造 の苦 しみを避けて,結 果の甘い汁だけを吸い上 げる。 しか しながら,ア

メリカ人の独創性における精力的な強靱 さの裏には,や は り,国 の豊か さ,と い うものがあ るか

ら,と い う気が してならない。 アメ リカの,こ うい うや り方を日本がす ぐまねす る,と い うこと

のできない家庭の事情が この国 にはある。それは決 して国民性 とい うものだけではな く,彼 我の

貧富の差によるものであって,一 見 物 まね上手 とい う我が国 のや り方 も我が国に とってはやむ

にやまれぬ,生 き残 るための方便であるか も知れない。 とにか く,ア メ リカ人のプラグマテ ィク

でエンピリックな発想法に圧倒された次第であった。

272詳 論

(1)CIRPの 足跡

現在,完 全実施 に入って9年 目を迎え る,共 同大学研究計画(CIRP-Cooperative

InstitutionalResearchProgram)の 二 つの主要 目的は,大 学新入学生 の全体 にっい

てその実態 を知るための情報を入手すること,お よび大学が学生の能力開発に及ぼす影響 にっい

て研究す ることである。

一244一



CIRPに は,こ れまで行なわれて来た研究計 画にまさる,幾 つかの利点がある。第一 の利点

はその規模の大 きさである。すなわち,毎 年,全 国の大学新入生の うち6人 に1人 がACEの 新

入生 アンケー トに記入す る。第二 に,こ の計画 の標本 として取 り上 げる大学は,数 も多 く,種 類

も豊富であって,こ の標本 についての調査結果 が大学 と学生の母集団についてその まふあては ま

る ように設計 されていることである。第三の利点はこの調査 が長期間 にわたる性格 のものであ る

ことである。学生からの情報収集は,た だ1回 限 りでな く,か っての新入生たちの部分標本につ

いて,郵 便 による何 回かの追跡調査 が行なわれる。実際,学 生 たちが大学経験 を通 して どのよ う

に変 ったかを知 るには,あ る期間を置いて何回か比較す ることが一番有効 である。最後 の利点 と

い うのは,CIRPは 会 員に対する調査報告 を通 じてよ り直接的に教育政策 に影響を有する,と い

うことで ある。

表2-18はCIRPの 開 始以来の調査実施 状況を示す。全体の計画は次の とお りである。 す

なわち,こ の調査に参加 してい る大学の新 入生 の全 員について入学 の時点で調査を行な う。次に,

あ る期間を置いて,こ の同 じ学生群の部分標本 について再調査を実施する。表示 のとお り,1961

年 に は,246校 の127,212人 の新入生 について原型的(prototype)調 査 がなされ,

表2-18

ProgressoftheCooperativelnstitutionalResearchProgram

Yearof

Entering
Number

of

Number

of

YearofFollowupSurveys

Freshman

Cohort
lnstitut垣ns Respondents

1962 196519671968 19691970 1971

1961{prototype} 246 127,212X X X

1965{pilot} 61 42,061

1966 307 254,480 X XX X

1967 359 280,650 X X X

1968 435 301,488 X

1969 390 260,061 X

1970 425 272,268

1971 487 288,526

1965年(こ の年 には,こ れ らの学生たちはおそら く4年 間の学業を修 了 し,学 士にな ってい

るはずである。)の 夏 に,こ の標本の うちの36,405人 について追跡調査 を行ない,情 報を収
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集 し,そ の結果を 「大学生の教育上,職 業上の能力開発(TheEducationalandVoca-

tionalDevelopmentofCollegeStudents)」 な る報告書 に まとめて出版 した。な

お,ACEの 出版になる報告書類については,本 稿の最後 に一覧表を参考 のために掲示 してある。

1965年 には,試 験的(pilot)調 査 がな された。そ して,そ の翌年 からCIRPは 完全 な

規模で実施 され る運び とな るわけである。すなわち,1970年 までは,全 国 の高等教育機 関の

約15%が 標 本 として選ばれ,こ の調査 に参加 した。1971年 には,多 くの大学の要望を入れ,

かつ,増 大 し続ける調査費を補 うためにCIRPを 拡 張 した。 このため,新 入生 のクラスを有 し,

米 国文部省の高等教育一般情報調査 に解答 している,米 国のすべての大学 がCIRPに 参 加するこ

とにな った。 この計画の参加校 に対 しては,基 本料金 のほかに,当 該校 におけるアンケー ト数 に

比例する従数料金 が課せられる。

1969年 の12月 には,大 規模な追跡調査 がACEと カーネギー(Carnegie)高 等教 育

委 員会 の共 催で実施 された。この とき,ア ンケー トは,四 つの旧新入生群(1966年,1967

年,1968年,お よび1969年 の)の 部分標本に対 して郵送されたばか りでな く,大 学 院生

や教授陣 にも発送された。

1966年 の新入生についての4年 後の追跡調査は1970年 に行なわれたSl971年 に は,

二 つの追跡調査 が別々 に実施 された。両調査 と も,す べての追跡調査に共通 な基本的な 目的,す

なわち,学 業の進捗状況,学 習意欲,職 業の計画や種 類な どに及ぼす大学の影響 を測定 するため

のデータを集める,と い う目的を有 していた。そのほかに,こ の二 つの調査 には別 々に特別な目

的があ った。第一の調査 は,1967年 の新入生群の部分標本 に対 して1971年 の夏に発送 さ

れ,そ の目的は,小 ・中学校 の教師 となる ことについての,こ れ ら解答者の気持を知 ることであ

った。 この調査の費用は米国文部省の教育人事開発局か ら出された。第二の調査は,全 米科学協

会(theNationalScienceFoundation)と 全米健康協会(theNationalInsti-

tutesofHealth)と か ら共同資金援助を得 て,1971年 の12月 に,1961年 と1966

年 の新入生群の部分標本に対 して発送 された。 この ときの宛名人数は,1961年,1966年

の それぞれの標本 で約60,000人 に達 してい る。1961年 の被験者は大体28才 ぐらいにな っ

てお り,既 に就職 しているはずであった。1966年 の被験者は既に学士位を得 て,後 半生 の計

画をね りつつあ る時期に至 っているはずである。 この追跡調査の特別調査 事項は,様 々な種類の

奨学資金の,学 生 の学業計画や職業選択に及ぼす影響 を明らかに し,1965年 か ら1970年

の間(こ の間にこれら二つの旧新入生群に属する学 生たちは大学を卒業 してい るはずである。)

に起った大学院進学率の変化を記録する ことであった。 この進学率変化の調査 目的は 連邦政府

奨学金 および特別給 費金 の突然の削減 一 これにともなって貸付金制度による資金援助を強化 し

たこと 一 が学生の大学院 やビジネス ・スクールへ進学する意欲 と経済力に どんな影響を与 えた

か,を 知ることにあった。

この調査 では,学 生たちに直接追跡調査の依頼を したばか りでな く,こ の調査に協 力している

各大学の事務局に頼んで,学 生 の在学状況(在 校中,中 途退学,転 校な どの別),学 部 での平均
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評点,試 験の点数な どに関するデ ータを入手 している。 これらの事務局か らの報告書は三 つの点

で役に立つ。 これによって,ま ず,学 生から得 られた情報 の正確さの検証の手段が得 られ,ま た,

学 生からは得 られないデータを補 うことができ,さ らにまた,こ の追跡調査 に返答を よこさない

学生たちの特性について若干の ヒン トを得 ることができる。

(2)新 入 生ア ンケー ト

毎年 行なわれ る新入生の実態調査 には,4頁 からなる新入生 アンケー ト記入用紙(SIF-

StudentInformationForm)が 用 いられ,こ れはOMRで 読取 られ,磁 気テープに収録

される。 このアンケー トの記入項 目の多 くは毎年変ることがない。すなわち,性 別,人 種,宗 派,

両 親の収 入 ・教育水準 ・職 業,高 校での活動や成績,学 費の出所,学 位への意欲 専攻 したい分

野,職 業計画,社 会や学園の問題に対する態度,人 生の目的,な どである。 この よ うに毎年反復

される調査項目を通 して,毎 年 の新入生群が年 と共 にどの ように変 って行 くか とい う傾向がわか

るだけでな く,こ の調査 に対す る個々の学生 の返事は後 日の追跡調査 の返事 と対照されて,学 生

その人が時の移 りとともに どの ように変 ったか,た とえば,そ の政治的な意見や職業感の変化な

どが観察できるのである。

さらに,時 代の流れを反映 して高等教育の新 しい問題 として取 り上げるべき種類の項 目が必要

に応 じて追加される。1971年 は無試験 入学制度 と学力不足 の学生 に対する特別指導計画が非

常 な関心事 とな った年 であるが,こ の年 には,ア ンケー トの中 に,特 に補習を欲す る学科がある

な ら,そ の学科を記入すべ き項 目が加 えられた。この項目は無試験入学 とい う新制度 のもとで入

学 して来た学生に対す る教科課程や特別補 習指導を どうすべ きか,と い う問題 の参考にな った。

1972年 の調査 では,学 生の母親の就業状況に関する項 目が入れ られた。この項 目は従来父親

にだけ限 られていたものであるが,女 性の地位についての社会的関心の台頭 と共 に追加されたわ

けである。 こうして,こ の新入生アンケー トは常 に二つの要請 に答えるべ く設計 されてい る。一

つは新入生の実態 を毎年連続的 に比較 して行 くデー タを入手す ることであ り,他 の一 つは高等教

育 に関す る,そ の ときどきの問題について調査 を行な うことである。新入生アンケー ト用紙 につ

いては本稿末に付録 として添付 したので参照 していただきたい。

(3)デ ー タの収集 と処理

各被験校は新 入生調査ア ンケー トの記入 が正 しく行なわれるように監督する責任者 を1名 選任

す る。ACEか らは,① アンケー トの記入は入学手続 きかオ リエンテ ーシ ョンの時期 または授

業の開始 された第一週中,す なわち,学 生 がまだ学園の環境になじまない うちに行なわれ ること,

② 記入は学生監の監視下に行なわれること,③ 責任者はこの研究調査 の目的を学生 に十分に承知

させること,④ACEに 関 する限 り,ア ンケー トに記入す るか否かは学生の 自由であること,な

どを被験校に伝える。学校 によっては,独 自の目的から,ア ンケー トの記 入を義務づける所 もあ

る。 なぜならば,あ る一つ の大学についてのデータが意味を もつためには,で きる限 り100パ

ー セン トに近い記 入率が望 ましいか らである。

大学 側の監督者は記入済みの用紙を集め,ACEの ミネアポ リス(Minneapolis)の 計 算セ
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ンタに送 ってよこす。そ こで,こ れらのアンケー トはOMRで 読 みとられ,磁 気テープに記録 さ

れ,そ の後,ア ンケー トは破棄 される。大学側の監督官の最後の仕事 はアンケー トの記入 が行な

われた際の状況報告 を行な うこと,も しその際異常事態 や特別な問題があれば,そ れ について も

報告することである。 この報告書には,そ の年 の新入生数,ア ンケー トに記入 した者の数 記入

しなか った者 の数が記載 される。 もし記入 しない学生数が5パ ーセ ン トを超える場合 には,ACE

は その原因を確認するよ う努力す る。

毎年 の新入生調査の結果はお よそ400バ イ ト/人 のデ ータの大きさで,4年 後 のフ ォローア

ップを含 めて約1,000バ イ ト/人 の大きさのデ .一夕であ り,こ れらは4種 類 のデータ ・ファイ

ルにまとめ られる。その一 つは大学番号 とそこの学生の返事を男女別に要約 したデータを含 んで

い る。第二の ファイルは学生個々人の返事 と,そ の一つ一つに任意の識月頃 号 をつけたものを含

んでい る。第三 は学生 の住所,氏 名に前記 とは異なる別個の識別番号 を付 した ファイルである。

このファイルは厳重な機密保護規則のもとに保管され,追 跡調査 の際の宛名印刷の ときだけ しか

使用されない。なお,追 跡調査はすべて直接に学生 自身の もとに郵送され る。四番 目は2組 の異

なる識別番号を結 びつけ る リンク ・ファイルである。 この ファイルは外国(カ ナダ)の,ACE

とは 別の計 算センタに預け られてお り,こ のため第三者はおろかACEの 研究員でさえ覗き見る

ことができないよ うになっている。 このように手の込んだ手続 きを惜 しまない理由は,学 生個人

に関する私的な機 密を厳重 に守 るとともに,住 所 ・氏名 ファイルの濫用を防止するためである。

(4)リ ンク ・システム

さて,機 密保持のための リンク ・システムの効用 について次に今少 し詳 しく触れてみ よう。

リンク ・ファイルを外国に預けることによって二 つの重要な機密保持が可能 となる。一 つの機

密保持は議会 または裁判所の召換状に対す る効果である。 この ような司法上 または立法府の召換

状は国外においては無効であるから,国 会 の委 員会 や裁判所 が被験者個人に関する私的情報を手

に入れることは不可能である。た とえ裁判所や委員会 がデータ ・ファイル と住所 ご氏名 ファイル

の双方を入手 して も,リ ンク ・ファイルがなければ,一 方の ファイルのレコー ドを他方のファイ

ルのレコー ドと結びつけることがで きず,ど の レコー ドが誰のものや ら皆目見当がつかない。 こ

うして,国 家権 力さえもこの機密保持を破ることはで きない ことになる。

機密保持 の第二 の型式はACEの 研究員にさえ もこのデータを覗 き見 ることができない点 であ

る。従 来の,こ の種 の,個 人 の秘密 に関する調査では,被 験者個人の名前が秘匿され るか否かと

い う保証は,た だ調査員の倫理感 とか善 意で しかなかった。 したがって,調 査 員がその気にな り

さえすれば,こ れらのデータを覗 き見る可能性はほ とん ど常 に存在 していた。 しか し,リ ンク ・

システムは この種 の蓋然性 さえも否定す る。

図2-27は 新 入生アンケー ト・データにおける リンク ・システムの機能 を図示 した ものであ

る。 アンケー・トは まず光学 マーク読取機 で磁気 テープに収録 され,そ の後で破棄 され る。 この と

き,3種 類 の ファイルが作成 される。図の左端 の ファイルは新入生デー タ ・ファイルであ り,右

端のファイルは新 入生の住所 ・氏名 ファイル である。両 ファイルの レコー ドにはそれぞれ別種の
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図2-27ProceduresforHandlingFreshman

Questionnaire(Pretest)Data.

任意の番号がつけ られている。 まん中の フ ァイルが リンク ・フ ァイルである。 この ファイルには

新入生データも住所 ・氏名 ものっておらず,2組 の番号 がのってい るだけである。 リンク ・フ ァ

イルは外国の計算 センタに預けられ,新 入生データ ・ファイル と住所 ・氏名 フ ァイルはACEの

計算 センタに保管 され る。住所 ・氏名 ファイルは厳重 に金庫室 に収められ,追 跡調査郵送の際 の

宛 名印刷にだけ用いられ る。追跡調査は通常 入学(秋)の 翌年 の夏 と第4学 年 の終 りに行なわれ

る。匿名の新 入生データ ・ファイルだ けが,し たが って,実 際 に研究 に用いられる唯一 のファイ

ルである。

追跡調査 データの収集手順は図2-28の 通 りである。住所 ・氏名 フ ァイルを用いて追跡調査
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Followup(Post-test)Studies・

ア ンケー トを学生の住居宛 に発送す る。 このとき,こ のアンケー トには識別番号#2が 付 されて

い る。記入済みのアンケー トが戻 って来 ると,OMRで 磁 気テープに変換 された後,破 棄され る。

このファイルは外国の計算受託業者の もとに送 られ こ ふで リンク ・フ ァイルを用いて,レ コー

ド番号が#2か ら#1に 置 き換 えられた畿 このファイル ・レコー ドは識別番号#1の 順 に並べ

変えられる。 そ して,再 びACEに 送 り返されて来 る。ACEでGち この ファイル と以前の新入

生デ_タ ・ファイル とを組合 せる。 こうしてで きた ファイルを用いて個 々の学生が時の移 り変 り

とともにどのよ うに変 っていったかを調査研究するわけであ る。

リンク ・システムは一 見不必要 に経費 と時間 がか ふるよ うに思われがちであるが,実 際には,
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ファイルの機密保持 のためにこれ まで提案された,ハ ー ドウェア上,ソ フ トウェア上 の工夫 に比

して確実に,ず っと安価にあがるのである。

一 体に,大 規模な,一 種b身 上調査に近い計画を実現 しようとい う場合,大 きな困難 の一 つ}t,

被 験 者たちが自分のプ ライバ シ ィの流れるのを嫌 って協 力を拒否することである。 したがって,

この種の保証を予め被験者 に与えることができれば,ア ンケー トの解答率や返事 そのものの内容

的な正確 さも高 まるはずである。

(5)CIRPデ ー タの活用

大規模 で費用 を惜 しまぬデータ収集によって,高 等教育問題に関するCIRPの デ ータ・パ ンク

は行動科学者 に学生 と大学の関係 に関する無 限の研究資料を与える宝庫である。 外部 の教育関係

機関もこの事実を認あ,CIRPデ ータを用いて,教 育 の本質を探究する研究をしば しば依託 して

来てい る。次 に,こ の種 の研究調査の うちか ら二つ,三 つを選んで紹介す る。

1968年 には,全 米精神衛生協会 と文部省 の助成金を得 て,学 園の騒擾事件 と変革 について

の研究が始 められた。そして,3年 の歳月を経 て,次 のよ うな事実 が明らか にされた。学生 の抗

議運動は大学 に直接関係する問題 から次第に大学から逸脱 した問題(環 境公害とかベ トナム戦争

とか)に 移行 してい くこと,学 園騒動は まず 大規模な一流大学 に端 を発 し次第 に小 さな二流校 に

広がって行 くこと,な どであ る。 この研究は,な お,次 の事実も明らかに した。1969-70

の 授 業年度は最 も騒擾の激 しかった年 であ り,1970-71の 授業年度 はマス コミが伝 えるほ

ど学園騒動は沈静 してはいなか った。

1969年 には,カ ーネギー高等教育委員会の依頼で大規模な学生 の追跡調査 と大学教職員の

調査が開始 された。データは81,000人 の 大学生,34,000人 の大学院生,50,000人 の教職員

から集 めらち 幾種類 もの統計報告書が作成 された。 その一 つは 「学園における男女の差別」 と

題 されるもので,そ の1カ 所 だけを引用すれば,次 のような調査結果が記 されている。 「男と女

の学歴,学 位の種類,博 士 となる率,指 導担当分野なとの相 違を考慮に入れても,女 性教職員は

その地位 停年,俸 給 などの待遇面で明らかに不 利な扱かいを受 けている。」

ニューヨーク市がニュー ヨーク市立大学で採用 した無試験入学制度}ち 当時,大 変な議論を呼

んだものである。 そこで,ニ ュー ヨーク市高等教育委員会 の依頼を受 けて,1970年 か ら,試

験 があれば入学 できなか ったであろ う学生群 と試験が あっても合格 したにちがいない学生 群の二

つに分けて,こ れを追跡調査 する研究を開始 した。 これ ら2種 類の学生群を比較 し続けることに

よって,学 力不足 の学生 の指導法 や大学へ進む ことに よる学生の意欲,自 意識 価値感 態度,

行 動などの変化を知 ることができる,と 考 えられたか らである。

㈲ 情報提供 とデー タ ・バンク ・サ ービス

さらに,ACEの 主 要な業務と しては,研 究成果の公布がある。ACEは,1966年,そ の

研究から得 た調査結果を広め る意図の下に.ACE研 究 報告を継続的に発刊することと し,既 に30

巻 を 超える報告書を出 してい る。 また,CIRP協 力大学に対 してはその学生の実態についてまと

めた調査報告を迅速 に送 り返す ことに してい る。たとえば,新 入生に関す る報告書は8頁 か らな

一251一



り,各 協力大学に対 して調査 の行なわれた年 の暮 までに送 り届け られ る。 この報告書は要約 され

た統計資料 であって,学 生個々人 に関する ものではない。図2-29は1971年 の報告書の1

頁 である。
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図2-29

さら にまた,こ の ように大規模な調査 によって集 められたデータはACE以 外 の研究者 によっ

ても使用できるよ うになってい る。ACEの デ ータ ・バ ンクは全米の高等教育機 関のほとんどす

べてを包括 し,代 表する資料 であ り,高 等教育のあらゆる断面,大 学 とその学生 に関する,ほ と

んど完全な情報であ り,さ らに独得 の追跡調査方式によってある期間を置いて前後の因果関係を

きわめることのできる唯一のデータ源である。

こN数 年の間,ア メ リカ合衆国の大学ea,ご 他 聞に漏れず,批 判 の十字砲火を浴びてい る。学

生たちは大学 が自分たちの要請に対 して冷淡で適 応力を欠いていると責め立て る。一方 国会議

員や役 人や一般市民は反抗的な学生活動家たちに対する大学 のや り方が煮え切 らず不徹底 である,

と不満 である。大学当局が この ような批難 の最只中で苦慮す るとき,他 方で大学進学者は増える

一 方である
。今や大学は好む と好 まざるとにかかわらず国家の政 治,社 会,経 済な どあらゆる活

動面で主要な役割を演 ぜ ざるを得ない。ACEが ア メリカの高等教 育システムの中で指導的立場

を続け ざるを得ない所以である。
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資 料 一 覧,

(1)TheAceOfficeofResearch,ItsPurposesandAct'ivites・

(2)TheCooperativeInstitutionalResearchProgram.

(3)AttLink"SystemforAssuringConfidentialityofResearchData

inLongitudinalStudies・

(4)TheAmericanFreshman:NationalNormforFall1972.

(5)ア ン ケ ー ト用 紙

、

'
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附録1.新 入 生アンケー ト用紙
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附 録2. ACE出 版 物案 内

ACEの 研 究報告書類は誰で も有料で入手で きる。ACEの 出版物 リス トは,ACEのOffice

ofResearch宛 葉 書 で請求すれば送 って もらえる。 こsに は,そ の一部だけを選 んで掲げた。
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,"

byA.W.AstinandA.E.Bayer.MeasurementandEvu'uationin

Guidbnce,Aprill971,pp.18・30.
`℃ampusDisruption

,1968・69:AnAnalysisofCausalFactors,"

byA.W.Astin、InPsyc力o'ρgyoηd'力eＬProblemso/Society,ed.

F.RKorten,S.W.Cook,andJ.LLacey.Washington:Ameri・

canPsychologicalAssociation,1970.Pp.377・87.
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ResearchReports,Vol.7,No.1,1972.
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,"byA.E.Bayer.Journa'o/
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281概 要 およ び所感

MEDINETは 病 院お よびヘルス ・ケアー ・センタを対象 とした財務関係業務をオンライン ・シ

ステムで処理するシステ ムである。

このシステムはGE(GeneralElectric)社 が1966年 か ら開発に着手 した もので,現

在 までに1,200万 ドル(36億 円)の 開発費 が投入 されている。

MEDINETは,MARKMオ ン ライン ・ネ ットワーク ・システムに組み込 まれたアプ リケー ショ

ン ・システムの一つであ り,MARK皿 はGE社 が 以前に開発 したMARKUを 改 良 した ものであ る。

この システムのね らいは,病 院管理 のためのコンピュータ施設をもたず とも,あ たか も自社のコ

ンピュー タを使用 しているかのよ うに,い つでも使用で き,運 営および管理委員の省力化のみなら

ず,シ ス テム開発のための費用および時間等の節約がで きることである。

MEDINETの ユ ーザは海外に もあ り,海 外ユーザへは人工衛星を介 して通信回線を結んでお り,

ア メリカ以外ではス エーデン,イ ギ リス,ノ ル ウェイ,日 本等で,ア メ リカ国内での契約数は60

で,ユ ーザ(病 院)数 は200で あ る。 これ らのユーザは,一 般のTSSユ ーザと同様 にTSSの

利用 もでぎるよ うになっている。(図2-30)

MEDINET

ユ ー ザ

GEラ イ ブ ラリ

(約300本)

一

●

h4EDINET

ライ ブ ラ リ

●

一 般TSS

ユ ー ザ
.

プ ライ ベ ー ト

ライ ブ ラ リ
.

図2-30
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MEDINETの 特 色は,MARK皿 を利用することによって,大 量広域 のデータ ・バンクを構成

することが可能である とい うことである。GE社 では,今 後,患 者を中心 とした シス テ ムの ア プ

ローチの検討を進めたい との ことであ り,地 域医療情報システム と予防医療 システムの面で も利用

価値 がでて くるものと思われる。

しか しなが ら,自 動 診断や治療 システムの拡充 については,患 者 との トラブル等 の問題が多 く,

現 在は考 えていないとのことである。 また,心 電図や脳波等のデータ伝送にっいては,現 在の通信

回線 では まにあわず,そ れ と多額 の開発費用を要 するため当分は実施困難 であろ うとの ことであ

る。

282詳 論

MEDINETは コ ンピュータ化 の意志はあ るが,コ ンピュータを病院内に設置す ることに難 点を

もっていた り,あ るいは外部への委託処理 にしても信頼性に関 し疑問を持 ち,自 社導入には余裕 が

ないといった ところをセールスの対象 としている。逆にいえば,こ れらの両方にマ ッチ してい るの

がMEDINETで あ り,他 社 と比較 して コス トが安いのが一番 の利点であるとい うことである。

このシステムを利用する病院には,そ の規模により1～5台 の ター ミナルがあ り,こ れらのター

ミナルからは,

① 電話回線に より,リ モー ト・コンセ ン トレ一夕(RC)へ 情報が集められ る。RCは アメリカ ・・

のほか,ス エーデ ン,イ ギ リス,ノ ル ウェー,日 本(電 通)な ど50カ 所 に配置 されている。

②RCの 情 報は,さ らにオハイオ州 クリーブラン ドの コンピュータ ・センタにある20台 の セン

トラル ・コンセン トレー タ(CC)に 集 められる。

③ コンピュータ'セ ンタでは,ccか らの情報をオンライン ・リアル タイムでフ ォア ・グ ラン

ド・プロセ ッサ(FGP)に よ り処理する。

④FGPに は,テ ンポラリ ・ス トレージとオンライン・ス トレージがあ り,レ スポンスを早 く要

求されるものはオ ンライン ・ス トレージに入れ,逆 にレスポンス ・タイムを必要 としない業務

はバ ック ・グ ラン ド・プ ロセ ッサ(BGP)に 入 れる。

ネッ トワークの構成は図2-31の とお りである。

(1)処 理 概要

セン トラル ・コンセ ン トレ一 夕よ り入力された情報は,フ ォア ・グラン ド・プロセ ッサで優先

度 により三 つの レベルに分 けられて処理 される。

① 処理をして,た だちにユーザへ情報を送 り返す。(第 一優先 レベル)

② 情報の二部 を処理 して,バ ック ・グラン ド・プロセ ッサに返す ため情報を一時ス トアする。

(第 二優先 レベ ル)

③ バ ック ・グ ラン ドで処理 されたものをス トア し,オ ンラインで検索できるようにす る。

(第 三優先 レベ ル)
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図2-31

㈲ 第一優先 レベルの例(リ アル タイム処理)

① 患者が入院する と,部 屋番号,ベ ッドの位置,患 者番号等がき まる。ベ ッドの割当てが終

ると,入 院率,ベ ッ ドのあき状態,財 務関係 のデータが更新され る。

② たとえば,病 院 が5台 の救急車を必要 とする場合,5台 買 うのがよいか,レ ンタルの方が

よいのかを,金 利,救 急車の コス ト,減 価償却費等の情報を入力 して,'そ の結果 により判断

する。

(b)第 二 優先 レベ ルの例

① 入院費をす ぐに払わずに後 日払いにする場 合の計算。

② 患者が レン トゲン撮 影や血液検査等を した場合 に,検 査を した とい う情報 がリモー ト・コ

ンセン トレ一夕とセン トラル ・コンセ ントレータを通 してフォア ・グラン ド・プ ロセ ッサに

入 る。

コンピュータは,デ ータの入力先 やデータの内容をチェックして料金計算 を行な う。病院

の会計係 が患者番号 と勘定 コー ドを入れると,そ の患者の請求金額が,す ぐにプ リン トされ

る。

(c)第 三 優先 レベルの例(パ ック ・グラン ド処理)

① 処理時間を要す るもので,た とえば,財 務の報告である日報,週 報お よび月報等はパ ッチ

で処 理する。

② 処理のあき時間があるときは,テ ンポ ラリ ・ス トレージか らデータを とり出して処理する。

② インタフェースおよび故障対策

オンライン端末機は,汎 用 コンピュー タであればすべて接続可能であり,現 在は30種 類 の異

なった端末機 と接続 している。そのほかにもA/D変 換 に よる一部 の特殊 コンピュータとの接続
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も可能である。

しか しながら,バ ック ・グ ラン ド処 理については,ユ ーザの端末機 とバ ック ・グ ラン ド・コン

ピュー タとが同一 会社 のものでな已 と利用 することができない。

たとえば,IBM端 末機を有す るユーザはバ ック ・グ ラン ド・プロセ ッサのIBMの コンピュ

ータ しか利用できない
。 ・.

故障対策 としては,MARKHIは 完全 な並列 で構成 されているので,か りに1台 が故障 しても,

ほ か のコンピュー タで完全 に代行できるようになってい る。 また,ハ ー ドウェアの信頼性は99

%以 上 で,切 換処理や リカバ リ処 理の迅速性を特に重視 してい る。 このほか,停 電による事故 が

発生 しても20分 間 はバ ッテ リで カバ ーし,そ の後はデ ィーゼル発電機が稼動す るようになって

い る。

(3}MEDINETの ア プリケーション ・パ ッケージ

(a)入 院管理(AdmissionandCensusReporting)

① 新規入院患者 の情報を リアル タイムで処 理 し,当 該病院の入院管理情報用フ ァイルを更新

し,ほ かのアプリケー ションで必要なところへは 自動的に情報が送 られる。

② 患者のベ ッド,部 屋番号 および患者番号等の 自動割当てをす る。

③ 入院患者の現況,あ きベ ッ ドの状況 および入院施設利用状況等を把握す るための各種報告

書 を作成 す る。

(b)入 院 患者会計(InpatientAccounting)

入 院 患者の各種料金計算用のアプ リケー ションであ り,部 屋の使用料お よびサー ビス料金等

は自動的に計算 され る。(一 部 リアルタイム処理)

① ユーザ側の要求に応 じて,週 ごとの請求明細書 の作成,請 求時点 までの トータルの請求書

の随時作成お よび任意の期間 に限定 した未収分 の日割請求書 の作成等である。

② 入 院費の回収 を確実に し,集 金 の迅 速化に資するための年間収入状況 や経理現況の各種資

料を作成す る。

(c}外 来 患者会計(OutpatientAccounting)

外来 患者 の料金計算用 のアプ リケーションであ り,患 者 が入院 した場合 も自動的に継続処理

される。 また,同 一家族単位での料金 の一括計算 もで きるほか,診 療室単位に外来 患者の連絡

先や前回来診時 の状況等を予約順に リス トし,診 療業務の円滑化をはかることができる。

(d)"般 経 理処理(GeneralLedger)

経 理 関係のアプ リケーションで,経 理台帳 のファイルの整備,毎 日の収支状況,月 間の収支

バ ランスおよびクレジ ッ ト,現 金収入別の会計報告書 を作成する。

(e)給 与計算処理(PayrollandPersonnelAccounting)

職 員 の給与明細 のチェ ックおよび作成 を行ない,週,隔 週お よび月単位の組み合わせによる

給与計算 も可能である。 また,病 院職員のみならず一般の給与計算 に.も利用で きる。

標準的な各種給与関係資料は,連 邦,州 政府,そ のほかの地方公共団体 の給与体系に準拠 し
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たものである。

(f)在 庫 管理(GeneralStoreInventory)

医薬 品等の在庫 量とコス トを管理するアプ リケーシ日ンであ り,物 品の種類別 品 日別の入

出庫お よび手持ち量 や使用部門別の払出 し状況に関する資料を作成する。 もし,在 庫量が一定

基準以下になると自動的 に警告 をだす よ うになってい る。

(g)経 理 統計処理(RevenueandStatistics)

ほ か のアプ リケーションか ら経理 に関するデー タを収集 し,月 間,半 期お よび年 間の経理関

係 の各種統計資料 を作成す る。 これ らの資料の出力様式は,病 院独 自の設計 も可能 であ る。

㈲ そ の 他

ユーザは前述のアプリケー ションのほかにMARK皿 の300種 に及ぶTSSラ イブ ラリを使

用す ることができる。

これ らのパ ッケージの特長は,ロ ジ ック ・オプションおよびパ ラメータ ・オ プションをユーザ

が任意に選択 し,ユ ーザの業務に最適な システムを構成することができることにあ る。 したがっ

て,ま った く同一 のパ ッケージを使用 してい るユーザはない とのことである。

(4}MEDINETの 運用

(a}導 入 お よび教育

MEDINETの 導入が決定す ると,2週 間 で最初のアプリケー ションが稼動可能 となり,そ

の後一 日一個の割合 でアプリケー ションを増設 してい くわけであるが,ユ ーザが経理関係の処

理を こなす までには6～8カ 月の教育期間が必要 である。か りに,MEDINETを 利用せずに

ユーザ独 自で システムを開発 した場合には,2年 半 ～3年 の期間 が必要であろ うとの ことであ

る。 また,ユ ーザ側のオペ レータの訓練 については,1日2時 間程度 で8日 間行なわれる。s

(b)費 用

MEDINETとMARK皿(TSS)は 別料金制を とってい る。

MEDINETは,ア プ リケーシ ョンの数と病院 の規模(患 者数)を 基準 として料金が設定 さ

れているが,い くつかの病院をグループ化すれば,マ ーケテ ィング費用 が害按 となるので,料

金をい くらか安 くしている。 また,ユ ーザが使用す る記憶容量については,現 在 は制限 してい

ないカ～ 大き くなるとそれだけ料 金も高 くなる。患者一人の一 日当 りのMEDINET費 用は

0.75～1.25ド ル(225円 ～375円)で ある。

次 に参考 までに費用を示す。

o小 病院の年間費用4・O,OOOド ル(1,200万 円)

0600ベ ッドの病院 の年間費用250,000ド ル(7,500万 円)

MARK皿(TSS)は 次 の項 目を基本 に料金 を算定する。

① プログラムの使用する1/Oの 数

② メイン ・フレームの大 きさ

③ 特定インデ ックスの使用状況
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④RCと の コネク ト時間

⑤ オ フラインの1/O処 理料 ほか

(c)秘 密 保護対策

秘密保護については,シ ステムでのチェ ックとオペレータの管理面でのチ ェックとで秘密保

護の対策 をとっている。

システム上 では,ユ ーザ番号,ジ ョブ番号,パ ス ワー ドお よびプロジェク ト・コー ド等によ

る10個 あ まりのキー ・コー ドを用いてチェック している。 さらに,デ ータの伝送については

暗号 を使用 してお り,ア メ リカ国防省でもこのシステムの一部を利用 してい る。

また,オ ハイオ州 ク リーブラン ドにあ るコンピュータ ・センタのオペ レータは,す べて身元

保証金 をつんだ人であ り,外 来者は もちろん,た とえGEの 副社長 であろ うとも勝手に入 るこ

とはできない。

(5)MEDINETの 構成

(a)ハ ー ドウエア構成

① リモー ト・コンセン トレータ 。

Haneywell416.516

GE4020

② セ ン トラル ・コンセン トレ一夕

リモー ト・コンセン トレータと同じ

③ フォア ・グ ラン ド

.Haneywell6352台

④ パ ック ・グラン ド

Haneywe1160002台

IBM370/1582台

CDC6600(導 入 予定)

(b)ソ フ トウェア

① 基本的なアプリケー ション ・パ ッケージは前述の七つ のパ ッケージを含めて10本 で あ り,

そ のほ かTSS用 の300本 の アプリケーションが使用可能 である。

② ソフ トウェア開発費用は,MEDINETだ け で1,200万 ドル(36億 円)投 入されてい

る。

③ ソフ トウェアの使用状況は次 のとお りである。

イ.需 要面か らみた場合の順位

i)入 院 管理

iD入 院患者会 計

iii)外 来患者会計

ロ.計 算機の処理時間か らみた場合の順位
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D入 院患者会計

ii)外 来 患者会計

(6)MEDINETの 開発上 の問題点

① 各ユーザ側のニーズが多種多様 である こと。

② 連邦,州 政府 へ提出す る報告書が統一 されていないこと。

③ 保険会社へ提 出する保険 申請 の書式が統一 されていない こと。

このほか ソフ トウェアの面で応答時間の問題があったが,当 初は数分かかった応答時間 が現在

では ピーク時で平均12秒 程度 までに向上 した。

(7)将 来 計画

将来は患者を中心 とした業務 を若干する ことになるが,当 面はアプ リケーシ ョン ・パ ッケージ

の充実に重点をお き,特 に処 理速度 の向上 とシステムの柔軟性 を高めることにより,ユ ーザにと

って,さ らに使いやすいシステムにしたい とのこ とである。

資 料 一 覧 。

ωMEDINET(HospitalInformationService)

(2)MEDINETAPPLICATIONS(ForHospital&HealthCareCenters)

(3)MEDINET(ASensibleWaytoComputerizeYourHospital)

(4)InpatientAccounting
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29TSSに よる受託計算サービス(XCS社)

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員

XeroxComputerServices

5310BeethovenStreetLosAngeles,Calfornia90066

1973年12月10日

Mr・JamesS・CampbelPresident

Mr・DobbsonVice-President

Mr.HatfiedDirectorofSystem,Management

椙 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木 花 岡

29.1概 要 およ び所 感

XCS(XeroxComputerServices)は ロスアンゼルスに本社をお くタイムシェアリング

の受託計算センタである。XCSは1969年 に設立 され,1970年 に ロスアンゼルスで開業 して

いたアイザ ック ・タグ社(IBM360/40に よ るタイムシェア リング計算 センタ)を 買収 し,利用

者25社 とい う規模 で発足 した。

1971年 には利用者は168社 に増加 し,1972年 に は593社,1975年 には919社

に増加す る見込みである。

XCSはIBMと は直接競合 しない分野で高収益 をあげて きている。 アメ リカの主要都市を9,600

B/Sの 専 用通信回線 と電話回線で結び,広 域 の情報処理サ ービスを行なっている。

利用者は,流 通業,製 造業お よび官公庁 の広範囲にわたり,そ れぞれに対 し各種 アプリケーショ

ン ・パ ッケージを提供 してい る。現在XCSの 従業 員は約270名 で,月 間約48万 ドル(1億4,400

万 円)の 売上げである。

アメ リカにおけ る計 算センタ業界の歩みを見ると,1966年 にはオンライン ・サ ービスによる

売上 げは,計 算セ ンタ業界 の売上げの4%を しめるにす ぎなか った。1968年 か ら1969年 に

は タイムシェア リングの計算センタは300社 に達 したが,1971年 には約140社 程度 にまで

減少 し,し か もその うち利益を生 んでいるセンタは約30社 に すぎない状態となった。 しか し,計

算センタ業界におけ るタイ ムシェア リングな どによるネ ットワーク ・インフォメーション ・サービ

スの売上 高比率は大き くな り,1972年 には約30%,8億5,200万 ドル(2,556億 円)で

あったが,1978年 には16億4,000万 ドル(4,920億 円)に 達す る見込みである。

XCSを は じめ現在 アメ リカで成功 している計算センタは,い ずれ も何 らかの特徴を もって おり,

逆 に何 らかの特徴を もたない と生 きのこれなかったともいえる。 日本の計算 センタ業界の将来 を考

えるとき,XCSの 行 き方はMEDINETと と もに参考にな る事例のよ うに思われる。

292詳 論

(1)XCSを か こむアメ リカの情勢
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(a)ア メ リ カ に お け る計 算 セ ン タ の 推 移

1968年 か ら1969年 は タ イ ム シ ェア リ ン グ ・セ ン タ は 全 盛 期 を む か え,ウ ォー ル ・ス

ト リー ト関 連 業 務 を 中 心 に 約300社 に 達 した が,1971年 に は わ ず か140社 に 減 少 し,

そ の うち 実 際 に 利 益 を 計 上 して い る の は33社 に す ぎ な い 状 態 と な っ た。1972年 に タ イ ム

シ ェア リ ン グ ・セ ン タ で 生 き の こ っ た の は,GE(GeneralElectric),TYMSHARE,

COMSHARE,KEYDATA,XCSな ど約10社 に す ぎ な い 。

計 算 セ ン タ業 界 の1972年 の 売上 げ お よ び1978年 の 予 測 は 表2-18の とお りで あ る。

す な わ ち,1972年 に は 業 界 の 売 上 げ は 約28億4,000万 ドル(8,520億 円)で あ っ た

が,1978年 に は84億3,000万 ドル(2兆5,290億 円)に 達 す る 見 込 み で あ る。

表2-18ア メ リカにおける計算 センタの売上げ

西 暦 売 上 げ
ネ ッ トワーク ・イ ン フ ォメー ショ

ン ・サ ー ビス の 売上 げ(内 数)

1972年

(実 績)

28億4,000万 ドル

(8,520億 円)

8億5,200万 ドル

(2,556億 円.)

1978年

(予 測)

84億3,000万 ドル

(2兆5,290億 円)

16億4,000万 ドル

(4,920億 円)

(b)ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビス の 現 況

ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス の 内 訳 を 見 る と,図2-32の よ うに 科 学 技

術 計 算 が 収 入 の35%を し め て い る。 この 分 野 で は,TYMSHARE,COMSHAREな ど の 計

算 セ ン タ が得 意 と して い る 。 コ マ ー シ ャル ・ビ ジ ネ ス ・デ ー タ 処 理 は,1972年 に は28%

科学技 術

計算

3596

コマーシャル

ビジネス

アータ 処 理

1972年

科学技

術計算

コマ ーシ ャル

ビジネ ス

デ ー タ 処

47%

1978年

図2-32ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォ メ ー

シ ョ ン ・サ ー ビ ス の 内 訳
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であるが,1978年 には47%に 達 すると思われ将来の需要はきわめて大 きいことが予想さ

れ る。XCSは このコマーシャル ・ビジネス ・デ ータ処理の分野を主体 として拡販活動を行な

ってい る。

(c)XCSの 潜 在市場

XCSの 潜 在市場は,流 通業,製 造業などの比較的小規模の企業お よび地方行政省庁 が主体

であ り,XCSの 調 査ではアメリカの50主 要都市における潜在需要の分布 は図2-33の よ

うにな り,全 需要は30,000ユ ーザ と見込まれ る(う ちロスアンゼルス地区は4,000ユ ーザ)。

OMI)NSAPOLtS

o

●

図2-33XCSの 潜在需要

(2)XCSの 運 営状況

㈲ 経営指標の推移

1972年 の 収入 の うち約75%が 毎月 の定常処理,15%が スポ ッ ト業務,の こりの10

%が バ ッチ処理業務 によってい る(図2-34)。 しか し1975年 に は毎月の定 常処理業

務の比率が80%に 達 する見込 みである。

XCSは,(3)項 で説明す るように10数 個 のアプリケーション ・パ ッケージを開発 し,そ

れらを使 って顧客業務を コンピュー タにのせている。 ζれらのアプ リケーション ・パ ッケー

ジの開発にはい まsで に1,500万 ドルから2,000万 ドル(45億 円 から60億 円)の 投

費を してい る。

支出の内訳は マーケ ッテ ィングに約35%,生 産 に35%,開 発 に1090で あ る。
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スポ ッ ト

業 務

1596,

そ の 他

(1096)

毎月 の 定 常 処理

(75%)

(a)収 入(1972年) (b)収 入(1978年 予 想) (c)支 出(1972年)

図2-34XCSの 経 営指標

(b}顧 客 の分布

1973年6月 現在のXCSの 業 種別顧客の分布を見ると,表2-19の とお りとなる。

利用度の一番 大きい業種は製造業であ り全体の約33%を しめる。 ついで流通業,技 術計算,

公共機 関の順 となっている。

ア カウン トの回数 で見ると月 当 り211回 で あ り(1973年12月 には300回 を こえ

ている),売 上 げは48万5,000ド ル(1億4,550万 円)/月 で あった。

表2-19XCS業 種 別顧客分布

業 種 アカウント(回/月) 金 額(ト ツレ/月)

流 通 業

製 造 業

公 共 機 関

技 術 計 算

建 設 業

67

71

23

45

5

166,000(4,980万 円)

144,000(4,320万 円)

89,000(2,670万 円)

79,000(2,370万 円)

7,000(210万 円)

合 計 211 485,000(1億4,550万 円)

(C)顧 客 のプロフ ィール

XCSの 顧 客 の典型的なプ ロフィールは,次 のとお りである。

① 顧客 の年間売上 げ高

XCSの 典 型的顧客を年間売上げ高 で見 ると,590万 ドル(15億 円)か ら5,000

万 ドル(150億 円)の 間に分布 してお り,平 均は800万 ドル(24億 円)で ある。

②XCS利 用 状況

典型的な顧客 のXCS利 用 状況は表2-20の 通 りであ る。すなわち,月 間に3,500
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ドル(105万 円)の コ ン ピ ュ ー タ等 の使 用 料 を 支 払 い,平 均1.7台 の タ ー ミナ ル を 設 置

し,平 均5種 類 の ア プ リケ ー シ ョ ン を使 い,900万 バ イ トの オ ン ラ イ ン ・ズ トレ ー ジ を

使 用 し,25,000件/月 の フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ンス を 行 な い,平 均12万 行/月 の プ リ ン

トを 行 な っ て い る。

表2-20典 型 的な顧客のXCS利 用状況

項 目 内 容

月 間 使 用 料 3,500ド ル/月(105万 円/月)

タ ー ミ ナ ル の 数 1、7台/顧 客

平 均 ア プ リケ ー シ ョン 数 5個

オ ンラ イ ン ・ス トレー ジ使 用 料 9,000,000ノ こイ ト/顧 客

平 均 プ リ ン ト 行 数 120,000行/顧 客/月

トラ ン ザ ク シ ョン'イ ン プ ッ ト 25,000件/顧 客/月

③ 初期費用 および稼 動 までの所要期間

XCSの 平 均的顧客は,表2-21の よ うに,1ア プ リケーションを導入す るため に平

均45日 を費 し,全 体を完成 させるのに平均8カ 月 を要 している。 また,初 期費用は平 均

5,000ド ル か ら7,000ド ル(150万 円か ら210万 円)で ある。

表2-21初 期費用および稼動まで の所要期間

項 目 内 容

ア プ リケ ー ション完 成

所 要 日 数
45日/ア プ リ ケ ー シ ョ ン

1

全 体 を 完 成 さ せ る
所 要 日 数

8カ 月/顧 客

初 期 費 用
5,000ド ル/月 ～7000ド ル/月

150万 円/月 ～210万 円/月

一顧客当 りのター ミナル台数は前述 のとお り1 .7台 だが,設 置台数当 りの顧 客の分布を

見ると,図2-35の とお りとな り,タ ー ミナル1台 だけを もつ顧 客がきわめて多い こと

がXCSの 特 徴 とい えよう。
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3台 以 上

(10%)

2台

(20%)
1台 の 顧 客

70%

図2-35タ ー ミナル台数による顧客の分布

④ 顧客の平均費用

XCSの 典型的な顧客は,表2-22の よ うに,約3,500ド ル/月(105万 円/月)

の 費用をかけてい る。その内訳は,ス トレージ費用に約25ド ル/月(7,500円/月),

通 信 回線に170ド ル(51,000円/月 一 ター ミナル1台 当 り100ド ル),タ ー ミ

ナルに2,50,0ド ル/月(75万 円/月 一1台 当 り1,500ド ル/月)で ある。

表2-22顧 客 の 平 均 費 用

項 目 内 訳

ス トレ ー ジ ・プ リ ン ト費 用 25ド ル/月(τ500円/月)

通 信 回 線 費 用 170ド ル/月(51,000円/月)

タ 一 ミ ナ ノレ 2,500ド ル/月(750,000円/月)

そ の 他 800ド ル/月(240,000円/月)

合 計 3,500ド ル/月(1,050,000円/月)

前記①で顧客の年間 売上 げが平均800万 ドル(24億 円)で あった。したがってXCS

利用 にともな う費用は売上 げ高の約0.44%に あ たる。 もし人件費等が表2-22の 合 計

金額 と同程度必要だ と仮定すると売上げ高 の約1%が コ ンビュー,タ関連経費 となってい る

と推定 される。

(3)コ ン ピュータ ・システムお よび通信回線網

(a}コ ンピュータ ・システム

① ハー ドウェア機器構成

1970年 にアイザ ック ・タグ社を買収 した ときはIBM360/401台 で あったが,
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現 在 は,次 の よ うな 大 規 模 な シ ス テ ム を 持 つ に い た っ て い る。 す な わ ち,

Sigma92台

(1台 は 現 在 設 置 中)

Sigma74台

IBM360/401台

Sigma33台

こ の うちSigma3は プ リン ト専 用 機 で あ り,サ ン フ ラ ン シス コ,シ カ ゴ,ダ ラス,ア ト

ラ ン タ な どに 順 次 設 置 し つ ふあ り,こ れ ら の プ リ ン ト専 用 機 は ロス ア ン ゼ ル ス の コ ン ピ ュー

タ と,後 述 の 通 信 回 線 で 直 結 して い る。

タ ー ミナ ル は 現 在 合 計344台 あ り,そ れ ら は,次 の よ うに 各 コ ン ビ ュ ー タ へ 通 信 回 線

を 介 して 接 続 さ れ て い る。 す な わ ち

Sigma9145台

(ア メ リ カ全 域)

Sigma7124台

(ロ ス ア ン ゼ ル ス 地 区)

Sigma775台

(ロ ス ア ン ゼ ル ス 地 区)

ま た デ ィス ク ・フ ァ イ ル は,50MB/台 の容 量 の デ ィス ク ・ ドラ イ ブ130台 設 置 さ れ

て い る。

② ソ フ トウ ェ ア

XCSのIAS(InteractiveAccountingSystemの 略)シ ス テ ム は 図2-36

の よ うに,DCM(DiagnosticContro1Monitor)とEXEC(Executive

ControlProgram)か ら な り た っ て い る。

EXECはDCMの コ ン トロ ー ル を うけ, .また

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラム の 実 行,ス ケ

ジ ュ ー リ ン グ,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン ト

ロ ー ル な どはEXECが 行 な う。

IASの 設 計 目標 は 次 の 五 つ の 項 目 の 実 現

に あ っ た 。 す な わ ち,

イ.SUPERRELIABILITY/AVAI-

LABILITY

DCMの 主 要 部 分 を し め て お り,シ ス テ

図2-361ASシ ス テ ム

ム の 信 頼 度 を99.9%以 上,ア ベ イ ラ ビ リ テ ィは98%以 上 を 目 標 と し た 。

ロ・MAXNumberofOnlineTerminals

Sigm7で は150台 の タ ー ミナ ル,Sigma9で は200台 が,レ ス ポ ン ス ・タ イ ム2
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秒 以 内 に な る よ うに した 。

ハ ・SimpleHandlingofLargeFile

顧 客 は 平 均900万 バ イ トの フ ァイ ル を 使 うの で,取 扱 い が な る べ く簡 単 で あ る こ と。

二 ・SimpleEventDrivenScheduling

故 障 診 断 お よ び ソ フ ト ウ ェア ・メ ン テ ナ ン ス が 簡 単 に で き る よ うに した 。

ホ.MAXProtectionAgainstApplicationProgram

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラム の 誤 動 作 に 対 す る プ ロテ ク シ ョン を で き る 限 り行 な う。

EXECはSigma9の ア セ ン ブ ラ で書 か れ た オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ム で あ り,図2-

37の よ うに,COCハ ン ドラ,ス ケ ジ ュ ー ラ,イ ン タ プ リ タ,1/0フ ァ イル ・ハ ン ド リ

ン グ ・シ ス テ ム お よ び リ カ バ リ ・シ ス テ ム よ りな りた っ て い る。

図2-37EXECの 内 容 ●

(b)IASの 構 成

① フ ァ イ ル 形 式

IASで は ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル,チ ェ イ ン ド ・フ ァイ ル,シ リア ル ・フ ァイ ル の3種 類 の

フ ァイ ル を使 用 して い る。

ラ ン ダ ム ・フ ァ イル で は,各 デ ー タ は キ ー ・イ ン と と もに デ ィス ク ・パ ック に ス トア さ れ

る。 ラ ン ダ ム ・フ ァイ ル の デ ー タ は,キ ー が 既 知 の 場 合 お よ び 計 算 の結 果 キ ー が わ か る場 合

だ け に 検 索 す る こ と が で き る 。

対 象 業 務 に よ っ て は,キ ー と共 に キ ー と キ ー の 間 の 関 係 性(リ ン ク)を もた せ る必 要 が あ

る 。 そ の 場 合 は ラ ン ダ ム に も検 索 で き,し か も特 定 の リン ク 関 係 で も検 索 で き る チ ェ イ ン ド ・

フ ァ イル が 使 わ れ る。

発 生 順 に デ ー タ を フ ァ イ ル す る よ うな 場 合 は,そ れ ぞ れ の デ ー タ に キ ー は 不 要 な の で,シ

リア ル ・フ ァ イ ル に す るが,こ の よ うな 例 はIASで は 少 な い 。

ス トレ ー ジ ・エ リ ア を 節 約 す る た め に,シ リ ア ル 形 式 の サ ブ ・フ ァイ ル を 特 殊 な イ ン ス.ト

ラ ク シ ョ ン で 扱 え る サ ブ レ コ ー ド形 式 の フ ・アイ ル も使 用 で き る よ うに な っ て い る 。,
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② プ ロ グ ラ ム

IASの プ ログ ラ ム 言 語 は タ イ ム シ ェ ア リ ン グ で使 うた め,タ イ プ ラ イ タ の よ うな タ ー ミ

ナ ル か ら 容 易 に 扱 え る よ うに工 夫 さ れ て い る 。 た と え ば,

WD2500

は 預 金 者 が25.00ド ル を 引 き 出 し た こ と を 意 味 す る(WithdrawalのWD)。 こ のWD

の よ うな コ ー ドを ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・コ ー ドと呼 ん で い る。

トラ ン ザ ク シ ョ ン ・コ ー ドを 処 理 す る プ ロ グ ラ ム は ビ ジ ネ ス ・コ ンバ ー ジ ョ ン ・コ ン パ イ

ラ(BCC)と 呼 ば れ る3ア ドレ ス の 言 語 で 書 か れ て い る。EXECはBCCで コ ン パ イ ル され

た イ ンス トラ ク シ ョ ン に した が っ て 動 作 す る。

BCC言 語 を 使 用 す る とSigma9の 機 械 語 を使 う場 合 よ り処 理 速 度 は 低 下 す る が,た と

え ぱtlAとBを 加 えCに ス トア す るtlと い う よ うな 処 理 は,簡 単 に'

ADDABC

と表 現 で き る と い う利 点 が あ る。

③IDモ ジ ュ ー ル

IDモ ジ ュ ー ル は 顧 客 の ア ク セ ス す る フ ァ イ ル や トラ ンザ ク シ ョ ン ・コ ー ドに 必 要 な ワ ー

ク ・ス ペ ー ス や 情 報 を た くわ え るス トレ ー ジ ・ブ ロ ッ ク で あ る 。

IDモ ジ ュ ー ル は 最 大4文 字 か ら な る 名 前 が つ け ら れ て い る。 た と え ば,

@AAU(ア ツ プデ ー ド ・モ ジ ュ ー ル)

@AAR(レ ポ ー ト ・モ ジ ュ ー ル)

AAの 二 文 字 が ア プ リ ケ ー シ ョ ン の種 類 を 表 わ す 略 号 で あ る。 た と え ば,

DDDemanddepositaccounting

MLMontageloans

な ど で あ る。@は 任 意 の英 文 字(X,U,Qを の ぞ く)で よい 。

こ の4文 字 のIDモ ジ ュ ー ル と顧 客 番 号 と を くみ あ わ せ て 情 報 処 理 が 行 なbれ る。

(c)通 信 回 線 網

①1974年 の 回 線 網

1974年 末 の 回 線 網 は 図2-38の よ うに な る 予 定 で あ る。 ロス ア ン ゼ ル ス か らサ ン フ

ラ ン シ ス コ,シ カ ゴ,ハ ッケ ン ザ ッ クの 大 部 市 は9,600B/Sの 専 用 通 信 回 線 で む す ば れ

て お り,シ ア トル,デ トロ イ ト,ア トラ ン タ,ダ ラス は 電 話 回 線(FDM-Frequency

DivisionMultiplier)で 結 ば れ て い る。

サ ン フ ラ ン シ ス コ,シ カ ゴ,ダ ラス,ア トラ ン タ には 前 述 の ご と くSigma3に よ る プ リ

ン テ ィン グ ・セ ン タ を お き つNあ る。 こ のSigma3は 昼 間 は コ ン セ ン トレ ー タ と し て 使 用

し 夜 間 は プ リ ン ト専 用 機 とす る 。 夜 間 作 られ た ア ウ トプ ッ トは 翌 日 ヘ リ コ プ タ や 自動 車 に ょ

っ て 顧 客 に 配 布 さ れ る。

9,600B/S1回 線 は,平 均 約350顧 客 の 情 報 量 を こ な し うる が,昼 間 の 過 負 荷 の 状
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況のときは35顧 客/回 線程度 に考えない とならない。

通信回線の使用料は24時 間稼 動でアメリカ全域 で現在約2,000ド ル/月(600,000

円/月)で あ り,そ の うち西海岸 のロスアンゼルス,サ ン フランシス コ付近は700ド ル/

月(210,000円/月)で ある。

サンフラジ

ノ

'へ 、

ハ ッケンザック

(二 、一ヨーク 郊 外)

9.600BPS

FDM

△ 回線数

芒㌫

、

図2-38

②1975年 の 回線網

1974年 における通信 回線網

サン ノラノシスコ

Sigrna3塞 ロィト

シカゴ

△/
セントルイズ

ア トラ'タ

Si

'ストン

ハ ッケンブ ック(ニ
ューヨーク郊外)

フィフアルフイア

9,600BPS

FDM

△ 回線右

図2-391975年 に おける通信回線網

一274一



■

1975年 には各地のプリンテ ィング ・センタが本格的 に稼動 し,回 線網 も図2-39の

よ うに増強 される。回線数 も,'た とえば ロスア ンゼルス,シ カゴ間が6回 線 に,ハ ッケンザ

ックが5回 線とい うよ うに増加 してい る。

③SOE'ネ ッ トワーク

XCS
.がSOE(SupplyOrderEntrySystems)と 命名 してい るネッ トワーク・

システムは図2-40の よ うにさらに大規模な回線網 を考 えている。 これが現在XCSの 考

えている最終的なネ ットワークといえ よう。

鯉

㌦

、'～
一 ・_ ._ ._. _

＼、〆、 、

＼△

コ控

//'一

図2-40XCSのSOEネ ッ トワ ー ク

(4)ア フ'リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

(a)ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ の 構 成

① 流 通 業 向 け パ ッ ケ ー ジ

XCSの ア フ●リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジは 大 別 して 流 通 業 向 け,製 造 業 向 け お よび 公 共 事

業 向 け の3種 類 に 分 け られ る。

流 通 業(Distributer)向 け の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケー ジ は 次 の各 項 を 目 標 に 作 ら

れ て お り,そ の 概 念 は 図2-41の と お りで あ る。

イ.払 出 し リス ト(Picklist)お よ び 送 り状(Invoice)を す ぐ簡 単 に 準 備 で き る こ と 。

ロ.在 庫 水 準(Inventorylevels),回 転 率(Turnratios),バ ック ・オ ー ダ,最
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適発注量(economicorderquantities),発 注 点(reorderpoints)な どを

早 く正確に分析できること。

ハ・最新 の在庫情報 の把握する。

二・販売お よび利益状態をデイ リー または当日までの累計の形でアイテム順や製品のカテゴ

リ別 または販売員別,テ リトリ別に簡単に見やす く早 く集計すること。

ホ・特定 の項 目についての集計 やサマ リー情報を適確に提供する こと。

～ 信用限度,貸 借対照表お よび支払記録を即時に提供できること。

ロSalesorderEntry

口Recievables

口SalesAnalysis

Warehouseand

ShippingDOck

口InventoryControl

口PickLists

口InVOice

口BillsofLading

Financeand

Administration

〔]FinantialReporting

口Payables

口FixedAsset/Depre-

ciationControl

口ComparativeBudgets

図2-41流 通 業向けシステム

XCSの 流通業向けシステムを導入することにより得 られる直接的効果は次のとお りであ

る。

イ・ 在庫切 れ(out-of-stoek)を な くし,得 意先に対す るサービスを向上できる。

ロ・科学的な在 庫管理により経費の節減 がで きる。

ハ・正確な各種データを必要なときに得 られ るので意思決定が正確 とな る。

② 製造業向けパ ッケージ

XCSの 製造業向パ ッケージは次の各項を 目標 として作られている(図2-42)。 す な

わち,

イ.在 庫管理 を科学的に行ない,在 庫量を可能な限 り少な くし,同 時 に得意先の要求お よび

サー ビス ・レベルを向上 させる。

ロ・ 部品展示をタイム リーに正確に行な う。
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ハ・組立部品の在庫不足に対 してす ぐ応答できるよ うにする。

二・最新の部品 の使用状況の計算 とリー ド・タイムから部品の調達が必要か どうかを常 にチ

ェ ックしてい ること。

ホ・各部品について使用経過 と最近 の使用状況の変動 とを考慮 してダイナ ミックな在庫管理

を行 な うこと。

へ.見 積 りの段階で必要な部品 の最新情報 を提供す ること。

XCS 喝 ● Factory

口JobCosting

口Payroll

口LabourDistribution

ロlnventoryControl

口BillofMaterialProcessor

口MaterialRequirmentsPlanning

図2-42製 造 業向け システム

XCSの 製 造業向けシステムを導入することによって得 られる直接的効果は次の とお りで

ある。

イ・顧客の要求に即応できるよ うになる。

ロ・科学的な在庫管理により時間 と経費の節約 が計れる。

ハ・最新の正確な在庫状況 と顧客の要求が把握できるために製 造工程計画が改善 される。

二・時宜を得 た正 確な情報に より正確に意思決定が可能になる。

③ 公共機関向けパ ッケージ

公共機関向けのIASパ ッケージは次のよ うなものである(図2-43)。

イ1支 出を資金 状況からオ ンラインでチ ェック し,適 当なバランスが保 たれているかど うDl

を計 算する。

ロ.リ アルタイムの警察情 報 システムによ り,事 件 をで きるだけ事前に察知できるようにす

る。

ハ・連邦お よび州政府への犯罪統計報告をすべて自動的に作成す る。

二.最 新の状態で即時に自動的 にビリング ・サービスを行な う。

ホ・給与計算 労働 力の分配計算の自動化に より各種報告書を作 る労力を節減す る。

へ.XCSパ ッケージは簡単 に使えるので,デ ータ処理のためにわ ざわざ専門家をお く必要
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が な い 。

Policeand

FireDepartment

口policeSystems

口FireSystems

口Maintenance

Scheduling

Utility

Service

口UtilityBilling

口FundAccounting

口Personnel/Payroll

口StoresInventory

口MaintenaneeScheduling

口JobCosting

図2-43公 共機 関向けパ ッケージ,

IAS導 入 によ り得 られる利点は次の とお りであ る。

イ・利用者へのサー ビスを向上 で きる。

ロ・事務作業の負荷を軽減 できる。

ハ・ 財政上のコン トロールを改善できる。

二・警察のサ ービスをもっと阜 く効率化できる。

(b)代 表 的なパ ッケージの概要

ゼネ ラル ・フロー①

XCSのIASシ ス テムのゼネラル ・フローは,図2-44の よ うにな っている。顧客の

ター ミナルから トランザクション ・デ ータやア ップ ・デー ト・デ ータが送 られた り,ま たイ

ンクワイア リの情報がXCSのSigma7に 送 られる。

す ぐ返事の必要な ものや重要な レポー トはXCSのSigma7か らす く◆ター ミナル に送 り

返 される。ル ーチ ン作業 のもの,あ るいは大量の レポー トは高速 プリンタ(HighSpeed

Printer)に よ り打ち出され翌 日配達 される。 大量のレポー トは各地の プ リンテ ィング ・

センタのSigma3も 利用することは前に説明 した。

② パ ッケージ一覧表

IASの パ ッケージは表2-23の よ うなプ ログラムからな りたってい る。 これ らのプロ

グラムには流通業,製 造 業,公 共機関などに広 く使われてい るもの とある特定 の分野 でだけ

使 われ るものとがある。

これ らのパ ッケージの結 びつきによって,IASは な りたってい るが,そ れ らの結びつ き

は図2-45の と おりである。IASは オ ンラインの完全 なイ ンテ グレーテ ド・システムで

あ り,顧 客のター ミナルか ら電話回線 を通 して中央 の大型 コンピュー タを使 うシステ ムであ
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図2-44 IASシ ス テ ム ・ゼ ネ ラル ・フ ロ ー



δ

る 。

表2-2'3 IASパ ッケージ一覧表(製 造業の例)

InventoryControl

AccountRecievableandSalesAnalysis

GeneralLedger

SalesOrderEntry/lnvoicing

FixedAsset/DepreciationControl

MaterialRequirmentsPlanning

JobCosting(Work-in-Process)

PayrollandLaborDistribution

AccountsPayable

FundAccounting

UtilityBillingSystem

MunicipalPayroll

Sales

Analysis

Account

Recievable

Sales

OrderEntry

InvO!C1ng

Inver凡tory

Control

General

Ledger

Labor

DistributiOn

Mate「ial

ReqUirments

Plannlng

図2-451ASパ ッ ケ ー ジ の 相 関 図

一280－

Payroll

ACCOunts

Payab.le



(c)パ ッ・ケ ー ジ の 実 例 －InventoryControl

パ ッケ ー ジ の 中 か ら 在 庫 管 理(InventoryControl)を 例 に と りあ げ て,

ケ ー ジ が ど の よ うな もの か を 見 て み よ う。

① 顧 客 の エ ン トリ(CustomersEntry)

顧 客 は タ ー ミナ ル か ら次 の よ うな項 目 を エ ン ト リさ せ る。 す な わ ち

イ・Receipts

口・Issues

ノ、.BackOrderAdvice

二.PurchaseOrderRequests

ホ ・Ma8terFileChanges

へ ・PhysicalInventory-ActualCount

ト.LostSales

② 顧 客 の イ ン ク ワ イ ア リに 対 しす ぐ に レス ポ ン ス す る も の 。.

IASの ハ ッ

次 の項 目 に つ い て は,イ ン ク ワイ ア リに 対 し て たsち に応 答 す る('図2-44参 照)。

イ ・LineItemStatus

ロ.BackOrderStatus

1、・PriceSelections

二 ・CostStatus

③ 優 先 順 位 の 高 い 報 告 書(PriorityReport)

こ れ ら の 報 告 書 は タ ー ミナ ル か ら たs'ち に 打 ち 出 さ れ る(図2-44参 照)。 次 の よ う な

も の が あ る。

イ ・On-HandandOn-OrderBalances

ロ・BackOrderBalances

ノ、・PurchaseOrderDetail

二 ・MasterFileDetail

ホ.RecievingDetail

へ ・Current-MonthandYear-to-DateSalesHistories

④ ル ー チ ン お よび 大 量 の 報 告 書

こ れ ら ぼxcsの 高 速 ラ イ ン ・プ リ ン タ ま た は プ リ ンテ ィン グ ・セ ン タ のSigma3に よ

り打 ち 出 さ れ 翌 日顧 客 に とS'け ら れ る 。 次 の よ うな 報 告 書 で あ る 。

イ ・InventoryBalanceReports

ロ・InventoryValuationReports

ハ ・Back'OrderReports

二.HistoryandObsolescenceReport

ホ ・PriceCatalogs
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へ.LostSalesReports

ト.SeasonalPatternReports

チ・PurchaseOrders

リ・PurchaseOrderStatusReports

ヌ・OverdrawnStatus

ル ・Physica1InventoryReports

オ ・BinTabsforPhysicalInventory

⑤ 報 告 書 の レ イ ア ウ ト

図2-46は 報 告 書 の レ イ ア ウ トの例 で あ る。

⑤ 販 売 促 進 お よび シ ス テ ム ・サ ポ ー ト態 勢.

(a)販 売 価 格

① 価 格 体 系

XCSのIAS価 格 体 系 は 表2-24の 通 りで あ る。 表2-24の ベ ー ス ・チ ャ ー ジ は 顧 客

が タ ー ミナ ル 導 入 後6カ 月 間 に 限 っ て 使 って も使 わ な くて も支 払 う定 額 料 金 で あ る。 した が

っ て顧 客 の 使 うア プ リ ケ ー シ ョ ン が軌 道 に の れ ば ベ ー ス ・チ ャー ジ は 不 要 に な る。

こ の 表 か ら 見 る と最 少 の顧 客 は タ ー ミナル 使 用 料 と して200ド ル/月(60,000円/月),

ベ ー ス ・チ ャ ー ジ1,000ド ル/月(300,000円/月)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コス ト約50

～100ド ル/月(15,000～30,000円/月),合 計1,250～1,300ド ル/月(375,000

円/月 ～390,000円/月)程 度 と な る 。 たs'し 前 述 の よ うにIASの 典 型 的 な 顧 客 は 表2

-22の よ うに3 ,500ド ル/月(1,050,000円/月)程 度 で 使 用 し てい る。

表2-241ASの 価 格 体 系

項 、

タ ー ミナ ル(最 低)

ス レ シ

フ ン

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

ベ ー ス ・ チ ャ ー ジ

200ド ル/台/月(60,000円)

2セ ン ト/1,000字/月(6円)

5セ ン ト/1,000行15円)

2セ ン ト/回6円)

1,000ド ル/月(300,000円)

② 販 売 活 動 の 経 費

XCSの 経 営 指 標 は 図2-34で 概 要 を 説 明 した が,広 義 の プ ロ ダ ク シ ョ ン ・コス トは 経

費 の 約50%を しめ て お り,そ の プ ロダ ク シ ョ ン ・コ ス トの 約5096(つ ま り経 費 の25%)

は コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ ェ ア ・コス トで あ る 。 つ ま り コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ ェア 経 費 の

4倍 が 総経 費 と な っ て い る 。 従 業 員270人 の 人 件 費 は,ほN'コ ン ピ ュ ー タ ・八 一 ドゥ ェァ
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図2-46 InventoryControlの 報 告 書 の レ イ ア ウ ト例
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費用 と同額 であ り ・経費の2596を しめている。

XCSの キ ャンベル社長 によれば,XCSの 理 想的な経営指標は表2- .25の よ うな比率

になるが,現 在は先行投費が大 きいので,表2-25の 利益 を出す には至 っていない。

表2-25XCSの 理 想的指標

項 目 比 率(%)

プ ロ ダ ク シ ョ ン 45

マ ニ フ ァ ク チ ャ リ ン グ 15

開 発 費 8

運 営 費 3

マ ー ケ ッ ト ・ス タ ッ フ 0.5

利 益 20～30

(b)シ ス テム ・サポー ト

① ター ミナル ・スペ シャリス ト

顧客に対するシステム ・エンジニア リング ・サポー トは ター ミナル ・スペ シャリス トと呼

ばれる約80名 の シス テム ・エンジニアにより進 められ る。

ター ミナル ・スペシャリス トは,以 下 に説明するように プロダクション ・コンサル タン ト,

プ ログ ラマお よびP.Aス ペ シャリス トと呼 ばれる3種 類のスペ シャリス トからな り,こ れ

らの各スペ シャリス トがチームを編成 して顧客をサポー トする。

1人 のスペ シャリス トが平均25～26の 顧 客のシス テム ・サポー トを している。

② プロダクション ・コンサル タン ト

シニア ・アナ リス トであ り顧客サポ ー トの中心的役割を果す。会計学の知識をパ ック ・グ

ラウン ドにもっている。

シニア ・アナ リス トは顧客 といっしょに作業を進めマネジメン ト・レベル にたって目標を

定 め作業進捗 を管理 し,計 画 したスケジュールが実情 に合致 しているかど うかを確める。

③ プログラマ

シニア ・アナ リス トの下で働 くアナ リス トであ り,タ ー ミナル ・デザイン,イ ンプ リメン

テーションを行な う。 ファイル生成,並 行処理.ユ ーザ教 育,デ ータ ・エ ン トリなどはプ ロ

グラマの仕事 である。

プロダクシ ョン ・コンサルタ ン トは一人で多 くのプロジ ェク トを分担す るが,プ ログラマ

は一定期間特定顧客ρ業務 に専任 とな っている。

一284一



ロ

④P・A・ スペ シャリス ト

品質保証を行ない,実 際にシステムを稼動 させて期待 どお り稼動す るか どうかを確めるス

ペ シ ャリス トであ り,プ ログ ラマと同様 にプ ロダクション ・コンサルタン トの下 で作業 をす

る。

(e)顧 客 の教育

① 教育 コース

IASの 顧 客 の教育は表2-26の とお りであ り,教 育期間 もきわめて短 い。 日本 のよ う

に ランゲージの教育はない。

② 料 金

各 コースの費用はすべ てXCSが 負 担 している。

表2-261AS教 育 コ ー ス

コ ー ス 名 対 象 者 期 間

シ ス テ ム 概 要 コ ー ス

ア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ー ス

マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ー ス

オペレータ

全 執 務 者

経 営 者

1日

1.5日

1日

(6)シ ス テム ・インス トレーション

(a}流 通 業

図2-47は 流 通業におけるシステム ・インテグレーシ ョンの例である。

(b)製 造 業

図2-48は 製 造業におけるシス テム ・インテグレーションの例である。

(c)公 共機 関

図2-49は 公共機 関の うち警察 システムにおけるシステム ・インテグレー ションの例 であ

る。

(7)結 論

XCSは 比 較的小規模の企業 を対象 とした タイムシェア リングの計算 センタである。 したがっ

てXCSの 最 大の顧客で も40,000ド ル/月(1200万 醐)の 規模 であ り,XCSの 売上 げの

7.196を しめるにすぎない。 売上 げに対するコンピュータ ・ハー ドウェアの費用 は約25%で あ

り,こ れは,日 本の計算 センタに比較 して低率であろ う。

顧 客は必要 なときだけ,XCSの 大 型 コンピュータ ・システムのデータ ・プロセ ッシング ・リ

ソースをター ミナルから呼び出 し処理 させれば よい。XCSの ソフイステ ィケーテ ド,オ ペ レー

テ ィング ・システムにより各顧客の業務処理は,顧 客から見るとそれぞれがあたか も自分が全 シ
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図2-47流 通 業 の シス テ ム ・イ ン テ グ レー シ ョ ンの 例
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リ トリー バ ル の 内容 を 直

接 レ ポ … トす る だ け で な

く,従 来 の 関 連 情 報 を 一

緒 に レポ ー トす る

顧 客 の

タ ー ミ ナ ル。

SHORTAGE

BACKORDERS

SUGGESTED

P.0・S

RETRIEVAL

REQUEST

INVENTORY

BALANCES

SUGGESTEDSHOP

ORDERS

アセ ンブ リ

番 号

数 量

所 要 日数

リク エ ス トを うけ と り 確 認 す る 。

INVENTORY

FILES

EXCEPTIONREPORTS

Over<)rderedQuantities

ExpediteNotifieations

ImactlVeStock

BILLSOF

MATERI▲L

FILES

図2-48 製造 業のシス テム ・インテグレーションの例
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顧 客 の タ ー ミナ ル

INCIDENT

MEMO

INCIDENTCOD

INCIDENTNUMBER

OBSERVATIONTYpE

DISPOSITION

DATAARERECIEVED

ANDACKNOWLEDGED

CRIMECOMPARALTrVES

TIMEン/DAYANALYSIS

CERWORK

ANALYSI

警 察 に 事 件 の通 知 を うけ る。

事件のデータが顧客のター ミナルから入力される。

●地理的な位置

●日時

●担当警察官

●被害者

●容疑者

●財産および価値

事 件 に関 連 す る これ まで の情 報 を 含 め て レポ ー ト

を ジ ェ ネ レ ー トす る。

FBI-AGE,SEX

RACEARRFSTRFPORT

図2-49警 察 シ ス テ ム の シ ス テ ム ・イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 例
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ステムを占有 .してい るよ うに見 える。

XCSのIASは 過去3年 の年月 と1,500～2,000万 ドル(45㌻60億 円)の 開発費を投 じて

作成 した各種のアプ リケー ション ・パ ッケージをもっている。顧客はこれ らのパ ッケージを利用

し,平 均1ア プリケーシ ョン当 り45日 の 時間を費やして平均5種 のアプ リケーションを導入 し

ている。

XCSは 過去84回 の商戦で64回 は他社 をお さえて勝利をおさめたといわれ る。 システム ・

エンジ ニアの人数は約80名 で あ り,こ の人数で約576万 ドル(17億2,800万 円)の 商談 の

システム ・サポー トをしたことにな る(す なわち2,160万 円/人/年)。 この数字は 日本の計

算 センタか ら見 るとかな り効果 の良い数値 といえ よう。

XCSは ア メ リカの主要都市 をむすぶ通信回線網を整備 しつsあ り,現 在 ロスア ンゼルス,シ

カゴ,ハ ッケンザ ック,サ ンフランシス コなどをむすぶ回線使用料は約2,000ド ル/月(60

万 円/月)で あ り,比 較的安価 である。 したが ってXCSの 典型的な顧客が支払 う回線使用料は

170ド ル/月(51,000円/月)に す ぎない。

XCSの よ うな計算センタの歩みは日本の計算 センタの将来を考 えるときに重要な事例 になる

と思われ る。 しか し日本の よ うにきめの こまかいサー ビスを要求 され る土壌で,は たしてXCS

の よ うに,ア プリケー ション ・パ ッケージを整備 して顧客をそのパ ッケージに誘導する方式が成

功す るかど うかは今後 の研究課題 となろ う。 ・.

資 料 一 覧

LXeroxComputerServices'InteractiveAccountingSystem(IAS)

2.IAS-TheBigPicture

3.DatamationJune.SmallBusinessDataProcessingXeroxComputer

Services=InteractiveAccounting

－289一



21Q高 速道路交通管制 システム

先
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StateofCalifornia,
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1973年12月11日
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HighwayEngineer

槍 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,鈴 木,日 高

2tQ1概 要 および 所 感

このシステムはカ リフォルニア州 ロスア ンゼルス市の中心を走る フリーウェイを電子監視装置に

よって(コ ンピュータを含む)交 通 コン トロールするシステムであ り,LAAFSCP(LosAngeles,

AreaFreewaySurveillianceandControlProject)の 名 称で現在 実験開発中で

ある。

1971年11月 に 開始 されたプ ロジェク トは多角的なテス ト,評 価が鋭意進行 してお り,大 部

分はほs終 了 し,1974年 中 頃に完 了す る予定 であるがその成果は大いに期待 されている。
へ

現在 アメ リカ合衆国 では自動車人 口の増大に より道路上 での車 の過密は著 しく交通に関する幾多

の問題 が提起 されてお り,交 通渋滞,輸 送時間の増加,交 通事故 の多発 ドライバの不安な どがあ

げられる。

このよ うな問題の解決策 として新 しい輸送 システ ムの開発 新 しい道路の建設,既 存 の道路を効

率的に利用するシステムの開発などが進められてい るが このプロジェク トは道路の効率的利用に属

する計画で ある。

現在 このプロジェク トによって実験中の7.リ ー ウェイは56の イ ンターチェンジがある42マ イ

ル(約77KM)の 距 離で図2r50の よ うにサンタモニカ,サ ンデ ィエ ゴ,八 一バの三 つのプリ

ーウェイが交叉す る三角形の地域 である。

この地域は ロスアンゼルス市の中心地にあ り,商 工業 の密集地,高 額所得者,低 額所得者 の住宅

地域 を周辺 にようし,主 要大学へのルー トでもある。 また ロスア ンゼルス国際空港(世 界で最 も混

雑 してい る空港 一1,600便/日),あ るいはい くつかの主要なスポー ツ施設た とえばロス ・コ

ロシアム,広 場,公 園等 へのルー トで もあって,周 辺の住民にとって,仕 事,娯 楽両面での最 も重

要な幹線道路となっている。

それゆえ,こ の三つの フリーウェイは利用度 が高 く,1日 平均70万 台(最 高100万 台)以 上

の自動車が利用 してお り,同 市内では最 も交通渋滞の激 しい,事 故の多い ところ とな っている。

LAAFSCP計 画 はこれ らの問題を解決するために カリフ ォルニア州運輸局(California's

DepartmentofTransportation)と ハ イウェイ ・パ トロールの共同作業で進 められ・ 現

在 までに予算額700万 ドル(21億 円),人 員110人(内30人 は エンジニア)を 投入 して開
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図2-5042マ イ ル ・フ リ ー ウ ェ イ

発 されている。

このプロジェク トの目的は,

① 交通渋滞の解 消

② 事故の防止

を完 ぺきに行ない,フ リーウェイ上 の ドライバに対 して,よ り早い目的地への到着,安 全で快適な

ドライブを保証す ることである。

この目的を達成するため,交 通に関する問題点をあらゆる角度 から検討 し,総 合的な広域交通管

理 システムを基調 とした,次 のよ うな項 目に関する技術の開発が行なわれた。

① 交通認識 ランプの制御

② 早期探知

③ 事故などに よる走行不能車,そ の他障害物の早期除去

④ ドライバに対す る効果的な警報,お よびその他の情報伝達

⑤ 故障車 に対するサー ビス

現在上 記の技術は三つの フリーウェイで総合的に実験 が繰返 えされているが期 待通 り多 くの成果
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があがっている。

21Q2詳 論

(1>シ ス テムの活用状況

このシステムは コン ピュータを中心に,そ の他各種の電子機器 を利用 して,リ アル タイムに交

通をコン トロールす る総合的 な広域交通管理システムである。

多 くの機能を備 えたこのシステムの稼動状況はおよそ次 のとお りである。(図2-51シ ス

テ ム概略図参 照)

自動車 の交通状況は,フ リーウェイ上に埋められた交通 センサにより測定 される。測定 された

生のデータは電話回線 を使 用 して24時 間 コン トロール ・セ ンタに送られ,コ ンピュータによっ

て処理 される。その結果はステイタス ・ボー ド(地 図)に 映 し出される。 このボー ドによ り全般

的な交通状況が簡単に把握 できる。

もしフリーウェイ上 で何 か異常な渋滞が発生 したならば コンピュータから自動的に警報 が出 さ

れ る。 コン トロール ・センタの担当者(ハ イウェイ ・パ トロール担当者,交 通エンジニア,保 守

の専門家)は,渋 滞が発生 した場所 を,ス テイタス ・ボー ド,お よび コンピュータからの警報に

よって知ることがで きる。 しか しその時点 では渋滞の詳 しい内容は把握 できないためテレビカメ

ラを搭載 したヘ リコプタを現場に急行 させ,現 場付近 の情景を無線を使用 して,コ ン トロール ・

センタに送 り,モ ニタ ・テ レビに映 し出す。

各担当官は渋滞状況を詳 しく調べ,解 決策を決定 し,各 関連機 関に指令を出す。

もし交通事故 が原因であるならば陸上組織 であるけん引車,ハ イ ウェイ ・パ トロール車を急行

させ る。けん引車は事故車 の除去作業を行ない,保 守担当者は こわれた道路の補修を し,落 ちた

荷物を除去 して,事 故 現場を早期に回復 させ る。

それと並行 して コンピュータでは事故現場 の上流 と下流での自動車の流れをCRTに 映 し出す。

その結果に もとついて第二 の事故 を防止するために,フ リーウェイ上 の電光案内板 を使用 して,

ドライバに対 して必要な交通情報 を伝 える。 たとえば ⇔前方△ムマイルに事故あ り",特 ス ピー

ドを△ム マイルに落せ"等 である。

そのほかには フリー ウェイに進 入す る自動車を コン トロールするための コンピュータと接続 し

た ランプ表示装置,フ リーウェイ周辺の自動車 に交通状況を伝 える ラジオ放送,フ リーウェイ上

で困ってい る ドライバのための巡回パ トロールあるいは,各 所 に設置 してあるフリー ウェイ電話

設備などが役立っている。

(2}コ ン トロール ・センタ

(a)コ ン ピュータ ・システ ム

① 交通監視 ・コンピュータ'シ ステム

o中 央処理装置(TraficSurveillianceComputer)

SIGMA5記 憶容量32KW
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図2-51シ ス テ ム概 略 図
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o磁 気 デ ィス ク装置 記憶容量25MB×l

o磁 気 テープ装置1台

oラ インプ リンタ1台

OCRTデ ィスプレイ 数台 、 ・

② 電光案内板 ・コン トロール ・コンピュータ ・システム(ミ ニコンピュータ)

O中 央 処理装置

NOVA1220記 憶容量16KW

o磁 気 デ ィスク装置 記憶容量1.1MW×1

0磁 気 テー プ装置1台

oタ イプライタ2台1台 コンピュータとの会話用

1台 電光案内板 メ ッセージ入力用

(b)そ の他の装置

① ステ イタス ・ボー ド装置(後 述(3咬 通 状況 の把握参 照)

② モニタ用テレビ装置

ヘ リコプタか ら送 られる事故現場 の情景 を映 し出す装置

③SIGNCONTROL装 置(電 光案内板操作 卓)

この装置はサンタモニカフ リー ウェイ上の電光案内板をコン トロールする装置 でヘ リコプ

タからの映像を映 し出すテ レビと,交 通監視用 コンピュー タに接続 した警報装置,交 通状況

表示 ランプ装置 と,電 光案内板に送 るメ ッセージ,送 るべき場所等を指示す る装置 を複合 し

た装置である。

④ ラジオ放送局用 タイ プライタ

フリーウェイの交通状況を ラジオ放送局 に伝達す るためのタイプライタである。

(c}組 織

① 事故管理チーム(IncidentManagementteam)

警 察 ……事故 に際 し,法 律的な処理方法を立案,指 示す る。

トラフィック・エンジニア…… コンピュータ ・ア ウ トプッ トの内容を分析 して,交 通渋滞等の

原因を分析す る。

メンテナンス ・エンジニア ……事故状況 に応 じてけん引車の派遣,保 安担 当者 の派遣 を行な

う。

これ らはそれぞれ異なった分野の専門家が1ヵ 所に集 まり,事 故 の早期発見 とともに,解

決策 の立案 ・行動 を早 期に行 な う組織 になっている。

② 電光案内板,オ ペレータ

事故状況に もとつい て,適 切有効なメッセージを選択 し,指 示するオペ レータ。

以上のほかにコン ピュータ関係の要員がいる。
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(d)保 守

現在は システム全 体がテス ト段階なので1カ 月 に1日 マンス リー ・メンテナンスを行ない,

毎 週木曜 日に1時 間 ウイクリー ・メンテナ ンスを行なってお り,そ の間は コンピュータをダウ

ンさせている。 ただ し電光案 内板の表示は行なっている。

システム全体が完成 し,本 格的にシステム稼動 させる段 階では,デ ュアル ・システムな どに

して24時 間 完全稼 動させることになろ う。

(3)交 通 状況の把握

自動車の検 出,コ ンピュータによる処理,計 算結果の表示に区別 できる。

(a)自 動 車の検 出(図2-52参 照)

① サンタモニカ,サ ンジエ ゴ,ハ ーバーの42マ イルのフV－ ウェイ上 とその進入 口に約%

～%マ 幽イル間 隔(平 均間隔%マ イルー約800m)に 検 出装置 が設置 されてい る。 この装置

は各 レーンの交通セ ンサとそれに接続 したデ ィテクタ装置からなる。

② センサは6×6フ ィー ト(約L8m)の 線輪 であ り道路 の中 に埋められてい る。

イー ト

レーン

!

フィー ト

セ ン サ ー の 断 面

(誘 導 コ イ ル)

図2-52

③ 自動車が センサの上 を通過すると

線輪のインダクタンスが変化 し,ル

ープの両端 の電圧が右の図のように

変動する。

電

圧

ll
-一 一 一_一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一

1

1
-一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ト 一-

ll

ll

ll

一 一

1

●一 自 動 車 の 通 過 層 一
時間
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④ セ ンサの出力の上下 を カッ ト

オ フし,デ ィテ クタの出力を矩

形波にす る。

⑤ トランス ミッタではデ ィテク

タか らの矩形波を,右 図のよ う

に660HZお よび2460HZの

2つ の周波数におきかえて

(frequencyshift),電 話

回線を通 じて中央の コンピュー

タに送 る。

⑥ 電話回線1回 線当た り12個

の デ ィテクタ出力を重畳 させて

い る。

⑦ 現在628の デ ィテクタ装置 と

65回 線 の電話 回線を使用 して

い る。

(b)コ ン ピュータによる処理

デ ィテ クタ

出力

電

圧

2460

HZ

トランスミッタ

660

HZ

カ ットオフ

カッ トオ フ

主要な プログ ラムは二つある。第一 のプ ログラムはVolume(自 動車の量),Occupancy

(道 路 の占有状況)を 測定するもので,フ リーウェイでの交通の流れの状態を計算す るプ ログ

ラムであ る。

第二 のプログラムは 自然渋滞 と事故 とを探知するためのロジ ックが組み込 まれたプ ログ ラム

であ る。 これによって コンピュータが継続的に二 つの隣接 した検出装置上の自動車の流れを比

較 している。 もし上流 と下流の検出装置の間 で流れに変化を記録 したならば,何 らかの事故が

発生 した事 を意味するものである。

① 交通 の量 と道路 の占有状況 を測定す るプログラム。

イ・65本 の電話回線に よ

って送られてきた628

のデ ィテクタの信号は右

図のように15回/秒 自動車がいない状態

(20秒 ご と)の 頻度で

自動車の有無(つ まり周

波数 の差)を 検 出する。.◇ レス

この頻度は平均する と65

マイル/時 間(約104km/時 間)の スピー ドの 自動車が一 つのセンサ上を通過する間に3

～4回 感知 されることにな る。

1:、

」

H、`.、 、 、,、`-

●`

自 動 車 が 通 過 した

、,..、 自動 車 力

～
1　 「

1秒

一296一

◆



ロ.自 動車の存在 を示すパルスの断続性 とそのパルスの数が全体 のパルスの数の何%を 占め

るかによ りVolumeとOccupancyを 計 算す る。

ハ・VolumeOecupancyRateは 各20秒 ご との自動車の存在を示す数 を調 べて 次の

式に よって計算 する。

あ る20秒 間(t)に お けるパルスの数をPt,次 の20秒 間(t+1)に お けるパル

スの数 をPt+1と 順次 きめ,VolumeOccupancyRateを 連 続す る3つ のPt+i

の移 動平均値で定義 し,

Pt十Pt十1十Pt十2
VolumeOccupancyRate=3

の 式 で 表 わ して い る 。

② 事 故 と 自然 渋 滞 を 探 知 す る プ ロ グ ラ ム。

イ.前 記 で計 算 処 理 さ れ たVolumeOccupancyRateの 結 果 の デ ー タ を 利 用 して 分 析

処 理 を す る 。

ロ・ カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ ク シ ョ ン ・ロ ジ ック に よ っ て 事 故 と 自然 渋 滞 と を探 知 して い る。

ハ.カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ ク シ ョ ン ・ロ ジ ック

あ る 検 出 装 置 と 次 の 検 出 装 置 と の 区 間 をi,そ の 検 出 装 置 と ま た 次 の 検 出 装 置 と の 区 間

をi+1と い うよ うに 順 次 定 義 す る。'あ る区 間iに お け るVolumeOccupancyRateを

(occi),ま たi・+1に お け る そ れ を(occi+1)… … … と す る 。

つ ぎ の三 つ の 方 程 式 か ら な る,k、,k2,k。 の 三 つ の 定 数 を カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ

ク シ ョ ン ・ロ ジ ック と呼 ん で い る。

(OCCi)t-(OCCi十1)t>K,

(OCCi)t-(OCCi十1)t
_>K2(
OCCi)t

(OCCi十1)t-B-(OCCi十1)t

(OCCt十1)t-B

ω

回

>K3り

(Bは この場合20秒)

(イ)式はある時間tに おけ るi地 点 のVolumeOccupancyRateの 差 を求めてお り,

そ の差 がある値K、 より大 きいときは,i地 点 とi+1地 点 の間 で何 か異常のあることを

万ミしている。

(ロ)式はi地 点 とi+1地 点 のVolumeOccupancyRateの 変 化率 を示 している。ま

た←→式はi+1地 点 で,あ る時間tと,そ れよ りB秒 だけ前の時間t-Bに お けるVolume

OccupancyRateの 変化率を求 めたものである。

二.フ リー・ウェイの交通状況が平常の場合にはこの三 つの定数はいずれも小 さ く,ま た一定

値を示 し,事 故 による渋滞 の場合は事故のある区間の前後で定数の値が大 き くかわ る。 自
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然渋滞ならば定数の値は高 くな るが変化はあ ま りない。

図2-53は そ の概念図であ る。

(平 常) (事 故 の時)

事故

図2-53

(自 然渋体)

なお次項(c)で説 明す るが,こ れらの各定数 がそれぞれ どの程度 の値の とき,実 際の道路状

態が ど うなるかについて種々 の実験が行なわれ て来た。

(c)計 算 結果 の表示

① ステ イタス ・ボー ドへの表示

イ.こ のボー ドは(図2-50)の よ うに三つの フリーウェイの道路図が描かれてお り,そ の

道路上 の各検 出地点 のVolumeOccupancyRateを 赤,黄,緑 の3色 の ランプで表

示 できる ようになっている。

ロ.3色 の ランプとVolumeOccupancyRateの 関 係は通常は次の基準 で利用されて

いる。

緑色 ランプ ………1496以 下(Rate)

黄 色 ランプ ………14%～24%(〃')

赤 色 ランプ ………24%以 上(〃)

緑 色 ランプが点灯 してい る場合は 自動車はスムーズに流れてい るが,赤 色 ランプが点灯

している場合には渋滞の状態が起 ってい ることを表わ してい る。

ハ.今 までの実験 から自動車 のス ピー ドとVolumeOccupancyRateと の関 係 は1次の

よ うな状態であることが判明 した。

Ratel4%以 下 の場合 … …… 自動車 のス ピー ド50マ イル/時

"14%～24%の 場 合 … 〃30～50マ イル/時

〃24%以 下 の場合 ……… 〃30マ イル/時

二・表示 ランプの基準はオペ レータが コン ソールか ら指示 して変更できる,し たが って,こ

の方法 によってフリーウェイ上の 自動車のス ピー ドを知ることができる。

ホ・ス テ イタス ・ボ ー ドの表示 ランプは20秒 ごとに更新 され る。
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② 警報装置 の作動

イ.コ ンピュー タによって事故 の発生が発見され るとただちに コン トロール ・センタの警報

装置 が自動的 に作動する。 これによって関係者は行動を起 こす(後 述 ・電光案内板による

警報参照)

ロ・ このシステムの実験によって従来警察 が行 なっていた場合 には12分 ～15分 か か って

いた事故 発見時間が2分43秒 ～6分43秒(平 均4分)に 短縮することができた。 また

事故 発見率について も全事故 の84.5%～88.396を 記録 した。

(4)レ ス ポンスの態勢(事 故処理)

コ ンピュータによって渋滞が探知 されたならば渋滞 の原因が何 であるかを把握 し,事 故である

ならばその関係機関に連絡 し,現 場に急行 させ早期に解決を図 らなければならない。 そのための

手段 として現在ハイ ウェイ ・パ トロールの巡回,ヘ リコプタの活用,け ん引車の巡回を行な って

いる。

(a)ヘ リコプターの活用

① コンピュー タセンタでは前述 の如 く警察官,交 通 エンジニア,メ ンテナンス の専 門家 で構

成 した事故管理 チームが常に交通状況を管理 してい る。ステ イタス ・ボー ド上 に赤 ランプが

点灯 し,警 報 装置 が鳴るとヘ リコプタを現場 に急行 させる。

② ヘ リコプタの カメラで現場 の状況を映 し,ヘ リコプタに搭載 した無 指向性送信アンテナに

より,ロ スアンゼルス市郊外のMtLeeの 頂上 にあ る中継所 を経由 して コントロール ・セン

タに送 られ,モ ニタ ・テレビに映 し出される。なおモニタされた画像 は,日 付,時 間を加え

てVTRに 収 録 され,今 後 の研 究に利用 される。

③ 事故管理 チームはモニタ ・テレビを通 じて現場の状況を把握 し次の行動を起 こす。

④ ヘ リコプタは6:30～9:30お よび15:30～18:30の ラ ッシュ ・ア ワーに毎

日飛行 して交通 状況を観察 している。

(b)け ん引車の巡回

① 現在5台 のけん引車が常時全長42マ イルの フリー ウェイを6マ イノレ～8マ イル(10kO .

～13km)間 隔 で巡回 している。事故 が起 こるとコン トロール ・センタから,無 線で連絡 さ

れ,も よりのけん引車が現場へ急行する。

② けん引車 の巡 回システムを取 り入れることにより事 故発生からけん引車が現場に到着す る

までの所要時間 が次のよ うに大幅に短縮 された。

(事 故発見) (けん引車に連絡) (けん引車の到着) 合 計

・システム採用前 15分 5分 15分 35分

システム採用後 4分 1分 7分 12分
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⑤ ドライバへの警報,お よびその他の情 報の伝達

(a)ラ ジ オによる放送

① ロスアンゼルス地区 にあ る8つ の ラジオ放送局にコン トロール ・セ ンタか らテレタイプに

より15分 ご とにメ ッセージを送信する。 メッセ ージの内容は次のよ うに時間,場 所,交 通

情報等である。

FREEWAYSANDIEGO

TRAVELTIME7MINUTEAy・ERAGE

② コンピュー タのア ウ トプッ トを見てオペレータがテレタイプに より15分 ご とにメ ッセー

ジを送 るがラジオ放送は約5～6分 後に行 なわれる。

③ 利点は交通状況を1度 に多 くの ドライバに伝達できることである。

(b}フ リー ウェイ進入 ロランプ表示

① この ランプ表示装 置はコンピュータ(交 通監視用)に よる リアル タイム処理 によって赤 ラ

ンプ(停 止せ よ)と 緑 ランプ(進 入せ よ)の 表示を行 ない フリー ウェイへの自動車の進入を

コン トロールする装置である。現在ハーパ フリーウェイに23台 設置 されている。

② コンピュータとランプ表示 装置 との間は電話回線による2ウ ェイ ・コミュニケーション方

式で情報の交 換を している。 コンピュータへの送信情報は交通セ ンサに より探知 した フリー

ウェイに進入する自動車の量 で((3),交 通 状況の把握参照),ラ ンプ表示装置への送信情報

は 「停止せ よ」,「 進入せよ」な どの情報 である。

③ ランプ表示の利点は 自動車 の進入を コン トロールすることによって フリーウェイの能力を

効果的 に活用 し,自 然渋滞の解消,第 二の事故(事 故 により誘発する事故)の 防止 を行な う

ものである。実験 の結果 フ リー ウェイの処理能力に関 して次の ような効果が表われてい る。

稼 動 前1車 線1時 間1,500台 処 理(自 動車 のスピー ド10～15マ イル/時)

稼 動 後1車 線1時 間1,800台 処 理(自 動車のス ピー ド 50マ イル/時)

(c}電 光 案内板(ChangeableMassageSign)'に よる警報

① フ リーウェイを走る自動車に対 して警報とかその他通行 に関す る情 報を表示す る装置であ
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る。現在 サンタモ ニカ ・フリーウェイに0.75マ イル～1マ イル(1.2knt～1.6km)間 隔 に

35台 設置 されている。

電光案内板機能は次のとお りである。;

表示文字数32文 字(16文 字上下段)

表 示 文 字 英数字

可 視 距 離1,000フ ィー ト(約300m)

② 操作手順(図2-54電 光案 内板 コン トロール室参照)

イ.コ ンピュータ(交 通監視用－Sigma5)の 計 算 結果に よりコンソールoi)フ リーウェイ

図板上 に赤 ランプが点滅 し,警 報装置がな ってオペ レータに渋滞が発生 した場所 を知 らせ

る。1

ロ.オ ペ レータは現場の状況を確認 して,コ ンソール より,記 憶装置 にあ るメ ッセージを所

定の電光案内板に送信する。 それか ら約2.4秒 後 に電光案内板 に表示 され る。

③ メ ッセージの種類

イ.定 型的なメ ッセージは100種 類 あり,記 憶装置(磁 気デ ィス ク装置)に ス トアされて

お り,コ ンソール上 のボタンで指示できる。それ以外のメ ッセージはオペ レータが 自分 自

身で作 りタイプライタから送る。

ロ・ メ ッセージには警報に関す るもの と,案 内に関する ものがある。

O警 報に関するものは危険度(重 要度)か ら次のプライオ リテ ィで表示 され る。

④ 通行を妨げる貨物に関す る情報

◎ 事故現場 までの距離

◎遅れている時間

㊤遅れている理由

㊧場所(何 かの理 由により変更すべき道路,イ ンターチェンジの名称)

表 示例

・事故が発生 した場合

CAUTION

SLOWINGAHEAD

・原 因が判明 した場合

ACCIDENTAHEAD

LEFTLANE

STRANDEDCAR

RIGHTLANEAHEAD

o案 内 に関す るもの としては朝夕のラ ッシュ ・ア ワーにおげる所要時間の表示,建 設,補

修工事に関す る道路閉鎖状況の表示等 である。

表示例
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7MINUTESTO

HARBORFREEWAY

LANEl234X

BLOCKED

④ 現 状の問題点(実 験結果')

電 光 案内板の メッセージはオペ レータの判断で行なってお り,適 切なメ ッセージの選択 に

は詳 しい事故現場 の状況を よ り早 く把握す ることが必要 である。

現在では

o事 故照合パ トロール組織(VPU==VerificationPatrolUnits)か らの連絡

Oヘ リコプタによるモニタ ・テレビへの投映

oCHP(CariforniaHighwayPatrol)か らの無線を利用 しての連絡

等の方法で情報収集を してお り,中 間 に上記の人達が介入するため,早 い情報収集 ができず,

平 均4分,最 高10分 の時間がかxっ てい る。

これ を改善す るため地上固定 カメラの設置,電 光案内板メ ッセージの自動作成表示 の検討

が進められてい る。

なお,こ のシステムは機器の製造が遅れたNめ,1973年4月 から実験を開始 したが,

現 在メ ッセージの内容についてはカ リフ ォル ニア大学で研究中であ る。 システムの完成 は

1974年 中 頃に予定 され てい る。

(6)故 障 車に対するサー ビス

現在42マ イル フリー ウェイ地域 では1日 平均約300件 の故障車が発生 している。 これらの

ほとんどは,自 動車の老朽化が原因であるがこれらの ドライバに対するサー ビス もまた交通渋滞

の解消,事 故防止 の重要な機能 である。

このシス テムでは コンピュータを中心 とした電子機器装置によって自動的に事故探知す る方法

をとっているたぬ 現実 に交通渋滞が発生 しないと事故 を発見できな い し,警 報 を発す ることも

できない。故障車は必ず しも渋滞を引き起 こす とは限 らない。 したがってこれをカバーす る方法

としてサービス ・パ トロールの巡回およびフ リーウェイ電話設備がある。

(a)サ ー ビス ・パ トロール の巡回

この方法は きわめて有効な方法 で著 しい効果をあげてい る。以前は自動車が故障 した場合 そ

の解決に約52分 か か っていたが,フ リー ウェイ上 にサー ビス ・パ トロールが4マ イル(6.4

㎞)間 隔で巡 回す ることにより約24分 間 で解決 できるようになった。サービス ・パ トロール

のコス トは約10$/件 で ある。

(b)フ リーウェイの電話設備

① フリーウェイ電話設備は三つの フリー ウェイの道路 わきに沿 って,%マ イル(400m)

間 隔 に設置 されてい る。 自動車 が故障 した場合には,こ の電話を使 って助けを求めることが

できる。
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② 現在 のところ,そ の能力は十分に生かされていない。助け を必要 とする ドライバの約20

%し か 利用 していないが,そ の原因は装置その ものに欠陥があ るのではな く,

oサ ー ビス ・パ トロールへの コンタク トを しぶる。

oサ ービス ・パ トロール のコス トを自己負担 しなければならない とい う心配。

な どの理由であ り,一 般的 には ドライバ 自身が解決す るとい う態度 によってい る。

σ)将 来計画

(a)フ リー ウェイの拡張

システムの対象範囲は三 つのフリーウェイの42マ イル であ るが,こ れをさらに拡張 し100

マ イル,200マ イ ルにす る計画がある。現在,実 験結果 にもとついて,シ ステムの効果 問

題点に関す る提案書を州政府 に出 してい る。 これが許可 され資金 面で問題がな くなれば約2年

の間 に完成す るであ ろ う。

(b)機 能 拡張計画 一

① 電光案内板 コン トロールシステム

イ・地上 固定 カメラの設置

これはフ リーウ ェイに沿 って約2台/マ イル(約800沈 に1台)間 隔に地上 固定カメ

ラを設置する計画 である。 この装置 によって24時 間 継続的に フリー ウェイ上を監視する

ことができ,渋 滞 が発生 した場所の状況 を即座に把握する ことができる。

ロ・ 電光案内板 メ ッセージの自動作成表示

この方法 はコンピュータが収集 した トラフ ィク ・デ ータを基礎 としてコンピュータによ

って自動的にメ ッセージを作成 し,電 光案内板に送信,表 示す るものである。人手が介入

しないため事故状況に応 じた早いメ ッセージの表示が可能 になる。 これに ともない交通監

視用 コンピュータと電光案内板用 ミニコンビ三ータ間は1200B/Sの 通 信回線で接続

し,ミ ニ コンピュータの記憶容量16KWを32KWに 拡 張する。

② フリーウェイ進入 ロ ランプの増設

現在 この装置は23カ 所 に設置 されているが,増 設を行ない,最 終的には500マ イル

(800伽)に 約500台 の設置 を行な う予定 である。 ロス アンゼルス周辺 に75台,そ の

ほかの地域に400台 で あ り,3～4年 以内に設置す る予定 である。

③ フリーウェイ ・ラジオ(RoadsideRadio)の 検討

この装置は フリーウェイ沿いに ラジオを設置 してフリー ウェイ上 の ドライバに対 してよ り

早 く交通情報 を伝 える手段 であ り,設 置 した場合の効果,問 題点な どの検討が行なわれている。

、9ぷ.1
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資 料 一 覧

(1)LosAngelesareaFreewaysurveillanceandcontrolProject

(2)A・Lookatthe42-milesLoop

(3)BulbMatrixchangeableMessagesignsoperationalcharacteristics.
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